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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「部活を作りたいんだけど、どうかな？」

　ここ最近、ずっと考えていたことだった。他者の干かん渉しようを受けずに、仲の良いい人達だけで集まって、好きなことをずっと喋しやべっていられる場所を作れないだろうか、と。部活を立ち上げるのって青春物の定番だし、我ながら悪くないと思った。

　試合に負けて悔くやしがる琉る実みを見て、ほんの少し羨うらやましくなった。真しん剣けんに打ち込める物がある事に、憧しよう憬けいどころか気き後おくれすら感じてしまう──なんてことはない。断じて無い。琉る実みに影えい響きようされて部活を作りたくなった何て事は、微み塵じんも無い。この私に限って、有る訳無い。

　ほんとだから。全っ然、羨うらやましくなんてないから。

「部活を作りたい？　部活なんて面めん倒どう臭くさい、学校に拘こう束そくされる時間は一秒でも短い方が良いいって口くち癖ぐせのように言ってたのに、どういう風の吹ふき回まわしだ？　なんかそういうアニメでも観みたのか？　それに、一体何の部活を──」

「いいじゃんっ！　作ろうぜっ！」

　真意を推おし量はかろうと御ご託たくを並べて検証モードに突とつ入にゆうしかけた純じゆん君を、教授が遮さえぎった。

　絡からみがうざったらしいときもあるけれど、ノリの良さだけは評価する。巫ふ山ざ戯けてる時は別として、教授は私の提案を基本的に断らないし、否定しない。そして、純じゆん君が「やれやれ」みたいな顔で了りよう承しようする──ずっと繰くり返かえしてきた定番の流れ。

「でしょ？　いいでしょ？」

「おうっ！　俺は賛成だ！　で、どんな部活を作る気なんだ？」

「さぁ」

　知らない。

「さぁって……投げやりすぎるだろっ！」

「大方、それを今から考えろってことなんだろ？」やっぱりな、とでも言わん顔。

「流石さすが純じゆん君。私、話の分かる人、好き」

　察しは悪いけれど、理解が早いのは純じゆん君の美徳。皆みなまで言わずとも話が通じる──私の事を分かってくれてるって言った方が適当かも。一から十まで説明するのは嫌きらい。まどろっこしい。香こう炉ろ峰ほうの雪と言ったら、御み簾すを上げて欲しい。

「なんで白しろ崎さきだけなんだよっ。俺は？　俺のことは？」

　うっざ。

「と云いう訳で、何か意見はある？」

「おいっ！　無視すんなっ！」

　はぁ。しつこい男は嫌きらわれるって云いうのが、どうして分からないかな。

「はいはい。無視しないであげるから、意見出して。ほら」

「意見つってもなぁ。そんなすぐには……」同どう意いを求もとめて、教授が純じゆん君に相あい槌づちを促うながした。

「……役立たず。勢いだけの不能って認定してもいい？」

「てめっ！　男が一番言われたくない台詞セリフをよくもっ！」

　三人寄れば何とやらを真に受けて、ひとまず二人を呼び出したものの、思うように話が進まない。此処ここに文もん殊じゆ菩ぼ薩さつが一人居るわけだし、どんなに頼たよりなくても、持ち寄った知ち恵えの和は文もん殊じゆを上回ると思ったんだけど──Le congrès danse beaucoup,会議は踊るばかりで mais il ne marche pasちつとも進まない.

「前提としてなんだが、那な織おりはどうして部活を作りたいんだ？」

　純じゆん君を引き留めておきたいからなんて言うほど愚おろかではない。そんなこと言ったら、確実に重くて面めん倒どうな女だって思われちゃう。え？　思われてる？　思われてないよね？

　まだ大だい丈じよう夫ぶだよね？

　ん？　重くて？　は？　重くなんてないし。

「楽しそうだから」

「えらく抽ちゆう象しよう的てきだな」

「何かをするには十分すぎる理由でしょ？」

　此処ここで言葉を費ついやすのが愚おろか者もの。言葉は並べれば並べるほど噓うそっぽくなる。大体、噓うそがバレる人って、噓うその上に噓うそを重ねるからバレるんだって分かってない。事実に噓うそを混ぜなきゃ。大きな真実に小さな噓うそ。基本中の基本。

　楽しそうだから──これは本当。噓うそじゃない。

　と云いうか、噓うそ吐ついてないし。言ってないだけだし。

「細かいことはいいじゃねぇか。部活、作ろうぜ。神じん宮ぐう寺じの言う通り、楽しそうだ」

「部活を作ることに反対はしてないんだが……校則はどうなってるんだ？　『部活を作ります』、『はい、わかりました』って訳にはいかないだろ？」

「五人以上＆顧こ問もんを見付ければ、だね。流石さすがにそれくらいは調べた」

　理り屈くつだとか決まりだとか約束だとか、そういう所をちゃんと押さえておくのが、純じゆん君を動かすコツ。この辺は慣れた物ですよ。付き合いの長さが違ちがいますから。琉る実みは純じゆん君のそういう所を面めん倒どう臭くさいとか言うけど、私からすれば単純で扱あつかい易やすい──なんだけど、感情が絡からむとそうもいかないんだよね。そっちのがよっぽど面めん倒どう臭くさい。

「五人以上、か。ここには三人……あと二人はどうする？　一人は亀かめ嵩だけか？」

「もちろん」

　こんな面おも白しろそうな話、部長抜ぬきは有り得ない。今日だって、声は掛かけてある。ちょっと遅おくれるって言ってたけど、そのうち来る筈はず。部長は美術部との掛かけ持もちになっちゃうけど、既すでに約やく定じよう済み。部活を作るって言っても、私は駄だ弁べりたいだけだし、ガチの体育会系とかじゃないし、部長は私の事が大好きで仕方ないし、承しよう引いんしてくれるのは当然の帰結。

「亀かめ嵩だけ抜ぬきってのは、有り得ないよな。で、もう一人はどうするんだ？」

　純じゆん君は私に向けて言ったのに、教授が思案顔で受け取って例の如ごとく語り出した。

「そこが一番重要なポイントだ。言うまでもないが、女子を希望……希望つーか、確定だわ。それ以外あり得ねぇ。誰だれか当てはあるか？　俺としては、可か憐れんでお淑しとやかで気の弱そうなスレてない深窓の令れい嬢じようって感じの子を所しよ望もうしたい。神じん宮ぐう寺じにしろ、亀かめ嵩だけにしろ、如何いかんせん口が悪すぎて癒いやしとは程ほど遠とおいのが何とも──」

「ねぇ、純じゆん君。隣となりの痴しれ者ものを葬ほうむってくれない？　存在が不ふ愉ゆ快かいなんだけど」

「おい神じん宮ぐう寺じ、そういうとこだぞっ！　もうちょっと俺にも慈いつくしみを──」

　ああっ、もうっ。教授うっさい！

「深窓の令れい嬢じようだか佳か人じんだか知らないけど、そんな手て垢あかに塗まみれた表現でカテゴライズ出来るような女の子なんてそうそう居る訳ないでしょっ！　ねぇ、居た？　この学校にそんな子、居た？　居るなら連れて来て。もし仮に居たとして、お腹なかの中じゃ何考えてる分かんないからね？」

「那な織おりが言うと説得力あるな、それ」

　純じゆん君がぽつりと、余計な一言を──とんでもなく余計な一言を放った。

「ちょっとっ！　純じゆん君まで何なのっ！　言って良いい事ことと悪い事ことがあるって、知らないの？　可か愛わいい幼おさな馴な染じみに向かって、よくもそんな酷ひどい事ことを……悲しくて泣きそう」

　まるで私が腹黒いみたいな言い様なんですけどっ！　讒ざん謗ぼう反対。ダチュラだっ！

　純じゆん君がいじめるって、おばさんに云いい付つけてやりたい。ほんと、失礼しちゃう。

　愚おろかな男子達をどうしてくれようかと考えて居ると、教室のドアが開き、部長が「どうどう？　骨こつ子しは決まったー？　絶賛話し合い中？」と言いい乍ながら教室に入って来た。

「部長っ！　待ってたっ！　この二人が私のことを──」

「にゃおにゃお、お待たせっ！」

　背後から現れた慈し衣え菜なが、間かん髪はつ入れずに抱だき着ついて来きた。

「ちょっとっ！　離はなしてよっ！」暑苦しいっ！　乳を押し付けないでっ！

「なんでよ～。いいじゃん～」

　慈し衣え菜なの頭をぐいぐいと押おし戻もどしつつ向き直ると、教授が気色の悪いニヤついた顔でこっちを見ていた。純じゆん君は「何やってんだ」とでも言いたげな面めん体てい。

　別に私だって好きで──って言うか、慈し衣え菜なが勝手に抱だき着ついて来きてるだけだから。

　何だか知らないけど、最近は前にも増して馴なれ馴なれしい。幾いく何ばくかは慈し衣え菜なの事を受容しているにしても──受け入れてるって言うより〝相手にしてない〟が正しいと思うんだけど、人目を憚はばからずに絡からんでくるのだけは度どし難がたい。女王様クイーン・ビー気取りのぱーぷりんグループと仲が良いいなんて勘かん違ちがいされたら──私の大人しい優等生キャラが瓦が解かいし兼かねない。社交性のアピールにはなるかも知れないけど、安あん寧ねいな学生生活が危き殆たいに晒さらされる可能性は無視出来ない。あの手のグループは目を付つけられ易やすいし、注意するに越こした事は無い。自分達は我が慢まんしてるのに的な文脈コンテクストで語られる、「あの子達は良いいよね」みたいな歪ゆがんだ羨せん望ぼうと嫌けん忌きに満みちた嘲ちよう罵ばの対象にはなりたくない──つまり、仲間だと思われて得なことは無い。心底やめて欲しい。

　この空き教室なら人目は無いし、まぁ、うん。

　暑苦しいから嫌いやだけど。

「エナちゃんは先生のこと、お気に入りだもんね～」

「だって、にゃおにゃおカワイイし。りりぽんも思うっしょ？　マジ、持って帰りたい」

「いいから離はなれてよ」

　慈し衣え菜なに言われても嬉うれしくないっ！

　無理くり慈し衣え菜なを引ひき剝はがして、部長に押し付ける。部長が連れて来たんだから、しっかり管理してよね？　監かん督とく不行き届きだよ？　飼い主の責任放ほう棄きは許さないからね。

「つーか、神じん宮ぐう寺じと雨あま宮みやっていつからそんな仲良くなったんだ？」

　不服そうな容顔で渋しぶ々しぶ私から離はなれた慈し衣え菜なが、悪だくみをする猫ねこみたいな目をした。

「にゃおにゃおは家うちにも来てくれたもんね～」
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　慈し衣え菜なの言葉に、やれ「その話、俺は知らねぇ。詳くわしく聞かせろ」だの、「雨あま宮みやをちゃんと紹しよう介かいしろ」だの騒さわぐ教授の相手を部長がして、たまに純じゆん君が教授に絡からまれたり、慈し衣え菜なが訳の分からない事を言ったりしている浅ましい時間の濫らん費ぴを、私はイラみ混じりで傍ぼう観かんしていた。

　全く以もつて本題が進まない、この無益な時間は何なのっ。立っているのが莫ば迦からしくなって、手前の椅い子すを引ひき摺ずって純じゆん君の隣となりに座る。

「なぁ、もしかして、あと一人って雨あま宮みや、か？」

　部長と教授と慈し衣え菜なが三みつ巴どもえとなって、ああだこうだと繰くり広ひろげる騒そう擾じよう極きわまりないお喋しやべりを搔かい潜くぐった純じゆん君が、エンドレス嘆たん声せいを零こぼしていた私の腕うでを小こ突づいた。

「不ふ本ほん意いながら、その線が濃のう厚こう。部長の強い推すい薦せんで」

「いいんじゃないか。僕は賛成だ」

　純じゆん君に賛成って言われると、なんか気に喰くわない。

「私だって反対はしてない。実際問題、人数を集めなきゃどうにもならないし、まぁ、慈し衣え菜なが悪わるい奴やつじゃないのは分かったし……けど、私から言い出した訳ではないからね。端たん緒しよは部長だからね。慈し衣え菜なが適任だってしつこいから──何その顔？　何が言いたいの？」

「何も言ってないだろ」

「何か言いいた気げな顔してた。何、部長だけじゃなくて、純じゆん君も慈し衣え菜なに絆ほだされたの？」

「そうじゃなくて──僕は前から思ってたんだよ、那な織おりと雨あま宮みやは合うかもってな」

「合う合わないは私が決めることだからね。そこだけはちゃんと線引きを……」

　て言うか、私だって慈し衣え菜なを頭数に入れることには同意してるんだから、そんな言わなくても良くない？　二人して何なの？　ちょっと慈し衣え菜なの肩かた持ち過ぎじゃない？

「ま、いいや。さて、そろそろ本題に──ちょっと、いつまでじゃれ合ってるのっ！」

　私の言葉に振ふり向むいた教授が、「だってよぉ、雨あま宮みやのヤツ、俺が話はなし掛かけたこと一いつ切さい記き憶おくにないとか抜ぬかしやがんだぞ？　有り得なくね？」と言い、慈し衣え菜なが「そんなん言われても、話しかけてきた人、いちいち覚えてないってー」と、悪わる怯びれるでもなく口を尖とがらせる。

「そういうの良いいから。それに関しては慈し衣え菜なが正しいっ！　この前、軽くあしらわれたって教授が自分で言ってたじゃん。あしらった相手のことなんて、普ふ通つう覚えて無いから」

「だって、教授君。ざんねん。さて、先生、これで五人集まったよ。あとは活動内容と顧こ問もんの先生と部室をどうするかってとこ？」

「うむ」つまり、何も決まってないに等しい。

「考えることばかりだな。結局のところ、部活を作るのが目的であって、明確にあれをやりたいこれをやりたいってわけじゃないんだろ？　とは言え、ざっくりしたアウトラインくらいはある、でいいよな？」抑よく揚ようの少ない、理性的な声で純じゆん君が尋たずねて来くる。

　部長と純じゆん君が話を転がし始めた。これで漸ようやく前に進める。

「みんなで好きなことについて延々喋しやべれる場所を作りたいなって。それだけ」

「それって、映画とか本とかアニメとかってことだよな？」

　教授もお巫ふ山ざ戯けモードから、真面目モードに切きり替かえて乗って来た。

「いいじゃん。超ちよう楽たのしそうっ！　部室にでっかいモニターとか持って来て、みんなでアニメ観みたり、ゲームしたり、マンガ読んだりってことっしょ？　うん、やろやろっ！」

　はしゃぐ慈し衣え菜なを横目に、純じゆん君はさっきと同じ声こわ色いろで「それに対して尤もつともらしい活動内容をどう附ふするか、だな。何かの作品を共有して語り合う──評論とか批評研究みたいな言葉を宛あてがえばそれっぽくなるな」と案を紡つむいでいく。

　うんうん。私が求める物は、そう云いう建設的な意見。

「ただ、そういうのって、アニ研とか文芸部、映像研でもやってるんじゃないか？」そう言う教授に、「アニ研はアニメ専門でしょ？　それに、文芸部や映像研って、実態は別として、建て前上は創る方が主体だし、広く創作物を扱あつかうって意味では、評論とか批評を盾たてにするってのは賢かしこいかも。ただ、活動のアウトプットが難しい気がする」と部長が重ねる。

「アウトプットか。確かにそうだな。活動する以上、何かしらの成果物が必要になって来る。それについて、那な織おりはどう思う？　アイディアはあるか？」

　うーん、定番なのは──「文化祭で評論文でも出す？　誰だれ一人ひとり見向きもしないだろうけど」

「評論文か。間ま違ちがい無なく素す通どおりするだろうな」純じゆん君が拳こぶしを口元に当てたまま黙だまった。

「評論文とか言われても意味不明だし、どうしても何か作らなきゃって言うなら、普ふ通つうにオススメの映画とかアニメとか漫まん画がを紹しよう介かいすれば良くない？　そういうんじゃダメなん？」

　脚あしをぷらんぷらんさせていた慈し衣え菜なが、部長の顔色を窺うかがう様ように覗のぞき込こんだ。

「いいんじゃない？　私は慈し衣え菜なちゃんの意見に賛成だよ。先生だって、明確な何かが欲ほしいってわけじゃないんでしょ？　顧こ問もんの先生の目を眩くらませることさえ出来れば、それ以上は望んでないんでしょ？　それとも、評論文の賞にでも送りたい感じ？」

「そこまでは望んでないし、現時点ではそのレベルの何かを持ってない。言い方が癪しやくに障さわるけど、他に関しては、概おおむね部長の言う通り。ひとまず、文芸部の部誌よろしく、何か作る所から始めよっか。純じゆん君なら、小難しい表現を交えたそれっぽい文章をでっち上げて、読み物として恥はずかしくないレベルでまとめ上げられるよね？　そういうの得意でしょ？」

「おまえに言われたくねぇよ。何だよ、小難しい表現を交えたそれっぽい文章って」

「白しろ崎さき君、先生の場合は、小難しい表現というより小こ賢ざかしい文章じゃない？」

「確かに──」

「確かにじゃないっ！　私は小こ賢ざかしいんじゃなくて、賢さかしいのっ！　穎えい悟ごで聰そう慧けいな優ゆう秀しゆう過すぎる可か愛わいい女生徒なんだからっ！　もう、純じゆん君まで部長のディスりに乗っからないでよ」

　お勉強が出来て、サブカルトークが出来て、冗じよう談だんだって通じて、おっぱいがそこそこあって、小さい頃ころは周りの大人に芸能事務所を勧すすめられるくらい愛らしくて、高校生となった今でも可か愛わいいが顕けん現げんしたみたいな存在だからって、二人して頤おとがいを叩たたかなくても良くない？

　さっきから私の扱あつかいが酷ひどいと思いまーす。那な織おりちゃん、負けるなっ！　頑がん張ばれっ！

「自分で言い切れるところが、如い何かにも先生って感じだよねー。あと、私はディスってないからね。客観的なイチ意見として──」

「部長うるさいっ！」

　脳内オーディエンスの声せい援えんを浴びる時間くらいくれたっていいじゃん。

「まぁまぁ、言い合いはその辺にしてだな、部誌に関して言えば、一人ずつ書いたってイイんだしさ。正直、俺は亀かめ嵩だけや神じん宮ぐう寺じの書いた物を読んでみたいって思うぞ」

　ふーん。私の書いた物、読みたいんだ。へぇ。

「それは僕もだな。那な織おりがどんな物を書くのか、興味ある」

　純じゆん君もなの？　純じゆん君も私の書く物に興味あるの？　そっかぁ。そうなんだ。私の書いた物、ねぇ。二人が言うなら吝やぶさかじゃないけど──「それ、教授も書くってことだよ？」

「ま、まぁ……俺はその、文章得意じゃねぇし、邪じや魔まになるかなーって」

「もしかして、エナも書く系？　それはさすがにハズいんだけど」

　教授が含がん羞しゆうを湛たたえて謙けん遜そんして、慈し衣え菜なが顔を曇くもらせる。

　やりたくないって言うなら無む理り強じいはしないけど──教授や慈し衣え菜ながどんな物を書くのか、興味無くは無い。恐おそらく、こう云いうのは恥はじや外聞を捨てて、皆みんなで書いた方が盛り上がる。

　なんて、ペーソス効きすぎててちょっと私らしくないか。

「とりあえず、細かい話は追々詰つめるとして、あとは部室と顧こ問もんだよね？　どうしよっか。幾いくら放課後は空いてるからって、この教室はダメだろうし……」部長が窺うかがいの目で私を見る。

「この教室は数学とか英語で使うから駄だ目めじゃない？」

　そんなとこに私物なんて置けないし。

「だよねー。どこにしよっかー。使える教室なんてあるのかなぁ」

「この間の会議室は？　実質、物置だろ？」

　教授が私に目配せをする。

　この前、教授を呼び出した、使われていない会議室──それは私も考えた。正直、候補のひとつ。教授をあそこに呼び出したのは、偵てい察さつの意味もあった。会議室とは名ばかりで、備品を押し込めた部屋だと耳にしたから、先生に頼たのまれた風を装よそおって鍵かぎを借りた。

　そもそも、会議室って何？　教師やＰＴＡが使うのは良いいとして、意識高い部活やら委員会やらも使ってはいるみたいだけど──そんなん高校に要いる？　況ましてや三つも。そんな無む駄だな部屋を作るから、第三会議室が物置になるんだよ？

　それは良いいとして、あそこを使うのであれば備品の数々をどうにかしないと──

「会議室？　この前って？」

　鞄かばんの中を漁あさっている内に、何を探していたのか忘れたような顔で部長が言った。とぼけてるのか、忘れてるのか。第三会議室が物置になってるって、部長が言ったんじゃん。

「ほら、あの肉のハンカチの時に」

「肉の……あっ！　うん、思い出した」

「肉のハンカチって？」そう尋たずねる慈し衣え菜なに、「俺の愛が籠こもったプレゼントだよ。神じん宮ぐう寺じなんて、泣いて喜んで──」と教授が答え──させるかっ！

「ないっ！　話を盛もらないでっ！」

「とか言って、まだ持ってるんだろ？」

　うざ。教授のこういうとこ、ほんとうざい。

「はいはい。持ってません。捨てました」

　持ってるなんて言ってやるか。この空うつけ者ものめ。「それより顧こ問もんだよっ！」

　純じゆん君のとこの担任──マスター・ヨーダ辺りはどうかな。名前的にも悪くないんだけど。

「依よ田だ先生あたりに訊きいてみようか？」

　よし来たっ。流石さすが純じゆん君。マスター・ヨーダ──本名は依よ田だ美み四し季き。現代文担当。華か道どう部ぶだか茶さ道どう部ぶの顧こ問もん。うちの担任みたいにソフテニとかじゃないし、忙いそがしくなさそう。掛かけ持もちでもいける……かも。それに何より、ジェダイ・マスターこそ我が部に相応ふさわしい。

　マスター・ヨーダの良いい所ところは、過か干かん渉しようしないこと。それに尽つきる。やる事やってれば何も言わないタイプ。見ように依よっては、冷たい。積極的にフォローしてくれるタイプじゃない。お節せつ介かいが嫌きらいな私に取ってはこの上なくやりやすいんだけど──てな事を、マスターの授業を受けてない慈し衣え菜なに説明して、教授が横から何だかんだと付け加えて、みんなでわちゃわちゃしている内に下校時刻を迎むかえた。方向性以外は何一つ決まって無いけど、今日の所は十分。案出しと、合意を取りたかっただけだし。戦略さえ決まれば、あとは転がって行くでしょ。




「部活、承しよう認にんされると良いいな」

　素す直なおにそう思ってくれているのだろう、みんなと別れたあと、電車の中で純じゆん君が言った。

　ひたひたとした重力を伴ともなった空気が電車の床ゆかにどんより溜たまっていて、辺り満まん遍べんなく交かわされる小こ振ぶりな会話がその上で浮ふ遊ゆうしている。冷れい房ぼうで熱を奪うばわれた電車の手て摺すりが腕うでに触ふれて、肌はだの細さい胞ぼうがきゅっと締しまった気がした。人に押されて近付いた純じゆん君と私の間で圧あつ縮しゆくされた空気が、遅おくれて体温を媒ばい介かいする。夕方と夜の境界が曖あい昧まいな空の中に、闇やみを追おい越こした孤こ月げつを窓の外に求めたけれど、小さな玻は璃りの中から覗のぞくくらいじゃ見付からなかった。

「うん。そうすれば、学校で思う存分語り合えるよ。みんなを巻き込んで、スタートレックとスター・ウォーズの、どっちが面おも白しろいのか論争に決着をつける事だって出来るかも。早く純じゆん君の悔くやしがる様を見てみたい」

「悔くやしがるのは那な織おりの方かも知れないぞ。何せ、雨あま宮みやの家にはエンタープライズ号の模も型けいがあったからな。雨あま宮みやと教授がこっちにつけば、結果は──」

「慈し衣え菜なは絶対にスター・ウォーズ派だから。残念。そのエンタープライズだって、どうせお父さんの趣しゆ味みでしょ？　もう認めちゃいなよ、純じゆん君の趣しゆ味みはおじさん寄りだってこと。援えん軍ぐんになるの、おじさんばかりじゃん。どうせ、うちのお父さんよろしく、車を買ったら番ナン号バーを一七〇一にしようとか考えてるんじゃないの？」

「うるせぇ……と言いたいところだが、おじさんの車のナンバーが一七〇一だって気付いた時、良いいなって思ったのは事実だ。それはそれとして、スタートレックをおじさん趣しゆ味みみたいに言うな。Ｊ・Ｊ・エイブラムスのリメイクだってあるんだぞ。Ｊ・Ｊ・エイブラムスはスター・ウォーズとスタートレックの両方を監かん督とくした──」

「はいはい。いっそのこと、その辺の道みち端ばたに立って、一七〇一の車を見付ける度たびに〝長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを〟って叫さけび乍ながら、例のハンドサインヴアルカン・サリユートをしてみたら？　友達増えるかもよ？」

「正直、仲良くなれそうな自信はあるわ。友達と言えば、部活が認められたら、こういう話を出来るヤツが入って来るかもな。この手の話をする時って、いつも決まった面子メンツで話してばっかりだっただろ？　案外、他にも話の合うヤツが居るかも知れない」

　そっか、そういう発はつ想そうもあるのか。考えもしなかった。私は、友達作りをしたかった訳じゃ無いし、新しい趣しゆ味み友ともを探したい訳でも無い。純じゆん君や仲の良いい人だけで集まれる場所を学校に作りたかっただけ。他の人なんてどうでも良かった。興味も無かった。

　何なら、純じゆん君さえ居れば──って言える訳無い。言う積もりも無い。

　でも、純じゆん君はそうじゃないんだね。純じゆん粋すいに同好の士が増えれば良いいと思ってる。私の意図に気付いていない安心感と、気付いてくれない歯は痒がゆさや蕭しよう索さく感かんが溶とけ合あって、何か言ってやりたいのに、どう言えば良いいか分からない閊つかえが、苛いら立だたしい。

　電車が駅に着き、人マ々スの流れに身を任せて外界に降り立つ。

　純じゆん君に続いて改札を出る。歩みを遅おそくしてくれた純じゆん君の隣となりをキープしながら階段を下り、私はさっきの続きを──優やさしさに包くるんだ言葉で、口にする。

「他の部員、ね。あんまり興味ないかな。私は皆みんなで騒さわげればそれで良いい」

「それもそうだな。ただ、雨あま宮みやが参加するのは、ちょっと意外だった。あいつは、どちらかと言えばオタバレしたくないって感じだったから」

「大っぴらにやんなきゃ大だい丈じよう夫ぶでしょ。それっぽい部活名にすればよくない？　評論研究部とか。私だって、イメージとしては文化的でお堅かたい雰ふん囲い気きを醸かもしておきたいもん」

「文化的でお堅かたい雰ふん囲い気きを醸かもしたかったのか。そう来るとは思わなかった」

「何か文句でもあるの？　私はこれ以上無いくらい文化的でしょっ！　私にかかれば、お堅かたい雰ふん囲い気きを醸かもす事ことなんてお茶の子さいさいの極きわみだし。超ちよう余よ裕ゆう」

「お茶の子さいさいって言葉、リアルで聞くの久ひさし振ぶりだわ。その言葉のセンスからして、お堅かたい雰ふん囲い気きとは程ほど遠とおいと思うぞ」

　そこまで言うなら、純じゆん君へのＬＩＮＥ、これから全部文語体にしてやろうかな。《先せん般ぱん、部屋を出いでて漸ようやく外界の暑きを知つた譯わけであるが、此この灼しやく熱ねつのなか其方そなたは本ほん氣きで外出しやうと申すのか。たゞ目的も定まらず、當あてもなく彷徨うろついたひと云いう氣き持もちにのみ據よつて──其それでも猶なお、姸かほよき我が體からだを焰ほむらの射光に晒さらしたひと申すのか》みたいな感じ？　これならお堅かたい？

　うーん、純じゆん君は普ふ通つうに返して来そう。って言うか、お堅かたい云うん々ぬん以前に、文面から女子高生らしい瑞みず々みずしさが微み塵じんも感じられないんですけど！

「じゃあ訊きくけど、お堅かたい雰ふん囲い気きって何？　どうすれば出るの？」

「そう言われると……返答に困るな。あんまりふざけないとか？」

「何それ。私、基本的に巫ふ山ざ戯けて生きてないんだけど？　常に本気ですけど」

「お、おう。だったら、お嬢じよう様さま言葉で喋しやべってみる、とか？」

「バカにしてるでしょ？　それとも、お嬢じよう様さま属性が好きでいらっしゃるのかしら？」

　お嬢じよう様さまキャラ、ね。琉る実みとキャラは被かぶんなそうだけど……てか、琉る実みだけじゃなく、周りの誰だれともキャラ被かぶんないんじゃない？　チャンス？　キャラ変しとくべき？

　私、どっちかと言えばキャラ薄うすいし。キャラ付けは重要だよね。うん、分かる。

「冗じよう談だんだよ。てか、那な織おりがいらっしゃるとか言うと、違い和わ感かんやばいな」

「随ずい分ぶんとお気立てに難がおありのようでございますけれど、元はと言えば、貴方あなたから言い出したんですのよ？　ああらわがきみ呼ばわりするのはお止めになって頂けるかしら？」

「ああらわが……なんて言った？」

「ああらわがきみと申しましたの。上品ぶった言葉を使う人を指す言葉なんですけれど、ご存じ無かったかしら？　ちょいとばかし、お兄さんには難しかったかしら」

「そんな表現、初めて聞いたぞ。つーか、すまん。その喋しやべり、反はん応のうし辛づらいからやめてくれ」

　悔くやしそうな純じゆん君の顔。たまんない。ぞくぞくする。

「女学生が使ってた言葉。ああら、我が君──元は垂たら乳ち根ねかな。わかんないけど。ほら、ですわよ言葉って、元々は女学生言葉でしょ？　だから、ちゃんと当時の言葉を──」

「僕が悪かったって。負けだよ」

「あなたがお望みなら、続けてもよくってよ？」

　女学生なら、三つ編みにするべき？　いや、女学生って云いうか、お嬢じよう様さまか。だったら、ストレートだよね。三つ編みなんて近年したこと無いし。編むと癖くせ付つくから嫌いや。

「僕にお嬢じよう様さま属性は無いことがよく分かったから、普ふ段だん通どおりで頼たのむ」

　もうちょっとくらい遊んでも良かったのにぃ。

　てか──「髪かみ、邪じや魔ま。暑いっ。ほぼ夜だってのに、この暑さは何？　首に張り付くっ」

　髪かみを解いて、ばさばさと空気を送り込む──けど暑い。ほんと、暑いの嫌きらい。

「何だよいきなり」

「純じゆん君は分かんないと思うけど、髪かみが長いと熱籠こもるの。超ちよう暑あついんだから」

「髪かみ、短くするのか？」

「やだ。琉る実みと被かぶる」

　あの運動特化型の髪かみ型がたは涼すずしそうだけど──私と違ちがう髪かみ型がたでショートを選んだのは、如い何かにも琉る実みっぽい。けど、冷静に考えてみると、琉る実みが似合うなら、私だってショートはいけるってことだよね？　そこまで顔違ちがわないし。しないけど。

「あそこまで短くしなくても良いだろ」

「てかさぁ、純じゆん君はどうなの？　髪かみ、私ほど長く無いじゃん。涼すずしいの？」

「伸のばしたことないからわかんねぇよ。比ひ較かく対象がない。今、自分でも『純じゆん君は分かんないと思う』って言ってただろ。この短時間で自己矛む盾じゆんすんなよ」

「純じゆん君が冷たーい。どうせ冷たいなら、気温下げてよ。このままじゃ死んじゃう……ね、私がここで倒たおれたら、お姫ひめ様さま抱だっこで家まで運んでくれる？　運んでくれるなら、私、今すぐにでもここで気を失う。どう？　抱だっこする時、お尻しりにちょっと触ふれるくらいしてもいいから」

「まずは救急車を呼ぶ。あと、おばさんに電話する」

「この意い気く地じなし。そんなんだから、優ゆう柔じゆう不ふ断だんのクソ野や郎ろうって言われるんだよ？」

「いやいや、おかしいだろ。医い療りように頼たよるのは極ごく普ふ通つうの対応だろ。ってか、優ゆう柔じゆう不ふ断だんのクソ野や郎ろうとは関係ない──って、それ、地味に周りからこそこそ言われてるっぽくて、結構くるんだけど。この前の、渡わたり廊ろう下かでの一件が原因としか思えないんだが」

　あれ、そこそこの人に見られちゃったもんね。めんご。けど、賢かしこい純じゆん君だったら、そう言われないためにはどうすればいいか、分かってるよね？　分からない訳無いよね？

「事実じゃん。くるってことは、自覚があるって事だよね？」

「僕だって思うところはあるんだ……この話、やめないか？」

　えー、やめたくない。何なら、もっと切り込みたいんだけど……焦あせることは無いか。部活設立で純じゆん君を囲う計画も順調だし、時間はまだある。約束通り、純じゆん君は私の相手をしてくれている。流れは完全に掌しよう握あくしていると言って良い。慈し衣え菜なのごたごたで搔かき乱みだされた時と違ちがって、私の心は康こう寧ねいそのものだ。物事を待つ余よ裕ゆうがある。良いい事ことだ。

〝私は人間を憎にくむときははげしく憎にくむが、いつまでも憎にくんではいない〟なんてね。

「んもぅ、そーやって──ま、いいや。部活出来たら、楽しくなりそうだよね」

「だな。やることは変わんないだろうけど、専用の部屋と名目が与あたえられるのは、ちょっとわくわくする。ただ──」

「ん？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、私じゃ無きゃ気付かなかったと思う──見上げた純じゆん君の目元に悔かい悟ごとも落らく莫ばくとも取れない、寂さびしさと後ろめたさが入り混じったみたいな感情の残ざん滓しを感じた。

　やだ。そういうのやめて。見たくない。見付けたくない。

「いや、なんでもない」

　なんでもなく無いでしょ。何を言い損じたの？

「何？　言ってよ」

「顧こ問もんや部室がダメだった時のバックアップ考えてないなぁって」

「それは、ダメだった時に考えれば良いいでしょ」

「そうなんだが……色々準備しときたい性格なんだよ。知ってるだろ？」

「うん。知ってる」

　琉る実みの事が頭を過よぎったの？　琉る実み抜ぬきで動き回っている事が気になっちゃった？

　でもさ、私わたし抜ぬきで色々してたのはそっちじゃん。だから、これでおあいこ。

　私と居る時は、琉る実みの事を考えないで。

　私の事だけを考えて。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　総体の三回戦、わたしは手も足も出なかった。二回戦の終しゆう了りよう間ま際ぎわに点を入れたわたしは、良くも悪くも注目を集めてしまった。つまり、相手チームから徹てつ底てい的てきにマークされた。思うように動けなかった。活かつ躍やくできなかった。

　何にもできなかった。

　試合が終わって、学校に帰って来て、ぐっと喉のどの奥が重くなって──それでもそんなカッコ悪いことは出来ないからずっと我が慢まんして。麗れい良らと別れたあと、わたしはひとりで公園に立ち寄って泣いた。無力さに。不ふ甲が斐いなさに。悔くやしくて、悔くやしくて、止められなかった。

　純じゆんからメッセージが入っていたのには、気付いていた。

　返せなかった。わたしにはそんな余よ裕ゆうがなかった──違ちがう。本当は返したかった。話を聞いて欲しかった。慰なぐさめて欲ほしかった。声を聞きたかった。会って……ううん、会いたくない。今は会いたくない。こんなに無様でカッコ悪いとこなんて、見せたくない。そう思った。

　試合前、純じゆんが「結果は別にして、全力で楽しんで来いよ」と言ってくれたのに、わたしは微み塵じんも楽しめなかった。だから、余計に会いたくなかった。

　あの時、ああしていたら、こうしていたら──昨日の試合が頭から離はなれない。もっとできることがあったかも知れない。みんなから責められたりはしていない。顧こ問もんの先生は「次に生かせ」なんて言ってたけど、三年生は？　先せん輩ぱいたちに次は無いんだよ？　わたしがもっと動けたら勝てたなんて傲ごう慢まんなこと言うつもりはないけど……先せん輩ぱいたちに合わせる顔がない。




　すごく、部活に行きづらい。




　部活に顔を出さなきゃって思うのに、わたしは呼びに来た麗れい良らに「先行ってて。あとで行く」って言ったのに、体育館に向かえなくて、気付いたら階段を上がってて、いつもの場所に座り込んでいた。今朝だって、純じゆんや那な織おりと話したくなくて──どんな顔をしたらいいかわからなくて、朝練が無いにもかかわらずいつもの時間に家を出た。慰なぐさめられたいわけじゃない。多分、どんな言葉を掛かけられても……どんな言葉を掛かけて欲ほしいのか自分でもわからない。

　お昼休み、わたしの所に来ようとする純じゆんから、逃にげるように教室を出た。

　さっきだって、そう。麗れい良らが行ったあと、純じゆんと目が合った。でも、わたしは何も言わずに教室を出た。そうするしかなかった。はぁ。どうしたいのか、自分でもわからない。

　やだな。こんなのわたしらしくない。

　まるで心配してほしいみたいじゃん。

　でも、そう見えたとしても、今は余よ裕ゆうない。どうにもできない。調子に乗ってたのかな。もっと慎しん重ちようになるべきだったのかな。ああ、どうしたらいいの。どうすれば気が済むの？




　わかんな……くはないよね。うん。




　いつまでもこんなとこに居られないし、かと言って部活に全く出ずに帰るのは気が引けるっていうか、そんなことできない──けど、ここでサボってる事実は変わらなくて。

　やっぱり、こんなのよくない。みんなに心配を掛かけるだけ。わたしは、やれるだけのことはした。結果的に動けなくて、とっても悔くやしい思いをして、今だって「ああっ、もうっ」って自分の不ふ甲が斐いなさに腹を立てているけど、嘆なげいても仕方ないってわかってる。

　そっか、わたしはただ、気合を入れて欲しかったんだ。




　って、自分で入れるしかないよね。こればっかりは。




　ああ──っよし、まずは体育館に行こう。そうじゃなきゃ始まらない。

　自分に気合を入れて、階段を小走りで下りていく。少しでも弱気になったらダメ。勢いで行かないと気持ちが挫くじけちゃう。体育館に向かう途と中ちゆう、中庭の脇わきを通っている時、「おいっ」と声を掛かけられた。瑞みず真まだった。瑞みず真まの相手をする気分じゃなかったから無視しようかと思ったけれど、目が合っちゃったからそういうわけにもいかなくて──わたしは立ち止まった。

「何？」

　ジャージ姿の瑞みず真まがこっちに来た。手にはペットボトル。練習の合間に飲み物を買いに来たのかも。教室でも極力会話を避さけてたのに、このタイミングで話はなし掛かけられるなんて。

「部活、行くのか？　今日くらいは休んでもいいんじゃねーの？」

　予想もしてなかった言葉に、ぱっと反応出来なかった。瑞みず真まは昨日の結果を知ってるし、もっと別のことを言ってくるかと──昨日のラインだってそうだったし。

「えっと……そうも行かないでしょ。反省会だってあるし」




　わたしは、気持ちに噓うそを吐ついた。

　わたしの反省会は終わっている。

　本当は、練習するつもりでいる。




「反省会なんて、自分の中じゃもう終わってんだろ？　無理に行かなくてもよくね？」

「みんなとやんなきゃ意味ないっしょ。だから大だい丈じよう夫ぶ。ありがと」

　瑞みず真まに見み透すかされたって思いたくない。なんでかわからないけど、わたしはちょっと意地を張った。もう、気合を入れたから。弱いとこ、見せたくない。そういう意味では、瑞みず真ま、ありがと。さて、気持ちを切きり替かえて──立ち去ろうとしたわたしを、瑞みず真まが呼び止めた。

「ちょっと待てよ」

「何？　わたしこれから部活行くんだって」

「いや……その、ひとりで抱かかえ込こむなよ。琉る実みだけの所せ為いじゃないんだから」

「うん。ありがと。大だい丈じよう夫ぶ、頭ではわかってる。じゃあ──」

「あのさっ」

「うん？　まだ何かあるの？」

「俺はさ、琉る実みはよくやったと思う──だから、少しくらい楽したって文句言うヤツは居ないと思うぞ。おまえが真しん剣けんなの、中等部の頃ころから見てきたからな」

　いきなり何？　どうしたの？

「ありがと。けど、瑞みず真まだって頑がん張ばってるじゃん。だからさ、お互たがい、これからも頑がん張ばろ」

　目がマジっぽくて、ちょっと怖こわい。

　よくわからないけど、早くこの場から去りたい。この空気、なんか苦手。

「おう。ただ無理はすんなよ──俺、おまえのことが心配っていうか……気になるんだよ」




「えっ？」それって……どういう意味で……。




「琉る実みのこと、好きなんだ」

「急に言われても──ええと、ありがと。でも、わたし──」

「こ、こっちこそ、いきなりすまん。ただ、俺はマジで琉る実みのこと好きだから。それだけは伝えておきたかった。えっと……部活行く途と中ちゆうだったよな。足止めして悪かった」

[image: ]

　瑞みず真まは一息ににそう言って、体育館に向かって走っていった。




　へ？




　待って。ねぇ、もしかして。今、告られた？

　告られたよね？

　やめてよ。そんなん違ちがうじゃん。言うだけ言って、勝手に行かないでよ。やだやだやだ。




　こんなの、嫌いやだ。




　だって、瑞みず真まは友達じゃん。バスケやってる仲間じゃん。そんなこと言われたって困る。違ちがうじゃん。わたしら、そういうんじゃ、ないじゃん。好きとか言わないでよ。

　これからどうすればいいの？　どんな顔をして話せばいいの？　教室で。コートで。

　そんなこと言われたら、今までみたいにはできないじゃん。

　だってわたしは──瑞みず真まのこと、そういう目で見られない。

　どうしよどうしよ。こんなの困る。好きとか言わないでよ。

　肩かたに掛かけてたリュックが落ちそうになって──止められずに落ちた。ぐちゃぐちゃになって何が何だかわからないままリュックを拾い上げようとして、どうしてもうまく摑つかめなくて、手から逃にげるストラップをようやく摑つかんで、震ふるえる手でスマホをなんとか取り出して、麗れい良らに通話で──出ない。もたつく足で、うまく力が入らなくて、とにかく体育館に行かなきゃって思いながら──ダメ。瑞みず真まには会いたくない。お願い、麗れい良ら。スマホを見て。

　体育館に着いたけれど、入れない。

　ボールの跳はねる音。シューズが床ゆかをする音。女子の声。男子の声。声。声。声。

　開け放した扉とびらから見える、人。人。人。体育館の奥の方。壁かべから伸のびるゴール。

　麗れい良らは？　どこ？　はやくしなきゃ──見られちゃう。

「琉る実み、何やってんの？　ほら、着き替がえないと──」

　タイミングよく、麗れい良らが脇わきのトイレから出て来て──「麗れい良らっ！」

「なになに──っ」

　飛びついたわたしを、驚おどろきながらもしっかり受け止めてくれる。

「れいらぁ。どうしよおぉ」

「ちょ、琉る実みっ。なんで泣いて──こっち」麗れい良らがわたしの手を引いて歩き出す。

　わかんない。自分でもわかんない。麗れい良らの声を聞いたら、なぜか涙なみだが出てきた。

　連れていかれるがまま、体育館の二階──卓たつ球きゆう部ぶの脇わきを通り過ぎて、端はしの方に。

　麗れい良らが盾たてになってくれたけど──わたしはしがみつくようにして、顔を隠かくした。

「どうしたの？」

「……瑞みず真ま……瑞みず真まに、好きって言われた……」

「あー、そっか、びっくりしたよね」

　麗れい良らがわたしの頭を撫なでながら、そっと、ゆっくり、雲のような響ひびきで言った。

「いきなり言われて……もう、頭がぐっちゃぐちゃ」

「うん。そうだよね。まずは一回深呼吸しよ。ほら」

　麗れい良らに言われて、わたしは初めて呼吸を意識した。細長く息を吐はき出だす。ふぅ。

　徐じよ々じよに頭から圧力が抜ぬけていくような感じがして、ほんの少しだけ、楽になる。

「これから、どうしよう。前みたいに喋しやべれる自信、ない……」

「知っちゃった以上、今まで通りってわけにはいかないよね」

　瑞みず真まは友達っていうか、バスケをやってる仲間で──相談したり冗じよう談だんを言い合ったりできる関係で、他の男子より仲はイイけれど、好きとかそういうのじゃない。全然違ちがう。

　だから──だからこそ、好きって言われても、困る。本当に困る。わかんない。

「何て言われたの？　ただ、好きだってだけ？」

「そう」

「突とつ然ぜん？　恋こいバナみたいな話の流れとかじゃなく？」

「うん。心配してるとか──昨日の試合のことだと思うけど、そんな話のあと、急に」

「いきなり告こくられても、琉る実みだって困るよね。せめてタイミングくらい……って言っても、心構えが出来てたからって、結果が変わったりするわけじゃないだろうけどさ」

「わたし、瑞みず真まがそんなこと思ってたって、全然知らなかった……だから、いっぱいいっぱいになっちゃって……どうしたらいいかわけわかんなくなっちゃって」

　麗れい良らと話しているうちに、ぐちゃぐちゃに暴れていた心が落ち着いてきた。何があったのかを言葉にするうち、自分の気持ちを言葉にするうち、ちょっと整理ができてきた。

「しかし、坂さか口ぐちが、ねぇ。何となくそんな気はしたけど──」

「麗れい良ら、気付いてたの？」

「なんとなくだけど、そうなのかなって。練習の合間とか、よく琉る実みのこと見てたし。目で追ってるって感じ？　だから、もしかしてって思ってた」

　瑞みず真まがわたしのことを見てた？　何それ。麗れい良らの言うことに、心当たりは──ない。

「それは盛ってない？　わたし、感じたことないよ？」

「琉る実みは、坂さか口ぐちのことを男子として意識してないから、気付かなかったんでしょ？」

「そんなこと言われても──だって、瑞みず真まはバスケ仲間って感じで……特別私に優やさしかったりとかもなかったし、そんな素そ振ぶり、全然なかったよ？　気付くわけないじゃん」

「そっか。今日の今日まで、琉る実みも薄うす々うす勘かん付づいてるのかと思ってた……けど、気付いてたらもっと距きよ離り取るよね。言われてみればそうだわ」

「気付いてたら距きよ離り取るって、どういうこと？」

「いやぁ、下手に仲良くして勘かん違ちがいさせたら──とか考えない？　って、琉る実みはそういうタイプじゃないか。ごめん、何でもない。気にしないで」

　何それ。みんな、そんなこと考えてるの？　そんな風に男子のこと見てるの？　それ、自分の勘かん違ちがいだったら、相手に失礼じゃない？　それ以前に、そんな簡単に好きになったりしなくない？　仲良くしただけで？　わたしの感覚がおかしいの？

　もしそうだとしたら、超ちよう窮きゆう屈くつじゃん。いちいちそんなこと考えなきゃいけないの？　わたしはただ、仲良くしたいだけで、好きとかそういうのは別の話でしょ？

「えっと、みんなはそうなの？　あの男子、わたしのこと好きそうだから、勘かん違ちがいさせないように距きよ離りを取ろうとか考えるの？　わたし、そういうの、苦手かも……」

「でもさ、実際に坂さか口ぐちから好きって言われて、琉る実みは困っちゃったわけじゃん。仲良くない相手だったら、こうはなんなかったんだと思うんだよね。仲が良いからこそ、どうしたらイイかわかんなくなるんだろうし、いつも通りに喋しやべったりできないかもって思っちゃうんじゃない？　だからと言って、それは琉る実みの所せ為いじゃないし、琉る実みが悩なやむことでもない。坂さか口ぐちが勝手に好きになっただけ。過去がどうあれ、それは変わらない。でしょ？」

　仲が良いからこそ──確かにそうかも。人から好きって言われたこと、初めてじゃないけど、今までの男子は瑞みず真まほど仲が良いいわけじゃなくて──わたし、今ほど悩なやんでない。

　もしかして、わたしって、失礼なことしちゃったりしてたのかな。




　ああっ、もうっ、わっけわかんないっ！




　つまり、これから、わたしはどうすればいいわけっ？

「ねぇ、麗れい良ら。結局、わたしはこれからどうすべきなの？」

「どうするもこうするも──坂さか口ぐちと付き合いたい？」

「それはない」

「じゃあ、断るだけじゃん。って、付き合ってとは言われてないのか」

「うん。付き合って欲しいみたいなことは、なかった……」

「なら、普ふ段だん通どおりにしていればいいんじゃない？　好意を伝えられただけで、断るとかもないんだし。もし、付き合ってって言われたら、断ればいいだけじゃん。ね？　難しく考えるのはやめよ。とりあえず、汗あせを流して、頭を空っぽにしない？」

「……うん。でも……」

「昨日の試合のこと？　それはもう終わったことじゃん。坂さか口ぐちの件と一いつ緒しよ。琉る実みが責任を感じる必要はないって。そっちも同じ。普ふ段だん通どおりで問題ない。さっき言ったでしょ？　難しく考えるのはやめようって。身体からだを動かして、一回リセットしよ」

　言いたかったのはそのことじゃなくて、瑞みず真まと目が合ったりしたら気まずいとかそういうことだったんだけど、あんまり引っ張るのもどうかと思って、訂てい正せいしなかった。

「そう、だね。わかった」




　麗れい良らの言う通りだった。部活をやっている間は、バスケのことだけを考えられた。ボールを触さわっていると、バスケをやっていると、前向きになれる。後ろ向きな考えを挟はさんでいる余地なんてない。隣となりで練習している男バスのことは──気にならない。

　部活が終わって片付けをしている時、一度だけ瑞みず真まと目が合ったけど、それだけ。着き替がえ終おわる頃ころには、かなり冷静になれてた。みんなと他愛もない話──ひんやりする日焼け止めだとどれがイイとか、変なとこにニキビが出来てカミソリあてられないとか、駅の近くに新しく出来たカフェのタルトが美お味いしかったとか、香こう水すいの瓶びんを落として部屋がフローラルだとか、バッシュの臭においがヤバいとか、夏休みの予定はどんな感じとか──で盛り上がったりした。

　つまりは、いつも通り──だったんだけど、部室を出てみんなで歩いていると、校門の手前で瑞みず真まに呼び止められた。みんなが小声で「おっ!?」とか言ってる中、瑞みず真まが「こっち来てくれ」と言うので、居い心ごこ地ちの悪さをどうにか追いやって、みんなに「ごめん、先帰ってて」と言って、瑞みず真まに無言でついていく。瑞みず真まも喋しやべらない。

　校門から離はなれて、外階段のところで瑞みず真まが止まった。

「さっき言ったことなんだけどさ……いきなりすぎたよな。すまん。琉る実みを困らせるかもって思ったけど、どうしても言いたかったんだ。自分勝手でごめんな。それで、えっと、今すぐ付き合ってくれなんて言うつもりはなくて──」

　首の後ろを搔かきながら、バツの悪そうな感じで瑞みず真まがそう言って、急に顔を上げた。

　何に対して安心してくれなのかよくわかんないけど、わたしは黙だまって次の言葉を待った。

　瑞みず真まがわたしの目をまっすぐに見つめて、「ひとつだけ教えてくれ。琉る実みは白しろ崎さきと付き合ってるのか？」と、今度は硬かたいはっきりした声で言った。

「……付き合ってない」

「そっか。ついでにもうひとつ良いいか？　あいつは、その、妹と付き合ってる……のか？　いや、この間、廊ろう下かで抱だき合あってたって話を聞いたんだよ。だからどうなのかなって──」

「那な織おりとも付き合ってない。あれは、那な織おりがどうしてもって……わがままっていうか、あの子は昔からそういうとこある感じだから……純じゆんもしょうがなく、だと思う」

「だとしても、付き合ってないんだったら、尚なお更さらなくないか？　それとも、あの二人はそういう関係──つまり、ほっとけば付き合いそうとか両りよう想おもいみたいな感じってことなのか？」

　なんて答えればいいのか、わからなかった。

　純じゆんと那な織おりの関係──一言では説明できない。わたしのことも含ふくめて。

「えっと……那な織おりは、純じゆんのことが好きで……わたしも……同じ」

「ふーん。なるほど。そんなこったろーと思ってはいた」

「じゃあなんでわざわざ──」

「琉る実みの口から聞きたかったんだよ。なぁ、それって、辛つらくないか？　俺は妹のこと詳くわしくないけど、たまに教室で楽しそうに喋しやべってるよな。それこそ、中等部の時から。あいつらって、趣しゆ味みが一いつ緒しよっていうか、話題が同じっぽい感じがする」

「何が言いたいの？」

　どうして瑞みず真まにそんなこと言われなきゃいけないの？　関係なくない？

「深い意味はないんだ……気に障さわったなら謝る。えっと、俺が言いたいのは……とりあえず、琉る実みの気持ちはわかった。今は白しろ崎さきのことが好き。それはそれでいい。応おう援えんはする」

「ありがと。そんなわけだから、瑞みず真まの気持ち、嬉うれしいけど応えられない。ごめん」

「おう。ただ……付き合ってくれなくて良いいから、ちょっとお願いがあるんだ？」

「何？」

「今度、俺と出で掛かけ……デートしてくれ」

「えっ？　どういう──」




「おまえら何やってんだ？　早く帰れー」




　見回りの先生の声に、わたしは遮さえぎられた。瑞みず真まが「すんません。帰りまーす」と軽い調子で応えてから、「今日のところは帰ろうぜ」と言って歩き出した。

　来た時と同じように、わたしは瑞みず真まのあとについていく。




　デートしてくれって、何？

　なんで？

　わたしは応えられないって言ったよね？

　応おう援えんするって言ったよね？　なのに、どうして？




　なんて瑞みず真まに話はなし掛かけようか、言葉を探しながら歩く。そうこうしているうちに、あっという間に校門に着いてしまった。とりあえず、駅まで時間はあるし、ちゃんと断ろう。

　純じゆんとは付き合ってないんだから、端はたから見れば瑞みず真まとデートしようが別にいいんだろうけど、わたしの気持ち的になんか違ちがう感じがする。とりあえず、断らなきゃ。

「琉る実みっ」

　校門を出たところで麗れい良らが待っていてくれた。でも、今はちょっとタイミングが──

「なんだ、浅あさ野のと約束してたのか。呼び止めて悪かった。じゃあ」瑞みず真まが駆かけ出だした。

「あ、えっと……また、明日」

　後ろ姿にそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。明日、ちゃんと言わなきゃ。

「何言われたの？」

　麗れい良らが心配そうな声を出した。

「待っててくれてありがと。みんなは？」

「騒さわぎになると嫌いやだろうから、先に行いってて貰もらった。可か南な子こや真ま衣いはゴネてたけどね」

　どうせ、明日の部室は大おお騒さわぎになる。絶対そう。はぁ、あれこれ訊きかれるんだろうなぁ。でも、ひとまず麗れい良らに感謝しなきゃ。今はまだ、みんなの相手をする余よ裕ゆう、ない。

　どちらからともなく駅に向かって歩き出す。色々と訊ききたいだろうに、麗れい良らは黙だまったまま、わたしが話し出すのを待ってくれている。なんとなく、肌はだで感じる。ふう。

「さっき、瑞みず真まにちゃんと話した。わたしは純じゆんのことが好きだって。瑞みず真まもそれをわかってくれたんだけど──」ひと呼吸おいて、ちょっとだけ頭に新しん鮮せんな空気を入れてから、「瑞みず真まにね、デートして欲しいって言われた」と続けた。

「デート？　だって、坂さか口ぐちは琉る実みの気持ちを知ってるんでしょ？」

「うん。はっきり言った──断るべきだよね？」

　もちろん断るつもりなんだけど、一応。念のため。

「そう、だね。てか、何、琉る実みははっきり言ったんでしょ？　なんて言ったの？」

「瑞みず真まの気持ちは嬉うれしいけど、応えられないって」

「頑がん張ばったね」

　麗れい良らがわたしの頭を撫なでる。それだけで、涙なみだが出て来そうになる。たったそれだけなのに、短い言葉なのに、麗れい良らにそう言われると、ぐわっと安心感が押おし寄よせてくる。

　ちょっとだけ、ほんの少しだけ、泣きそうになりながら「ありがと」と短く言った。

　満足そうに笑った麗れい良らが、「察するに、デートは泣きの一回ってとこか」と呟つぶやいた。

「泣きの一回って何？　勝負じゃないんだから」

「坂さか口ぐちは他になんか言ったりしてた？　特に無し？」

「あー、ええと、那な織おりがどうのとは言ってた。純じゆんと那な織おりがどうとか……あと、那な織おりと純じゆんは話が合うんじゃないかとか、そんなよーなことを……」ちらと麗れい良らを見ると、さっきまで笑え顔がおだったのに、みるみる険しい顔になっていって、ヤバそうな感じがして、咄とつ嗟さに「あ、でも、それは教室で喋しやべってる二人を見てそう思った的な話で、ガチっぽい感じじゃなくて──」と、そんなことする必要ないのに、思わずフォローを入れてしまった。

「なにそれ。もしかして、デートがどうのって、その話のあとに言われたの？」

「うん」

　麗れい良らの声が怖こわくて、頷うなずくことしかできなかった。

「なるほどね。坂さか口ぐちも結構ズルいヤツなんだね。もっと、正々堂々してるのかと思った」

「何？　どういうこと？」

「そこに隙すきがあるって、思ったんでしょ？　自分にもチャンスがある的な」

「それは考えすぎじゃない？　わたしは純じゆんのことが好きって、瑞みず真まもわかってくれたし」

　そう言うと、麗れい良らがわたしの肩かたをぐっと摑つかんで、「どうして琉る実みが坂さか口ぐちの肩かたを持つの？　今の話を聞けば、誰だれだってそう思うでしょ？　あいつ、白しろ崎さきがふらふらしてるから──もしかして、この前、琉る実みの妹と白しろ崎さきが廊ろう下かで抱だき合あってたって話を知ってて。なんか言ってなかった？　妹の話、もっとしたんじゃない？」とマジな顔をした。

「した。確かに、した。でも、那な織おりと純じゆんが付き合ってるか確かく認にんされたのと、付き合ってないのに廊ろう下かで抱だき合あうのは無いよなとかそんな感じで、別に変な感じじゃなかった」

　わたしの右みぎ肩かたから手を離はなしたかと思うと、今度は左ひだり肩かたをぐっと──わたしを抱だき寄よせた。

「ねぇ、琉る実み。もし本当に白しろ崎さきのことがまだ好きなら、早く付き合っちゃいな。そうすればこんな思い、しなくて済むから。もし白しろ崎さきがごにょごにょ言うようだったら、私に言って。白しろ崎さきの背中、思いきり叩たたいてやるから。ね？　双ふた子ごの妹と恋こい敵がたきになるって感覚、私には歳としの離はなれた姉しか居ないし、一いつ緒しよに住んでないから姉し妹まいの感じって余計にわからないけど、遠えん慮りよすることなんかない。もう子どもじゃないんだから、妹の面めん倒どうを見てやる必要なんてないんだよ」

「うん。わたしも最近はそう思ってる。今まで那な織おりに構い過ぎたっていうか、何でもかんでも那な織おりがって考えたところは、正直ある。それじゃ良くないよねって、自分でも思う。もし困ったら、麗れい良らに純じゆんの背中、思いっ切り叩たたいて貰もらうことにする」

「任せて。こちとら、バスケで鍛きたえてるから、白しろ崎さきくらいだったら吹ふっ飛とんじゃうかも」

　麗れい良らの言い方に、思わず笑ってしまう。

「はははっ。言えてるかも。あいつ、全然運動してないからなぁ。ちょいちょいランニングとか誘さそってみるんだけど、全然のってくれないんだよねー。そう言えば、麗れい良らのお姉さんって、もう結けつ婚こんしてるんだよね？　今、どこに居るって言ってたっけ？」

「福ふく岡おかに居る。こっからだと距きよ離りあるし、お父さんと喧けん嘩かして出てったのもあるから、帰かえり辛づらいんだろうね、しばらく会ってない。お母さんはしょっちゅう連れん絡らくは取ってるみたいだし、私も連れん絡らくくらいはするけど、会わなすぎて自分の姉って感覚があんまない」

「なんか、それも寂さびしいよね」

　麗れい良らは自分のお姉さんの話、あんまりしない。歳としが離はなれてるとそんな感じなのかなぁ。

「うーん、寂さびしいって感情もあんまりないかなぁ。中等部に入る頃ころには家を出ちゃったし、小さい頃ころに面めん倒どうを見みて貰もらった親しん戚せきのお姉ちゃんって感じのが近いかも。流石さすがに十も離はなれてると、一いつ緒しよに遊んだりとかもあんまり無かったし。でも、仲が悪いとかは全然ないよ」

　歳としが離はなれてるのもそうだけど、結けつ婚こんして家を出てたらあんまり会ったりしないものなのかなぁ。まぁ、九きゆう州しゆうだもんね。ふらっと会える距きよ離りじゃないか。

　そう考えると、麗れい良らの言うこと、わからなくはないかも。

「もしかしてだけど、麗れい良らのお姉さんに子どもが出来たら、麗れい良らはその歳としで叔お母ばさんになっちゃうってこと？　麗れい良ら叔お母ばちゃん、お小こ遣づかいちょうだいって言われちゃうの？」

「ちょっとっ！　やめてよっ！　まだそんな歳としじゃないっ──って言いたいところだけど、そうなっちゃうんだよねぇ。絶対に呼ばせないけど。普ふ通つうにお姉ちゃんでしょ」

「麗れい良らがいつお小こ遣づかいをねだられるようになるのか、楽しみだね」

　それから麗れい良らに甥おいっ子こが出来たら、何歳からお年玉をあげなきゃいけないのかとか、誕生日をどうするのかとか、余計な心配をして、スマホで調べたりなんかして、盛り上がった。

　その反動だったのかも知れない、麗れい良らと別れたあと、また瑞みず真まのことを思い出した。

　那な織おりに相談は、なんとなくしたくない。

　純じゆんは……それこそ違ちがうよね。瑞みず真まと友達ってのもあるけど、やっぱり言いづらい。

　はぁ、弱ったなぁ。




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　那な織おりが部活を作りたいなんて言い出すとは思わなかった。僕と同じで、その手のことに積極的なタイプじゃなかったから、意外だった。だが、那な織おりの提案は、悪くない。

　悪くないどころか、賛成だ。することは普ふ段だんと変わらないとは言え、部室があって、部活として色んなことを語れるとなれば、楽しいに決まっている。

　同じような趣しゆ味みの人間を増やすことだって出来るかも知れない。難色を示していたけれど、那な織おりが排はい他た的てきな態度を取るのは今に始まった事じゃない。人見知りだし、輪を広げることに対して興味を抱いだいていない──が、絶対じゃない。

　人と打ち解けるのに時間が掛かかるから、自分を理り解かいして貰もらう時間がまどろっこしいから、那な織おりは積極的に他人と交わろうとしない。僕はそう思っている。

　僕自じ身しん、社交的とは言いい難がたいタイプだから、那な織おりの考えは何となく分かる。だからこそ、那な織おりにとっても、僕にとっても、交友関係を広げる良いい切きっ掛かけになるかも知れない。

　那な織おりは、他の人よりも──僕よりも、誰だれかと仲良くなるまでに時間が掛かるだけ。裏を返せば、趣しゆ味みの合いそうな人間なら、時間を掛かければ仲良くなれる可能性がある、ということ。

　どこまで打ち解けたのかは不明だが、雨あま宮みやとも喋しやべるようになった。僕の記き憶おくが正しければ、最初は亀かめ嵩だけとだって仲良くは無かったし、教授と冗じよう談だんを言い合うまでも長かった。

　雨あま宮みやと知り合って、分かったことがある。

　話が合う人間はどこに居るか分からない。

　だから僕は、部活を作ることで、仲間が増えるかも知れないことに期待している。

　だがそれは、部活あっての話。まずは、幾いくつかの問題をクリアしないといけない。

　明日、依よ田だ先生に話をしてみるか。

　単刀直入に、部活を作ろうと考えているが顧こ問もんを引き受ける余力はあるのか、を尋たずねてみる。依よ田だ先生の場合、説得や交こう渉しようをしようなどと考えてはダメだ。シンプルかつ明めい瞭りようでないと、交こう渉しようのテーブルに着くことすら出来ない。二、三ヶ月もあればその程度のことはわかる──なんて偉えらそうに言わなくたって、うちのクラスの人間は誰だれだって知っている。

　何せ、事ことある毎ごとに決まって言う台詞セリフが、「で、結論は？」だ。

　雰ふん囲い気きだけで語るなら、数学や物理担当だ。とても現代文担当とは思えない。

　綺き麗れいな女性──強しいて言うなら隙すきのない美人といった佇たたずまい。サバサバ系と呼こ称しようするのが適当かわからないが、物事をはっきり言うタイプではある。男子の軽口に一いつ切さい動じないのはもちろん、女子に対しても容易には同調しない。だからと言って、冗じよう談だんが通じないわけではないし、然しかるべき手順で助けを求めればきちんと応えてくれる──ただ曖あい昧まいに「わからない」としか言わないと、「何がわからないのか考えてから訊きいてこい」と言ってくるが、そこで臆おくすることなく筋道立てて話せば、きちんと解決策を提示してくれる。そういうタイプだ。

　最初の内は、みんな距きよ離り感かんの取り方に困こん惑わくしていた。慣れてきた今となっては、意外に気さくだったりするのもあって、それなりに──特に男子からは慕したわれている（一部の生徒は今でも苦手意識を持っている感じがする）。余談ながら、「踏ふまれてぇ」とは教授の弁。

　そんなうちの担任が、果たして顧こ問もんを引き受けてくれるのかは、未知数でしかない。

　強みがあるとすれば、僕や那な織おりの成績が悪くないって所だ。現代文は言うに及およばず。

　何にせよ、この件は僕が受け持つ積もりだ。出来る限り、那な織おりの力になりたいしな。




　自室のベッドに寝ね転ころんで、読よみ止さしの本を手に取ろうとした時だった。スマホが鳴った。

　琉る実みからだ。ＬＩＮＥを開くと、《今、通話大だい丈じよう夫ぶ？》とある。こんな時間に何かあったのだろうかと思いながら返事をすると、すぐ電話が掛かかって来きた。

『まだ起きてた？』

　少しくぐもった琉る実みの声。タオルケットにでもくるまっているのだろうか。

「こんな早く寝ねないよ。なんかあったのか？」

『んーん。そういうんじゃない……なんとなく』

「そうか──」試合のことについて触ふれようかと思って、止やめた。

　昨日の夜に送ったメッセージの返信は、短かった。反応から察するに、僕が思っている以上に気にしているのだろう。そんな状態の相手に、無責任な臆おく説せつを垂れるべきじゃない。

　そう思いつつ、ぱっと話題が思いつかなくて、「夏休みは、部活の合宿があったりするのか？」なんて言ってしまった。部活とは違ちがう話題の方が良かったんじゃと焦あせったものの、『うん。あるよ。ほら、中等部の時、オリエンテーションで行ったセミナーハウスあるじゃん。あそこで合宿する』と明るい声こわ風ぶりで返って来てほっとした。

「山やま中なか湖この研修所か。周り、何にも無かった思い出があるわ」

『そうそう。コンビニも遠くて、湖しか無かったよね。でも、ほら、なんか文学館あったじゃん。えっと、有名な人の──誰だれだっけ？』

「三み島しま由ゆ紀き夫お。逆に言うと、それくらいだったよな」

『ねー。どうせ大学のセミナーハウスを使えるんなら、軽かる井い沢ざわとかのが良かったよー。アウトレット行きたいって、みんなも言ってた』

「付属校に貸してくれるのは、予約が取とり易やすい所なんだろ。てか、遊びに行く気満々だな」

『そんなつもりは無いけど……どうせ行くなら、ねぇ？　行きたいじゃん。学年で行く研修とかと違ちがって、部活だから多少は自由が利きくし、絶対楽しかったと思うんだけどなぁ』

「正直、気持ちは分かる。琉る実みの場合、山やま梨なしには何度も行ってるし、余計にだよな」

　おじさんは山やま梨なし出身だ。つまり、琉る実みの祖父母は山やま梨なしに住んでいる。わざわざ他県で合宿するのなら、見知った所より長なが野のの方が良いいのだろう。

　かつて一度だけ、おじさんの実家に連つれて行いって貰もらったことがある。小学生の頃ころの話だ。

　記き憶おくの中にあるその家は、如い何かにも木で出来ていると言わんばかりに太い柱が幾いくつもあるとても大きな日本家屋で、夏休みだったことも手伝って、僕は『サマーウォーズ』の陣じんの内うち家けを思おもい浮うかべた記き憶おくがある。あそこまで大きな家ではなかったけれど、小さい子供が探検するには十分な広さだった。特筆すべきはその蔵書量で、家の至る所に本ほん棚だながあるだけでなく、一角には大きな書庫があり、可動式の本ほん棚だなには『日本古典文学大系』や『日本文学全集』みたいな全集をはじめ、文庫の初刷りがあったり、各社の辞典が版別に並んでいたりして、幼心に感心したと同時に、神じん宮ぐう寺じ家けの源流をようやく突つき止とめたと嬉うれしくなった。

　祖父母の家に行いく度たび、那な織おりは──恐おそらく幼少期のおじさんも、あの書庫に閉とじ籠こもっていたのだろう。実際、ひとしきり家の中を探検した僕は、那な織おりに連れられるがまま参さん着ちやくした書庫で、圧あつ倒とう的てきな知の集合に魅み入いられた──いつまで経たっても書庫から出てこない僕と那な織おりに痺しびれを切らした琉る実みが不満の声を上げ、半ば強ごう引いんに外に連れ出された記憶がある。

『純じゆんは夏休みの予定とかある？　そう言えば、勉強合宿は行くの？　今日のＨＲの時、ちらっと先生が言ってたじゃん。あれも、まさに山やま中なか湖こじゃなかった？』

「どうしようか悩なやんでるんだよな。予備校の講師が来てくれるのは良いいんだが、それだったら予備校の夏期講習の方が気楽な気がして……寝しん食しよくは自宅の方が良いいっていうか──」

　電話の向こうで、琉る実みが微かすかに笑った。

『純じゆんは合宿とかそういうの嫌きらいだもんね。お家うちが大好きだもんねぇ』

「なんだよ、そのバカにした言い方。慣れ親しんだ寝しん具ぐに勝まさる物ものは無いだろ？」

『そこまで言う？　けど、那な織おりも似たようなこと言うんだよね。枕まくらが変わると眠ねむれないとか。その割に、あの子、どこでもすぐ寝ねるイメージあるんだけど？』

「車で出で掛かけると、十中八九寝ねてるよな」

『そうそう。この前のゴールデンウィークなんて、気付いたらよだれたらしてて──って、ごめんっ！　今のは聞かなかったことにしてっ！』

「もう聞いちゃったけどな。心配しなくても、誰だれにも言わねぇよ」

『って、純じゆんには今さらの話だったよね。前にも──』

　そんな感じで、気付けば一時間も琉る実みと電話をしていた。こんな風に電話することなんて、ここ最近は殆ほとんど無かった──付き合う前も頻ひん繁ぱんに有った訳じゃない、か。

　付き合っていた期間の記き憶おくが強すぎて、付き合う前のことを忘れそうになる。

　琉る実みはよく電話をしたがった。僕も最初の内は、幼おさな馴な染じみとは言え女子と長時間に亘わたって電話をするという非日常に浮うかれていたし、それが当たり前となった時期でも、特別感はそれほど鈍どん麻ましなかった。寧むしろ、眠ねむ気けと共に口数が少なくなって訪おとずれる無言の時間すら、当時の僕は楽しんでいたように思う──いや、楽しかった。そう、楽しかった。

　電話を切ったあと、そんなことをぼんやり思い出した。

　ともかく、琉る実みが元気そうで良かった。ただ、終わり間ま際ぎわ、『純じゆんって瑞みず真まと仲良いよね？　今日、瑞みず真まと話した？』と尋たずねられたのが、何だか引ひっ掛かかる。「そりゃ会話くらいはしたが、これと言って特に……安あん吾ごがどうかしたのか？」と質ただしても、『ううん。なんでもない。気にしないで』と遮さえぎられてしまった。

　わざわざ訊きいてくるくらいだ、何も無かったなんてことはないだろう。

　時間も遅おそかったので、その場では引き下がったが、電話を切った後になって、次し第だいに何だったんだろうという想おもいが顕けん在ざい化かしてきた。安あん吾ごに限ってトラブルは無いだろうが……琉る実みが話題にするくらいには、何かがあった筈はずだ。

　夜半過ぎなのを抜ぬきにしても、僕から安あん吾ごに訊きく訳わけにはいかず（そもそも何があったのか分かって居ないわけで）、もやもやした気持ちを抱かかえたままベッドの上で煩はん悶もんするしかないのが歯は痒がゆい。明日、学校で──という訳にもいかない、よな。
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（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　授業中、私はずっと部活の名めい称しようについて考えて居た。ここで間ま違ちがえる訳にはいかない。身体からだに刻み付ける文字で生死が決まると言っても良い。ゴーレムだってemethと刻まれた羊皮紙を貼ちよう付ふすることで完成するのだ。私に相応ふさわしい文字群を探さねばっ！

　ノートの端はしに、それっぽい熟語を幾いくつか綴つづっては消し、凝こりすぎた名めい称しようでは逆に恰かつ好こう悪わるくなるからとシンプルにしてみても、しっくりこない。ううむ。難しい。活動内容もさることながら、そもそも何の集まりなのかよくわからない──存在が隠いん微び過すぎるのが問題なんだよ。自分で言うのもあれだけど……でもでも、崇すう高こうな活動目標があるわけじゃないし、趣しゆ味み仲間を増やしたい訳でも無いし、ただ仲の良いい人間だけで集って喋しやべりたいだけ。いつもの駄だ弁べんに部活動と云いう名目を与あたえる事で、学校生活に変化を齎もたらそう的な浅せん慮りよでしか無いんだよね。

　更さらに言えば、純じゆん君を囲っておきたいのも──うん、隠いん微びというか淫いん靡びでしょ。

　ああ、これは洒しや落れを思い付いただけで、淫いん靡びでは無い。誤解無き様……って、私は誰だれに言い訳してるの？　ああっ、そんなことはどうでもいいっ！

　部活の名前やら顧こ問もん、部室。考えることは幾いくらでも──今朝、純じゆん君が依マス田ター先・ヨ生ーダに話をしてくれるって言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶかな？　何かあれば、教授もフォローしてくれる……本当にしてくれる？　フォローになんなそう。教授が絡からむとややこしくなるだけかも。

　まぁ、いざとなったら部長に任せよう。

　部長と言えば、部長は誰だれが……なんて、完全に愚ぐ問もんだった。考える迄までも無い。呼こ称しよう的てきにも、該がい当とうする人物は一人しかいない。どう考えても、部長が部長をやるべきだ。

　部長を部長以外がやったら、部長が二人になっちゃって、「部長っ！」って言ったら、どっちの部長か分かんなくなっちゃうもん。部長、部長になるのを引き受けてくれるかな？　部長が部長をやってくれれば、呼こ称しよう問題は無かったことになるし──取とり敢あえず交こう渉しようじゃっ！




「と、云いう訳わけなんだけど、如何いかがかな？」

「えー、なんで私がやるの？　先生がやってよ。発ほつ起き人にんでしょ？」

　お昼休み、ルーチン。いつもの場所で、二人でご飯。今日のお弁当、おかずはたれづけの唐揚げ。母上、よくやった。悪くない。悪くないぞ。褒ほめて遣つかわす。

　ただ、プチトマトは嫌いやがらせだよね？　嫌きらいなの知ってるでしょ？　上がった気分と下がった気分で平常心なんですけど。冷静と情熱のあいだなんですけど。お母さんの事だから、お肉と一いつ緒しよに入れればプチトマトも食べるだろう的な、抱だき合あわせ商法なんだろうけれど、私のことをそんなに甘く見ないで欲しい──うざいから部長のお弁当箱に入れちゃえ。

「もう、なんで私の方にプチトマト入れるの？　ちゃんと食べなさいっ！」

「いいでしょ？　部長、食べられるでしょ？　私は嫌きらいなの。このプチトマト君だって、私に嫌いや々いや食べられるより、部長に美お味いしく食べられた方が良いいに決まってるじゃん。それに、私がこのプチトマトを食べた所で、私の身体からだに劇的な変化が起きるの？　超ちよう絶ぜつ健康体に生まれ変わるの？　もしそうだって言うなら食べるけど、そうじゃないなら要いらない」

「そーやって、すぐ屁へ理り屈くつを……もしかしたら、先生みたいなカワイイ女子高生に食べられたがってるかも知れないよ？　嫌いやな顔されるのが堪たまらないって人も居るでしょ？」

　そ、そう来たかっ！

「つまり、このプチトマトはドＭってこと？」

「そう考えたら、先生が嫌いやな顔して食べた方が良くない？」

「私、好きでもないドＭを喜ばせてあげるほど、お人ひと好よしじゃない。部長、よろしく」

「もう、今日だけだからねっ！　次はちゃんと食べるんだよ。もし次も同じ事したら、琉る実みちゃんに言い付けるから」部長がプチトマトの蔕へたを取って、口に入れる。

「ちょっとっ！　なんでよっ！　琉る実みに言うこと無いでしょっ！」

　健康意識が通つう奏そう低てい音おんとなってる琉る実みに告げ口されたら、またぐちぐちねちねちと小こ姑じゆうと染じみた小言を浴びせられちゃうじゃん。琉る実みの健康アピールには迷めい惑わくしてるんだからっ。

「白しろ崎さき君にも言っちゃうからね。それが嫌いやだったら、好すき嫌きらいせずに野菜も食べなさい」

「うざ。部長、うざい。そこまで言うなら、嫌きらいな食べ物を摂せつ取しゆするメリットを論理的に提示して。納なつ得とくしたら、食べる。嫌きらいと云いう私の無む垢くな感情を悪者呼ばわりしないでっ！」

「先生の方が余よ程ほどうざったらしいことを言っている気がする……けど、『嫌きらいと云いう私の無む垢くな感情を悪者呼ばわりしないで』っていうフレーズは、好き。私は評価する」

　二つ目のプチトマトが部長の口こう腔こうに消えていく。お母さん、プチトマトは友人の栄養になったからね。私は食べてないけど、野菜としてのお役目は果たせたから安心して。

「ありがと。序ついでにブロッコリーも食べる？」

　赤色は倒たおした。次は緑色。さあ、行っておいで。

　ばいばい、ブロッコリー君。

「要いらない。自分で食べなさい」

　おかえり、ブロッコリー君。

「ブロッコリーと違ちがって、部長の件は引き受けてくれる？」

「自分でやりなさい」

「部長が冷たぁーい」

「先生、さっきの言葉を返すようだけど、私が部長を引き受けるメリットを提示して」

「呼こ称しようが衝しよう突とつしない。あとは……内ない申しんもプラスじゃない？　これはメリットだよね？」

　部長がひとつ溜ため息いきをした。これ、押せば引き受けてくれるタイプの溜ため息いきっぽい。

「ねぇ、私には部長しか居ないの。お願い。部長の名を守る為ために、部長を引き受けて」

「部長って呼ぶの、先生だけ……部長が渋じゆう滞たいしてて何が何だか……私、美術部だよ？」

　よし、この調子だっ！　もうちょっとでいけるっ！

「美術部の負担にはなんないから。約束する。だから、お願い」

　あとは手を合わせて拝おがみ倒たおせばっ！　ほら、この通りっ！

「もしだよ、もし仮に私が部長を引き受けたとして、副部長は先生だからね？」

「引き受けてくれるのっ？　引き受けてくれるなら、副部長くらいやるよっ！」

「仮にって言いました……本当に、負担になんない？」

「もちコース。優ゆう秀しゆうなブレインをもう一人準備してるし、大だい丈じよう夫ぶ！」

「先生も副部長やるんだよ？　あと、面めん倒どう事ごと、押し付けないでね」

　部長、大好き。最高。口を開けばふにふに言ってくるけど、心の中では私の事が大好きだもんね。私達、相思相愛だね。部長が部長やってくれれば成功間ま違ちがいなしだよっ！

「ありがとうっ！　やっぱ、最後は部長だねっ。私、ちゃんとブロッコリー食べるっ！」

「お子ちゃま的低レベルな頑がん張ばりアピールをありがとう。先生って、本当に自由だよね」

　部長が小さい卵焼きを食べて、お茶を飲むのを眺めつつ、ブロッコリーを処す。

「そういうとこが、部長的には私の評価ポイントでしょ？」

　ちゃんとブロッコリー食べたし。そも、そこまで嫌きらいじゃないけど。

「強しいて言うなら、自分で言っちゃうその図ずう々ずうしさ、かな」

「大だい丈じよう夫ぶ。部長だって、十分過ぎるくらいの図ずう々ずうしさを持ち合わせてるよ」

　だから、私達はうまくやれるんだもん。遠えん慮りよばかりしてたら、疲つかれちゃう。言いたいことを言って、やりたいことをやって、そうじゃなきゃ楽しくない。享きよう楽らく主義と言われようが構わない。まだ十代だもん。難しい事なんて考えたくない。

「琉る実みちゃんには言ったの？」

「何が？」

「部活の話」

「してないよ。てか、言う必要なくない？　私の行動を逐ちく一いち報告する義務なんて、負ってないもん。琉る実みだって勝手にやってるんだし、私だって勝手にやるよ」

「……まだ、この前のこと、引ひっ掛かかってる？」

　この前のこと──多すぎてどれを指しているのか分かんない。引ひっ掛かかってるって意味で言えば、もうどれもこれも引ひっ掛かかりすぎるくらい引ひっ掛かかったけど、拘こだわっては無い。私はどうやら執しゆう念ねん深ぶかいし、嫉しつ妬と深ぶかいけれど、それらを辺り構わず顕けん出しゆつしないって決めたから。

　恰かつ好こう悪わるいもん。

　もう、いいの。

　全部過ぎた事。

「そういうんじゃないよ。部活の事、意地でも言わない積もりじゃないし、隠かくしたい訳わけでもなくて、まだ出来てもないのに、都度都度、言わなくてもいいんじゃないって思っただけ」

「にゃるほど。理解しました」

「所で、前に美術部の先せん輩ぱいがどうのって言ってたじゃん。あれから進展有った？」

「んー、他校に彼女さんが居るみたい。だから、遠くから眺ながめておくことにした」

「そっか。奪うばっちゃおうとか思わないの？　見てるだけ？」

「推おしの幸せを願うのも、またひとつの楽しみってことで」

「それよく聞くけど、物足りなくない？　プレイヤーとして参加したくない？」

「先生だって、映画俳優とかは、憧あこがれだけで終わるでしょ？　それと同じだよ」

「私の場合、推おしはおじさん俳優ばかりだし、どうこうなりたい対象じゃないって言うか、そもそも住んでる国が違ちがうし、参加型の世界観じゃないもん。でも、同じ学校の同じ部活でしょ？　めっちゃ地続きじゃん。前にようやくデートした人だって、私が散々言わなきゃ誘さそわなかったよね。まぁ、その人は結果的に無かったにしてもさ、楽しかったでしょ？」

　ぐずる部長に、「とりあえず遊んで来な」って何度も何度も言って、ようやく部長はその人とデートした。帰って来るなり、「子供っぽくて冷めちゃった」なんて言ってたけど、出で掛かける前は、服をどうしようとかお化け粧しようってした方がいいのかなとか、深夜までＬＩＮＥが鳴りやまなくて、結局電話して──切った後もまた通知が来た。

　結果はどうあれ、そういう時間も含ふくめて、楽しいもんだと私は思っているんだけど。

「うん、楽しかったよ。でも、あの経験があったから、推おしは推おしのままで、迂う闊かつに近付いちゃいけないんだって思った。今回も、連れん絡らく先さき訊きけたらなぁとか仲良くなれたらなぁって思ってはいたけど、彼女さんが居るって聞いて、やっぱり適度な距きよ離りを保っておいて良かったって思ったの。先生は簡単に奪うばっちゃえとか言うけど、そんな自信ないし、良いいなぁくらいの段階だったから、今のうちに身を引くのが賢けん明めいだと判断しました。富ふ士じ山さんや月と一いつ緒しよで、遠くから眺ながめてるだけでも、良かったりするんだよ」

「その感覚が分かんない。彼女が居るって言っても、倦けん怠たい期きとか喧けん嘩か中ちゆうだったらチャンスかも知れないよ？　付け入る隙すきあるかもよ？　諦あきらめるの、早くない？」

「いいの。私は静かに、波風を立てずに生きていければそれで十分。奪うばうなんて物ぶつ騒そうな考えはしないの。どろどろしたりするのは、心が疲つかれちゃいそうだから」

「そういうどろどろこそ、楽しいんじゃない？　その結果、もし自分を選んでくれたら、最高じゃん。彼女を捨てて私を選んでくれたってなったら、ゾクゾクしない？」

「先生はそうかも知れないけど、私は無理だなぁ。本当に私でいいの？　って不安になっちゃう。そういう不安から来るすれ違ちがいがちょっとずつ増えていく未来しか見えない。千ち代よ子こが僕のところへ嫁よめに来れば必ず残ざん酷こくな失望を経験しなければならない、みたいな。私は〝僕〟だよ。可か愛わいらしいことなんて出来ないし、意地張って思っていることと逆のことを言っちゃったりもする、引ひっ込こみ思じ案あんで因いん循じゆんな女です。慎つつましやかで、小さくてもいいから日々喜びを嚙かみしめるような、身みの丈たけに合った恋れん愛あいがしたいだけなんです。それが叶かなわないのなら、ただ遠くから静かに見守っているだけでいいんです」

「同じ章に、『純じゆん粋すいな感情程美しいものはない。美しいもの程強いものはない』っていう一節があるけど、私は違ちがうと思う。人間は色んな感情が同居しているから強いんだって、身を以もつて学んだから。お陰かげ様さまで、大変強くなりました」

「心中お察し致いたします。いやぁ、兄貴、お勤めご苦労様です」

「残念ながら、まだ出所できてないからね。黄色いハンカチはまだ見られないよ。でも、それも時間の問題かな。お姉様には引き続きバスケを頑がん張ばって頂いただいて、その間に私は私の部活を作って、純じゆん君も部員として活動にのめり込んで頂く所存ですので」

「発想が邪よこしまなこと極きわまりない……って、私も悪事の片棒を担かつぐことになるんだね」

「部長だからね。一いつ緒しよに頑がん張ばろ？」

「部長権限で、部内恋れん愛あいは禁止にしようかな」

　鼻歌でも奏かなでそうなその表情っ！

「それは話が違ちがっ──」

「白しろ崎さき君と拗こじれて部活が消しよう滅めつしたら、先生をサークルクラッシャーのオタサーの姫ひめとして認にん定ていするから。どんなに恥はずかしがっても、人前で姫ひめって呼ぶからね」

　クラスで姫ひめ呼よびされたら流石さすがに──待って。私はクラスのアイドル的存在だよね？　事実、私がクラスでは一番頭が良くて可か愛わいいんだから、姫ひめという呼こ称しようは、最も早はや事実を有ありの侭ままに指し示しているのでは？　姫ひめの体現、現在進行形じゃない？

　あれ？　姫ひめ呼よびでも良いいんじゃない？

　怒おこられそうだから、言わないけどね。

「細かい事は部活が出来てから考えよっか」

「あ、逃にげた」

「そんなことより、部長はもっと自分に自信を持った方が良いいよ！　そこらの女子より部長の方が数倍魅み力りよく的てきだって。私と対等にやり合える子なんて、そうそう居ないよ？」

「評価して頂けるのはありがたいんだけど──それ、この前の言説からすると疎うとまれちゃうんじゃないの？　それに、私は背も高くないし、手足だってすらっとしてないし、胸だって大きくないし、外見的優位性が無いのを比ひ較かく検討した上での自己認にん識しきだから、悲観的になって言ってるわけじゃないよ。そういう物だと受け入れてる」

「相対評価でも、部長は魅み力りよく的てきだって。全然可か愛わいいから。顔だって整ってるのに、過度な卑ひ下げは嫌いや味みになっちゃうよ？　可か愛わいさとおっぱいは私に負けてるかも知れないけど」

「お腹なかのぽよぽよも、負けてるかも」

「ちょっとっ！！！　人が褒ほめてるのに酷くないっ!?　言って良いい事ことと悪い事があるよっ！！！　私のお腹なかに言げん及きゆうしないでっ！！！」

　リアルにちょっとぷにぷにしてるかもって気にしてるんだからっ！　脂し肪ぼう、許さぬ。どうしてもっと上流で留まらないのっ！　お腹なかに下りる前に、黒くろ部べダムが二つあるでしょっ！　高いアーチ式コンクリートダムを着けてるんだから、そこでちゃんと止まりなさいよっ！！！

「触さわったら、怒おこる？」

　口を窄すぼめて、首をちょっと傾かたむけるんじゃないっ！

　可か愛わいく言えば許されると思わないでっ。

「触さわる前から怒おこってるよっ！　可か愛わいい顔してもダメだからねっ！」

「先生って、肌はだがもちもちしてるよね。ほら、腕うでだって──」

「触さわんないでっ！　ご機き嫌げん取とりが雑だし、流れでお腹なか触さわる算段でしょ？」

「いけずなこと言わないでよ。ちょっとくらい良いいじゃん。成長具合を確かめるだけだから」

「確かめないでっ！　普ふ通つう、そういうのは、胸でやるやり取りでしょ。お腹なかでやらないでよ」

　ほんと失礼。失礼過ぎてびっくりする。

「ダメかぁ。無念……そうだっ！　そろそろ夏休みだし、ダイエットしようっ！　ダイエット大作戦だよっ！　私もやるからっ！」

「私もやるからって何っ!?　喧けん嘩か売ってるの？　部長の何ど処こに脂し肪ぼうがあるのっ！」

「私だって、最近、二にの腕うでがぷるぷるしてるなーって。半はん袖そでだから目に入って──」

　絵を描かく真ま似ねをしながら、私の眼前で二にの腕うでを揺ゆらす小こ娘むすめ。

　大して揺ゆれてないじゃんっ！

「私よりぷるぷるしてない二にの腕うでを見せびらかすの、やめてくれる？　超ちよう絶ぜつ不ふ愉ゆ快かい」

「肉にく布ぶ団とん先生には負けちゃうかも知れないけど、そんなこと無いと思うけどなぁ……そう言えば、前に教授君が二にの腕うでとおっぱいの感かん触しよくは同じとか言ってたけど、先生で試ためしてみてもいい？　脂し肪ぼうの柔やわみと定義すれば、自おのずとお腹なかの具合も──」

「絶対に嫌いや。導き出さないでっ！」

「それは冗じよう談だんだとして、夏休み、水着を着るイベントが発生した時、ダイエットしとけばよかったーってならない？　海とかあるじゃん。そういうお色気イベント好きでしょ？」

「海嫌きらい。べたべたするし、足に細かい砂つくし、着き替がえるとこのシャワーはなんかもわっとしてるし、シャワー浴びた後にまた砂つくし、髪かみの毛けはきしきししてキューティクルが悲鳴をあげるし、日焼けしたくないし、暑いし、軸じく索さくや樹じゆ状じよう突とつ起きが糸こんにゃくで出来てるパリピみたいな輩やからがぱやぱやしてるし、汗あせかくし、口に海水が入ると塩味とえぐ味の暴力に晒さらされるし、水母くらげの刺し胞ほうにやられた日には感情がコバルトブルーだし、ましてや鰹かつおの烏え帽ぼ子しだった時には生死に関わるかもだし、打ち上げられた魚は腐ふ臭しゆうを放ってるし──みんな、夏と言えば海がどうのって条件反射的に言うけど、あんな場所の何が良いいの？」

「めっちゃ喋しやべるじゃん。どんだけ嫌きらいなの。海に対するネガティヴイメージの列挙が止まらないね。そんなに嫌いやな思い出──あ、玄げん翁のう先生、泳ぐの苦手だったね」

　玄げん翁のう言うな。分わかり辛づらいっ。そこは素す直なおに金かな槌づちと言いなさいっ！

　金かな槌づちじゃないけどねっ！

「ちがっ……泳げない訳じゃないもん」

　海なら淡たん水すいより浮ふ力りよく面めんで有利だし、波さえ無ければ──ううん、泳げない訳じゃないんだって。ほんのちょっぴり苦手なだけで、泳げない訳じゃない。

「じゃあ、プールならどう？　海よりかは汚よごれたりしないよ？」

「けど、ぱやぱや糸こんにゃくと暑さは解消されてなくない？」

「もういいよっ。先生はぼにょぼにょお腹なかのまま、水着を着ることなく夏を終えて下さい」

「……そう言われると、ちょっと考えちゃう……」

「だったら、今度、水着を買いに行かない？　新しい水着を買えば、行きたくなるかもよ？」

　たしかし。それはあるかも。でもでも、水着を買うイベントって、男子の存在必ひつ須すじゃない？　純じゆん君に「これとこれどっちが良いい？」って訊きくのがセット……水着の試着って、ボトムは下着の上からだったりするから、漫まん画がみたいに試着室の中で全裸にはなんない──

　ん？　下着×水着って最強じゃない？

　そうかっ！　その発想は無かったっ！

　水着の脇わきからはみ出す、下着の紐ひもっ！

　やっぱ、私は天才かも知れない。お母様、明めい哲てつな頭脳をありがとう。優ゆう游ゆう涵かん泳えいにして、暢ちよう達たつかつ不ふ羈きな娘むすめに育ちました。お陰かげ様さまで、精明な頭脳を存分に発揮して、のびのびやらせて貰もらってます。貴女あなたの娘むすめは最強かも知れません。どうぞ、誇ほこって下くださいまし。

「慈し衣え菜なちゃんも誘さそって、色々見み繕つくろって貰もらおうよ。ね、そうしよ？」

「……純じゆん君も呼びたい」

「あー……えーと、私は、男の子は居ない方が良いいかなぁ。恥はずかしい」

「待って。じゃあ、さっきの海がどーのとか、プールがどうのって、純じゆん君抜ぬきの話だったの？　お色気イベントがどうのって言ってなかった？」

「うーんと、先生は二回行けば良いいんじゃないかなーって。私と出で掛かけて、別日に白しろ崎さき君とお出で掛かけしなよ。そっちの方が、私達にも遠えん慮りよしなくて済むでしょ？」

「そこまでして私を水みず際ぎわに連れて行きたいのは、何な故ぜ？　何が部長をそうさせるの？」

「もう、先生の水着を拝みたいからに決まってるじゃん」

　私の事、超ちよう大好きじゃん。こんちくしょうっ。

　そんな事言われたら、幾いくら私だって──「私の負け。分かったよ」

「やたっ！　先生、大好き。えろえろな水着でお願いね。スリングショットでも良いいよっ」

「スリングショットって、もしかして、あのエグい切れ込みの、Ｖ字型のアレの事言ってる？　胸の先せん端たん部ぶしか隠かくれない、ちょっとでも動いたらポロリ確実なアレ？」

「うん」

　それこそパスリチングンシヨコツトで部長の頭を撃うってやりたい。

「バッカじゃないのっ！　幾いくら私でもあんな痴ち女じよまっしぐらな水着は着ないからねっ！」

「ダメかぁ」

「ダメでしょ。どう考えても、ダメでしょ。色々はみ出すじゃん。捕つかまるよ？」

「Ｔバック処女を捨てた先生なら、着てくれるかと思ったのに……ね、そう言えばノーブラ絆ばん創そう膏こうはどうだった？　やったんでしょ？　報告まだだよ？」

「してません」

「そうなの？　先生の癖くせに、そこにも恥はじらいがあったの？」

「それは、タイミングとか色々……もう、良いいでしょっ。それより、プールの件だけど、いっその事、部活のメンバーでってのはどう？　合宿的なイベントとして、さ」

「それは白しろ崎さき君と二人でって……合宿かぁ。そっか、部活が出来たらそういうのもアリかぁ。それだったら……うーん、でもやっぱり恥はずかしいかも」

「教授だね？　あのエロ男子の存在が部長に二の足を踏ふませているんだね？　よし、教授は不参加にしよう。うん。それが良いい。枯かれ木きも山の賑にぎわいとか言うけど、枯かれ木きなんて邪じや魔まなだけだよね。教授には申し訳無いけど、呼ばないことにするっ。それなら良いいでしょ？」

「そういう話では無くて……その件は、水着を買ったあとに考えよっか。ね？」

　部活の合宿──未体験ゾーン。家庭科部には合宿なんて勿もち論ろん無くて、琉る実みは言わずもがな、純じゆん君ですら弓きゆう道どう部ぶで合宿を経験している。私だけが部活の合宿を知らない。

　合宿するしか無いじゃん。あの二人だけが体験してるなんて、ずるい。

　シーザーを理解するのには、自分がシーザーである必要はない──そんなの噓うそっ！

　私もやりたい！　私だってシーザーになりたいっ！




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　わたしは、朝からずっと瑞みず真まと目が合わないようにしていた。避さけていたっていうほど露ろ骨こつじゃないけど、どんな顔をしたらイイかわからなかった。幸いなこと──って言うか、なんて言えばイイか微び妙みようだけど、ともかく瑞みず真まから話はなし掛かけて来くることはなかったから、なんとかなった。そうじゃなかったら、周りから様子が変みたいに思われたかも知れない。

　昨日の夜は久ひさし振ぶりに純じゆんと下らない話をして、ちょっと懐なつかしい空気も感じたりして、かなり気分転てん換かんにはなったんだけど、学校に来たらやっぱり憂ゆう鬱うつになった。試合でへこんでたのが、ずっと昔のことみたいな気がする。このもやもやした、胸むねの奥がずーんとした感じを早くどうにかしたいのに──あの時わたしは瑞みず真まにはっきり言ったし、向こうもそれを了りよう承しようしてくれたから、これ以上どうにもできないのがもどかしい。

　ただ、デートをしてくれって件だけは断らなきゃって思っているのに、わたしは朝から終始こんな感じで、瑞みず真まに話はなし掛かけることすら出来ずにいる。そしてお昼休み──わたしは逃にげるように教室を飛び出して、みんなと学食行くのも断って、麗れい良らといつもの場所に居た。

「溜ため息いき、ここに来てから四回目だよ？　幸せ逃にげ切きっちゃうよ？」

　麗れい良らが呆あきれ気ぎ味みに言う。

「だってぇー。こんなの、どうすればいいかわかんないよ」

「なるようにしかなんないって。開き直るしかないよ。いっそ、自分からネタにしちゃうとか？　『あんた、そんなにわたしとデートしたいワケ？』みたいな」

「そんなん言えるわけないじゃん。那な織おりじゃあるまい」

「あー、やっぱ、妹はそういうタイプだよね。そんな感じするわ」

　麗れい良らがわかりやすく眉まゆをひそめた。目も細くなる。

「何自分で言ってひいてるの。はぁ」

「はい、五回目。もう、いいからとりあえずご飯を食べるっ！　いいっ？」

「……はい。すみません。食べます」

　もう、そんな言わなくてもいいじゃん。マジで困ってるのに。

「この前の試合、琉る実みが３ポイント決めた方ね、あの時、琉る実みはシュート打つのに悩なやんだ？」

　口に入れたご飯を慌あわてて飲み込んで、「まさか。あの状じよう況きようなら、わたしが打つしかないでしょ。試合中に考えることはあっても、悩なやむことはないよ」と答え……て、麗れい良らの言いたいことがわかった。こんなメンタルで試合してたら勝てないことくらい、わたしだってわかる。

　けどさぁ、バスケとは違ちがうって。そういうんじゃない。

「その時の琉る実みと、今の琉る実みって、何が違ちがうの？」

「どういうこと？　バスケしてるかしてないか？」

「そうじゃなくて──ええと、私が言いたいのは、バスケやってる時の琉る実みは、周りをちゃんと見て、その場にあった行動を取ることが出来るわけじゃん？　前の試合は負けちゃったけど、琉る実みだって全くシュート決めてないわけじゃないし、そりゃ徹てつ底てい的てきにマークされて思う様に動けなかったかも知れないけど、琉る実みは決して諦あきらめたり手を抜ぬいたりしなかったよね？」

「もちろん」

「だから、悔くやしかっただろうけど、活かつ躍やくできなくて申し訳ないって思いもあっただろうけど、部活のみんなは琉る実みのことをどうこう言わなかったし、言えるわけないの。琉る実みが一いつ生しよう懸けん命めいプレイしたってわかってるから。だから、琉る実みもちょっと気まずいとこはあったかも知れないけど、すぐに練習に復帰して頑がん張ばってるわけじゃん？　それって、ある意味、ちゃんと開き直ってるっていうか、やることやったから仕方ないって部分もあるでしょ？」

「うん。当日や次の日の朝は思うところもあったけど、自分で活を入れてそこは──」

「今は？　今はどうしてそれが出来ないの？　周りを見て──つまり、坂さか口ぐちは琉る実みのことが好きだけど、それはまだみんなの知らないこと。開き直る──坂さか口ぐちが琉る実みのことを好きだからといって、琉る実みに責任があるわけでも、何か対策ができたわけでもない。ほら、そう考えると、普ふ段だん通どおりにする以外、なくない？　坂さか口ぐちだってその方が……ってことはないか。あいつ的には、今の方がいいんだろうしなぁ」

「どういうこと？」

　最後の言い方が、凄すごく気になる。今の方がいい？　ん？

「琉る実みがめちゃめちゃ意識してるってこと。それが向こうの作戦でしょ？」

「えー、瑞みず真まに限って、そんなことする？」

　あいつはそんなタイプじゃないでしょ。なんか、こう、勢いで直接うりゃって感じ。

「うーん、ま、それはこの際、いいんだけど……って、ごめん。ご飯食べづらいよね？　めっちゃ話はなし掛かけちゃった。とりあえず、食べよっか」

「そうだね。ゆっくりしてたら、お昼休み終わっちゃう」

　ご飯を食べながら考えるのは、さっき麗れい良らが言ったこと──普ふ段だん通どおりにする以外ない。

　わたしだってわかってはいるんだけど、そんな簡単にできないから、困ってるんだよ。

　言いたいことはわかるけど、バスケとは違ちがうって。そんなこと、麗れい良らなら言われなくたってわかってるはず……だから、あれはわたしを鼓こ舞ぶする為ため。そうだよね、こんなとこでうだうだしてても仕方ないよね。悩なやむ時間が勿もつ体たいないもん。

　瑞みず真まと付き合う可能性はゼロなんだし、純じゆんと那な織おりみたいに複雑に絡からみ合あっててどうのみたいな話じゃないんだし、わたしが頑がん張ばれば済むことだよね。

「麗れい良ら、ありがと」

「あー、結論出た感じ？」

「出たっていうか、最初から結論は出てるんだよ。どうするか困ってただけで」

「言われてみればそうだね。琉る実みは、そこで悩なやんでたわけじゃないよね。どっちかって言えば、対応に困ってたんだった。どう？　普ふ段だん通どおりやれそう？」

「頑がん張ばってみる。喧けん嘩かしたわけじゃなんだし、何とかなるでしょ」

「そうだよ。人から好意を向けられるのは、基本的に悪いことじゃない。相手が好意を寄せてくれるところまで自分の存在が大きくなったってことだし、それって言いい換かえれば、認みとめて貰もらったってことじゃない？　そう考えれば、ちょっとは気が楽になる？」

　認みとめて貰もらった、か。その言い方、好きだな。

「うん、楽になった。ありがとっ！」




　お昼休み、麗れい良らと話せて、頭がすっきりした。胸むねの奥も、軽くなった。わざと瑞みず真まから目を逸そらさなくてもよくなった。気の持ちようひとつでこんなに変わるなんて、人間って複雑なんだか単純なんだかよくわからない──なんて、そんなことバスケの試合でよく知ってるはずなのに、何を今さらって感じなんだけど、改めてそう思う。

　部活へ行く前に、瑞みず真まと話をしよう。

　泣きの一回だかなんて知らない。デートはしない。そう言うだけ。簡単──って、勇んでいたのに、授業と授業の間は教室の移動があったり、課題のとこを友達と確かく認にんしたりして、タイミングが合わなかった。ＨＲ後じゃなきゃ無理そう。

　掃そう除じが終わって、ＨＲが終わったら、言う。うん。

　同じ班の男子がほうきでまとめたゴミを、わたしがちり取りで受け止めていると、教室を出て行く純じゆんと森もり脇わきが目に入った。昨日話した感じだと、純じゆんは何も聞いてないっぽい。瑞みず真まも純じゆんには言いづらいのかな。そりゃそうだよね。純じゆんがわたしと仲がイイって知ってるし。

「琉る実み、なにボーっとしてんだ。掃はき終おわったぞ」

「あ、ごめん」

　男子に注意されて、慌あわてて立ち上がって──ちり取りの中身をゴミ箱に落とす。

「そんなんじゃ、簡単にボール取られっぞ」

　瑞みず真まの声が後ろからした。

「う、うん」急に来るもんだから、言葉に詰つまった。

「何だよ、ボーっとして。悩なやみごとでもあんのか？」

　思わず、はぁ？　と言いそうになるのを、ぐっとこらえて──って、瑞みず真まが言うなっ。誰だれの所せ為いでこっちはこんな想おもいをしてると……教室じゃなかったら、間ま違ちがいなく言ってた。那な織おり風ふうに言うと、「どの面下げてそんなこと言ってるの？」って感じ。

　だって、瑞みず真まがあんなこと言い出さなきゃ──はぁ、もういいや。

「昨日のことだけど、出で掛かけるのは無理。ごめん」

　あんまり冷たくならないように、けど期待を持ってほしくなくて、ほんのちょっぴり厳しさを纏まとわせて、わたしはさらっと言った。そのままちり取りを片付けようと歩き出したところで、瑞みず真まがわたしの手からちり取りを奪うばって、用具入れに仕し舞まった。

「ありがと──」

「ちょっと来てくんね？」

「ＨＲ始まっちゃうよ？」

「あーっと、そうだな。じゃあ、そのあとで」

「うん」

　勢いで返事をしたものの、よくわかんない。あとでって何？　話は終わったよね？　言うことを言ったはずなのに、またしてもすっきりしない。依よ田だ先生が入って来てＨＲが始まってもまだ、もやもやが続く……これ、いつまで続くの？　わたし、はっきり言ってるよね？

　瑞みず真まにしつこく付きまとわれてるわけじゃないし、付き合ってって懇こん願がんされ続つづけてるわけでもないんだけど、精神的に攻せめられてる気分。シュートを妨ぼう害がいされてるみたいな──二十四秒カウント取られてる気分。それで言えば、わたしはもうシュート打ったと思うんだけど。

　ＨＲが終わって、各おの々おのが帰かえり支じ度たくを始めたり、机の周りで談だん笑しようを始める。

　机の中から教科書を出してカバンに仕し舞まう時、廊ろう下かに出ようとした依よ田だ先生を、純じゆんが呼び止めるのが見えた。なんだろ。質問でもあるのかな。そんなことを考えていると、「ね、琉る実みは夏休みにどこか行くの？」と心こ春はるに話はなし掛かけられて、横からのどかが「あたしはハワイ」と口を挟はさんできた。「もう、琉る実みに訊きいてるのー」と言う心こ春はるをなだめつつ、「今年は特に予定ないなぁ。てか、ハワイ超ちよう羨うらやましい。のどか、お土産みやげよろしく」と返す。

「うちにもよろしく！　ありがちなチョコはダメだかんねー」

「それ、マカダミアが入ってるヤツでしょ？　超ちようわかる」

　なんて心こ春はるに言っていると、カバンを背負った瑞みず真まに「琉る実み、部活行こうぜ」と声を掛かけられた。「すぐ行くー」と返してから、二人に「ごめん、部活行って来る」と手を振ふる。

　ちらっと教室の前の方を確かく認にんすると、まだ純じゆんが依よ田だ先生と話していた。

　瑞みず真まを追って廊ろう下かに出る。渡わたり廊ろう下かの先に麗れい良らが居て、目が合った。多分、わたしのところに来る途と中ちゆうだったんだろう。麗れい良らが軽く頷うなずいて小さく手を挙げた。先に行ってるって合図。

「ね、さっき言いい掛かけたのは何？」

　瑞みず真まの背中に向かって言うと、やっと聞こえるかどうかくらいの小さい声がした。

　近寄って「ん？」と促うながすと、「無理に付き合ってくれとか言う気はないんだ。ただ、一回くらい一いつ緒しよに遊びに行きたいなって。やっぱダメか？」と、弱気な声が返って来た。

　ちらっと横目で見上げると、がっつり目があって、思わず逸そらしてしまった。

「そんなこと言われても……困る。わたし、瑞みず真まのことは友達としか思ってないもん」

「友達として、で俺は構わない。それ以上は望んでない。友達として遊びに行く──ってのでもダメか？」いつも強気な瑞みず真まが、お菓か子しをねだる子どもみたいな声で言った。

「友達としてって言っても、瑞みず真まの気持ち知っちゃったし……前みたいにはできない」

「だよなぁ。完全にミスった。やっぱ、言うのはやめとくべきだったわ。マジすまん」

「そんな謝んないでよ」

　わたしが悪いみたいじゃん。

「いや、琉る実みに余計なこと考えさせちゃったのは事実だし。それに関してはマジで謝る。けど、これだけは信じてくれ。俺は琉る実みのことを困らせたかったわけじゃないんだ。だから、振ふられたら振ふられたで良いいやって思って……ただ、俺らって中等部の頃ころから知ってる仲だけど、二人で遊んだことはないなって。そんだけだから、気にしないでくれ。あと、出来れば、今まで通りに接してくれるとありがたい……やっぱ、難しいか？」

　自分から告ってきたのに──なんでよ。なんでそんな悲しそうに言うの？




　わたしが応えられなかったから？




　そんなこと言われたって、わたしにはどうしようもないじゃん。だって、わたしは瑞みず真まのことなんとも思ってないし、わたしが好きなのはずっと純じゆんだもん。子どもの頃ころから。

「確かく認にんなんだけど、友達として遊びたいってことなんだよね？」

「もちろん」

「出で掛かけること、他の人に言ってもいいよね？　例えば……純じゆんとか。黙だまって遊びに行くのだけは絶対にイヤ。誤解されたくない。それでもいいなら、考える」

「おう。構わねぇよ。言ったろ、友達としてって」

「わかった。けど、約束はできないからね。考えた結果、やっぱ無理ってなったらごめん」

「そん時はしょうがない。考えてくれるだけで、十分だよ」

　約束はしたくなかった。わたしだけで決めたくなかった。

　純じゆんに相談したらなんて言うだろう。やめろって言うのかな。いいよって言うのかな。

　純じゆんがやめろって言うなら行かない。その選せん択たくを残しておきたかった。

　純じゆんは瑞みず真まと友達。そして、純じゆんとわたしは付き合ってるわけじゃない。




　わたしは、純じゆんになんて言って欲しいんだろう。




　やめろって言って欲しいのかな──言って欲しい。止めて欲しい。

　純じゆんの彼女じゃなくなったわたしには、止めてもらえる権利がない。

　だからこそ、止めて欲しい。

　彼女じゃなくなったわたしでも、止めてくれるなら──




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　ＨＲ後、依よ田だ先生に顧こ問もんの件を話した。。ここでしくじる訳にはいかない。そう思って、頭の中で何度も推すい敲こうした文章を諳そらんじた。単刀直入かつ簡潔に──僕の懸け念ねんとは裏腹に、依よ田だ先生の返答は「面倒を起こさないって約束できるなら、構わない。とりあえず、書類を持ってくるから活動内容とかその辺を詳くわしく書いて──そうだ、部室はどうする？　必要か？」と拍ひよう子し抜ぬけするくらい軽いものだった。ここは頼たのみ方かたが良かったと解かい釈しやくしておくことにして──ありがたいことに、まさに僕達が憂ゆう慮りよしていた部室のことを先生が口にしてくれたので、「是ぜ非ひとも欲ほしいんですが、使えそうな場所はありますか？」と繫つなげることが出来た。

「あーっと、ちょっと訊きいてみるけど……どっか空いてる所、あったかな」

「例えば、使ってない教室とかでも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「使ってない所だったら……場所に依よるから断言はできんが、可能性はある」

「第三会議室だったら、使ってないですよね？」

「そう……だな。ただ、あそこは色々置いて無かったか？　いずれにしても、訊きいてみないことには始まらんからな。部室の件はちょっと待っててくれ。とりあえず書類を用意するから、あとで職員室に来てくれ」

　依よ田だ先生を見送って、心配そうにこっちを見守っていた教授に頷うなずいて見せる。多人数で言うより、ひとりで話した方が良いいだろうと判断して、教授には待まっていて貰もらった。

　教授の隣となりに腰こしを下ろして、「顧こ問もんの件はあっさりＯＫだったわ」と報告。

「突つっ込こまれたりしなかったのか？　あんな適当な集まりなのに」

「もちろん、『集まって喋しやべりたいってことだろ？』とは言われたよ。正直に、『そうです』って返したけどな。とは言え、部誌の件以外に、入試に使われた小説や評論を元に解かい釈しやくを議論して、依よ田だ先生にアウトプットを見みて貰もらいたいとか、それっぽいことも言っておいた」

「なるほど。つっても、結局は喋しやべるだけだけどな」

「おう。だから、はっきり『そうです』って返したんだよ。とりあえず、面おも白しろそうな問題のある赤本を探しだすくらいの真面目な活動は必要になったけどな」

「実際、面おも白しろそうな題材ってあるんか？　入試ってお堅かたいのばっかじゃねぇの？」

「ちょっと調べたレベルだからデータとしては少ないが、想像よりは色々あった。かなり昔だけど、小お津づ安やす二じ郎ろうに関する評論なんてのもあったぞ。調べる範はん囲いを私大の古い問題まで広げれば、面おも白しろそうな問題文は沢たく山さん集まりそうだ」

「あんまり古い問題だと意味ないんじゃねぇの？」

「入試問題には変わりないんだし、勉強要素って意味じゃゼロじゃないだろ？」

「それもそうか。言っちまえば、それっぽさを出す為ためにでっちあげた活動内容だしな」

「そういうことだ。依よ田だ先生の雰ふん囲い気きからすると、効果があったかは怪あやしいがな。そんなこと言わなくても、顧こ問もんを引き受けてくれたんじゃないかって──」

「良いいんだよ。結果として引き受けてくれたんだから。問題はねぇよ。で、部室の件はどうだった？　なんて言ってた？」

「第三会議室の件も含ふくめて、確かく認にんするから待っててくれってさ」

「つまり、希望はゼロじゃない、と」

「ああ。そうだ、申しん請せい用ようの書類を取りに行かないと──」

「俺が行って来る。白しろ崎さきは神じん宮ぐう寺じのとこに行って教えてやれ」

　そう言って、教授が立ち上がった。

「了りよう解かい。そうさせてもらうよ」




　那な織おりは教室に居るだろうか。

　六組の前に来たところで、タイミングよく那な織おりと亀かめ嵩だけが出て来た。

「ちょうど良かった。那な織おりに話が──」

「出たなトレッキー、今日こそはエンタープライズを撃げき墜つい──私も言いたいことがあるっ」

「テンション高いな。何だよ、いきなりクリンゴンみたいなこと言いやがって」

「先生、やる気に満みち溢あふれてるもんねー。さっきも、ずっと部活の話をしてて──」

「余計なこと言わなくて良いいのっ！　もう、部長は黙だまってて──純じゆん君のクラス、人居る？　うちのクラスは残ってる人多くて。暇ひま人が多いみたい」

　亀かめ嵩だけが隣となりで「いいよね、クラスの人居たって」と呟つぶやくと、すかさず那な織おりが「さっきからうっさい。ミーティングに外野は不要なのっ！　落ち着いて話が出来ないでしょっ」と言って、亀かめ嵩だけの脇わき腹ばらを人差し指で突つついた。

「んんっ。ちょっと、やめてよ」

「今の声、ちょっとえろかった」

　全く、この二人は毎度楽しそうだな。部活が出来たら、この絡からみに雨あま宮みやが加わる……さぞ賑にぎやかになりそうだ。僕と教授の居場所が無くなるかも。そうなったら別の部活でも作るか。

「ね？　純じゆん君もそう思ったでしょ？」

「何が？」

「今の部長の声。色っぽくなかった？」

「僕に振ふるんじゃねぇよ」

　おう、色っぽかったな、なんて言えるか。バカ。

「ちょっと那な織おりっ！　やめてっ！　セクハラで相談室に訴うつたえるよっ!?」

　亀かめ嵩だけが那な織おりのことを下の名前で呼ぶ場合、大たい抵てい本気で怒おこっている。怒おこっていない時、極ごく稀まれに下の名前で呼んでいることもあるが、殆ほとんど見たことがない──那な織おりが亀かめ嵩だけに抱だき着ついて、猫ねこ撫なで声ごえで「並なみ木き先生に呼び出されちゃうからやめてー」と言いながら、頰ほおをぐりぐり押し付けている。仲が良いいんだか悪いんだか。ほっとくといつまでもじゃれてそうだ。

「うちのクラスなら、あんまり人居なかったぞ」二人を促して、自分の教室に足を向ける。

　その内、教授も戻もどって来くるだろう。そうすれば、役者が揃そろう……雨あま宮みやが居ないな。まぁ、オタバレを嫌いやがるくらいだ、声を掛かけるのはもっと人目が少なくなってから──ただ、雨あま宮みやの場合、別の用事（仕事とか）があるかも知れない。とは言え、連れん絡らくだけは入れておこう。

　教室に入ると、金きん髪ぱつの女子ギヤルがむすっとした顔で僕の席に座っていた。




　居んのかよ。




「ザキ、遅おそいっ！」

「遅おそいも何も、約束してねぇだろ」

「は？　昨日、あれこれ決めたじゃん。その後どーなったのか話すのは当然でしょ？」

　わざわざ特進に来てまで──こいつはこいつで、楽しみにしてるんだな。

「そうだな。だが、いいの──」

「にゃおにゃおっ！　待ってたよっ！」

　雨あま宮みやが立ち上がり、那な織おりの元へ駆かけ寄よって、抱だき着ついた。

　ったく、相も変わらず人の話を聞かないヤツだ。しかし、女子って本当に抱だき着つくハードルが低いな。抱だき着ついたり、手を繫つないだり──スキンシップに対する認にん識しきの差は何なんだ？

「あーつーいっ。離はなしてー」

　那な織おりがぶんぶんと身体からだを揺ゆらして暴れる横で、今がチャンスとばかりに亀かめ嵩だけが那な織おりのお腹なかを突つつき返かえしている。教授が戻もどって来くるまで、放置だな。相手してらんないわ。

　さっきまで雨あま宮みやが座っていた僕の椅い子すには、じんわりと体温が残っていて、不快とは言わないまでも座りが悪い。窓の外に目を遣やると、野球部が練習しているのが見えた。視線を手前に移せば、サッカー部が練習している。緑のネットで姿は見えないが、テニス部だって練習をしている。隅すみの方には弓きゆう道どう場じようが見える。最近部活について考えているからか、妙みように懐なつかしい。

　僕は弓きゆう道どう部ぶが嫌きらいではなかった。

　中学で弓きゆう道どう部ぶのある学校は少なかったから、競技人口はそこまで多くなかった。その少ない競技人口の中で、僕の成績は良くなかった。それでも、その気になれば人を殺あやめることの出来る道具を使っているという緊きん張ちよう感かんも相あい俟まって、矢で的を射る非日常感を楽しんでいた。

　恥はずかしくて人に言ったことは無いが、『山やま猫ねこは眠ねむらない』のトーマス・ベケットや『スターリングラード』のヴァシリ・ザイツェフ、『極きよく大だい射しや程てい』のボブ・リー・スワガー、『アメリカン・スナイパー』のクリス・カイル──僕は狙撃手スナイパーになった気分だった。

　琉る実みは「『ロード・オブ・ザ・リング』のレゴラスみたい」なんて言っていたけれど、僕の心にあるのは射法八節より〝One Shot, One Kill.〟だったし、袴はかまに白い羽を着けようかと考えたこともある。こういうのを黒歴史って言うんだろうな。人に言わなくて心底良かった。

　高等部で弓きゆう道どうを続けなかったのは、痛々しい勘かん違ちがいを断たち切きろうとしたからではなくて（ゼロとは言わないが、限りなくゼロに近い）、怪け我がでサッカーをやめて塞ふさぎ込こんでいた教授と遊ぶ時間を作ろうと考えたからだ。本人はそんな素そ振ぶりは見せなかったし、「これでアニメを消化する時間が増えた」なんて強がっていたけど、ある時「張り合い無くなっちまった」と零こぼしたことがあった。僕と遊ぶことが、部活に匹ひつ敵てきする張り合いになるなんて傲ごう慢まんなことを言う積もりは無い。だが、空いた時間を一いつ緒しよに過ごすことで、扶ふ翼よくになれるなら──そう思った。

　だから、教授が高等部で帰宅部を選んだ時、僕も迷わず帰宅部を選んだ。

　教授が居なかったら、僕は、亀かめ嵩だけと打ち解ける前の那な織おりと同じ──心置きなく自分の好きな話が出来る相手に窮きゆうしていただろう。そして、相談相手にも。

　教授はいつだって僕の思考の外側の意見を持ってきてくれる。故ゆえに、気付かされたことは少なくない──つい最近だってそうだ。ま、僕も教授の色いろ恋こい沙ざ汰たには散々釘くぎを刺さして来きたが。

　結局のところ、僕が部活に入らなかったのは、教授の為ためでもあり、自分の為ためでもあった。

　だからこそ、那な織おりには一本取られた。

　部活に入らないことで時間を作るんじゃなくて、部活を作って時間を生み出す──考えもしなかった。これが、那な織おりの部活作りを積極的に手伝おうと決めた、別の理由だ。これもさっきの黒歴史と一いつ緒しよで、他言する気はない。どうしたって、恩着せがましく聞こえてしまう。

「お、勢せい揃ぞろいじゃねぇか」

　教授が申しん請せい用紙をひらひらさせながら、教室に入って来た。

「その紙は？」抵てい抗こうを諦あきらめた那な織おりが、雨あま宮みやを首にぶら下げたまま言った。

「部活の申しん請せい用紙だ。依よ田だちゃんから貰もらってきた。あと、悪いニュースがひとつある」

「えー、悪いニュースって何？」

　教授から受け取った申しん請せい用紙に目を通しながら、亀かめ嵩だけが真面目な声こわ色いろで言った。

「何？　早く言ってよ。そうやって勿もつ体たい振ぶる言い方、私は好きじゃないなぁ」

　那な織おりがむくれながら、教授を急せかす。

「そこまで言うことないだろ。普ふ通つうの言い回しだろーが」

「先生、まどろっこしいの嫌きらいだもんね」

「わかるー。エナも、はっきり言って欲しいタイプ。良いいニュースと悪いニュースどっちからきく？　みたいなの、やめて欲しーよね」

「あー、教授はそれ、絶対言うタイプだよ。将来、結けつ婚こんでもした時──教授が結けつ婚こん出で来きるかは一いつ旦たんペンディングしておくとして、奥さんに『そんなの良いいから、用件は何？』とか言われるのが目に浮うかぶよね。そういう些さ細さいなイラみの積み重ねで、最後は──」

「教授っち、次はがんばろ。なんとかなるって」

　椅い子すに手を掛かけた教授の背中を、雨あま宮みやがぽんぽんと叩たたいた。

「次が無い人にそういう慰なぐさみは酷こくだよ。はっきり、これで最後って言ってあげなきゃ」

「先生、それは言い過ぎじゃない？　教授君だって、心を入いれ替かえれば──」

「おいっ！！！　おまえら好き勝手言い過ぎだぞっ！！！」

「教授、そいつらに言っても無む駄だだ。一方的に攻せめられて終わるぞ」

　僕の言葉に頷うなずいて、教授が大きな吐と息いきと共に隣となりに座った。

「まるで女子高に紛まぎれこんだみたいだわ。吹すい奏そう楽がく部ぶの男子って、こんな気持ちなのか？」

「教授的には天国なんじゃないのか？」

「前まではそう思ってた。吹すい奏そう楽がく部ぶの男子が、『そんないいもんじゃないって』なんて抜ぬかすのを心の底からバカにしていたが、ちょっとは気持ちがわかったかも知れねぇ」

「吹すい奏そう楽がく部ぶは女子の多さ、こんなもんじゃないしな」

「口の悪さだけだったら、良いい勝負するんじゃね？」

「確かに。少なく見積もっても、那な織おりで十人分くらいにはなるな。あと亀かめ嵩だけも──」

「純じゆん君。聞こえてる。一ダチュラね。十溜たまったら折せつ檻かんだから」

　いつからダチュラが単位になったんだよ。

「そうだよ白しろ崎さき君。先生はあれとして、私は口悪くないよっ！」

「部長は口悪いからね。十分過ぎるくらい、口悪いからね。その自分だけは違ちがいますぅみたいなのやめてよね。普ふ通つうに私と同類だから──そだっ！　みんな聞いて！　部長が部長やってくれるって！　これで部長はみんなの部長になるよっ！」

　部長部長言い過ぎて何が何だかよくわからんが、亀かめ嵩だけが部長になるのは賛成だ。

「亀かめ嵩だけが部長をやってくれるなら、安心だ。細かい所もしっかりやってくれそうだし」

　僕がそう言うと、自分が褒ほめられたかの如ごとく、那な織おりが得意気に「でしょぉ？」と応えた。

「ちなみに、先生が副部長だからね」亀かめ嵩だけ──改め部長が宣言するように見回してから、那な織おりをびしっと指し差さして、「私のメインはあくまで美術部だから、そっちが忙いそがしい時は先生がちゃんと職務を全うするんだよ！」と付け加えた。

「ふぁーい……いざとなったら、純じゆん君、お願いね」

「副部長さんよ、のっけから頼たよる気き満々だな」

　いいけど。端はなからそのつもりだし。

「那な織おりが言いたかった話って、このことか？」

「うん」

「エナは？　なんかする？」

「慈し衣え菜なは……今は大だい丈じよう夫ぶ。その内、部室の備品をあれこれ揃そろえて──」

「その件なんだが、ちょっと良いいか？」

　それまで黙だまっていた教授が、重々しく口を開いた。

「部室の件なんだが、余よ所そとバッティングした」

「え？　そういうことは早く──」

「おまえなぁ……俺は最初に悪いニュースがあるって言っただろ？　それを神じん宮ぐう寺じが、勿もつ体たい振ぶる言い方がどーのとか言い出した所せ為いで、話が脱だつ線せんしたんじゃねーか」

「ごめん」

　那な織おりが素す直なおに謝った。もう一度言う。那な織おりが、謝った。

「お、おう。別に気にしてはないから良いいけど……それより、バッティング先の話だよな。ええと、相手は遊ゆう戯ぎ部ぶだ」　唐とう突とつに謝られて反応の遅おくれた教授が、たどたどしく続けた。

「ゆーぎ部って？」

「ボードゲームとかやってるとこ、だったかな。確か、ＴＲＰＧとかカードゲームとか色々分派した結果、遊ゆう戯ぎ部ぶは廃はい部ぶ扱あつかいになったって聞いたことあるけど……人が集まったってことかな。最近、将しよう棋ぎに注目が集まってるし、その関係？」

　亀かめ嵩だけが雨あま宮みやに解説していると、那な織おりが横から「それは将しよう棋ぎ部ぶがある……待って。じゃあ、遊ゆう戯ぎ部ぶって何してんの？　チェスとかオセロ？　理り屈くつっぽくて常に眉み間けんに皺しわが寄ってる、小難しいロジックが大好きな集まりってこと？」と嫌いやそうな顔で毒を吐はいた。

「おうおう、ちょっと待て。どんな偏へん見けんだよ。遠回しに、僕に喧けん嘩かを売ってるだろ？」

　那な織おりは、僕とおじさんがチェスをやっていると、絶対に近寄って来ない。理由は知らないが、昔からチェスを目の敵にしている嫌きらいがある。

　そして、那な織おりの性格こそ、決して明るくないし、理り屈くつっぽい。幼おさな馴な染じみを捕つかまえて言う事じゃないが、どちらかと言えば陰いん湿しつな部類だ。僕は嫌きらいじゃ無いけどな、那な織おりのそういう性格。

「あー、純じゆん君はチェス好きだもんね。お父さんとよくやってたもんね。でもね、問題は其そ処こじゃないの。チェスとかオセロやってる部に会議室を取られたらどうすんの？　チェスするのに部室なんて要いらないでしょっ！　其そ処こら辺へんで出来るじゃんっ！　晴れた日は太陽の下で、雨の日は雨垂れを聴ききながら廊ろう下かでやればいいんだよっ！　縁えん側がわで囲い碁ご打つのと一いつ緒しよだよ」

　教授が僕の服を引っ張って、「（おい白しろ崎さき、何とか言ってやれよ。クッソ横暴なこと言ってるぞ？　おまえ、神じん宮ぐう寺じの保護者だろ？　ちゃんと責任持てよな）」と言ってきた。

「いつから僕は那な織おりの保護者になったんだよ。つーか、理り屈くつっぽいだの、小難しいロジックだのって、遠からずも同どう族ぞく嫌けん悪お感かんがするのは僕だけか？　軽くブーメランな気がするぞ」

「対する神じん宮ぐう寺じは、理り屈くつっぽくて口が悪くて陰いん険けんと来てる。ブーメランどころじゃねぇ」

「ちょっとっ！！！　本人を前にして、言って良いい事ことと悪い事ことがあるでしょっ！　ブーメランって何？　全っ然ブーメランじゃないからねっ！　一いつ緒しよにしないでっ！」

「にゃおにゃおは、暗くないよねー」

「雨あま宮みやはまだ神じん宮ぐう寺じの本ほん性しようを知らないから──」

「教授っ！　余計な事言わないでっ！　それを言えば教授だって、人に言えない──」

「先生、ちょっと落ち着いて。今は痴ち話わ喧げん嘩かより、部室問題のが大切だよ。確かにバッティングしちゃったけど、まだ取られるって決まった訳じゃないでしょ。話し合いでもして、お互たがいの妥だ協きよう点てんを探せば良くない？　いきなり喧けん嘩か腰ごしで行ってもこじれるだけだよ」

　僕なんかより、亀かめ嵩だけの方が余よ程ほど保護者っぽいな。

「妥だ協きようなんてしたくない。うちが使うのっ！」

「ところで、そのゆーぎ部の人って、誰だれ？　会ってみなきゃ始まんなくない？」

「雨あま宮みやの言う通りだ。教授、遊ゆう戯ぎ部ぶの代表の名前は訊きいてきたか？」

「おう。二年特進の古ふる間ま怜れい人とってヤツだ」

「二年生かぁ。会うの、躊躇ためらっちゃうね」

　そう言う亀かめ嵩だけに、雨あま宮みやが「そんなん関係なくない？　話すだけっしょ？」と軽く重ねた。

　雨あま宮みやはそうだよな。年上だからとか、気にするタイプじゃない。しかし、雨あま宮みやはそうでも、僕なんかはちょっと臆おくしてしまう。亀かめ嵩だけの気持ちは、よく分かる。それは恐おそらく那な織おりも──

「兎とに角かく、そのマープルを捕つかまえて、諦あきらめさせれば勝ちってことでしょ？」

　古ふる間までマープルね。なるほど。ミステリには興味ない癖くせに、こういうのはぽんぽん出て来るな。感心する。ただ、マープルはミスだぞ、那な織おり女史。って、言うまでも無いか。

「諦あきらめさせるって簡単に言うけど、どうするんだ？」

「縛しばり上あげて、監かん禁きんでもするか？　柔じゆう道どう部ぶだったらダチが居るぞ？」

「教授君、暴力はスマートじゃなくない？　それに、相手がレスリング部を連れて来たら？　核かく抑よく止し論ろんと同じ状態になっちゃうよ？」

　教授の下らない冗じよう談だんにちゃんと付き合う辺り、亀かめ嵩だけは付き合いが良いい。那な織おりの減らず口を逐ちく一いち打ち返すような強したたかな女子だし、当然っちゃ当然だが。

　中々居ない逸いつ材ざいだよな、本当に。亀かめ嵩だけが居てくれたお陰かげで、那な織おりは随ずい分ぶん救われた筈はずだ。あの面めん倒どう臭くさい性格を、噯おくびにも出さずに学生生活を送るのは、かなりのストレスだっただろう。

　それを受け止めるのは僕の役目だったのだが、いつしか亀かめ嵩だけが担になうようになった。寂さびしさもあり、安あん堵どもあり、何とも言えない感情だった記き憶おくがある。

「二人とも、そんな野や蛮ばんな考えは捨てなさいっ！　良いい？　完かん膚ぷ無なき迄までに叩たたき潰つぶすなら、相手のフィールド、相手の得意分野で勝つ以外にないでしょ。そうすれば、私達の偉い大だいさを否いやが応おうでも思い知る事となるよ。〝実業家、王おう侯こう、元老ども、滅ほろびろ！　権力よ、正義よ、歴史よ、くたばれ！　おれたちには当然の報むくいだ。血だ！　血だ！　黄金の炎ほのおだ！　戦争に邁まい進しんだ、復ふく讐しゆうに、テロルに、おれの〈精神〉よ！　敵の〈傷〉を抉えぐってやろう。ああ！　失うせろ、この世の共和国！　皇こう帝ていども、連帯、植民地開かい拓たく者しや、民衆、たくさんだ！〟」

　ったく、ランボーを引用するようなシチュエーションじゃないだろ。

　言葉の野や蛮ばん度どが圧あつ倒とう的てきに上回ってやがる……教授が焚たき付つけるから。あの女子高生にあるまじき邪じや悪あくで狡こう猾かつな表情──引用に酔って、すっかりその気になってる。

「話し合いって選せん択たく肢しは無いのかよ……思考が暴力に侵おかされてるぞ」

「でもさぁ、多分、お願いした所で譲ゆずってくれないと思うよ。私達に譲ゆずってくれる理由、メリットは何ど処こにあるの？　何にも無くない？　結局、揉もめると思う」

「先生の言うことは、間ま違ちがってはないよね。もし、何かで勝負するとして、先方がそれに応じてくれるか、じゃない？　もちろん、平和的に、ね。ま、先生の場合、いざ相手を前にすれば、今みたいに驕きよう慢まんかつ雄ゆう弁べんなご高説を垂れることは無いだろうから、心配はしてないけどね」

「あ、やっぱりにゃおにゃおって、そういう感じ？　猫ねこみたいでカワイイ」

「部長っ！　慈し衣え菜なもっ！　まるで私が内うち弁べん慶けいみたいな──」

「内うち弁べん慶けいだろ」「内うち弁べん慶けいだよね？」「神じん宮ぐう寺じは内うち弁べん慶けいだと思うぞ」

　亀かめ嵩だけと教授と被かぶった。認にん識しきの相そう違い、無し──思うことは皆みな同じ。

「みんなして何っ！　莫ば迦かにしてるのっ？」

「先生、諦あきらめて。みんな、先生のこと、ちゃんと分かってるんだよ。でも、そういうのも含ふくめて、先生の良いい所ところだから。安あん全ぜん圏けんに居る限りはぎゃーぎゃー騒さわぐ癖くせに、クラスだと猫ねこ被かぶってる先生の姿、可か愛わいいと思って見てるもん。先生が女の子たちと、『えー、噓うそ？　そうなのぉ。ぜんぜん気付かなかったぁ』とか言ってる時、腹の中では『何この頭の悪い会話。脳のう細さい胞ぼうが酸欠で死し滅めつしそう。オキシジェン・デストロイヤー状態』とか思ってるんだろうなぁって想像してるだけで、楽しいよ？　私しか気付いてないんだろうなぁって」

「やーめーてーっ！　思ってないから。全っ然、思ってないから。稚ち拙せつな想像で私の脳内を再生しないでっ。そんなんじゃないからっ」耳を塞ふさいで那な織おりが頭かぶりを振ふる。揺ゆれる髪かみ。

　この場に居た全員が、「思ってるな」と考えただろう。それくらい亀かめ嵩だけの再現は良いい線せんいってると、僕も思った。雨あま宮みやを見ると、菩ぼ薩さつみたいな顔でにんまりしていた。

　そして、こういう時の那な織おりはいじらしくて可か愛わいい。中々見られないのが惜おしい。

　と言うか、ここまでやり込めるのが、亀かめ嵩だけかおばさんくらいなんだよな。

　それから僕らは、下校時刻までずっと雑ざつ談だんをしていた。

　遅おそくまで喋しやべっていたからだろう、駅のホームで部活帰りの琉る実みや浅あさ野のと一いつ緒しよになった。





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　駅のホームに純じゆんと那な織おりが居た。階段を下り切るかどうかってとこで、二人と目が合った。

「今日は遅おそいね」

「みんなと喋しやべってたからな」

「そっか。そだ、那な織おり、帰りに薬局寄ろ？」

　お母さんから、帰りに洗せん剤ざいとティッシュを買ってくるよう、ラインが来たばかり。ティッシュがかさ張るから、手は多い方がありがたい。てか、家族のライングループに来てるから、那な織おりだって気付いているんだろうけど、直接頼たのまない限り、那な織おりは買ってこない。そういうとこ、ほんとちゃっかりしてる。既き読どくスルー率圧あつ倒とう的てき。わたしばっかり反応するから、見み兼かねたお母さんが、那な織おりを名指しでお遣つかいを頼たのんだりするんだけど、成功率は五分五分。

「また？　学業に疲つかれた娘むすめにお遣つかいを頼たのむの、好きだよね。こっちはブドウ糖が足りなくなるくらい頭を使っているって言うのに。いいけど。ちなみに何？」

　よく言うよ、ほんと。言うほど買って来ないじゃん──って言いたくなるのを、麗れい良らも居ることだし、ぐっと堪こらえて「ライン見たでしょ？」と返す。これが精せい一いつ杯ぱい。

「見たかも。分かんない。そこに脳のリソース割さいてないから」

「色々あるのか？　荷物持ちくらいだったら、するぞ」

「あ、ありがと」

　そんなつもりはないのに、そっけない返事をしちゃう。

　こんなんじゃ、感じ悪いよね。ええと──「純じゆんはおばさんから買い物頼たのまれたりする？」

　何それ。ばっかみたい。そんなこと訊きいてどうするの？　てか、純じゆんが買い物してるとこ、知ってるし。一いつ緒しよに行ったこと、何度もあるし。

「それくらい普ふ通つうにあるが……」

　ほらっ。変なこと訊きくから、純じゆんが不ふ審しんがってるじゃん。

　違ちがうんだって。わたしは──瑞みず真まと遊ぶ話、純じゆんにしなきゃ。いつ言おう。どのタイミングで言おう。なんて言えばいい？　那な織おりや麗れい良らが居なければ……二人っきりで、純じゆんと話したい。

　けど、今すぐは無理なんだし、いつも通りにしないと。落ち着け、わたし。

「琉る実みは先せん輩ぱいに贈おくるプレゼント、何か思い付いた？」

　気を遣つかっていたのか、スマホをずっと見ていた麗れい良らがわたしの肩かたを叩たたいた。

　総体が終わって、三年生はもうすぐ引退。

　三年生と部活したのはちょっとの間だったけど、めちゃめちゃ迷めい惑わく掛かけたし、超ちようお世話になったから、半はん端ぱなく寂さびしい。中等部の頃ころから知ってる先せん輩ぱいも居るから、余計に。

　感謝の気持ちを込こめて、三年生ひとりひとりにプレゼントを渡わたすんだけど、色紙以外に何を渡わたすか案を出してって二年の先せん輩ぱいから言われている。麗れい良らはそれを調べていたっぽい。

　一応、名入れの物を贈おくろうって話にはなっていて、届くのに最低でも一週間はかかるから、早めに結論を出さなきゃいけない。わたしも、帰ってから調べようと思っていた。

　わたしは、長く使える物を渡わたしたいなって思っていて、マグボトルとかを考えていた。純じゆんから貰もらったボトル、超ちよう嬉うれしかったし、重宝してるから。

　けど、名入れってなると、予算的にどうなのかなーって部分があって──

「わたしはマグボトルとかイイなって思ってるんだけど、なんかいいのあった？」

「あー、私もそう思ってた。あとはペンとかだよね。受験でも使うじゃん？」

「その辺が無難だよねー。確か、去年はペンだったって言ってたよね？」

　そんな話をしていると、電車がホームに入って来て、会話が自然と途と切ぎれた。電車もいつもより混んでいて、自然と無口になる。純じゆんと那な織おりは小声で何やら話していたけど、内容は聞こえなかった。麗れい良らと別れて、三人で電車を下りて、みんなで薬局に向かう。

　那な織おりが一目散にお菓か子しコーナーに消えていくのを見送りながら、純じゆんと二人で頼たのまれた物を探す。こうして日用品を買ったりする時間が、わたしはとても好き。自分の生活を共有している感じがする。まぁ、わたし達の場合、普ふ通つうの人より共有してると思うけど。

「あとで通話してもいい？」

「別に構わないが……今日は何か変だぞ。なんかあったのか？」

「んー、ちょっと、ね。あとで話す」

「もし直接が良いいんだったら、飯のあとに会うでも良いいけど、どうする？」

「あー、それでもいい──」

「ねぇ、琉る実み。見て、このゼリーやばくない？　パッションフルーツのジュレだって。一いつ緒しよに買わない？　良いいよね？　今日の買い物分、あとで貰もらうんでしょ？」

　ゼリーを手にした那な織おりが、目を輝かがやかせて走ってきた。

「超ちよう美お味いしそう。けど、お母さんにまた余計な物買ってとか言われるよ？」

「じゃあ、別会計？　レシート分ける？　あ、領収書だったら合計金額だけじゃない？　違ちがうっけ？　うまく誤ご魔ま化かせないかな？」

「悪わる知ぢ恵えが高校生の発想じゃないんだよ、那な織おりは。普ふ通つう、親から頼たのまれた買い物で領収書は使わねぇよ。つーか、その手の誤ご魔ま化かしがおばさんに通用する訳ないだろ。相手は金きん融ゆう機関の人間だぞ？　問とい詰つめられるに決まってる」

「ダメかぁ。でもさぁ、領収書下さいって言うの、恰かつ好こう良よくない？　大人っぽくない？」

「あんた、それいっつも言うよね。子どもの頃ころ、レジで『領収書っ！』ってことある毎ごとに騒さわいで困ったってお母さんが言ってたよ。あと、あて名は──」

「もちろん、上様でっ」

「そうそう。一時期、上様にもハマってたよね。ほら、小学校の時、ノートに上様って書いたことあったでしょ？　あれ、お母さんと見つけて超ちよう笑わらったんだから」

「子供の時の話しないで。ね、会計の時、領収書、上様で貰もらってよ」

「やだよ。恥はずかしい。自分で言いなさいよ」

「……純じゆん君」

「こっちを見るなっ。そんな顔したって嫌いやだぞ。大体、上様って本当はダメなんだろ？」

「そう云いうの良いいから。ね、お願い。『領収書下さい、宛あて名なは上様で』って言うだけ」

　顔の前で手を合わせて、上うわ目め遣づかい。我が妹ながら、よーやるわ。

　多分、純じゆんは折れる。わたしにはわかる。これは那な織おりのおねだりが可か愛わいいからとかじゃなくて、純じゆんは文句を言いつつも、最後はわたし達のお願いをきいてくれるから。

「今回だけだぞ」

　って言っちゃうんだよねぇ、純じゆんは。

　結局、那な織おりはゼリー以外にお菓か子しをあれこれ買って、純じゆんは言われるがまま領収書を貰もらって、いつもの道を三人で歩く。このままずっと歩いていたい。家に着かないで欲しい。そんなことを思っていると、「あぁ、暑っ！　この熱は何？　生命活動の維い持じに支障をきたすレベルだよっ。どうしてうちの親は、駅から離はなれた所に家を建てたの？　移動手段を持たない未成年を慮おもんぱかる能力が著いちじるしく欠落しているってこと？　自分たちは車が使えるから、関係ないってこと？　超ちようずるい」なんて騒さわぎ出だして、姉し妹まいでこの意識の差は何なんだと苦笑いしそうになった。

「一応、バスはあるじゃん」

「結局、歩いてるけど。歩行してますけど？」

「じゃあ、バス乗る？」

「この時間は混んでるから嫌いや……タクシーも領収書でいけるかな？」

「バカ」

　なんて那な織おりと言い合っていると、「二人が駅の近くに住んでいたら、こうして三人で歩くことは無かったかもな」と、純じゆんがぽつり言った。

　隣となりに純じゆんが住んでいない可能性──考えたことない。隣となりに純じゆんが越こしてきてくれて、純じゆんの両親に感謝したことはあるけど……家うちがあそこ建ってなかった可能性もあるんだ。

「そう……なるよね。なんか、想像つかないや」

「僕もだ。そんな仮定は考えたことなかったよ」




　やだ。急に寂さびしくなってくるじゃん。




「ねぇ、手、繫つないでいい？」

「お、おう」純じゆんが、下げたビニール袋ぶくろを持もち替かえた。

「ちょっとっ！　何二人して妄もう想そうでしんみりしてるの？　感受性豊か過ぎない？　たられば言い出したら切りが無いよ？　可能性論なんて、既すでに起きている現実の前では無力だよ。現実に起きている事の修しゆう飾しよく程度にしか──ねぇ純じゆん君、それだと私と繫つなぐ手が塞ふさがってない？」

　言い方っ！　その割に、そんなこと言うって、自分も寂さびしくなってんじゃないの？

　それとも、わたしが手を繫つないだから言ってる？

　まったく、素す直なおじゃないんだから……それはわたしも同じだ。那な織おりのことは言えない。けど、わたしは変わるって決めた。那な織おりだって、素す直なおじゃないけれど、ちょっと前だったら手を繫つなぎたいみたいなこと、言わなかった気がする。少なくとも、わたしの前では。




　家に帰ってから、那な織おりは案の定お母さんにあれこれ言われて、ご飯を食べている間中むすっとしていた。家うちではよくある光景。お父さんやお母さんも慣れたもの。お母さんだって、少しくらいお菓か子しを買うことにあれこれ言ったりはしない。わたしは止めたのに、那な織おりが調子にのってあれこれカゴに入れるからこうなる。ほんっと、学習しないんだから。

　そんな調子だったから、那な織おりは、ご飯を食べ終わるとすぐ二階に上がっていった。

　わたしは純じゆんと話したくて──さっき純じゆんは「飯のあとに会うでも良いいけど、どうする？」って言ってくれた。だから、会いたいんだけど……なんて言って出よう。外走ってくるって言って家を出ればいいかな？　とりあえず、純じゆんに連れん絡らくしてみないと。

　純じゆんからラインが返って来たのは、テレビを観みながらお母さんと話している時だった。

「お風ふ呂ろの前に、ちょっと走って来ていい？」

「こんな時間に？　もう遅おそいから、今日はやめときなさい」

「大だい丈じよう夫ぶ。家の周りだけだし、ちょっとだから」

「朝にすればいいじゃない」

　もうっ！　純じゆんが早く返してくれないからっ！　あぁ、どうしよう。朝早くなんて、純じゆんは絶対に起きてくれないだろうし……お母さんを説得するしか──……自信ない。

「朝だと汗あせ流さなきゃだし、夜の方がいいなぁ。ダメ？」

「なんでそんなに走りたいの？　明日にしなさい」

　この前──試合の前日は、ちょっと純じゆんと話すだけだからって強ごう引いんに押し切った。今日だって、家の前で話すだけって言えば許してくれたかも知れない──那な織おりも二階にいることだし、走るなんて余計なこと言わなきゃよかった。今から、純じゆんと話すって言えば……？

「ほら、とりあえず今日は大人しくして、さっさとお風ふ呂ろ入って来なさい」

「えっと……でも……わかった」

　目がマジだった。お母さんがこういう目をしている時は、反はん抗こうしてもムダ。何を言っても聞いてくんない。声も、いいから言うこと聞きなさいって感じで、ちょっと強め。刺ささる感じのヤツ。これ以上言うと、怒おこられる。お父さんですら、こういう時は素す直なおにお母さんの言うことを聞くか、すっと居なくなる──お父さんと那な織おりは、基本的に逃にげるパターンが多い。

　純じゆんに〈ごめん〉〈出られそうにない〉って送ってから、お風ふ呂ろに入る。

　身体からだを洗って、脱だつ衣い所じよに置いてあったスマホを取って、湯船に浸つかる。

　さっきまでは勢いで会おうとしていたからか、出鼻をくじかれた今となっては、どうやって純じゆんに切り出そうか考えちゃう。普ふ通つうに言えばいいんだけど……ラインを開くと、〈電話でも良いいし、明日学校で、でもいいぞ〉と返事がきていた。

　なんて返そう。明日……ううん、早い方がいいよね。

〈今お風ふ呂ろ〉

〈出たら連絡する〉

《わかった。僕も風ふ呂ろに入ってくる》

　スタンプを返して、ひとまず終しゆう了りよう。純じゆんもお風ふ呂ろ、か。




　お風ふ呂ろから出て、髪かみを乾かわかしたりして、那な織おりの部屋をノックする。

「お風ふ呂ろ、出たよー」

　ドア越ごしに声を掛かけてから自分の部屋に入ると、遅おくれて那な織おりが入って来た。

「ちょっと、いきなり何？　ノックくらい──」

　ベッドに座りながらそう言うと、那な織おりが「知ってたら教えて欲しいんだけど、バスケ部の二年に、五組の人って居たりする？」と被かぶせてきた。

「五組？　えっと……絶対じゃないけど、居なかったはず。なんで？」

「ん、ちょっと。わかんないなら、いい。大だい丈じよう夫ぶ。ありがと」

　那な織おりがいかにも訊きかないでって感じの言い方をした。二年生に何の用だろう。

「なんかあったの？」出て行こうとする那な織おりの背中に、声を掛かける。

「そういうんじゃないから。心配しないで」

　那な織おりはそう言って出て行った。

　何だったのかな。純じゆんは何か知ってるかな──連絡しなきゃっ！

　純じゆんに慌あわててラインして、通話。

「ごめん。待った？　髪かみ乾かわかしてたりしたら遅おそくなった」

『別に。時間約束してた訳じゃないし』

「そう、だね。えっと……」何から話そう。どう話そう。なんて切り出せば……とにかく訊きかなきゃ──「瑞みず真まと二人で遊びに行っても大だい丈じよう夫ぶかな？」

『ん？　何の話だ？』

「あ、そうだよね、えっと、瑞みず真まから遊ぼうって誘さそわれて……その場では答えなかったんだけど、まずは純じゆんに訊きいてからって思って──」

『僕にそれを訊きいてどうするんだ？　遊びに行くくらい好きに──』

　ああっ、違ちがうっ。そうじゃなくて──「わたし、瑞みず真まに告られた」

　無音になった。純じゆんの息が聞こえたりもしない。どれくらい音がしなかったのかわかんない。ぐぅっと身体からだから意識がはがされるような感覚がして、わたしは自分が息を止めていたことに気付いた。音を立てちゃいけないわけじゃないのに、何な故ぜだか静かにしてなきゃいけない気がして、スマホにかからないように息を吐はいて、ゆっくりと吸った。

　何か言ってよ。ねぇ。なんで黙だまってるの？

『……琉る実みは、なんて答えたんだ？』

　純じゆんが喋しやべり出だすまでに、どれだけ時間が掛かかったのか──凄すごく長かったような気もするし、ほんのちょっとだったかもしんない。そんなに息を止めていられるわけじゃないから、実際は短かったかも。でも──とても長く感じた。

「気持ちは嬉うれしいけど、応えられないって」

『そうか』

　なんとなく、なんとなくだけど──安心した、みたいな声だった。

「瑞みず真まも、どうしても付き合ってくれとかそういう感じじゃなくて、あっさりわかったって。けど、一度でいいから二人で遊ばないかって。お、重い感じじゃなくて、ね」

『そういう話、か。ちゃんと前提から話してくれないと、何のことだか──そっか。安あん吾ごがそんなことを。全く知らなかった。あいつ、僕の前ではそんなこと、一言も……言う訳ないか。ごめん、ちょっと混乱してる。なんて言ったら良いいか……』

「驚おどろかせてごめん。でも、わたしも驚おどろいたっていうか──」

『今日言われたのか？』

「正確には、昨日」

『昨日、瑞みず真まがどうのって訊きいてきたのは、このことだったのか』

「うん。そう」

『言ってくれれば──』

「違ちがうの。隠かくしてたとかじゃなくて。昨日、わたしは断って、出で掛かける話もそん時に言われたんだけど、それも断ったの。で、今日、改めて断ったんだけど……友達として、一度だけ遊ばないかって言われて……」自分で言いながら、なんか言い訳してるみたいだって思った。

　そんなことないのに。

　全然、そんなつもりじゃないのに。

『なんとなく、言いたいことは分かったよ。琉る実みはどうしたいんだ？』

「え？　わたし？　わたしは別にどうしたいとかじゃなくて」

『えっと……なんて言うか、僕は琉る実みに行くなとか行っていいとか言える立場じゃないし、その、琉る実みはどうしたいんだろうって思って……深い意味はないんだが』

「立場って？　どういう意味？」

『うーんと、僕と琉る実みは付き合ってるわけじゃないだろ？　そういう意味で……』

　違ちがう。わたしが言って欲しいのはそういうことじゃない。

　純じゆんとわたしが付き合ってないことなんて、わかってるよ。

『もし、僕が行くなって言ったら行かなくて、行って来ればって言ったら行くのか？　それって、なんか違ちがうって言うか……琉る実みはどう考えてるのかなって』




　なんで？　なんでそうなるの？

　わたしが変なこと言ってるの？




　わたしは行きたいわけじゃなくて、けど、瑞みず真まはずっとバスケやってきた仲間で、わたしは純じゆんのことが好きで、だから止めて欲しくて、ただそれだけだったのに──

「……付き合ってなきゃ、言っちゃダメなの？」

『無責任なことは言いたくないんだ、琉る実みと那な織おりには。だから、今の状じよう況きようじゃ──』

「なんでよっ。今だって、無責任なこと言ってるじゃんっ！　自分が責任を負いたくないから、そうやってはっきり言わないんでしょ？　だったら同じだよっ。わたしはただ、純じゆんにやめとけって言って欲しいだけで、そう言ってくれればそれで済むのに──純じゆんに黙だまってるのがイヤだったから……わたしは……こうして話してるんだよ？　なのに……」

『すまん。だから、その……泣くなって。僕が──』
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　悔くやしくて、耳からスマホを離はなして、「泣いてなんかないっ！　バカっ」って言って、電話を切った。むしゃくしゃしてスマホを叩たたきつけるように投げたら、ベッドでバウンドしたスマホが脚あしに当たって、それが余計にみじめに思えてきて──もうやだ。

　こんなつもりじゃなかったのに。

　純じゆんや那な織おりと買い物したりして、楽しかったのに。

　もう今日が終わるって言うのに、なんで最後の最後にこんな思いをしなきゃいけないの？





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　お風ふ呂ろから出て、部屋で動画を見ようか本を読もうか悩なやんでいると、何やら大きな声が聞こえた。一いつ瞬しゆん、琉る実みが爆ばく音おんでYouTubeでも観みているのかと思ったけど、違ちがう。あれは琉る実みの声。一階に聞こえるほどじゃなかったし、恐らく聞いたのは私だけ……仕方がない、私は琉る実みの部屋をノックした。そんな雰ふん囲い気きはしたけど、思い設けた通り、返事は無かった。

　お姉様は一体何をやっていらっしゃるのかね。

「入るよ」

　部屋の中は、これまた推すい度たくの域に留まった光景──項うな垂だれた琉る実みが肩かたを震ふるわせていた。

　こういうの、苦手なんだよね。反応に困る。

　そうは言っても、私は分かって居ながら蓋ふたを開けてしまった愚おろかな人間──溢あふれ出でた災さい禍かを治める役目を担になうしかない。仕方なく琉る実みの隣となりに腰こしを下ろして、頭を抱だき寄よせた。

　ほどなくして聞こえ出す嗚お咽えつ。

　どうしてこう、血族の欷き泣きゆうって云いうのは精神的に滅め入いる……何らかの危機を伝える情報の伝でん播ぱってことか。共鳴することで、危機的状じよう況きようを共有するシステムね。なるほど。

　背中をさすって言語能力の回復を待つ間、私なりに原因を考えてみる。琉る実みがここまで取り乱す原因は然程さほど多くない。大きく分けると、部活関係か隣となりの男の子。今回は、後者だろう。




　後者だろうじゃないよっ！




　純じゆん君絡がらみで泣いているとしたら、私が慰なぐさめるのは違ちがくない？　って思うけど、私はそこまで鬼おにじゃないし、薄はく情じようでもない。私って、本当に良いい性格してるよね。性格が良すぎて、自分でも呆あきれるくらい。見てよ、この慈じ愛あいに満ちた姉に向ける優やさしき眼まな差ざし。やっぱ聖母マリアかも。

「落ち着いた？」

「……うん。ありがと」

「吐はき出だしたい？　それとも喋しやべりたくない？」

「……喋しやべりたい。でも、もう少し待って」

「うん。でも、世界が終わるまでは待てないからね。先に言っておく。そうだ、面おも白しろい話をしてあげるよ。箱が三つあったとして、その一つにお金が入っているとしよう。別にお金じゃなくても良いいんだけど、ま、これはマクガフィンみたいな物で、中身は重要じゃない。琉る実みが欲ほしい物ものなら何でも良いい。そんで、琉る実みがその中から一つを選ぶのね」

「マク……何、そのマフィンみたいなの」

　そこは良いいんだって！　ヒッチコックから説明しなきゃじゃん。

「それはどうでもいいの。とりあえず、琉る実みは箱を一つ選びました」

「うん」

「琉る実みが選ばなかった二つの箱の内、一つを開けます。中身は空。これで、お金だか何だかが入ってる箱は、琉る実みが選んだ箱か、残った箱だよね？　どっちかに入ってるよね？」

「そうだね」

「もし、箱を選び直しても良いいよって言ったら、どうする？　変える？　それとも、自分の直感を信じて最初に選んだ箱のままにする？」

「えっと……わたしは変えないかな。最初のまま」

「そう言うと思った」

「え？　終わり？　オチは？」

　もちろん、簡単には教えてあげない。

「どう？　喋しやべれそう？」

「うん。そうだけど……今の話は結局どうなるの？　気になるんだけど」

「琉る実みが喋しやべった後あとで教えてあげる」

「なにそれ……ずるっ。いいよ、わかった。わたしの負け。えっと、那な織おりは仲のいい人から告白されたことある？　あ、那な織おりはその人のこと、何とも思ってなくて、だよ」

「仲が良いいの定義は？　そこのレベルによって回答が変わる」

「もうっ、いちいちめんどくさいなぁ。仲がいいって言ったら、仲がいい──じゃあ、普ふ通つうに喋しやべったり遊んだりするような人。これでいい？」

　あの痴しれ者ものはどっちに分類されるんだろう。告白された時は今ほど仲良く無かったけど、それでも知人と友人の境界くらいには居たと思うし、他の有う象ぞう無む象ぞうに比べたら言葉を交かわした回数はそれなりに多かった──つまり、そんな経験は「無い」

「そっかぁ。わたしさぁ、男バスの、中等部の時に生徒会長してた坂さか口ぐち瑞みず真まって居たでしょ、同じクラスなんだけど、瑞みず真まから告白されたんだよね」

　生徒会長言われても知らんけど。興味無いし──ん？　もしかして純じゆん君とか教授が安あん吾ごって呼んでる人のことかな？　生徒会長がどうのって、聞いたことある。でも、顔はぱっと分かんない。そも、人の顔を覚えるのは苦手──違ちがっ、苦手じゃない。得手不得手じゃなくて、興味無いから脳のリソースを割さかないだけ。うん、そう。

　しっかし、告白ねぇ。まぁた、面めん倒どう臭くさそうなイベントに絡からまれちゃって。

「それ、純じゆん君の友達の？」

「そうそう。純じゆんとか森もり脇わきが安あん吾ごって呼んでる──話したことある？」

「無い。顔もよく分かんない。それは良いいとして、今の状じよう況きようにどう繫つながるの？　付き合ってくれないとおまえの家族や純じゆん君を痛い目に遭あわせるぞ、とでも言われた？」

「瑞みず真まがそんなこと言うわけないじゃん。告白は普ふ通つうに断った！　そうじゃなくて、友達としてで良いいから、一いつ緒しよに遊びに行かないかって言われた」

「だるっ。何その友達としてって。白々しい。まさか、行くの？」

「行くって言うか……那な織おりだったらどうする？」

「死んでも行かない。行く理由があったらご教授願いたいくらい」

「那な織おりならそう言うよね。わたしも一度は断ったんだよ？　けど、なんか後ろめたいっていうか、申し訳ないっていうか、これでも瑞みず真まとは中等部の時からの付き合いだったし、保留って感じにしてて──さっき純じゆんに相談してた」

「なるほどね。琉る実みの状態から察するに、止めて欲しかったけど、止めてくれなかった、と。そんなとこでしょ？　どう？　違ちがう？」

「そう。那な織おりの言う通り。よくわかったね」

　分かるよ、それくらい。

　純じゆん君は純じゆん君で、付き合っても無いのにそんなこと言えない／琉る実みは琉る実みで、付き合ってなくても言って欲しい、枝し葉よう末まつ節せつは知らないけれど、大筋は外して無いんじゃない？

　私からすれば、保留にした琉る実みの行動が、まず理解不能。琉る実みが言ってるのは、優やさしさじゃなくて哀あわれみ。その憐れん憫びんに希望を託たくす男の方も大たい概がいだし、クソ野や郎ろう感かんが拭ぬぐえない。

　純じゆん君のは、あのクソ真面目ムーヴを考えれば、気持ち的に分からなくは無いけど、女子として言わせてもらうなら、最低の部類。私が琉る実みの立場だったとして──そこからして有り得ないし、得心出来るポイントが見付からないけど、言って欲しい気持ちだけは、分かる。

　だるっ。

　もうっ、そんなことに巻き込まないで。

　って、私から巻き込まれに行ったのか。

「で、どーすんの？　遊びに行くの？」

「どうしよう。なんにも考えらんない」

　私の言葉で琉る実みが動くとは思えないけど、言ってみたくなった。




　私は聖母マリアなんかじゃない。




　もちろん、二人が喧けん嘩かしたままで居て欲しいとは思わない。有利とか不利とか、そういう話は確かにあるけれど──それをするなら緊きん密みつに物事を積み上げて、一部の隙すきも無いスマートなやり方で勝ちたい。私が望むのは、比較した上で私を選んで欲しいってこと。

　純じゆん君と琉る実みを仲なか違たがいさせてみたいなやり方は、蟠わだかまりの噴ふん出しゆつで破は綻たんする。

　だから、意図が違ちがう。私はただ、どうなるのか見てみたくなっただけ。




　私たちはおなじ稼か業ぎようで暮らしているんだ。だから、私は彼の鼻を明かしたりはしない。




　琉る実み、ごめんね。ちょっと利用する。




「行って来たら？」




　意外そうな顔をして、目が見開かれて、私と同じ色の虹アイ彩リスが微かすかに揺ゆれた。
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（白しろ崎さき純じゆん）



「諸君っ！　戦争じゃっ！　二年の教室に地獄の業火ヘル・フアイアをお見み舞まいしてくれようぞ」

　昼休み、雨あま宮みやは二年の教室に行ったらしい。僕にそうしたように、約ア束ポ無なしで。これまた例の如ごとく、放課後に話したいみたいな事だけ言って退散した、らしい。すべては雨あま宮みやの口から聞いた話であるが、概おおむね想像はつく。何せ、経験済みだからな。

　さっきの那な織おりの言葉は、それを受けて出た、いつものアレ。

「にゃおにゃお、やる気満々だねぇ。とりあえず、マープルは賢かしこそうな感じだった。メガネ掛かけてて、なんてゆーの、ザキっぽい」那な織おりの首筋に手を回した雨あま宮みやが、僕と教授に一切目を向けることなく、まるで二人の世界に居るかのように──那な織おりと仲良く出来るかも知れないとは言ったが、昨日と言い、今日と言い、雨あま宮みやは那な織おりのことが好きなのかってくらいスキンシップが激しい。そんな急に仲良くなるもんなのか？　女子はわからん。

「（なぁ、どう思うよ？　あいつらってあんなに仲良かったか？）」

「（僕にもわからん。ああいうコミュニケーションも、女子にとっては普ふ通つうなのか？）」

「（俺に訊きくな。だが、百ゆ合りモノの知識で良ければ、語ってやるぞ）」

「（その手の知識を得たくなったら頼たのむわ）」

　今日は亀かめ嵩だけが不在だ。美術部に行っている。つまり、那な織おりに待まったを掛かけるのは僕の役目だ。亀かめ嵩だけは「白しろ崎さき君が居れば大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、先生が暴走しないようによろしくね！」なんて軽く言ってくれたが、雨あま宮みやの行動は誤算だった──だが、悪くない。

　顔を出さないもんかと思っていたが……裏で橋はし渡わたしをしてくれていたとは。やり方はどうあれ、素す直なおにありがたい。フットワークが軽いって、こういうことなんだろうな。

「で、雨あま宮みや、約束は何時なんだ？」

「わかんない」

　微み塵じんも悪びれることなく、雨あま宮みやが金きん髪ぱつを揺ゆらしながら首を傾かしげた。

「わかんないって何だよっ！　約束してないのか？」

「放課後としか言ってなーい。向こうがいつ終わるとか知らんしー」

　それって……二年生を待たせてるってことじゃねぇのかっ!?

「マジかよ。白しろ崎さき、さっさと行った方がよくね？　めっちゃ怒おこってるかも知んねぇぞ？」

「だよな。那な織おり、行くぞ」

「そんな焦あせんなくてもよくない？　放課後は放課後じゃない？」

「良くねぇよ。訳のわかんないトートロジーを言いやがって。大体、雨あま宮みやは時間にルーズすぎんだよ。勉強を教えてた時だって──」

「おい、白しろ崎さき。あとにしろ」

「すまん。つい」

「ザキ怒おこられてる。だっさ」

「うるせぇ。さあ、行くぞ」

「ごめん、エナはこのあと用事あるから行けなーい」

「えっ!?　慈し衣え菜な、来ないのっ!?」雨あま宮みやを解ほどいて立たち上あがり掛かけた那な織おりが、止まった。

「雨あま宮みやが来てくんないと、顔すらわかんねぇぞ？」

　続けて教授が、僕の方を向いて「なぁ？」と同意を促うながした。

「教授の言う通りなんだが……無理に来いとは言えんだろ。僕らで行くしかない」

　相手を待たせていることを考えると、こうしている時間すら惜おしい。

「白しろ崎さきがそう言うなら……」

「みんな、ごめんね！　ザキっぽい人がそうだからっ！　よろっ！」

　四人で教室を出て、自分の棟とうに戻もどっていく雨あま宮みやを見送って、三人で下の階に向かう。

　僕のシャツを摘つまんで歩いていた那な織おりが「純じゆん君が話してくれる、でいいんだよね？」と弱々しい声を零こぼした。さっきまで勇んでいたのに、いざ行くとなったらこれだ。唯ゆい一いつ古ふる間ま先せん輩ぱいとやらの顔を知る雨あま宮みやも居なくなって、心細いのはわかるが……これで当人は内うち弁べん慶けいじゃないと言い張る辺りは、昔から変わらない。那な織おりのこういう所、可か愛わいいけどな。

　那な織おりがあれこれ引用したり、難しい言葉を使いたがるのは、虚きよ勢せいを張っているからだと琉る実みが言っていた。琉る実み曰いわく、おばさんの受け売り。母親が言うんだ、間ま違ちがいないだろう。

　那な織おりのあの喋しやべりも背せ伸のびの表れだと考えると、なんて言うか、愛いとおしさすら覚える。

　頭は切れるし、口が立つなんてもんじゃないけど、中身は年ねん齢れい相応の普ふ通つうの女の子。

　もっと早く知っていたら、色々と違ちがった──今いま更さらそんなことを言っても仕方がない。




　──お願いだから、もう仲間外れにしないでよ。




　那な織おりの吐と露ろした本音は、僕に向けて放たれた言葉だったけれど、恐おそらく僕と琉実に向けられた言葉だった。琉る実みと言えば──この件が終わったら、謝らないと。怒おこらせたままだ。

「ああ、僕が話すよ。那な織おりは黙だまってて良いい」

「うん。やばくなったら参戦するから。それまではよろしくね」

「ま、神じん宮ぐう寺じがいつもの調子でまくし立てれば、相手は先せん輩ぱいだろうと怯ひるむかもな」

　教授がぼそっと言ったのを、那な織おりは無視した。軽口に付き合う余よ裕ゆうは無いらしい。




　二年のフロアは、有あり難がたいことに閑かん散さんとしていた。二年五組はすぐ見付かった。自分のクラスの直下だから当然だが。先を歩く教授が、「古ふる間ま先せん輩ぱい居ますか？」と言いながら、臆おくすることなく中に入って行った。雨あま宮みやほどじゃないにしろ、ふとした時に見せる教授の高い社交性には、羨うらやましさを感じる。と言うか、僕と那な織おりの社交性が低いのか？

　いや、那な織おりよりは僕の方が──

「白しろ崎さき、何やってんだよ」そう言って、教授が手招いた。

「おう」

　シャツの端はしを摘つまんだままの那な織おりを連れて中に入ると、銀ぎん縁ぶちフレームの眼鏡を掛かけた人物が本を置く所だった。見覚えのある表紙。ハインラインの『輪りん廻ねの蛇へび』。表題が映画化された短編集。見た瞬しゆん間かん、仲良くなれるかも知れないと思った。

「いきなりすみません──」

「部室、君達も狙ねらってるんだって？　昼間に、金きん髪ぱつ女おんなが来て騒さわいでいたよ」

「ああっと、それに関してはすみません。ちゃんと言っておくんで」

　教授が僕より早くフォローを入れる。

「ため口はどうかと思う、と付け加えといてくれ。で、金きん髪ぱつ女おんなが言うには、部室を諦あきらめてくれないかとのことだが、答えはＮＯだ。他に目ぼしい当てが無い物でね」

　まぁ、当然そうなるよな。僕も同じ回答をする。

「ですよね。ただ、うちらも他に当てが無くて。部員と顧こ問もんは揃そろっているので、あとは部室だけなんです」僕がそう言うと、教授が最初のカードを切った。

「先せん輩ぱいのところは、まだ部員が一人足りないんですよね？」

　今日の昼、依よ田だ先生から入手した情報。琉る実みに謝罪の声を掛かけそびれた理由。

「ああ。そうだが」

「うちらはあと部室だけなんですよ。だから──」教授が下手に出て、一押し。

「だから諦あきらめろ、と？　部室は条件を先に満たした者が優先されると校則に載のっているのなら、そうするよ。だが、そんな条文は無い。であるならば、譲ゆずる理由は？」

　この隙すきの無い感じ、嫌きらいじゃない。感情的に来られるより全然良いい。

「そこで提案なんですけど」次のカードは僕が切る。「ゲームで勝負するのはどうですか？」

「勝負？　それを受けるメリットは？　君らが勝ったら、目星を付けていた部室候補を失う。にも拘かかわらず、自分が勝った時は何も得られない。メリットは無いように思うが」

「僕が入部します」

「なるほど。勝利が部活成立に直結する、と。筋は通っている。ちなみに、うちは遊ゆう戯ぎ部ぶとは言うものの、実態はチェス部だ。それでも入部するかい？」

「チェスは好きなので。問題ありません」

「面おも白しろい。交こう渉しようのテーブルに着くことにしよう。あの金きん髪ぱつ女おんなにガーガー言われた時は、どんな生意気な一年が来るのかと身構えていたが──君は特進か？」

「はい。ここに居る全員そうです」

「ちなみにあの女は？」

「英語科ですよ」身体からだから緊きん張ちようの消えた教授が言った。

「英語科、ね。さて、そうと決まれば、何で勝負をするかだが──」

　僕は間かん髪はつ入れずに言った。「チェスで」ちょうどおじさん以外の人とやりたかったんだ。

　ネット対戦はしょっちゅうしているが、実際に駒こまを触さわって、相手を前にするのは別格だ。

「こっちに有利な条件でやる、と言うのか。君達は中々肝きもが据すわっている。それとも、自信があるのか──この場合は後者だろうな。君達が特進ってことは、直系の後こう輩はいにあたる訳だ。そこに配はい慮りよするならば、善き先せん輩ぱいでありたいと思うのだが、ひとつだけ意地悪を言いわせて貰もらおう。これはそうだな、君達とは決定的に違ちがう物もの──卒業までに残された日数、チャンスと言いい換かえても良い、そこに於おいて条件がイーブンではないから、と理解してくれ。勝負をする相手の指名権が欲ほしい。それを飲んでくれたら、勝負を受ける。どうだろうか」

　残された日数──言われてみればそこだけが大きく乖かい離りしている。そこを突つかれると、確かにイーブンとは言いい難がたい。相手に有利な条件を提示しておけば──条件に拘こだわる余り、前提を見落としていた。完全に僕らのミスだ。もし雨あま宮みやを指名されでもしたら……実態はチェス部と言うくらいだ、この人は強い。理り屈くつにも隙すきが無い。

　教授と顔を見合わせる。教授も何か打開策が無いか探している表情だが、僕と同じく色々なパターンを想定していて──どう出るのが正解か逡しゆん巡じゆんしている。

「おっと、安心してくれ。あの金きん髪ぱつ女おんなを指名しようなどと言う積もりは無い。そこまで意地の悪いことは言わんよ。そうだな……例えばそこの女の子はどうかな？」

　先せん輩ぱいが那な織おりを指して、続ける。「チェスの経験はあるかい？」

[image: ]




　そこの女の子はどうかな、だって？




　想定外の指名対象に、思わず笑えみが零こぼれそうになるのを必死に抑おさえた。

　悪くない。それなら勝ち目はある。

　この人のミスは、那な織おりを侮あなどったこと。見た目に騙だまされた。態度に騙だまされた。

　教室に入ってから、那な織おりは一言も喋しやべっていない。那な織おりの内うち弁べん慶けいがこんな風に機能するとは。

　さて、面おも白しろくなってきた。

　不意に話を振ふられた那な織おりが、おずおずと「昔にちょっとだけ。将しよう棋ぎなら」と小声で答えた。

　将しよう棋ぎなら──はっきりとは言わなかったが、那な織おりはかなり強い。最近は指してないが、何度負けたか数え切れないくらいだ。と言うか、那な織おりはこの手のゲームに滅めつ法ぽう強い──僕が那な織おりにチェスを何度も勧すすめた理由が、それだ。

　おじさん以外の強い相手と勝負したい──相手が那な織おりなら、絶対に楽しい。

　意外だったのは、那な織おりはチェスをやったことがある、ということだ。知らなかった。未経験だと勝手に思い込んでいた……考えてみれば、おじさんは教えるよな。

「なるほど。ルールを思い出せばってところか。将しよう棋ぎが出来るなら、そこまで時間は掛かからないだろう。勝負は、そうだな……来週の土曜日はどうだ？　生あい憎にく、午前中は授業だが、午後だったら自主学習の時間なので都合がつく。君らも特進だったら、来年からは授業だ──言われるまでも無いか。すまない。話が逸それた。とにかく、土曜日だったら生徒の絶対数が少ないから勝負に集中しやすいだろうし、時間的制約も幾いく分ぶんかは自由になる。もっと時間が欲しいならそれでも良いが、まずは来週の土曜を定案する。この条件は如何いかがかな？」

「那な織おり、それで良いいか？」

　念ねんの為ため、確かく認にんする。答えなんて聞くまでもない──しかし、那な織おりは首を振ふった。

「明後日あさつてで良いい。二日あれば思い出せる」

　幾いくらなんでもそれは……慌あわてて耳打ちする。「（来週で良いいって言ってくれてるのに、明後日あさつては流石さすがに早すぎないか？　最後にチェスしたのはいつだ？　本当にそれで──）」

「（私が、そんなに待てない。大だい丈じよう夫ぶ。任せて。さっさと片付けたいし）」

「本当に明後日あさつてで良いいのかい？　そんなに性急じゃなくても──」

　そう歩み寄った先せん輩ぱいに、那な織おりは一言、「いい」とだけ口にした。

　那な織おりは、勝算や考えも無しに物事を決めるタイプじゃない。

　いいよ、僕は那な織おりを信じる。

「じゃあ、決まりだ。土曜の午後、場所は君達の教室にしよう。あれこれ条件をつけさせて貰もらったからな。場所までアウェイというのはやりすぎだ」

　古間怜人ミスター・マープル──僕は嫌きらいじゃない。今度、本の話をしながらチェスをしたいくらいだ。




　一年の教室に戻もどるまで、誰だれ一人ひとり喋しやべろうとしなかった。だが、心の中ではにやついていたに違ちがいない。僕自じ身しんがそうだったから。不安が無いとは言わないが、那な織おりが相手ならやってくれるだろうという不思議な安心感がある。教室に戻もどって最初に口を開いたのは、教授だ。

「聞いたか？　そこの女の子だってよ」

　満面の笑えみで──身体からだ中じゆうからしてやった感が滲にじみ出でている。

「僕も思った。那な織おりのこと、完全に見くびってたよな」

「私の演技に掛かかればこんなもんよ。どう？　ちょっとは見直した？」

　腕うでを組んで、ジャック・ニコルソンみたいに眉まゆを持ち上げて、したり顔で那な織おりが言った。

「よく言うぜ。借りてきた猫ねこみたいに黙だまってたくせに」

「うっさいっ！　猫ねこ被かぶってただけだしっ！　私の手て柄がらなんだから、素す直なおに持ち上げてよ！」

「那な織おりの手て柄がらなのは間ま違ちがいない。それは認める。マジでよくやった。ところで、チェスをやったことあるって言ってたけど、いつの話だ？　誘さそいを断られた記き憶おくしかないが」

「超ちようちっさい頃ころ、嫌いやがる私を押さえ付けて、お父さんが無理矢理──」

「言い方っ！」そこだけ切り取ったら、文脈変わるぞ。

「だって事実だもん。私はやりたく無かったし。朧おぼろ気げながらルールは分かるけれど、忘れてることもあると思う。けど、将しよう棋ぎが分かるから大だい丈じよう夫ぶでしょ。将しよう棋ぎより駒こま少ないし。何だったら、純じゆん君が教えてよ。慈し衣え菜なに勉強を教えてたくらいだもんね。暇ひまでしょ？」

　まだ言うか。

「それは全然構わないが……将しよう棋ぎと全く一いつ緒しよってわけでもないし、チェスはチェスなりの動かし方が──とりあえず、将しよう棋ぎ同様戦略パターンを覚えることだな。オープニングからどう展開していくか、要はパターンの組み合わせと潰つぶし合あいだ。二日でいけるか？」

「余よ裕ゆうだよ。記き憶おく力りよく勝負なら任せて。私を誰だれだと思ってるの？」

「とか言って、負けんじゃねーぞ。俺と白しろ崎さきは情報の為ために昼休みを捧ささげたんだからな」

「教授、いちいちうっさい。お昼休みくらい何なの？　私は勝負の為ために、貴重な、超ちよう貴重な睡すい眠みん時間を純じゆん君に捧ささげなきゃいけないんだよ？　毎日熱い夜を過ごして、徹てつ夜やするんだよ？」

　また訳のわかんないことを──「しねぇよ。寝ねかせろ」

「しないの？　寝ねるの？　私をほっぽって、寝ねるの？　酷ひどくない？　だって、さっき毎日泊とまりに来いって言ったじゃんっ！　それなのに──」

「言ってねぇ。自分の家で寝ねろ」

「ね、教授はどう思う？　このサブカルクソ野や郎ろう、酷ひどいと思わない？　教授からも──」

「そんなに言うなら、おじさんにチェスを教おしえて貰もらえ」

「やだ。純じゆん君が教えて。お父さんは嫌いやだ。おーねーがーい」

　そう言って僕の腕うでに抱だき着つき、ぶんぶんと左右に振ふってくる。もう、鬱うつ陶とうしい。

「分かったから離はなせって」

「なぁ、白しろ崎さき。帰っても良いいか？　さもなくば、その出来の悪いラブコメみたいなやり取りに、いつまで付き合えばいいのか教えてくれ。いい加減、金取るぞ？」

「教授は払はらう方ほうでしょ？　構ってあげないから、寂さびしくなっちゃった？」

「なっ、なんだとっ！　おまえ……この俺が寂さびしいわけないだろ！　おい白しろ崎さき、神じん宮ぐう寺じをどうにかしてくれ。遠回しに喧けん嘩かを売ってくるんだが」

「遠回し？　最短ルートの積もりだったんだけど」

「那な織おり、その辺にしとけ。まずは亀かめ嵩だけと雨あま宮みやに報告だ」

　僕がそう言うと、那な織おりが「いいよ。私、行って来る。じゃ、あとで！」と言い置いて出て行った。残された教授と僕は、雨あま宮みやに向けてＬＩＮＥの部活用グループ（仮）に顚てん末まつをメモ書きしておいた。ＬＩＮＥを開いたついでに、僕は琉る実みとのトークを開く。

　僕が送ったメッセージに既き読どくは付いているものの、返事は無い。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　日中、純じゆんと何度か目が合った。でも、話はなし掛かけに来てはくれなかった。

　だからってわけじゃないけど、よくないって思ってるんだけど、なんて返せば良いいかわからなくて、意地だって言わればそれまでなんだけど、わたしから声を掛かけたくないって気持ちもあって、でも、このままじゃダメだって思ってはいて、そんなことを考えている内に、放課後になってしまった。部活が始まってしまった。




　昨夜、那な織おりは「行って来たら？」と言った。

　そして、「私だったら絶対に行かない。琉る実みの立場だったら、絶対に行かないって断った上で、純じゆん君に訊きく。判断を委ねたりしない。でも琉る実みは違ちがった。つまり、保留にしてあげるくらいには迷いがあるんでしょ？　無下に出来ないくらいには交こう誼ぎがあるんでしょ？　情が移ってるんでしょ？　可哀想かわいそうだなって。その男バスとやらに。これっぽっちも理解出来ないけど。それを踏ふまえた上で、言わせて。




　琉る実みが行くって言った時、純じゆん君がどうするのか見てみたいって思った。




　深い意味はなくて、単純にそう思っただけ。相手は純じゆん君の知り合いなんでしょ？　その男子と琉る実みが二人で遊びに行く事に、なんて言うのか。私は興味ある」と言って、挑ちよう発はつ的てきというか、それこそ試ためすような目付きで、わたしをじっと見つめた。

「それは……なんか純じゆんのことを試ためしてるみたいで……どうかと……」

「何言ってるの？　琉る実みはもう試ためしたじゃん。純じゆん君に判断を委い譲じようしたじゃん。自分がしたことを理解してないの？　本当は止めて欲しかったんでしょ？　でも、止めてくれなかったんでしょ？　だったら、もう答えは出てるよね？　それでも行かないんだったら、なんで保留にしたの？　おかしくない？　惻そく隠いんの心は仁の端たんなり？　違ちがうよね？　だとすると、その男子を哀あい憫びんに思いながらも、これまた丁ちよう度ど良いいって事で利用して、純じゆん君を試ためしたってことなの？　もしそうだって言い切るなら、私は何にも言わない……ごめん、琉る実みもやるねぇ、くらいは言うかも。で、実際はどうなの？　性しよう悪わる全開だったの？　違ちがうって言うなら、行っておいで。そして、純じゆん君がどうしたのか、私に教えて」

　わたしは瑞みず真まを利用して、純じゆんを試ためして──そういうことなの？

　そんなつもりじゃなくて。

　ただ、行くなって言って欲しかっただけで。「なんでそんな酷ひどいこと言うの？」

「酷ひどい？　酷ひどい事こと、言った？　私は状じよう況きようから憶おく度たくされる、そうなんだろうなと思う事こと柄がらを列挙しただけだよ？　この際、今の状じよう況きようを利用してみるってのも良いいんじゃない？　そのバスケ男子を友達だと言うのなら、逆に純じゆん君の事を相談してみるとか。そういうのもありでしょ？」

　那な織おりがどういう気持ちで言っているのか、ちっともわからない。わたしを応おう援えんしてくれているんじゃないだろうし、かと言って騙だまそうとしてるって感じでもなくて。

「そうだ、さっきの話の続きをしてあげる」

「さっきの……？」

「箱の話。琉る実みは三つの箱の内、最初に選んだ箱から変えないって言ったよね。残る二つの内、片方が外れだと分かっても」

「ああ、その話。言ったけど……今その続き？　まぁ、いいけど。うん、変えない。だって、当たりは自分の箱か残った箱のどっちかでしょ？　当たるかどうかは半々じゃん」

「そう思うでしょ？　でも、当たる確率は残った箱の方が上なんだよ」

「どうして？」

「最初から行くね。まず、琉る実みの選んだ箱が当たる確率は１／３。他の箱も同じ。この時、ちょっと視点を変えて、琉る実みが選んだ箱と、残った箱のグループで考えてみようか。そうすると、残ったグループが当たる確率は２／３でしょ？　ここまで良いい？」

「うん。１／３の箱が二つあるからね」

「だよね。そして、残った箱のグループから箱を一つ選んで開ける。外れ。そうすると、開けなかった箱が当たる確率は、単体で２／３に集約されるでしょ。ほら、琉る実みが選んだ箱が当たる確率は１／３のままだよ。つまり、ここで選び直した方が当あたり易やすいってことになる」

「わかったような……でも、なんかもやっとする」

「ｎ個で……じゃあ、百個で考えてみる？　九十八個開けて全部外れ。最後に残った一個と、琉る実みが最初に選んだ一個。こうすると、残った一個の方が当たりそうじゃない？」

「そう言われると、そんな気がする……」

「まぁ、最初に箱を一つ開けて、残った二つから選んで下さいだったら、シンプルな二に択たくになるんだけど、それはこの際置いておいて──私が言いたかったのは、状じよう況きように合わせて選せん択たくを変えていくのも決して愚ぐ策さくじゃないよって事。止めてくれなかったから行ってみるか、も十分に選せん択たくとしてありなんじゃない？　もちろん、行かない選せん択たくだってある。どれが当たりなのかは誰だれにも分からない。現実は結果が総すべてだから。ｉｆは無い。ただ、最初の考えが外れたから、もう何にも分からない、考えられないってなるよりはマシでしょ。それを踏ふまえた上で、琉る実みが行った場合、純じゆん君はどうするのかなって興味が湧わいた。そんだけの話」

「……それで純じゆんが止めてくれたとしたら……」那な織おりはそれでいいの？

　そこまでは言えなかった。

「何、その顔。止めてくれたらわたしが有利だっ！　純じゆんがわたしを選んでくれたっ！　とでも言いたい訳？　だから言い差したの？」

「えっと……そんなつもりじゃなくて」

「それに関しては、良いいよ。気にしないで。純じゆん君が腹を決めるとは思ってないから」




　那な織おりは、確かにそう言った。純君が腹を決めるとは思ってないから。

　なんで？　純じゆんと何かしてるの？　わたしだって、それでどうこうなるって思うほど厚かましくはないけど、自信満々に言われると、わたしに何か隠かくしてるんじゃないかって──

「るーみっ！」

「あ、ごめん。何？」

　はっとして振ふり向むくと、着き替がえ終わった可か南な子こが、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「何ボーっとしてんの？　周りが見えるのはコートの中だけなの？」

「ごめん。ちょっと考えごとしてて」

　手に持ったままだった制せい汗かんスプレーを噴ふいて──ん？　二回目かも。ま、いいや。

「さっきからずっと呼んでるのに。ほら、昨日、瑞みず真まに呼び止められてたっしょ？　何言われたのかなーって。そろそろ白状しなさいよ」

　可か南な子この後ろで、みんなが「そうだー教えろー」「まさか告られた？」「それだったらうける。瑞みずっちって、白しろ崎さきと友達じゃなかった？」「そうなん？　やば」「うち、そういう修しゆ羅ら場ば大好き」「昼ドラとか？」「え？　それオバサンじゃん」「違ちげぇーし」と騒さわぎ立たてる。

　これ、言う必要なくない？

　ほぼ当たってんじゃんっ！

「まぁ、それに関してはご想像にお任せってことで──」

　すかさず可か南な子こが、両手をメガホンみたいにして「れいらーっ！　どーなの？　あんた、聞いたんでしょー？」と大きな声を出した。

「私に訊きかないでよ。ほら、琉る実み。もう言っちゃえば？　みんなが面めん倒どう臭くさい」

「それは瑞みず真まが可哀想かわいそう──」

　気付いた時には、手て遅おくれだった。

　言っちゃったようなもんじゃん。

　部室で始まるわたし抜ぬきの会話。




「マジで？　え、琉る実みに？」「あー、そうなんだぁ」「これは面おも白しろくなってきた」「どーすんの？　付き合っちゃう感じ？」「バスケバカ二人はやばいっしょ。デートは絶対コートじゃん」「公園でバスケ？」「それ、朝からバスケしかしないパターン」「そういう意味じゃ、お似合い？」「うん、白しろ崎さきよりは合ってるかも」「でもさぁ、瑞みず真まって、ライバル多いんじゃない？」「うちのクラスにも居るわ」「うちは好みじゃないなぁ」「まぁ、顔は悪くないもんね」「何、あんたもしかして狙ねらってた？」「やめてよー。違ちがうって」「でもさ、マジで改めて考えてみると、スペック高くね？」「それ、ある」「あれで成績もイイのがムカつく」「やっぱ、琉る実み、狙ねらわれちゃうんじゃない？」「確かに。後ろに気を付けないとマズいかも」「コート外だと、うちらのが周り見えてるまである」「いっちょ、フォローしてあげますか」「仕方ないなぁ」「琉る実みをいじめるヤツがいたら、うちらが許さないから大だい丈じよう夫ぶっ！　安心してっ！」




「うっさいっ！　安心できるかっ！」

　うちのメンバーって、どうしてこう騒さわがしいのっ！

　てか、この光景、ちょっと前にも見た気がするっ！

　ほんっとやだ。いいからほっといて……どうせバレちゃったんだし、みんなの意見を訊きいてみるのも手だったり？　メンバーの殆ほとんどは中等部からで、瑞みず真まとの付き合いだってある。案外、悪くないかも──みんなの方に向き直った時、座っている真ま衣いの表情が曇くもっている気がして、少し引ひっ掛かかった。いつもだったら、可か南な子こと二人でめっちゃ騒さわいでくるのに。

　練習中は普ふ段だんと変わらなかった──はず。

「どうしたの？」と尋たずねると、真ま衣いが小さく手招きした。

「（ここだけの話……あたし、実は瑞みず真まと付き合ってたんだよね）」




　──えっ!?




　思わず叫さけびそうになって、慌あわてて口を塞ふさいだ。

　隣となりに座ったわたしの耳元で、真ま衣いが衝しよう撃げき的てきなことを口にした。

「（え、マジで？）」

　大きな声が出そうになるけど、頑がん張ばって音量を下げる。

「（うん。だから、今の話──）」

　付き合ってた??　いつの話??

　待って。マジで知らない。

「そろそろ部室閉めないとやばいよー」麗れい良らがみんなに聞こえる声で言った。

　慌あわてて真ま衣いに「あとで話そっ」と言って、自分の荷物を片付ける。脱ぬいだ服やら出した物を仕し舞まって──真ま衣いが瑞みず真まと付き合ってた。衝しよう撃げきの事実が頭をぐるぐると回る。

　一刻も早く、真ま衣いと話をしたい。みんなに相談とか言ってる場合じゃない。

　このあと……今日は木曜だし、ご飯の時間もあるし……ちょっと話すくらいだったらいいよね。それくらいなら、お母さんだって怒おこんないよね。しょうがないよね。

　だって、真ま衣いの話を聞かなきゃおさまんないもんっ。

　着き替がえが終わって、部室を出て、鍵かぎやら色々と片付けて、校門を出たところでちょっとだけ散る。わたしは真ま衣いのとこに駆かけ寄よって「カフェでいいよね？」と耳打ちした。

「うん。あたしも落ち着いて話したいし」

　駅が近くなったところで、先頭集団に「わたし、真ま衣いとちょっと」と声を掛かけた。

「どっか寄ってくの？　うちも行く。麗れい良らは？」「可か南な子こが行くなら」

「他は？」「今日はパス」「次は行くー」「また誘って」

　可か南な子こがそんなことを言い出して、ああっ、出来れば真ま衣いと二人で──困りながら真ま衣いを見ると、小さく頷うなずいて、声を出さずに「いいよ」と口を動かした。

　結果、駅に入ってるカフェに四人で入った。みんなでケーキとかタルトとかシュークリームなんかを恨うらめしそうに眺ながめながら、ご飯前だからって言ってけん制し合ってたのに、最後に会計をした可か南な子こが、「チーズケーキも」なんて言うもんだから──そう、可か南な子こがそんなこと言ったのが悪い。わたしのトレーにタルトが載のっているのも可か南な子このせい……これくらいなら、ご飯に影えい響きようはない。運動した後だし。大だい丈じよう夫ぶ。

　そう心の中で唱えていたら、麗れい良らや真ま衣いも同じことを言い出した。とりあえず、罪悪感を共有しておけば怖こわくない。うん、ご飯とは別腹。部活頑がん張ばったご褒ほう美びってことで。

　ひとしきり世間話をして、静かになったタイミングで、「さっきの話なんだけど、続きを聞かせて。いい？」と真ま衣いに話を振ふった。「何の話？」と横から可か南な子こ。

「さっき、琉る実みにちょろっと言ったんだけど、あたし、瑞みず真まと付き合ってたんだよね」

「は？　マジで？　え、そんなこと一言も──麗れい良らは知ってた？」

「知らない。今、初めて聞いた。それって、いつの話？」

「春休みくらい。落ち着いたらみんなにも言おうって思ってたんだけど……」

　伏ふし目めがちに話し始めた真ま衣いが、言いい淀よどんだ。合いの手を入れようかと思ったところで、真ま衣いが何かを決心したみたいにちょっとだけ、ゆっくりと頷うなずいた。

「あたし、そっこー振ふられちゃったんだよね。ってゆーか、告った時もすぐ断られたんだけど、一週間だけでイイから、仮みたいな感じでもイイからお願いっ！　って何とか頼たのみ込こんで。そんな感じだったから、言うに言えなくて。で、ちゃんと付き合えたら言おうって思ってた」

　なんだか純じゆんに告白した自分と重なって、すぐには何も言えなかった。

　わたしが純じゆんと別れた裏で、そんなことがあったなんて──てか、真ま衣いが瑞みず真まを好きって、全然知らなかったんだけど。わたしだけ？　みんなは知ってたの？

「マジか。そんなん全然気付かなかった。うちにくらい言ってくれれば──」

「言えないって。だって、超ちようカッコ悪いじゃん」

　マジで可か南な子こも知らなかったんだ。じゃあ、真ま衣いは本当に誰だれにも相談せず──凄すごい。わたしなんて、麗れい良らにめっちゃ相談しまくってたし、そうじゃなきゃ純じゆんに告白なんてできなかったと思うし、真ま衣いは自分だけでそれを──強いなぁ。超ちよう強つよいじゃん。

「真衣はカッコいいよ。わたしなんて、麗れい良らに超ちよう相そう談だんしてたのに」

「ほんと、凄すごい。こっちは、毎日琉る実みからうにゃうにゃ聞かされてたんだよ？」

　うにゃうにゃってっ！　麗れい良らっ！

　ぱっと睨にらんだけど、無視された。このっ！

「ちなみに、なんで振ふられたん？」

　可か南な子こがいきなり確信に切り込んでいく。さすがフォワード。

「……好きな人が居るって」

　可か南な子こと麗れい良らの視線が、わたしに集まる。




　待って。それ、わたしってこと？




　いや……えっと……マジかぁ。やっぱり、そうなる？

　きっつ。この場合……なんて言えばいいの？

　やめて。二人してそんな目で見ないで。

「そうゆうことか。ちょっと琉る実み、どうすんの？　なんとか言いなさいよ」

「そんなこと言われても……」

「可か南な子こ、大だい丈じよう夫ぶだから」真ま衣いが可か南な子こを制して、「ねぇ、琉る実み。琉る実みは瑞みず真まになんて言われたの？　教えて」と、試合の時みたいな真しん剣けんな目──いや、どちらかと言うと、懇こん願がんするみたいなちょっと探さぐるような目で、真まっ直すぐにわたしを見つめてきた。

　まだ好きなんだね、瑞みず真まのこと。

　わたしは、今まであったことを全部話した。断ったことも、遊ばないかと言われていることも。そして、純じゆんとのことも。純じゆんとの話をしないのは、フェアじゃないって思った。可か南な子こも、わたしを茶化すことなく、静かに聞いていた。わたしが一通り話し終えると、今度は真ま衣いが、付き合ってた一週間の話をして、振ふられた時のことを、ゆっくり、たまにつかえそうになりながら話してくれた。

「そんな話があったとはねぇ。まったく、二人とも、うちには秘密にして。何なの？　うちら、ずっと一いつ緒しよにやって来た仲じゃん。水みず臭くさい」

　真ま衣いが話し終わって、重くなった空気をどうにかしようとしてくれたんだと思う、可か南な子こがおどけながら言って、「ま、あんたらの気持ちもわからなくはないよ。彼かれ氏し居たことはないけど」と自じ虐ぎやくネタを付け加えた。

「うん、そうだね。ありがと」

「ちょっと真ま衣い、そうだねって何？　そうだねって。失礼じゃない？」

「可か南な子こに彼かれ氏し居ないのは事実じゃん」

「おら、麗れい良らっ！　あんた、喧けん嘩か売ってる？　自分だけ彼かれ氏し持ちだからって」

「可か南な子こに喧けん嘩か売るほど、話し相手には困ってないよ」

「ああっ、この余よ裕ゆうっ！　この余よ裕ゆうがムカつくっ！」

　可か南な子こと麗れい良らがそんなこと言い出して、わたしと真ま衣いもつられて笑う。

「可か南な子こにも、誰だれかいい人探してあげないと。性格がどんどんギスギスになっちゃう」

「確かに。わたしなんて、いっつも矛ほこ先さき向けられるんだから」

　真ま衣いに乗っかってわたしも。

「琉る実みなんてまだ良いい方ほうだよ。私なんて、これだよ？　彼かれ氏しが居るだけで、悪いことしてる的な勢いで色々言われるんだから。でも、可か南な子こって、彼かれ氏しができたらウザいくらいノロけて来そうじゃない？　こういうタイプって、絶対そう」

「「わかるわぁ」」

　真ま衣いと被かぶって、みんなで──可か南な子こ以外で爆ばく笑しよう。

「おまえら。マジで見てろー。絶対にいい男捕つかまえて彼かれ氏しにしてやる」

「期待してる」

「琉る実みっ！　期待してるじゃないっ！　あんたは瑞みず真まと遊びに行って来なっ！」

「なんでよ」

「真ま衣いのこと、あんたからも訊きいて来きてよ。琉る実みは瑞みず真まに興味ないんだし、瑞みず真まだって真ま衣いとヨリを戻もどした方ほうが絶対にいいっ！　うちが言うんだから間ま違ちがいないっ！」

「ちょっと可か南な子こ、あたしは別に──」

「まだ好きなんでしょ？」可か南な子こが真ま衣いを遮さえぎる。

「そうだけど……」

「だったら──」

　真ま衣いと可か南な子このやり取りを見ていたら、言うしかないじゃん。

「いいよ。わかった。行って来る」

「だよね。琉る実み、さすが」

「……琉る実み。いいの？」

「真ま衣いの為ためだもん。瑞みず真まに気持ち、訊きいてくる」

　那な織おりのわけわかんない屁へ理り屈くつなんかより、こっちの方がよっぽど納なつ得とくできる。あいつは、絶対面おも白しろがって言っただけだもん。「純じゆん君の反応を見てみたい」とか言ってさ。わたしも、本音を言えば、それにはちょっとだけ興味はあったけど、今はどっちでもいい。

　那な織おりは純じゆんのことを相談したらとも言ってた。

　真ま衣いのこと、純じゆんのこと、瑞みず真まに訊きいてみる。




　友達として、相談してみようと思う。




　純じゆん、ごめん。試ためすわけじゃないけど、わたし、瑞みず真まと会ってくる。




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　駅前で琉る実みを待って居たのだが、一向に現れない。

　那な織おりと帰っていたのもあって、一度家に帰ってから駅に向かった。鞄かばんを玄げん関かんに置いてすぐに家を出たし、道中でも琉る実みに遭そう遇ぐうしなかった。行いき違ちがいになってはいない──だろう。

　そして、相変わらずＬＩＮＥに返事は無い。

　夕飯の後、那な織おりにチェスを教える約束になっている。それを考えると、いつまでもここで待っている訳にはいかない。僕らも下校時刻ギリギリまで学校に居たから、琉る実みとの時間差は無ない筈はずなのに。遅おそい。一体、何してるんだ。何かあったんじゃないよな？

　焦あせりが、少しずつ憤ふん懣まんと心配に変わって混ざり合っていく。良くない。一いつ旦たん、落ち着こう。

　もしかしたら、部活の連中と飯でも……それは金曜日が多かったはず。このままじゃ埒らちが明かない。〈昨日のことで話したい。駅で待ってる〉って送ってみるか。また既き読どくスルーされたらと思って、待っていることは黙だまっているつもりだったが、そうも言ってられない。既き読どくが付けば、少なくともスマホを見られる環かん境きようだと判断できる。

　仮に琉る実みが事件に巻き込まれていたなら、既き読どくは付かない──スマホのパスを無理やり訊きき出だされて、琉実が見たことを偽ぎ装そうされたらどうしようもない。いや、それは考えすぎだよな。好きな本や映画がそれ系ばかりだから、想像が偏かたよってしまう。

　とにかく、メッセージを送ろう。

　既き読どくはすぐについた。返事も来た。

《ごめん》

《今日はムリかも。まだバスケ部のみんなといる》

　琉る実みの返事を信用するなら（擬ぎ製せいメッセージでないなら）、さっさと家に帰って那な織おりの来訪に備えた方が良さそうだ。スマホを仕し舞まおうとした刹せつ那な、短く振しん動どうした。

《昨日はごめん。わたしも話さなきゃって思ってた》

《あとで連れん絡らくする》

〈僕こそ悪かった。またあとで〉

　琉る実みとの蟠わだかまりは解消されていないが、文面のやり取りが出来ただけで随ずい分ぶん心持ちが違ちがう。

　となれば、考えなきゃいけないのは、那な織おりのこと。

　那な織おりがチェス、か。

　昔、何度か誘さそって断られた経験があるだけに複雑な気分だが、理由はどうあれ、那な織おりがチェスをやる気になってくれて、素す直なおに嬉うれしい。この勝負のあとも那な織おりがチェスを続けてくれば、いい相手になりそうだし、寧むしろそうなることを望んでいる。機会があれば、古ふる間ま先せん輩ぱいとも一局交えてみたいが、今は那な織おりの勝利が最優先。

　おじさんから貰もらったチェス盤ばんは、確か押し入れの中だよな。

　急いで帰らなきゃ。




　夕飯を食べ終え、母さんに那な織おりが来ることを伝え、あれこれ支し度たくを整えた頃ころ、チャイムが鳴った。Ｔシャツ姿の那な織おりを部屋に通し、母さんが持って来たお菓か子しを摘つまみつつ、世間話をする二人を眺ながめる。若じやつ干かん余よ所そ行いき交まじりの那な織おりと母さんが会話しているを見ていると、何だかこそばゆさが込こみ上あげてくる。これはどういう感情から発はつ露ろされる物なのか──琉る実みの時はそうでもないんだけどなぁ。

　母さんは幼い頃ころから那な織おりを知っていて、もちろん那な織おりの本ほん性しようだって分かっている。そんなことは那な織おりだって百も承知だろうに、それでも礼れい儀ぎ正ただしくあろうとする姿に、親のような気持ちになっているのかも知れない。

　母さんが部屋を出たので、本題に入る。今日のメインだ。

「さて、チェスはどこまで覚えてる？」

　飲み物やお菓か子しを端はしに寄せ、ローテーブルの上にチェス盤ばんを出して駒こまを並べながら訊きく。

「えっと、将しよう棋ぎ同様インドのチャトランガがルーツで──」

「そういうことじゃねぇよ。ルールだよルール」

「そんな言わなくてもいいじゃん。分かってるって。どう指すか、でしょ？　なんとなくは覚えてる。ただ、この歩ふみたいな──ポーンだっけ？　なんか、変な取り方無かった？」

「ポーンは斜ななめ前まえに居る駒こまを取ってそのマスに動く、はいいよな？　多分、那な織おりが言ってるのはアンパッサンだ。この辺が将しよう棋ぎと違ちがうとこ……棋き譜ふの読み方は分かるか？」

「将しよう棋ぎで言う段が数字で、筋がアルファベットでしょ？　将しよう棋ぎ同様、棋き譜ふは筋から読む、で良かったよね？　ａ１ルーク、みたいに」

「そうそう。なんだ、結構覚えてるじゃんか」

　ポーンとかルークみたいに駒こまの名前も分かっているし、これなら、説明に時間を掛かけることなく実戦に移れそうだ。この感じからするに、口ではああ言って居たが、何度かおじさんと対戦しているのだろう。やはり、そこまで心配する必要は無さそうだ。

「これくらいは……泣いて嫌いやがる幼子を押さえ付けて無理矢理叩たたき込こまれ──」

「だから、言い方っ！」

「事実だし。私は嫌いやだったもん。チェスやりたいなんて一言も発してないのに。だから、泣いて嫌いやがる我が子を無理矢理は誇こ張ちようしてない。で、そのフラ語っぽいヤツの取り方は？」

　泣いて嫌いやがるは、絶対に誇こ張ちようだ。那な織おりが泣いて嫌いやがるもんか。

　むすっとして「もうやらないっ！」って騒さわいだに決まってる。

「ああ、アンパッサンだったな。これはポーンが５段目に──」

「待って。やっぱり引ひっ掛かかる。気になって頭に入って来ない。アンパッサンってフランス語だよね？　アンで切れるでしょ？　音から察するに、パッサンってpassとかpassingみたいな意味じゃない？　なんでそこだけフラ語なの？」

「各地にチェスが伝わりながら伝でん播ぱしたから、その名残なごりって聞いたことあるぞ」

　おじさんから。以前、僕も同じことを訊きいた。だから、気持ちはよく分かる。

　それでもまだ承しよう服ふくし兼かねると云いった顔をしていたが、アンパッサンやキャスリングなんかの変則ルールを再さい確かく認にんする内に、いつものちょっと澄すました顔かお貌かたちに戻もどっていった。

　この手のゲームは、口で説明するより実戦で思い出す方が早い。対局しながら、「この場合はどうするか？」みたいな戦術を教えていく。ｅ４とｅ５のポーンから始まるオープン・ゲームでも、キングズ・ギャンビットやビエナ・ゲーム、ロシアン・ディフェンス、スコッチやイタリアン・ゲームなど、多種多様な展開がある。もちろん、ｅ４とｅ５以外の展開だって、それぞれに戦術──過去のチェスプレイヤーが残した闘たたかいの歴史がある。

　僕自じ身しん、最近はアプリでの対局が専もつぱらだったこともあって、チェスの本を横に置きながら戦略を教えていくのは、かなり楽しかった。覚え立ての頃ころを思い出すと同時に、忘れていることも沢たく山さんあった。それに気付けただけでも儲もうけ物ものだ。

　眉み間けんに小さい皺しわを寄せて、真しん剣けんに考えている時の那な織おりは、口数が少ない故ゆえに、人を撒まく煙けむりを纏まとっていない本来の那織という感じがする。黙だまっていれば、可か愛わいいんだよな。

　その後、「もういい時間だから」と母さんが言いに来る度たびに生返事を繰くり返かえし、そろそろ終わろうかと思う頃ころには十時を疾とうに過ぎていた。まさに盤ばん上じようの夜って感じだ。

「那な織おり、そろそろ終わりにしないと」

「もう？　あとちょっとやりたい」

「そろそろ帰らないと時間的にマズいだろ。おばさんだって心配するぞ？」

「しないでしょ。純じゆん君のとこに行くって言ってあるもん。これが外で遊び回ってるって言うなら話は別だろうけど、勝手知ったる隣りん家かだよ？　このまま泊とまったって文句は──」

「そこは帰れよ。明日も学校だぞ」

「学校が無かったら泊とまって良いいの？」

　那な織おりがテーブルに手を突ついて、顔を近付けてくる。衝しよう撃げきで駒こまが倒たおれた音がした。

　思わず身を引くと、ダボっとした襟えり口ぐちから胸むな元もとが──目に入った。

「そういう話じゃないだろ」悟さとられないように、下を向いたまま倒たおれた駒こまを片付ける。

「那な織おり、盤ばんを片付けるから、手を──」

「ねぇ、いつなら泊とまっても良いいの？」

「泊とまって良いいって──それは流石さすがに……」

　空気に耐たえ切きれなくなって、床ゆかに置いてあるチェスの本を拾って立ち上がり、棚たなに戻もどす。

　泊とまるって、那な織おりはどういうつもりなんだよ。

「今日の所はこれくらいで──」そう言って振ふり返かえろうとした時だった。

　僕は、いきなり、後ろから抱だき着つかれた。よろけそうになって、咄とつ嗟さに手を突つくと、棚たなに飾かざってあった小さいエンタープライズＤ型の模型が、大きく揺ゆれた。

「えっと……那な織おり？」

「泊とまりたい」

　背中で那な織おりの声が響ひびいた。腕うでに力が籠こめられ、お腹なかに食い込む。

「無茶言うなって」

「子供の頃ころは泊とまっても良かったのに、高校生になったらどうしてダメなの？」

　そりゃ、高校生だからだろ──言おうとして、飲み込んだ。

　遊あそび疲つかれてそのまま泊とまる。子供の時は、確かにあった。電話のやり取りだけで、親同士もそれを承しよう諾だくした。そういう近さが、かつての僕らにはあった。

　泊とまることを目論もくろんだ那な織おりが、寝ねた振ふりをしていたこともある。僕と琉る実みはそれをチャンスだとばかりに、「那な織おりが寝ねちゃった」なんて親に言いに行ったりした。

　今は違ちがう。あの頃ころとは何もかもが違ちがう。

　僕らはもう、子供だった三人じゃない。

「我わが儘まま言うなよ。な？」

　腕うでを取って解ほどこうとするが、那な織おりは力を抜ぬかない。

「昔みたいに、みんなで泊とまったら楽しいかもな。僕もちょっと思い出したよ」

　那な織おりの言う泊とまりたいと、僕の言った話には隔へだたりがあるかも知れない。でも、僕はそう言わなきゃいけない。那織の泊まりたいと、僕の考える泊まりたいが同じであると願わなきゃいけない。この願いの差が、子供の頃ころとの違ちがいなんだよ。那な織おりだって分かってるよな？




　みんなでじゃない──そう聞こえた気がした。背中に伝わるか伝わらないか分からないくらいの、とても小さな声で、那な織おりがそう言った気がした。




　聞き返してはいけない。僕は聞こえなかったことにしなきゃいけない。

　そうじゃなきゃ、僕の考える泊とまりたいと齟そ齬ごが生まれてしまうから。

　那な織おりの腕うでから力が抜ぬけた。

　優やさしく那な織おりの腕うでを解ほどいた。

「我わが儘まま言ってごめん。帰るね」

　表情を見せること無く、那な織おりが僕の部屋を出て行った。

　疲つかれがどっと押おし寄よせてきて、力がふっと抜ぬけたようにデスクチェアに腰こしを下ろした。

　階下で「遅おそくまですみません。お邪じや魔ましました」と声がして、玄げん関かんのドアが閉まった。

　ローテーブルの上に置かれた二人分のグラスが、さっきまでの現実を判然化していく。




　応えてやりたいよ。

　僕が応えたら、琉る実みはどうなるんだ？

　逆だって同じこと。




　気持ちをぶつけられればぶつけられるほど、僕は応えられなくなるんだよ。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「我ながら、あれはアカデミー賞を獲とれるんじゃないかと思ったよ」

　お弁当をほぼほぼ食べ終わった私は、朝コンビニで買ったプリンを開けた。この時期は、お母さんがランチバッグに保ほ冷れい剤ざいを入れてくれるから、冷え冷えの物を買っても困らない。

　ありがたし。お陰かげ様さまで愛まな娘むすめの校内ランチは今日も充じゆう実じつしております。

「先生、その話、何回目？　演技って言うけど、古ふる間ま先せん輩ぱいの相手を白しろ崎さき君と教授君の二人に任せて、自分は白しろ崎さき君の後ろに隠かくれて、何にも言わずに突つっ立たってただけでしょ？　それを演技とは言わないし、先生の場合、素でしょ？」

　それなのに、この性しよう悪わる娘むすめと来たら……お願いされても、プリンの味見だけは、絶対にさせてあげない。一口たりともあげないからね──元々あげる積もりはありゃしませんけど。

「素じゃないっ！　ちゃんと気弱で勝負事が苦手そうな女の子を思おもい浮うかべて、それを具現化して立ってたのっ！　だから演技なのっ！」

　あれはれっきとした芝しば居いですから。見ても居ないのに、勝手に判断しないでよね。

「ほんとうに黙もくすることのできる者だけが、ほんとうに語ることができ、ほんとうに黙もくすることのできる者だけが、ほんとうに行動することができる──キルケゴールだったっけ？　言葉を費ついやせば費ついやすほど、噓うそっぽくなるんだよ？　先生だって、分かってるでしょ？」

「あの人は本当は頭がいいから阿あ呆ほの真ま似ねができるのね。上手にとぼけてみせるのは特とく殊しゆな才能だわ──シェイクスピア『十二夜』」

　ふ。こしゃくな小こ娘むすめめ。

　はぁ。プリン超ちよううまっ。

「はいはい。そういうことにしておきましょうねぇ。それより、先生って、チェス出来るの？　負けたら古ふる間ま先せん輩ぱいに白しろ崎さき君を取られちゃうよ？　あ、取られちゃうって、肉体的な意味じゃないからね。別に二人が意気投合して、それこそお互たがいの事を一番に考えるようになって、先生が入り込む隙すき間まも無いくらい親密になって──みたいな意味じゃ無いからね」

「生モノはやめて」その話を膨ふくらませたら、日が暮れそう。「チェスは純じゆん君に教おしえて貰もらってるから安心して。昨日だって、純じゆん君の部屋で熱い時間をたっぷり過ごしたんだから。もう純じゆん君ったら、熱くなりすぎちゃって、お前を帰さないなんて言ってくれたりして。少女漫まん画がの主人公は、こんな感じで強ごう引いんなオレ様キャラに組くみ伏ふせられるんだって、肌はだを以もつて実感したよ」

「言って無いよね。組くみ伏ふせられて無いよね。噓うそが雑過ぎるでしょ。どーせ、先生が子供みたいに駄だ々だをこねて、『まだ帰りたくないでちゅ』とか言ってたんでしょ？　絶対にそう。そうやって白しろ崎さき君を困らせてばかりいると、嫌きらわれちゃうよ？　それこそ、完全に負けヒロイン街かい道どうまっしぐらだよ？　あーあ、私はネタとして負けヒロインって言ってたのに、現実化しちゃった。先生は自分を過大評価しすぎるのが弱点だよね。そこが良いい所ところでもあるんだけど──やっぱり、長所と短所は表ひよう裏り一いつ体たいだねぇ」

　ちーがーうー。絶対に、昨日のは効果的だったってっ！

　あれこそ、我ながらよくやったと思ってるんだけどっ！

　去り際、完かん璧ぺきだったじゃん。あれ以上は無いでしょっ！

　ま、私の手て練れん手て管くだは、部長には一生掛かかっても会え得とく出で来きないでしょうね。残念。

「あのねぇ、バカにするのも大たい概がいにしてくれる？　何、まだ帰りたくないでちゅって。そんなん言う訳ないでしょ。ちょっと憂うれいを秘めた声こわ色いろで、泊とまりたいって。それだけだよ。一言に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめて言っただけ。あれはかなり効いた筈はず。間ま違ちがいない」

「へぇ。そうなんだぁ。凄すごいね。また白しろ崎さき君を騙だましたんだね」

　もうやだっ！　さっきから何なのっ！

　部長って絶対に友達居ないタイプでしょ？

　超ちよう性格悪いじゃんっ！　邪じや悪あくの権ごん化げじゃんっ！

「騙だましたって酷ひどくない？　そんな大おお袈げ裟さじゃないし。多少の譎けつ詭きは駆かけ引ひきのスパイスでしょ？　自分こそ、この前壮そう大だいに騙だましてくれたじゃん。棚たなに上げてよく言うよ」

「私の場合、誰だれも不幸になってないよ」

　部長が忌いま々いましいほどのドヤ顔をして、お弁当箱をカチャカチャと片付け始める。

「ねぇ、純じゆん君が不幸になってるとでも言いたい訳？」

「不幸かは分かんないけど、困ってるんじゃない？」

　──うっ、それは……確かにそういう側面もあるけど、興味を持ってもらえるよう仕向けてるだけで、純じゆん粋すいに困らせる事を目的としてる訳じゃないもん。あー、でも、楽しんでるとこはある。うん、ごめん。ちょっとはある。でも、まだ可か愛わいらしい我わが儘ままの範はん疇ちゆうだし。

「はい、図星二ポイントめゲット。十ポイント溜たまったら何と交こう換かんしよっかなー」

「図星じゃないってばっ！　ちょっとは楽しんでるけど、困らせ目的じゃないもん。結果的にそうだとしても、私の意図じゃないし……てか、二ポイントめってどういうこと？　さっきの『まだ帰りたくないでちゅ』の事を指してるんだったら、違ちがうからね。言って無いから」

　あー、部長に大陸間弾道ミサイルピースキーパー撃うち込こみたいなぁ。ほんと、むかつく。

「先生が白しろ崎さき君を困らせて負けヒロイン道に落らく魄はくするのは良いいとして──」

「良くないっ！　負けヒロイン道に落らく魄はくって何？　人道を逸それたみたいに言わないでっ」

「それは良いいのっ！　そんなことより、私は先生のチェス勝負の件を心配しているの。それを先生が、やれ白しろ崎さき君の部屋に行っただの、しょーもない誘ゆう惑わくしただの言うから」

　部長がミネラルウォーターをひと口含ふくんで、ゆっくりと瞬しゆん目もくした。

「先生、与よ太た話ばなしはこれくらいにして、実際の所、勝算はどれくらいあるの？　古ふる間ま先せん輩ぱいって人はどれくらいの強さなの？　その辺のデータはあるの？」

「分かんない。でも、基本的な展開は色々教おしえて貰もらった。家に帰ってから、名勝負と言われる棋き譜ふも調べた。アプリも入れて、オンラインで戦ったりもした。お陰かげで、超ちよう寝ね不ぶ足そく」

　午前の授業は地じ獄ごくだった。ちょいちょい寝ねたけど緊きん急きゆう避ひ難なんですので。

　午後の授業を凌しのぐ為ためには、もっと糖分を加ブー算ストしないとダメだよねん。

　故ゆえに、英明なる私はプリンを追加投入した──食べ終わっちゃった。

　プリン君、ばいばい。あとはカフェインの力を借りることにするよ。

「めっちゃ本気だ。先生がそこまでするって珍めずらしいよね」

「絶対に負けたくないもん。完かん膚ぷ無なきまでに捻ひねり潰つぶす積もり。アプリのランクだって、めっちゃ上位まで行ったんだよ。もしかしたら、私ってチェスの才能あるかも」

　今日は純じゆん君と対戦する積もり。絶対に勝つ。

　あ、そだ。賭かけでもしようかな。負けた方は、勝った方の言う事を的な──漲みなぎって来きた。

「これはもう、先生の新しい趣しゆ味みとして──」

「それは無いかな。この勝負に勝てさえすれば、その後はどっちでも良いい。純じゆん君がどーしてもやりたいって言うのなら、相手をしてあげなくは無いけどね」

「勿もつ体たいないじゃん。そこまで強くなったんだったら──そだ、今度私にも教えてよ」

「別に良いいけど……チェスやりたいの？」

「先生に勝ちたい。勝ってドヤ顔したい。悔くやしがる顔を撮とりたい」

「ほんと、性格悪いよね。望む所だけど。撮とられるのは部長だよ」

「性格が悪いのは、お互たがい様さまじゃない？」

「お、遂ついに認めたね。部長が自分の性格の悪さを認めたっ！　どうしちゃったの？　頭を何ど処こかにぶつけたりした？　この後、保健室行く？　一いつ緒しよに行ってあげようか？」

　ほれ、頭とう顱ろを撫なでてやろうぞ。うりうり。

　部長が「うぅ」とでも言いたそうに口を結ぶ。悔くやしがってる部長、可か愛わいい。

　決まったっ！　ナパーム弾だんをぶち込んでやった！　完全に火の海だっ！

　いやぁ、お昼のナパームもまた、格別でありますなぁ。

「やめてよっ！　もうっ」部長が私の手を払はらって、これ見よがしな咳せき払ばらいをした。

　いつもの顔に戻もどった部長が、真面目な話をしますよとでも言わんばかりに、肘ひじを突ついて今度は思案顔で身を乗り出した。「一いつ緒しよに行くと言えば、慈し衣え菜なちゃん家ち、次はいつ行く？　この前、楽しかったよね。アイン君可か愛わいかったし」

「楽しかったけど、胸をまさぐられた記き憶おくしかない。慈し衣え菜なって、ちょっとスキンシップ過か剰じようじゃない？　あのノリについて行くの、しんどいんだけど」

「そう言えば、先生、がっつり揉もまれてたねぇ。『育乳じゃっ！』とか言って、ノリノリで差し出してたけど、育った？　育ったんだったら、私にも──やっぱいい」

「差し出してないでしょっ！　めっちゃ拒きよ否ひってたじゃんっ！　しつこいんだもんっ！」

「そうだっけ？　私には悦よろこんでいるように見えたけど……」

「今の〝よろこぶ〟だけど、脳内で悦えつ楽らくの悦えつを当てたでしょ？　違ちがうからね？　さっきも言ったけど、拒きよ否ひってたからね？　裾すそから手を入れて来た時は、ガチで怒おこったからね？」

　胸への到とう達たつは阻そ止ししたけど、しれっとお腹なか触さわられたし。許さない。

「やっぱりさ、肉にく布ぶ団とん先生の魅み力りよくは、そこなんだよ。男女を問わないって素す敵てきだね」

「うっさいっ！　自分より胸が大きい人にそんなことされても嬉うれしくないっ！」

　でも、形だったら……慈し衣え菜なはダンスやってたからクーパー靭じん帯たいが──もしや、慈し衣え菜なは私の美乳に魅みせられてしまったってこと？　運動しない者しか勝てない無情な世界ってこと？




　ああ、走るべき道を教えよ

　為なすべき事を知らしめよ




　慈し衣え菜な、おっぱいの為ためには、怠たい惰だな生活が必要なんだよ。

　食べて寝ねてごろごろする生活こそが正しいんだって、今度、教えてあげなきゃ。私って、周りの捻ひねくれ者もの達たちと違ちがって、ほんとに優やさしい。性格良過ぎて自分でもびっくりする。

「部長、慈し衣え菜なは可哀相かわいそうな子羊だったんだ。ようやく分かったよ」

「ごめん。意味が全然分かんない。どういう思考を辿たどってその結論に至ったの？」

「部長には分からない悩なやみ……この世はかくも無情なり」

「ねぇ、今、バカにしたでしょ？」

「んー、バカになんてしてないよ」

「絶対したっ！　もうやだっ！　先生のニヤついたその目、ほんと嫌きらいっ！」

「ほんとは好きな癖くせに」

「はいはい。死ぬまでずっと言ってて下さい。私も死ぬまで先生のニヤついた目が嫌いって言い続けるから。それよりっ！　慈し衣え菜なちゃん家ちはどうするのっ？」

　部長が怒ど気きを孕はらんだけど、声が可か愛わいいから迫はく力りよくが無い。やっぱり、コアリクイだ。

「あー、その件なんだけど──」

　私には、隣家の会話ヒユーミントで仕入れた有益な情報インテリジエンスがある──必要なのは準備と覚悟。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　昨日の帰り道、純じゆんにラインしたけど、なかなか既き読どくが付かなかった。家に帰ると、那な織おりの姿が見えなくて、お母さんに尋たずねると、純じゆんのところに行ったと言っていた。

　その所せ為いで既き読どくが付かないのかなって考えると、ちょっと複雑な気分だった。わたしの方が先に純じゆんと約束してたっていうか──何時何分みたいに決めてはないけど、最初に話をしてたのはわたしなのにって。お風呂に入ったりして、しばらく経った頃、明日のお昼を一いつ緒しよに食べようって、純じゆんからメッセージが来た。まだ那な織おりが帰って来る前だったから、わたしは同意した。

　だからわたしは、今、純じゆんといつもの場所に居る。

「昨日、あんな遅おそくまで那な織おりと何してたの？」

「那な織おりがチェスを教えてくれって。それでずっと教えてた」

「チェス？　那な織おりが？　あんなに嫌きらってたのに。なんで？」

　小さい頃ころ、お父さんが無理やり付き合わせて以来、那な織おりは絶対にやろうとしなかった。わたしもお父さんに誘さそわれたけど、やらなかった──オセロとかの方がわかりやすくて好きだったし。そんな過去を知ってるから、那な織おりがチェスって意外。どういう切きっ掛かけ？

「話すと長くなるんだが……那な織おりから聞いてないのか？」

「何を？」

「そっか、あいつ言ってないんだ。うーん、僕が言って良いのかわからないが……聞かなかったことにしてくれるとありがたい」

「うん。わかった」

「部活を作ろうって那な織おりが言い出したんだよ。それで、部室を見み繕つくろってたら他の部活──そっちもまだ正式な部じゃないんだけど、なんやかんやあって、明日そこと部室を賭かけてチェスで勝負することになったんだ。それで、相手から那な織おりが指名された」

　ん？　んんっ？

　部活？　どういうこと？

「部活って？　え、部活作るの？　何の？」

「説明が難しいんだが……まぁ、集まって喋しやべるだけだな」

「なにそれ、どんな部活なの」

　那な織おりと、そんなことしてたんだ。わたしにはバスケがあるから入れてとは言わないし、純じゆんや那な織おりの話はそもそもよくわからないんだけど──せめて教えて欲しかったな。

　そっか、この前の那な織おりって、こんな気持ちだったんだ。

　こういうことだったんだ。

　だったら、わたしには何も言う資格、ないや。なんにも言えない。

「琉る実みが言うのも仕方ない。僕もそう思う。とにかく、その部ぶ活かつ絡がらみなんだ」

「わかった。早く部活できるといいね」

　わたしが言えるのは、これくらい。これが精せい一いつ杯ぱい。

　純じゆんが部活、か。本当のこと言うと、わたしは純じゆんに弓きゆう道どうを続けて欲しかった。純じゆんの袴はかま姿すがた、大好きだった。カッコよかった。あんまり言うと嫌いやがるから、言わないけど……また弓を引いてるとこ、見たい。戦績がよくなくたって、気にすること──そうもいかないか。部活でやってると、どうしても周りの人と比べられちゃうもんね。バスケ始めたばっかの頃ころ、周りが自分より上う手まくて、すっごく悔くやしくて、一人で泣きながら練習してたことあるし、純じゆんの気持ちもわからなくない。なんだか勿もつ体たいない気もするけど、こればっかりは仕方ないよね。

「ありがとう。それで……一昨日のことなんだが」

　わたしの顔色を窺うかがうようにして、純じゆんが言った。

「まずはご飯食べよ。話はそれから」

　これと言って何かを話すでもないけど、ご飯を食べながらちょっと雑談──おじさんが海外工場の立ち上げで出張に行ってるとか、お母さんが庭で育ててるキュウリがゴーヤサイズになったみたいな、お互たがいの家族の近きん況きよう報告をした。わたしたちの共通の話題。

　話を先延ばしにしたかったって言うより……ううん、先延ばしにしたかった。この前はわたしも感情的になっちゃったし、そのあとにも色々とあって、瑞みず真まと出で掛かけることになったしで、もちろん今日だって朝からどう言うか考えてたんだけど……いざ純じゆんを前にすると、緊きん張ちようっていうのとはちょっと違ちがうかな、もう少しだけ心の準備をしたかった。

　ご飯を食べ終わって、無言になる。

「一昨日は済まなかった。確かに、無責任って指し摘てきは尤もつともだと思った。琉る実みの言う通りだ。ただ、僕は琉る実みがどう思っているのか──その、安あん吾ごは僕の友人だし、琉る実みの友人でもあって、僕としても無下に出来ないって気持ちもあったし、ちょっと嫌いやだなって思いがあったのも事実だ。正直に言えば、僕もどうするのが最善かわからなかった。それもあって、単純に琉る実みの意見を訊ききたかっただけなんだ。それであんな言い方をしてしまった」

　最初に口を開いたのは純じゆんだった。わたしの方を向いていたけど、ずっと目が合ってるんじゃなくて、たまに目が合う感じで──柔やわらかくて優やさしい声だった。

「わたしもあれから色々考えてみたんだけど、純じゆんもいきなり言われて困ったのかなって思った。普ふ通つうそうだよね、瑞みず真まは純じゆんの友達だもん。止めて欲しいって気持ちばかりが先行してて、そこまで気が回ってなかった。ごめん」

　また、会話が止まった。

　純じゆんが言ったことは本当だと思うし、わたしが言ったことも本当だ。でも、まだお互たがいに言いたいことを言い切れてない気がする。遠えん慮りよしてる感っていうか、なんて言えばいいか難しいんだけど……もっともっと純じゆんの気持ちを聞きたいって、そう思った。

「今、ちょっと嫌いやだなって言ったけど……瑞みず真まと遊んでくるって言ったら、やっぱイヤ？」

「行くのか」

「うん、行こうと思ってる。瑞みず真まに訊きいておきたい話もあって。あ、これは女バス絡がらみだから、純じゆんがどうとかじゃないよ。うちらの話」

　ひとつ噓うそを吐ついた。純じゆんのことを相談しようと思ってるとは、さすがに言えない。

「ちょっと嫌いやだなって気持ちがあるのは本当だ。ただ、僕は琉る実みと付き合ってる訳じゃないし、寧むしろなあなあにしているのは僕の方なのに、どんな面つらして嫌いやだなんて言うのかって──格好悪すぎるだろ。だから、あの時はすぐに言えなかった。けど、安あん吾ごが悪わるい奴やつじゃないって僕は知ってる。それに、相談もあるんだろ？」

「うん。ちょっと真面目な話」

「だったら、行って来いよ」

　突つき放はなす感じじゃなかったし、どうでもいいって感じでもなかったけど、やっぱり僕が言える義理じゃないみたいな、諦あきらめっぽい感じがしたのが、気になった。

　純じゆんの言いたいことも、わかんなくはない。うちらの関係が宙ぶらりんだってのは、今さら言うまでもないし。それに関して言えば、純じゆんがはっきり──ううん、わたしだって同じ。

　わたしは純じゆんに告白してない。

　はっきりやり直したいって言ってない。

　うやむやにしてるのはわたしも一いつ緒しよだ。

　今の関係は、付き合ってる時ほどあれこれ悩なやまなくて、昔よりはちょっぴり距きよ離りが近くて、今回みたいな喧けん嘩か？　すれ違ちがい？　みたいなことだって、前だったらもっとこじれてたって思うし……わたしも居い心ごこ地ちの良さに十分甘えている。断れない純じゆんの罪悪感に甘えている。

「ありがと」

「御お礼れいを言われるほどじゃない」

「ううん、ありがとで合ってる」

　そろそろ戻もどらなきゃ。トイレ行ったりしたいし。

　立ち上がって、伸のびをする。

　窓の外は晴れている。雲がもこもこしていて、夏っぽい。このまま、梅つ雨ゆ明あけないかなぁ。

「ね、純じゆんがどう思ってるかはわかんないし、言わなくてもいいんだけど、わたしは……ごめん、なんでもない。気にしないで」勢いで言いそうになった言葉を、慌あわてて止めた。

　もうちょっと、あとちょっとだけ甘えていたいから。




　でも、安心して。




　いつまでも甘えていられるって、思っていないから。

「……琉る実み」

　そんな目で見ないで。

　言いたくなっちゃう。

「ほんと、なんでもないから。さ、教室戻もどろ」

　教室に戻もどったわたしは、そのまま瑞みず真まのところに寄って、「行ってもいいよ」と言った。

　瑞みず真まには悪いけど、行くなら行くで、早く言っておきたかった。さっさと済ませたかった。

　あんまり他のことを考えたくないなって、純じゆんとお昼を食べて、改めて思ったから。

　ズルズル引っ張っても、いいことは、多分ない。

「いいのか？」

「その代わり、明日とかでもいい？」

　明日、純じゆんがチェスの勝負をするって言ってた。

　だったら、わたしが出で掛かけるのも明日がいい。

「えらく急だな……」

　明日は試合明けの週末だから、練習はお休み。本当は麗れい良らたちと遊ぶ予定だったんだけど、可か南な子こが家の用事とかで日曜日になった。つまり、明日はちょうど空いてる。

　それに、先に瑞みず真まと話をしておけば、日曜日に報告もできる。流れは完かん璧ぺき。

　明日は男バスも休みだったはず。瑞みず真まに予定があったら、ダメなんだけど。

「なんか予定ある？」

「……ない。大だい丈じよう夫ぶ」

　予よ鈴れいが鳴って、教室内がバタバタとざわついた。机や椅い子すを戻もどす音とか、教室を出て行く他クラスの生徒とか──一気に騒さわがしくなる。

　わたしの「またあとで」も、もしかしたら雑音に紛まぎれ込こんじゃったかも知れない。




　部活に向かう前、なんとなく純じゆんと話がしたくて、ＨＲが終わってすぐ純じゆんの席に向かった。話したいことは特にないけど、純じゆん成分を蓄たくわえておきたくて……純じゆん成分って何？　我ながら、何をバカなこと言ってるんだろう。自分にひく──あ、話したいことあるじゃんっ。

「あの、明日なんだけど」

「明日？」

「うちで夕飯食べない？」

　さっきの話だと、今週の土日はおじさん帰って来ないみたいだし、明日はおばさんも夜勤だって言ってたから。瑞みず真まの話だってしたいし、那な織おりのチェスの話も聞きたい。

「土曜だし、気を遣つかわなくていいよ。適当にコンビニで済ますから」

「土曜だったらいいって、どういう理り屈くつ？」

「平日は次の日学校だし──それでも厄やつ介かいになる理由にはならないんだが、そこは昔からの慣習ってことで良いいんだけど、休日くらい自分でどうにか──」

　もうっ、めんどくさいなぁ。純じゆん、そういうとこだかんねっ！

「イヤなの？」

「嫌いやとかじゃなく、迷めい惑わく掛かけるから──」

「今さら何言ってんの？　イヤじゃないなら、明日は家うちでご飯。決まり」

　ぽんぽん予定が決まっていって、満足度が高い。強ごう引いんに決めてるって言えばそうなんだけど、この際、それは置いておく。とにかく、明日も明後日あさつても、予定が埋うまった。

　純じゆんとのご飯が待っているんだったら、瑞みず真まと遊ぶのも楽しめる。そんな気がする。

　自分の席に戻もどって、急いで支し度たくをして、カバンを背負って廊ろう下かに出ると、瑞みず真まが壁かべに寄より掛かかって待っていた。「お待たせ」わたしは、前みたいに軽い感じで言った……言えた。

「おう。浅あさ野のは？　待つか？」

「んー、そうだね──あ、来た」

　麗れい良らがこっちに向かって来て、瑞みず真まを見付けて一いつ瞬しゆん止まる。わたしが手招きすると、申し訳なさそうというか、おっかなびっくり近付いてくる猫ねこみたいな感じで、歩いてきた。

「（私、居ていいの？）」

　近付いてくるなり、麗れい良らがわたしのブラウスを摘つまんで小声で言った。

「（大だい丈じよう夫ぶ）」麗れい良らに返してから、瑞みず真まに話を振ふる。「ね、瑞みず真ま。明日、何時にする？」

「おー、そうだな。昼前くらいにすっか？　んで、どっかでメシ食って」

「いいよ。どこ集合？」

「そうだなぁ、なんか食べたいものとかあんのか？」

「パッと思い付かないなぁ。麗れい良ら、オススメのとことかある？」

「私？　それこそ急に言われても……」

「浅あさ野のは彼かれ氏しとデートで美お味いしいもの食べたりしないのか？」

　何な故ぜか麗れい良らのことは苗みよう字じで呼ぶ瑞みず真ま。これは昔から。

「普ふ通つうにファミレスとかだし……ちょっと待って。思い出す」

「高いとこはダメだぞ」

「何、瑞みず真まがおごってくれるの？」

「そりゃ、俺が誘さそったんだから、メシくらい出すよ」

「え、いーよ。冗じよう談だんだって」

　全然本気じゃなくて、マジで冗じよう談だんだったんだけど。

「いいじゃん。折せつ角かくだし、出だして貰もらえば？」

　麗れい良らがわたしのお尻しりを軽く叩たたいた。

「浅あさ野のもそう言ってるし、遠えん慮りよすんなって。つっても、高いとこは無しだぞ」

「じゃあ、ファミレスにしよ。ドリンクバーあるし。ハンバーガーでも可」

　それだったら、そんなに高くないし。

「それでいいのか？」

「十分だよ。さぁて、瑞みず真まに何をおごってもらうか考えなきゃ」




　部活が終わって、家に帰ると、またしても那な織おりの姿がなかった。

　二階に上がって、カバンを置いて、勢いよくベッドに倒たおれ込こんだ。お母さんに見られたら、スカートが皺しわになるとか言われそう。でも、着き替がえるより先に、寝ね転ころびたかった。

　今日も純じゆんの家、か。なんか、ずるい。

　なにかしないと気が紛まぎれなくて、スマホで明日の天気を調べてみる。晴れ間が多くなったとは言っても、まだ梅つ雨ゆ明あけ宣言は出されていなくて。だから、念のため。明日が晴れなのは知ってる。画面に表示された予報は、やっぱり晴れだった。




　はぁ。明日、何着てこう。こういう時って、どんな服を着ればいいの？

　普ふ通つうに、麗れい良らとかと遊ぶみたいな恰かつ好こう？　ちょっとはお洒しや落れするべき？




　でも、下手にお洒しや落れなんかして瑞みず真まにからかわれたら──そんなこと言わないか。わたしは、すぐこういうことを考えちゃうからダメなんだよね。うん、悪い癖くせ──なんだけど、そこまで自信持てないっていうか、自分のことを可か愛わいいって思えないっていうか。

　ボールを持ってる時は、意識してスイッチを入れるようにしてる感じがあって、試合だったら弱気になったら隙すきを突つかれちゃうし、自分のプレイには自信持ってるし、ちゃんと練習を積み重ねてるし、とは言え、この間みたいに上う手まくプレイできずに負けることももちろんあるんだけど、それでも基本的にボールを触さわった時間は裏切らないって思ってる。

　けど、男の子と遊びに行くとか、ちょっと恋れん愛あいが絡からむことだったりとか、自分を可か愛わいく見せる方法とか、そういうことって練習したわけじゃないから──もしかして、みんなは練習してるの？　でも、小ちっちゃい時から自然とできてる子とかも居て、その差は何だろうって思っちゃう。幼よう稚ち園えんとか小学校の時から、女子のわたしからしても仕草とか服とか言こと葉ば遣づかいとかが可か愛わいいなって思える子を何人か見て来たし、中にはそれはちょっと狙ねらい過すぎじゃないって子も居たりしたけど、わたしにはできないから凄すごいなって思うところもあって。

　こんな話、那な織おりにしたらバカにされそう。




　って身近に居るじゃん、良くも悪くも代表例が。




　ほんと、それに関して言うと、双ふた子ごなのにこのメンタリティの差は何なんだって本気で問とい詰つめたくなる。誰だれにって話なんだけどさ。だって、同じ家で一いつ緒しよに育って、歳としだって同じで、確かに性格は違ちがったけど、こうも変わる？　あの子の自信家なとこ、ちょっとわけて欲しいくらい──ほんのちょっとでいいかな。うん、ちょっとだけ。そんなには要いらない。

　だって、わたしが那な織おりみたいな物言いしたら、めっちゃ叩たたかれるもん。間ま違ちがいない。可か南な子ことか、ガチで怒おこってきそう。そう考えると、那な織おりは得してるよなぁ。今日だって──

「琉る実みーっ！」

　一し階たからわたしを呼ぶ声がした。ご飯？

「なぁーにっ？」大声で返事したけど、返って来ない。

　よっと。上半身を起こしたところで、ドアが開いた。

「ねぇ、白しろ崎さきさんが、琉る実みも一いつ緒しよに夕飯どうかって──ちょっと、スカートで寝ねてたでしょ？　ちゃんと着き替がえなさいよ。皺しわになる──」

　やっぱり。

「わかったって。ごめん。で、夕飯が、なに？　純じゆんのとこ？」

「そう。那な織おりがお邪じや魔ましてて、夕飯をご馳ち走そうになるみたいで。ついでに琉る実みもどうかって誘さそってくれたのよ。私も今から作るとこだったし、折せつ角かくだから行って来たら？」

「うん。それじゃあ、行って来ようかな……」

「そうしてくれると助かる。白しろ崎さきさん、純じゆん君がうちで夕飯食べるの、気にしてるから。私が好きでやってるから気にしないでって言っても、ね。大人は気にする生き物だから」

「大人って、面めん倒どうなんだね」

「面めん倒どうなことを引き受けて生きてるから、大人なの」

「今の言い方、ちょっとお父さんっぽかった」

「ねぇ、やめてよ。あの人と一いつ緒しよにしないで」

　余りにも真しん剣けんな顔で否定するのが可お笑かしくて、わたしが噴ふき出だしたら、つられてお母さんも笑い出した。わたしも那な織おりっぽいって言われたら、同じ顔して否定しちゃうかも。

　よし、着き替がえて純じゆんの家に行こう。おばさんと話すの、ゴールデンウィーク振ぶり？




　純じゆんの家のチャイムを鳴らす。

　考えてみれば、純じゆんの家に上がるの自体、久ひさし振ぶりかも。だからと言って、緊きん張ちようしたりはしなくて、それよりも久ひさし振ぶりに行った親しん戚せきの家みたいな照てれ臭くささが少しある。

　しばらくして、普ふ段だん着ぎ姿すがたの純じゆんがドアを開けてくれた。

「こんばんは」

「おう、あがれよ」

「那な織おり、もしかして学校終わってからずっと居るの？」

「ずっと居る。せめて着き替がえたらとは言ったんだけどな」

　踵きびすを返かえしてリビングに向かう純じゆんを呼び止めて、「これ、お母さんから」と言って、持たされたビニール袋ぶくろを渡わたす。中身は桃もも。ちょっと早いけど、山やま梨なしのお祖じ父いちゃんから送られてきたヤツだから、絶対に美お味いしい。

「ありがとう。ご馳ち走そう様さま。気を遣つかわせたみたいで、逆に悪いな」

「そこはほら、お互たがいさまでしょ」

「それもそうだな」

　純じゆんに続いてリビングに入ると、那な織おりが──箸はしを並べているところだった。おばさんの手伝いをしていた。さすがに余よ所その家だと、動くんだ……軽く衝しよう撃げき。それとも、わたしが居なかったから？　いつもはわたしが先に動いちゃう──もしかして、わたしが那な織おりを甘やかしてたってこと？　そうだったら、さすがに思うところがあるかも……。

「琉る実みちゃん、いらっしゃい。桃ももありがとね。ご馳ち走そう様さまって伝えといて」

　おばさんが、純じゆんから袋ふくろを受け取って振ふり返かえった。

「はい。こちらこそ、今日はご馳ち走そう様さまです」

「いつも純じゆんがお世話になってるんだから、これくらい気にしないで。それに、明日は夜勤でしょ？　だから、作り置きしとかなきゃって思ってたとこなの。そしたら、那な織おりちゃんが居るじゃない。食材買い込んだとこだし、ちょうど良いいなって思ったのよ。寧むしろ、うちの方こそ、いきなり声掛かけてごめんね」

　おばさんは、昔から優やさしい。お母さんが純じゆんのことを気に掛かけるように、おばさんもわたし達姉し妹まいのことを気に掛かけてくれていて、美お味いしいケーキだったり、フルーツだったりをお裾すそ分わけしてくれる。わたしが手首を痛めた時だって、ああした方がいい、こうした方がいいって教えてくれて、テーピングだってさすが看護師って感じで、本当にありがたかった。

　そして、何より雰ふん囲い気きが上品。ガサツなお母さんと違って、これぞ大人の女性って感じ。

　わたしもこんな風になれたら──その頃ころには結けつ婚こんしてて、子どもは二人くらいで。わたしが親の歳としになった時、純じゆんはどんな感じになってるのかな？　うちのお父さんみたいになってたりして。小難しいことを言ったり……今もそうか。一いつ緒しよじゃん。

　もし純じゆんと結けつ婚こんしたら的な妄もう想そう、子どもの頃ころから数えると、それこそ何度もした。数え切れないくらい。ひとりでこっそり、白しろ崎さき琉る実みって書いたこともあった。恥はずかしくなって、その紙はすぐに捨てたけど──気付けばまた書いてた。ネットで画数を調べたりもした。

　付き合ってた時だって、何度も想像した。自分の両親を見て、純じゆんの両親を見て、自分に置おき換かえたりして。だけど、純じゆんに話すのはもちろん恥はずかしくて、照れがハンパなくて、でも、言ってみたくて、真しん剣けんな感じじゃなくて、おどけたっていうか、「今の、もしわたしが奥さんだったら、絶対怒おこってるよ」みたいな言い方をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。言おうか限界まで迷って、純じゆんがどんな顔するか見てみたくて、マジにとられるのは怖こわくて、軽い調子で言った。

　わたしは、いつだってそうだった。




　この前、親が喧けん嘩かしててさ。父さんの出張が結けつ婚こん記念日に被かぶったって理由なんだよ。仕事なんだから仕方ないよなって思うんだけど、えらく母さんが不ふ機き嫌げんで。そこまで怒おこることないじゃんって思っちゃうんだけど……日付をずらせば済むのに。そう思わないか？




　純じゆんが言いそうなことだった。まぁ、言ったんだけど。

　わたしがふざけつつ、様子見で返したら、純じゆんは一いつ瞬しゆん黙だまって、真面目な顔で「日付ずらすのもダメなのか？　突とつ発ぱつで何かが入ったら詰つみだな」といつもの調子で言った。流されたら流されたで、めちゃくちゃ腹が立ったけど、ほんの少し安心してるわたしも居た。内心（全部ひっくるめて、そういうとこだぞ）って毒吐はきまくってやったんだけどね。

　ミネストローネを作るおばさんの横顔を見て、昔の記き憶おくが蘇よみがえった。




　おばさん、あなたの子どもは、おじさんと同じことをしそうです。

　日付をずらすのがダメなんじゃないんだよね。全然わかってない。




　那な織おりも純じゆんと結けつ婚こんしたら的な妄もう想そう、するのかな？

　あー、昔あったかも。何歳の時だったか、そんな話をした気がする。うん、した。身近に居る男の子が純じゆんだったからって空気出して、純じゆんを例に出して、那な織おりに訊きいた。確か、那な織おりの反応を見たかったんだった。あの時、那な織おりはなんて言ってたっけ？　覚えてないや。覚えてないってことは、わたしが気にしてないってことだから、あんまり反応なかったのかも。




　おばさんと四人でご飯を食べて、桃ももも剝むいてもらって、学校の話や家のこととか近きん況きよう報告みたいな話から始まって、色んな話をした。おじさんとのデートの話まで聞かせてもらった。純じゆんは嫌いやがってる感じがして、露ろ骨こつにスマホをいじり出したけど、初めて聞く話なのか、黙だまって座っていた。わたしは、両親のそういう話、聞きたい派だし、友達ともそんな話をしたことあるけど──男子は嫌いやなのかな？　男子っていうか、純じゆんが嫌いやなのかな……あー、お母さんが昔の話をしてる時、お父さんは気まずそうにして、すぐ居なくなるっ！　ってことは、男の人は嫌いやがるのかも。けど、なんで？　なんで嫌いやがるの？　恥はずかしいから？　よくわかんないけど、聞いてるうちに居たたまれなくなったのか、純じゆんが「那な織おり、そろそろ明日に備えないと」と言って、ぐずる那な織おりを置いて、お父さんと同じようにリビングから出て行った。

「明日って？　何かするの？」おばさんが、那な織おりに尋たずねた。

「ちょっとチェスで勝負を……その特訓と言いますか……」

　那な織おりが、歯切れ悪くおばさんに答える。なんで？　と思ったけど、そうか、わたしが居るから説明しづらいんだ、と気付いた。わたしが「勝負？　誰だれと？」みたいに突つっ込こむのを面めん倒どうがってるんだって考えると、合が点てんがいく。部活がどうのってところから話さなきゃだし。

　知ってるんだけどね。

「ね、那な織おり。わたし、先に純じゆんのとこ、行ってるよ」

　わたしが立ち上がると、「待って」と言いながら小走りで付いてきた。

「来ても良いいけど、邪じや魔ましないでよね」

　階段を上るわたしの背中に、那な織おりが不満気な声を投げてくる。口では来ても良いいなんて言ってるけど、来て欲しくないって感じが伝わってくる。

　那な織おりを無視して純じゆんの部屋に入ると、「今日は那な織おりにチェスを教えなきゃいけないから、もし暇ひまになったらその辺の本でも適当に読んでてくれ」なんて言うもんだから、なんだか悔くやしくなって、最後まで居てやろうって気分になった。二人して、わたしが居たら邪じや魔まみたいな言い方しなくたっていいじゃん──純じゆんはそこまで言ってないけど、なんかモヤる。

「今日は私が教おしえて貰もらうんだからね？　琉る実みは大人しくしててよ」

　那な織おりがうざったそうにわたしを押しのけて、床ゆかに座るや否いなや、不満を口にした。

　ローテーブルの上には、駒こまとチェス盤ばんが出ている。それを避さけて、ベッドの縁ふちに座る。

　チェスを邪じや魔まするつもりはないのに、そんな言い方しなくてもよくない？

「邪じや魔まはしないって。見るくらいいいじゃん。明日、部室を賭かけて勝負するんでしょ？」

　わたしだって、事情くらい知ってるんだから。

　那な織おりがキッと純じゆんを睨にらむ。「純じゆん君が言ったの？」

　やばっ、これ、言っちゃいけないヤツだった！

「ああ。てっきり琉る実みも知ってるものだと……すまん」純じゆんが小さく頭を下げた。

　純じゆん、ごめん！　わたしの代わりに言わせちゃった！

「ごめん。純じゆんには聞かなかったことにしてくれって言われてたの。だから──」

「良いいんだけど。言って無かったのは私だし。絶対に秘密って積もりでも無かったし」

　だったらいいじゃんっ！　めんどくさいなぁ、もう。

「だから琉る実みっ！　邪じや魔まだけはしないでねっ！」

　そんな面と向かって何度も言われると、ちょっとムカつく。邪じや魔まする気はないってばっ。

「わかってる。わたしは見てるだけですよー」

　ベッドに寝ね転ころがって、壁かべに足を向けて、純じゆんの横からチェス盤ばんが見えるポジションを作る。

「いいじゃないか。こうして三人で僕の部屋に居るの、久ひさし振ぶりなんだし」

「ねぇ。純じゆんの言う通りだよ。何年ぶり？」

「昔話に花を咲さかせないでっ！　ほら、早くやろうよっ！」

　純じゆんが「そうだな。悪い」と言って、駒こまを盤ばん面めんに並べだした。チェスが始まると、お互たがい真しん剣けんな顔で、たまにぶつぶつ言ったりはするけど、基本的にずっと無言で、ルールがよく分からないわたしは、思わずスマホで調べたりして──なんだけど、どっちが勝ってるかはよくわかんない。表情的に、純じゆんが苦しそう？　ってくらい。

　耐たえ切きれなくなって、純じゆんに「これってどっちが勝ってるの？」と耳打ちした。

「こんなこと言いたくないんだが……ちょっと押されてる」

　那な織おりを盗ぬすみ見みると、目を細めてにんまり笑っていた。何あの顔っ！　めっちゃムカつく。

　わからないながらも、さっきスマホで見た知識──クイーンは縦・横・斜ななめに進める最強の駒こま。加えて、何マスも進める超ちよう強つよいヤツ──言うまでもなく、純じゆんはわかってるだろうけど、ちょっとでも参加したくて「あそこの、那な織おりのクイーン取れるんじゃない？」と口にした。
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「うん。取れるよね？　取ったら？　ほらほら」

　不敵な笑えみを浮うかべて、那な織おりが純じゆんを煽あおる。

　え？　ダメなの？

「琉る実みの言う通り、取れるんだよ。でも、あれを取ったら負ける。取らなくても……完全に見えてるわけじゃないんだが、恐おそらく苦しい展開になる──」

「そんなこと無いでしょー。私、復帰二日目だよ？　純じゆん君に勝てるなんて、まさかぁ」

　ああ、これは純じゆんの負けだ。あの憎にくたらしい顔を見て、理解した。このあとどんな展開になるのか、わたしには全くわからないけれど、あれは間ま違ちがいなく勝利を確信してる表か情おだ。

　那な織おりとこの手のゲーム──オセロとかをやらなくなった一番の理由がそこにあった。




　那な織おりの顔が心底ムカつく。




「全く、ボビー・フィッシャーみたいな手を使いやがって。いいよ、取ってやる。絶対に巻き返してやるからな。僕にだってプライドがあるんだ」

「あれ？　チェスは熱くなったら負けるって、昨日言って無かった？　今、冷え冷え？」

　ああっ！　自分の妹ながら、めっちゃ腹立つっ！！！

　わたしが戦ってるわけじゃないのにっ！！！

「ねぇ、ボビー・フィッシャーって？」

　純じゆんに尋たずねると、「羽は生ぶ善よし治はるをして、チェス界のモーツァルトと言わしめた天才だよ。一九五八年に十五歳でグランドマスターになった。当時、世界最年少のグランドマスターだ。功績や人生について話すと長くなるから割かつ愛あいするが、ボビー・フィッシャーが十三歳の時にした象しよう徴ちよう的てきな対局があったんだ。相手は全米オープン選手権の前チャンピオン、ドナルド・バーン。その対局で、フィッシャーはナイトを餌えさにした。だが、バーンは乗って来なかった。次に、フィッシャーはクイーンを取らせるよう仕向けた。バーンはクイーンを取った。そして、四十一手目にフィッシャーがルークでチェックメイト。五時間にも亘わたる試合がそこで終わった。伝説の試合だよ」と解説してくれた。とりあえず、有名な人っぽい。

　純じゆんは、それからずっと黙だまり込こんでしまった。

　那な織おりは、たまに真しん剣けんな表情になるものの、終始目を細めて口の端を歪ゆがめて「ふ～ん」とでも聞こえてきそうな──もろに悪役顔で純じゆんのことを見ていた。

　結局、純じゆんが負けた。

　次し第だいに純じゆんの駒こまが減っていって、よくわかってないわたしでも、最後の方は追おい詰つめられてるのが伝わって来た。とても口を出せる雰ふん囲い気きじゃなかった。純じゆんはお父さんとよくチェスをやっていたし、決して弱くはないと思うんだけど、那な織おりがこの手のゲームに強いのも知ってる。

「クイーン・サクリファイス。やってみたかったんだよねー。成功成功」

　勝負が終わって、那な織おりがけろっとした顔で言った。

「完全に僕の負けだ。尋じん常じようじゃないくらい悔くやしいけど、それと同じくらい安心感がある。明日は大だい丈じよう夫ぶだろう。自信持っていい……って負けた僕に言われても、だよな」

「いやいや、そこまでは。純じゆん君の方が歴が長いし。でも、ありがと。それより、途と中ちゆう、ステイルメイトに持ち込もうとしなかった？　ちょっと狙ねらったでしょ？」

　ちょっと上目気味で「ん？　違ちがう？」みたいな顔。那な織おり風ふうに声を充あてるなら、「ほれ、言うてみ？」みたいな感じ。多分、心の中はそんな感じ。

「ステイルメイト？　何それ」

　那な織おりの態度の原因っぽい。さっき調べた時、載のってたっけ？

「チェスには引き分けがあるんだ。チェックされていない状態で動けない──簡単に言うと、王手にはなってないけど、キングを動かしたら相手の駒こまの動線に入ってしまう、つまり自殺になるから動けない、それをステイルメイトって言うんだ。引き分けになるパターンは他にもあるが、それはいいとして……ステイルメイト、一いつ瞬しゆん頭を過よぎったんだが、止めたんだよ。それすら見み抜ぬかれていたとはな。那な織おりなら勝てそうだわ。僕がやるより確率高いかも知れない。あの先せん輩ぱい、那な織おりを相手に指名したのは、マジで失敗だな」

　純じゆんが清すが々すがしい表情で笑った。

　それで那な織おりがあんな顔したのか。純じゆんが引き分けに持ち込もうとしたから。

　わかっちゃいたけど、知ってはいるけど、那な織おりってああいう時、心の底から生き生きしてる感じがする。それがもう、色々と思い出されて、ああっ！　てなる。




　なんか、負けた純じゆんの方が、潔いさぎよくてカッコイイんだけど。




　べ、別に純じゆんのことが──とかそういうんじゃなくて、あの悪あく魔ま的てき笑えみを浮うかべてる妹を見て、カッコイイとは思えないっていうか、あの見下した目。あれ、最悪。性格悪すぎない？

　ま、今さらだけど。うん、今さら言ってもしょうがない。

「もう一回するの？」

　誰だれにともなく言うと、純じゆんが「どうする？　休きゆう憩けいするか？」と那な織おりに訊きく。

「やってもいいよ。休きゆう憩けいでも良いい」

「じゃあ、ちょっと休きゆう憩けいしよう。頭が疲つかれた」

「純じゆんでも頭が疲つかれること、あるんだ」

　そう言って頰ほおを突つつくと、人差し指を摑つかまれて外された。「突つつくなよ。僕にもあるさ」

「何いちゃいちゃしてるの？　見せ付けてるの？」

　那な織おりが身を乗り出して──おもむろに純じゆんの頰ほおを平手でぱちんと挟はさんだ。

　そして、ドヤ顔でこっちを見る。え？　その勝ったみたいな顔は何？

「痛っ！　おまえ、何すんだっ！」

「私は両手だし。指で言えば十本だし」

「シンプルに痛いてぇよ。ふざけんな。蚊かじゃねぇんだぞ」純じゆんが那な織おりの手を払はらう。

　超ちようバカじゃん。

「おっぱいで挟はさんだ方が良かった？　それは上を脱ぬがないと──」

「やめなさいっ！」このバカ妹っ！

　思わず手が出てしまった。

　けど、この場合、仕方ないよね？　わたしは悪くなくない？

「痛い。やめてよ。脳筋マツスル・ヘツドに殴なぐられたっ！　純じゆん君も見たよね？　暴力だっ！」

「僕は、今さっき那な織おりに暴力を振ふるわれたけどな」

　──ぷっ……っはははははっ。

　純じゆんの拗すねたみたいな言い方が、ツボに入って、お腹なかが痛いっ！

　笑わせないでっ！！！　てか、頰ほお赤あかいっ！！！

「何笑ってんだよ。どんだけ笑いの沸ふつ点てん低いんだ」

「だって……っく……頰ほおに那な織おりの手形……が……」

「手形っ？　マジかよ。道理で痛いと……那な織おり、おまえ……」

「琉る実みは勢い系の笑い好きだもんねぇ。脳のう味み噌そ使わない系の」

「無視すんなっ！　話逸そらすなっ！　母さんに見られたら、なんて──」

「幼おさな馴な染じみのパンツを覗のぞき込こもうとして、二人から叩たたかれたってことにしようっ！　おばさんだったら、これくらいの冗じよう談だんは通じる筈はずっ！　琉る実みもそう思うよね？」

　微み塵じんも思わないけど。でも、那な織おりが言うならノッてあげるけど。面おも白しろそうだし。

「通じねぇよっ！　家から追い出されそうだわっ！」

「えー、わたしも那な織おりに加勢しようかと思ったのにー」

「珍めずらしく琉る実みと意見があったことだし、ここは漢おとこを見せて──ロハだと可哀想かわいそうだから、証言通りパンツ見とく？　特別にスカートを捲めくる権利を──」

　立ち上がった那な織おりの肩かたを押さえ付けて、「あんたはいい加減にしなさい」と制す。

「自分がスカートじゃないからって。何、悔くやしいの？　琉る実みもパンツを脱ぬいでパンツを──」

「パンツパンツうるせぇよっ！　イントネーションの差異だけで語るな。ややこしい。頼むから大人しくしててくれっ！」

　うん。今のは純じゆんが正しい。

　てか、那な織おりって実は露ろ出しゆつ癖ぐせあるんじゃない？　どんだけ見せたがりなの？

　貞てい操そう観念おかしくない？

　そろそろ家族会議レベルでしょ。お母さんに──言い付けられないよっ！

　ま、純じゆんがその手の露ろ骨こつな誘ゆう惑わくには乗らないのは、イヤってほど知ってるから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど──わたしは色いろ仕じ掛かけしてないけどねっ！　イヤってほど知ってるって何っ？　自分で言ってて、それこそイヤになりそう……わたしは露ろ骨こつじゃなかったからダメだったの？

　わかりづらかった？　伝わりづらかった？

　あー、やめよう。色々と思い出しそう。

「私は十分すぎるくらい大人しい女の子だと思うけど？」

「「はっ？」」

　純じゆんと声が重なった。

「何その反応？　腹立たしいんだけど。事実じゃん。そこの脳筋マツスル・ヘツドみたいに暴れたりしないでしょ？　暇ひまさえあれば、暴れるか筋トレするかみたいな、ＢＣＡＡをおかずにプロテインを食べるみたいな琉実バルバロイとは違ちがうでしょ？」

「ちょっとっ！　暴れるって何っ？　わたし、暴れてなんてないでしょっ！」

「え？　琉る実みって、暴れ欲求を運動で誤ご魔ま化かしてるんじゃないの？　ずっとそう思ってたんだけど。バスケで物足りなくなったら、アメフトとかラグビーに転向するのかなって──それとも格闘技？　今の所はバスケで解消出来てるみたいだけど、その内肉弾系に──」

「あんた、その辺にしとかないと、今度、トレーニングに付き合わせるからね。わたしと同じメニュー、最後までこなしてもらうから。終わるまで解放してあげない」

「ほら、そういう発言が脳筋マツスル・ヘツドなんだって。自己紹しよう介かいありがとう」

　あぁぁぁっ！！！

　ほんっっっと、ムッッッカつくっ！！！

「ねぇ、純じゆん。那な織おりがムカつく。お願い。どうにかして」

「僕には無理だ。是ぜ非ひとも、神じん宮ぐう寺じ家けで解決してくれ」

　那な織おりが純じゆんの腕うでに抱だき着ついて「お願いだから、私を押し付け合わないで」と泣きそうな声ですがる。なにその三文芝しば居い。わたしを取り合わないで的な言い方してるけどっ！　逆だからっ。

「琉る実み、そろそろこのヘレネス気取りをギリシアに連れ帰ってくれ」

　えっと、それ何だっけ……あ、那な織おりがさっきバルバロイって言ったからっ！

　古代ギリシア人がヘレネスで、異民族がバルバロイっ！　そうだっ！　思い出した。

　急に世界史ワード出さないでよ……もう。学校でやったことだからまだいいけど、このノリで映画とか小説の話をされるから、純じゆんとか那な織おりの話はよくわからない。

　てか、一いつ瞬しゆんで思い出したわたし、マジで偉えらい。

「確かに、もういい時間、だね」スマホを見ると、九時半。

「え？　まだ早いよ。もうちょっと遊ぼうよ。金曜の夜だよ？　琉る実みが帰りたいって言うなら、琉る実みだけ先に帰って。私はもうちょっとここに居る」

「琉る実みだけ先に帰ってじゃないわよ。帰る時は連れてくから」

　もうちょっとくらい、居てもいいかな？　迷めい惑わくかな？

「なんかさ、この感じ、懐なつかしいね。子どもの時、こんな感じだったよね？」

「だな。琉る実みや那な織おりとこんな風に過ごすの、凄すごく懐なつかしい気がする。三人で会ってない訳じゃないんだけどな。二人の家でご飯だって食べるし──」

「三人で純じゆん君の部屋に居るのも、三人で私達の部屋に居るのも、ここ何年かは無かったからだよ。リビングとか、学校とか、そういうのはあったけど、三人がどっちかの部屋で遊ぶのは、小学生以来じゃない？　だから、懐なつかしいと云いう感情は的確だよ。間ま違ちがってない」

「そっか。言われてみればそうかも」

　なんで──と言いい掛かけてやめた。中学に上がってから、少しずつ変わったんだよね。

　わたしたち。

　ううん、わたしが、だ。

「たまには、いいな。久々に楽しかったよ」

「そっか。純じゆん君は両りよう頰ほおを平手打ちされても、楽しめるタイプなんだ。覚えとくね」

「違ちげぇよ。勘かん違ちがいすんなっ。そこじゃねぇっ！」

　そう言えば、純じゆんの頰ほお、さっきよりは赤みが引いて来た、かな？　良かった。

　……良かった？

　今思うと、那な織おりだって、十分暴れてるじゃん。

「ごめんごめん。今度はキスマークとかに──」

「いい加減にしろ。大体、口紅なんて──」

「「え？」」

　思わず、那な織おりと顔を見合わせる。

「何だよ。変なこと言ったか？」

「ふふ。ううん。なんでもない」

　可か愛わいいとこ、あんじゃん。

「笑ってるだろ。何だよ」

　純じゆんがわたしと那な織おりを交こう互ごに見る。

「純じゆん君のそういうとこ、私は嫌きらいじゃないよ。うん」

　那な織おりがにやにやしながら、わたしに目で合図を送ってくる。

「そうだね。わたしもいいと思う。そう来るとはね」

　じゃあ、付き合ってる時、この部屋で──そうなることを望んでしたキスの痕あとは、純じゆんの中でキスマークじゃなかったんだ。そう言えば、あの時、自分の鎖さ骨こつの下辺りを見ながら「痕あと付けんなよ」としか言ってなかったっけ。ふーん。わたしの肩かたにも付けた癖くせに。

　人に見られないようにして、ふとした時に服をずらして純じゆんに付けられたキスマークを見て、お風ふ呂ろで鏡に映ったキスマークを見て、最後まで出来なかった後こう悔かいと、別れる前に残された純じゆんの痕こん跡せきだと思って、いつまでも消えて欲しくないって──那な織おりには申し訳ないって思いつつも、わたしが純じゆんに付けたキスマークもずっと消えないでって願ったりした。

　そっか、純じゆんは知らなかったんだ、キスマーク。物知りなのに、知らなかったんだ。

　キスマークを付け合ったこと、わたししか知らなかったんだ。




　純じゆんに勝った感。結構、気持ちいい。

　誰だれにも言わないけどね。麗れい良らにも。

　久々に味わう時間が、楽しいから。

　今だけは、全部忘れることにする。

　そうじゃなきゃ、この時間を楽しむ資格がない。

　純じゆんが居て、那な織おりが居て、良かった。

　あとちょっとだけ、味わいたいな。

　前とは違ちがう臆おく病びようさが、生まれそう。

　ううん、これは臆おく病びようとは違ちがうよね。




　わたしは一度、この関係を崩くずしたんだ。変える勇気がわたしにはあったんだ。

　今日の楽しさは、純じゆんに甘えたからじゃない。全員が見て見ぬ振ふりをしたから。

　だからこれは、臆おく病びようなんかじゃなくて、暗あん黙もくの了りよう解かいがたまたま一いつ致ちしただけ。




　今の関係が変わったあとも、同じように出来ないかな。

　偶ぐう然ぜん訪おとずれただけの、二度とない瞬しゆん間かんにはしたくないな。
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（白しろ崎さき純じゆん）



　今日、琉る実みは安あん吾ごと出で掛かけている。何ど処こで何をするのか、詳しよう細さいは知らない。

　今朝（と言っても、殆ほとんどお昼に近い時間だ）、少し早めに那な織おりを迎むかえに行くと、琉る実みが出で掛かけるところに遭そう遇ぐうした。Ｔシャツにロングスカート姿の琉る実みは、いつもよりお洒しや落れをしているように見えた。まるで、デートにでも出で掛かける──男女二人だけで遊びに行くことをデートと定義すれば、条件は十二分に満たしている。

　安あん吾ごと出で掛かけることについて、僕は既すでに結論を出している。理解も納なつ得とくもしている。

　それなのに、ほんのり色付いた唇くちびるやぱっちりとした目に、心がざわめく。友達として遊びに行くのに、そこまで──いいや、違ちがう。友達だからと言って、お洒しや落れをしない理由にはならない。分かってる。理解はしている──琉る実みと安あん吾ごはそういうんじゃない。

「純じゆんも出で掛かけるとこ？」

「そう……いや、ちょっと早いが、準備がてら作戦をと思って」

「そっか。珍めずらしく、ちゃんと起きてたよ。朝からお父さんの書しよ斎さいを漁あさってた」

「おう。早めに行くって言ってあるしな。これから安あん吾ごと出で掛かけるのか？」

　何を言ってるんだ僕は。訊きくまでもないだろ。

「うん。行ってくる。純じゆんも頑がん張ばって。って、やるのは那な織おりか。とりあえず、行ってくるね」

「気を付けてな」

　そう言って琉る実みを送り出したのに、その背中を見ていると、心の表面に立った細さざ波なみが、白はく波はに変わっていく錯さつ覚かくを覚える。胸むねの奥に靄もやが掛かかったような不快感が、鼓こ動どうを速くする。

　今すぐにでも琉る実みを呼び止めたく──なるのを、ぐっと堪こらえる。

　僕は一体何を考えているんだ……そんな資格は無いって、自分で言っただろ。

　琉る実みがどこの誰だれと何をしようが、口を出せる資格なんか欠片かけらほどもない。理わ解かっているのに、このざわめき立つ感情を抑おさえられない。僕はどんだけ欲張りなんだ。

　神じん宮ぐう寺じ家けのチャイムを押せぬまま、小さくなる琉る実みの背中から目を逸そらし続つづけることしか出来なかった。見み詰つめ続つづけることなんて、出来るわけがなかった。




　どんな顔して、那な織おりに会えばいいんだよ。




　僕は選べるような立場の人間じゃない。選ぶだなんて傲ごう慢まんだ。最近、そんなことを頻ひん繁ぱんに考える。二人から、はっきり交際を求められたわけじゃない。でも、それを理由にすべて無かったことには出来ない──しようとしたけれど、それこそが傲ごう慢まんだったとも言える。

　理り屈くつをあれこれ並べて、論ロジ理ツクにばかり拘こう泥でいして、自分の気持ちに向き合おうとして来なかった。訳わけ柄がらだけで解かい釈しやく出で来きるなら、世の中はもっと単純に動いている。

　僕が望むモノ──二人と楽しく日々を過ごせたらそれで良いい。それは二人が望むモノでもあると、ずっと思ってきた。だから、僕は自分の選せん択たくにそこまでの疑ぎ義ぎを挟はさまなかった。

　すべては誤想で誤ご謬びゆうに満ちた、自分勝手な思おもい違ちがいだった。

　恰かつ好こう付つけて、池いけ波なみ正しよう太た郎ろうの引用なんてしていた自分が心底恥はずかしい。結局、言葉遊びやレトリックの域を出ていなかった。そこに自分の言葉は無かった。

　選択しないと云いうのは思考の放ほう棄きに過ぎなくて、結果として小さなひずみを生じさせただけで、何も解決はせず、何も提示はされず、ひずみが大きくなっていくのを、為なす術すべも無いまま凝ぎよう然ぜんと見過ごすだけだった。それを知って尚なお、僕に出来ることなんて無かった。

　琉る実みと付き合って、別れて、人と向き合うのがこんなにも得意じゃないんだと、痛いほど思い知った。見み栄えや自尊心や含がん羞しゆう──矮わい小しようなプライドと視野の狭せまさで傷付けてばかりだった。




　そんな僕に、一体何が出来るというのか。

　この間だって、意図の有う無むは別にしろ、結果として那な織おりに酷ひどいことをした。

　知らないうちに、那な織おりを追い込んでいた。




　どちらかを選ぶなんて、傲ごう岸がん不ふ遜そんな真ま似ねは出来ない。今の僕に、その資格はない。

　そう、今の僕には。

　もっと視野を広げて、色んなことに気付けなきゃダメだ。二人が待ってくれるかは分からない。待ってくれないのなら、それでもいい。全部、僕がガキだったが故ゆえに起きたことだ。

　こうして、未練がましく琉る実みの背中を脳のう裏りで追おい掛かける嫉しつ妬とと執しゆう着ちやく、次の瞬しゆん間かんには那な織おりのことを考えている不誠実さ、それら全てを認めなきゃいけないんだ。

　自分の弱さを──決断できない弱さを受け入れて、克こく服ふくしなきゃならない。問題から逃にげるのをやめて、向き合わなきゃいけない。ただ、向き合うだけの時間が欲ほしい。難しい問題だからこそ、大切な関係だからこそ、時間が欲ほしい。ホームズの言葉を借りるなら、《不十分な資料で、早まった仮説なんか作りあげるのは、この職業には禁物ですからね》ってとこだ。

　那な織おりの勝負が終わったら、琉る実みが帰ってきたら、正直な気持ちを述じゆつ懐かいする。

　もっと成長した僕で判断して欲しい、と。言ってることは変わらなくても、気持ちは違ちがう。

　そうしなければ、次に進めない。進むことが出来ない。




　どっちが大切……いや、どっちが好きか？

　そんなもん、どっちも好きに決まってる。




　それじゃダメなんだ。そんな未来はない。




　僕は、ようやく神じん宮ぐう寺じ家けのチャイムを押した。







　がらんどうの教室で食べるお昼は、いつもと違ちがって特別感がある。悪いことをしているような、本当に良いいのか？　みたいな後ろめたさと、誰だれも居ないという解放感。そして、誰だれにも見られていないが故ゆえの万ばん能のう感かん。それらが綯ない交まぜになって──楽しい。嫌きらいじゃない。

　みんながどう思って居るのか、窺うかがい知しることは出来ない。ただ、思い思いに買って来たお弁当やパンを食べながら、誰だれに遠えん慮りよするでもなく、好きなことを話している姿を見ると、さして変わらないのだと思いたい。ひとりだけワクワクしてるとしたら、バカにされそうだ。

　僕らが食べ終わる頃ころ、ようやく雨あま宮みやが姿を現した。一いつ緒しよにお昼を食べようみたいな軽い約束だし、時間通りに来るとは思っていない。寧むしろ、早い方だったと言える。

　雨あま宮みやが「マジごめ～ん。これで許して」と言って、鞄かばんからお手製のプリンとシフォンケーキを取り出した。雨あま宮みやが来るまでは遅おそいだの散々言ってた癖くせに、プリンに目がない那な織おりは遅ち刻こくを咎とがめることなく飛び付いた。分わかり易やすい奴やつめ。

　やはり、那な織おりを無力化するには甘い物理論が正しいようだ。過去、何度も証明済みだが。

　プリンを頰ほお張ばり、教室のあれこれを擬ぎ人じん化かして──机と椅い子すから始まり、時計の長針と短針とか、窓とカーテンとか、天てん井じようと床ゆかとか──盛り上がる女子三人を眺ながめながら、僕と教授は、仮に那な織おりが負けた場合について考えていた。実際、古ふる間ま先せん輩ぱいは部員が見付かった時、部室問題をどうするつもりなのだろうか。しかし、それを僕らから尋たずねるのは憚はばかられるので、こうして教授と話す以外──想像する他ない。

「言っても、この校舎は広いし、俺らが見落としてる教室くらいありそうだよな」

「まあな。あとは、放課後使わない教室を融ゆう通ずうしてもらう、か」

「それだと、私物置けなくね？　意味ねぇよ。いっそ、道場破りでもするか？　弱そうな部活を見付けて、勝負を吹ふっかけて回るとか」

「悪名に恐おそれを抱いだかない教授はいいかも知れないが、僕は関わりたくないな。それに、運動系の勝負を提示されたらどうすんだよ。教授くらいしか相手出来なくないか？」

　頼たよれるのは、元サッカー部の教授くらいだ。僕より身長も高いし、体格もいい。暫しばらく本格的な運動をしてないとは言え、体育での活かつ躍やくを考えれば十分すぎる戦力だ。

　雨あま宮みやも元ダンス部だから、多少は動けるかも知れないが、それに関しては未知数だ。中等部の頃ころも含ふくめ、体育で一いつ緒しよになった記き憶おくはない。正確には、一いつ緒しよになったことはあるかも知れないが、僕は認にん識しきしていない。尤もつとも、目立つことを理由に、雨あま宮みやは参加しないだろう。

「俺一人である程度はいけんじゃね？　最悪、安あん吾ご辺りを助すけっ人とに──」

　不意に名前が出て、一いつ瞬しゆん思考が止まった。

　那な織おりと目が合った。

「いくら何でも安あん吾ごは無理だろ。面が割れすぎてる」教授も大たい概がいだけどな。

「それを言ったら、雨あま宮みやだってそうだろ？」

「そうだが……あいつはそういうのには、加わらないんじゃないか？」

「なにー、なんか、エナの話してるー？」

　椅い子すの背せ凭もたれに仰のけ反ぞって、バサッと髪かみを垂らした雨あま宮みやが、会話に参加してきた。

　ちょっとホラー映画っぽいぞ、その恰かつ好こう……ホラーというか、撃うたれたみたいだ。

「なんでもねぇよ。気にすんな」

　雨あま宮みやがよっと言いながら身体からだを発ば条ねにして席を立ち、「なんかさー、教授っち、エナに冷たくない？」と言って、教授の前でしゃがみ込んだ。そして、教授の膝ひざに手を置き、「エナ、なんかした？」と、子供みたいな甘ったるい声と上うわ目め遣づかいで畳たたみ掛かけた。

　これを素でやってるのか、狙ねらってやってるのか──質問に意図が無いのは確実だ。

　自分に興味がない奴やつにどう見られようが構わない精神の持ち主だしな。何となく絡からんでみたくなっただけだろう……みたいに考えていたら、那な織おりと亀かめ嵩だけが「あれは教授落ちたんじゃない？　変態風を吹ふかせていても、畢ひつ竟きようするに、あの手のありがちであざといプレイに弱いんだよ」「確かに。教授君、簡単に騙だまされちゃいそう」などと話しているのが聞こえた。

　おうおう、教授、言われてんぞ。

「つ、冷たくなんてしてねぇよ」

　視線を横に向けながら、口笛でも吹ふき出だしそうな顔で教授が言った。

　めちゃめちゃ効いてんじゃねぇか！

「だって、ザキ」

「なんで僕に振ふるんだよ」こっち見んな。

「てかさぁ、この時期になると、スラックス超ちよううらやましい。スカートと交こう換かんしない？」

「しねぇよ。スカートの方が涼すずしいだろ」相も変わらず、脈みやく絡らくのないヤツだ。

　その、何を守れるのか全く分からん丈たけのスカートの方が、涼すずしいに決まってる。蒸むれたりとかし無さそうだし、僕からすればスカートの方が羨うらやましい。穿はかないけどな。

「俺と交こう換かんするか？　今すぐにでもスラックス脱ぬぐぞ」

　隣となりでベルトに手を掛かける、生徒指導室一歩手前野や郎ろう。

「えー、やだぁー」

「なんでだよっ！　交こう換かんしろっ！　ほら、ここで脱ぬぐから、雨あま宮みやも──」

「部長、あそこに露ろ出しゆつ魔まが居るから、職員室行こっか」

「うん。そうだね。治安が一気に悪くなった」

　眉まゆを顰ひそめ、薄うす眼めの女子二人が教授に侮ぶ蔑べつの視線を送る。

「待て待てっ！　通報だけはっ！」

「じゃあ、こうしよ。黙だまっててあげるから、その代わりずっとパンイチで過ごそう。誰だれかに見付かったら終しゆう了りようね。はいっ、ゲームスタートっ！」

　そう言って那な織おりが、手をパシンと叩たたいた。

「おうおう、おまえは悪あく魔まかっ！　本当に終しゆう了りようじゃねぇかっ！」

「慈し衣え菜なにはここで脱ぐからって言わなかった？　それなのに、私の言葉は聞けないの？」

　バ会話は放っておいて──雨あま宮みやに訊きく。「つーか、なんでスラックスが羨うらやましいんだ？」

　本気で穿はきたいなら、スラックスを選せん択たくすれば良い。その辺の自由度は高い。

「この時期、太ももの裏がぺとんってなるんだよねー。超ちよう不ふ快かいなのー」

「分かるっ！　椅い子すが温ぬるくなって、汗あせばんでうざいのっ！　んで、ちょっと足をずらして、冷やっこい所に乗せたりとかして。その繰くり返かえし」

　まだ喚わめいている教授を無視して、那な織おりが加わって来た。

「だよねだよね。なるよね？」

　机に乗せた腕うでが汗あせばむ感じの、脚あしバージョンってとこか。そうか、スカートにはそういう悩なやみもあるのか。想像すらしたこと無かったわ。

　とは言え、それは丈たけの問題……では？

「おまえらはスカートの丈たけが短いから……亀かめ嵩だけは無いだろ？」

「うん。ない。でも、立ち上がる時、脚あしにスカートが張り付いたりはするよ」

「それはスラックスでも一いつ緒しよだわ。なぁ？」

　相手にされなくなって、拗すね気ぎ味みの教授に話を振ふってやる。というか、この場でスラックスを穿はいてるのは僕と教授しか居ないし。教授は脱ぬがされる寸前だったけど。

　いや、脱ぬごうとしてたんだっけか？　何いずれにしても、絶望的なほど頭が悪い。

「ああ。張り付くな。股こ間かんなんか、クッソ蒸むれるぞ。しまいには、袋ふくろが張り付いて脚あしと同化するまである。股こ間かん専用の携けい帯たいファン付けてぇ」

　よくもまぁ、女子の前で袋ふくろとか言うよな、この男は。気持ちは分かるけど。

　亀かめ嵩だけ辺りが冷ややかな視線と声で一いつ蹴しゆうするかと思いきや、「うちの頼らい君も、扇せん風ぷう機きの前でパンツ引っ張って風を当ててたりするんだよね」などと、弟を例に挙げて話にのって来た。

「わかるー。エナも、スカートの中に携けい帯たいファン付けたいっ！」

「スカートは扇あおげるだけよくね？　スラックスだとそれすら出来ねぇからな。体育のあとは、パンイチになりたいくらいだわ。白しろ崎さきだってそう思うよな？」

　教授に振ふられて、「夏服で生き地じが薄うすいって言っても、普ふ通つうに汗あせで張り付くし、確かに扇あおげるのは羨うらやましい。パンイチになりたいとは思わないがな」と同意しつつ釘くぎを刺さすと、雨あま宮みやが張り合うように「それだったら、ブラのがヤバいし。汗あせで濡ぬれると、マジ最悪だかんね。超ちよう気き持もち悪わるい。ストラップのトコ、めっちゃかゆくなるから」と言い出した。

「わかるっ！　バックベルトとかストラップが汗あせで湿しめってると、かぶれて赤くなるもん。シートで拭ふいてどーにかなるレベルじゃない。ブラ替かえたいってなる」

「先生、すぐ赤くなるもんね。見てて辛つらそうだなーって思うよ」

「肌はだ弱いと、汗あせはふつーにヤバいよねー。エナもすぐ赤くなるから、超ちよう気き持もちわかる」

　那な織おりや亀かめ嵩だけの同意を得た雨あま宮みやが、勝かち誇ほこった顔で僕と教授を瞥べつ見けんする。

　那な織おりは小さい頃ころから肌はだが弱くて──なんて思い出話をひっさげて加わる訳にもいかず、教授は教授で、加わりたいけど話題がセンシティヴ過ぎてネタに走れないもどかしさが、全身から溢あふれ出でている──教授の貧びん乏ぼう揺ゆすりが止まらないのを見れば、明らかだ。

「いっそのこと、人間も全ぜん裸らで生活するべきだよな。服なんて着てるから蒸むれるんだ」

　耐たえ切きれなくなった愚おろかな男が、これ以上無いくらい頭の悪い暴論を発した。どうしてこの男は我が慢まんが出来ないんだ……そんなに女子からいじられたいのか？

　那な織おりと亀かめ嵩だけの呆あきれ果はてた視線が教授に注がれた刹せつ那な、あらぬ方向から放たれた「わかる。家だと、たまに裸はだかの時もあるし」という雨あま宮みやの発言に依よって、教授の目が明らかに光を増した。

「何のカミングアウトだよっ！　つーか、これは何の会話だ？」

　とても、この後に勝負が控ひかえているとは思えない。

　ま、これくらいの方が僕ららしい、か。

　その後も続く、頭の悪い会話の切れ目を見計らって、席を立つ。珈コー琲ヒーが欲ほしくなった。無理して飲み始めたブラックの珈コー琲ヒーも、最近では当たり前に選せん択たく肢しのひとつとなった。本音を言えば、薄うっすら甘いくらいが一番良いいのだが、自じ販はん機きやコンビニで丁ちよう度ど良いい甘さに出会ったことがない。僕には、微び糖とうでも甘すぎる。結果、ブラックを買う。

　教授やその他友人達から、恰かつ好こう付つけてると揶や揄ゆされたりもするけれど、いちいち説明するのが面めん倒どうで、いつも流してきた。ちゃんと話したのは、琉る実みと那な織おりくらいだ。

　ぼんやりと階段を下りていると、後ろからトタトタっと足音が付いてきた。

「那な織おりもか？」

「うん。甘い物が飲みたくなった。糖分摂とらなきゃ頭回んない」

「さっき、プリンやら食ってただろ？」

「それは準備用だから。今から買うのは、勝負の最中に摂せつ取しゆする用。用よう途とが違ちがう」

　二年のフロアは、そこそこ生徒が居るのだろう、遠くで雑音がする。階段からでも分かる。

「頑がん張ばれよ」

「任せて。実は、昨日、お父さんともやった」

　那な織おりがおじさんとチェス？　あんなに嫌いやがってたのに。マジで本気なんだな。

　おじさんのことだから、感激の余り、陰かげで泣いてるかも知れない。正直、僕も嬉うれしい。

「どうだった？」

「もち、勝った」

「マジか。よく勝ったな。相手は僕の師し匠しようだぞ？」

　復帰二日目で、僕とおじさんに勝った？　自分が凄すごく強いなんて言う積もりはないが、凄すげぇな。マジで尊敬するわ。僕なんかより、チェスに向いてるんじゃないのか？

「誰だれに言ってるの？　私だよ？　藍あいより青いよ？」

「どっちかって言うと、青より生まれて群ぐん青じようや瑠る璃りになった質たちだな」

　那な織おりの場合は、青々しくなるんじゃなくて、親より濃こくなってる。

「群ぐん青じようや瑠る璃り、良いい色だね。藍あい系けいなら、深ふかき縹はなだとか好き」

「ふかきはなだ？」

「藍あい染ぞめの、めっちゃ濃こい色。紺こんみたいな、ちょっと紫むらさきみがある感じ。濃こい縹はなだ色いろだよ」

　縹はなだ色いろと言われてもピンと来ないが、何となく伝わった。縹はなだ色いろ、か。覚えておこう。

「染物は良いいよな。染物と言えば、さらっと甚じん平べいを着られる人、ちょっと憧あこがれる」

「着たら良いいのに。絶対似合うよ。あと、雪せつ駄たも装備して──ね、今度、お祭り行こうよ。お祭りならどんと来い甚じん平べいってイベントじゃん？　甚じん平べいこそ正装じゃない？」

「祭りや温泉街だと、確かに正装だな。あとは、陶とう芸げい家かとか？」

「そうそう。陶とう芸げい家かは甚じん平べいのイメージある。今度、一いつ緒しよに買いに行こ？　私も、新しい浴衣ゆかた欲ほしいもん。お母さんに融ゆう資しして貰もらわなきゃ──ううん、融ゆう資しじゃなくて、この場合は出しゆつ資し」

　十分出しゆつ資しして貰もらってるとは思うが……祭りか。人混みは嫌きらいだが、祭りの喧けん騒そうは不思議と嫌きらいじゃない。好きと言っても良いい。あの喧けん噪そうも祭りの醍だい醐ご味みだからかも知れない。

　部活が出来たらそのメンバーで──琉る実みも誘さそわなくては。行くなら、皆みんなでだ。

「甚じん平べいを着た純じゆん君が、土に目覚めて陶とう芸げい家か……ありかもよ？　菊きく練ねりじゃっ！」

　無言で土を捏こねる──悪くないかも知れない。

　僕はその手の趣しゆ味みにハマるタイプだと、自分でも思う。余分な思考を一いつ切さい捨すてて、目の前の物事に集中するの、大好きだしな。集中力が高まって、まるで自分が機械の一部になったような感覚──そういう没ぼつ入にゆう感かんは、何度味わっても心ここ地ちいい。

「子供の頃ころに行った旅行で、ほら、陶とう芸げい体験みたいなので、マグカップ作ったことあったよな。あれは何ど処こに行った時だっけか。とにかく楽しかった記き憶おくあるわ」

「あったねー。んーと、あれは長なが野の……うん、長なが野のだよ。んで、純じゆん君は既すでに侵おかされてて、確か、マグカップに宇宙艦かん隊たいのマーク入れてた。うわぁ、そこにも描かくって引いた記き憶おくあるから間ま違ちがいない。お父さんと二人で盛り上がってたよね？　お父さんはホームズのロゴだったかな。絵心無いから、全体的に超ちよう歪ゆがんでて、帽ぼう子しなんて出来の悪いＵＦＯみたいになっちゃって、琉る実みと二人で苦笑いしてた。あれだったら、ＵＦＯに誘拐アブダクシヨンされる牛にでも軌き道どう修正した方が、リアルに仕上がったかも。牧場に行った後だったから不ふ謹きん慎しん？　だとしても、キャトル・ミューティレーションの方がリアルになったんじゃない？　今だから言うけど」

　なんでホームズの横顔が誘ゆう拐かいされた牛になるんだよ。ソフトクリームを食べたあとに、血や内臓を抜かれた牛キヤトル・ミユーテイレーシヨンの絵って、不ふ謹きん慎しんというか神経を疑うレベルだわ。

「おじさんに絵心が無いのは……わかるけれど、それは言い過ぎだって」

「だから、気を遣つかって、その場では言わなかったじゃん」

　あの時作ったマグカップ、何ど処こにやったんだろう。最近、見た記き憶おくがない。

　那な織おりはどんなマグカップを──思い出した。那な織おりだって人のこと言えない。

「天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんって書いたのは、何ど処このどいつだよ。あれこそ、引いたわ」

「なんでよ。恰かつ好こう良いいじゃん。歪ゆがんだ宇宙艦かん隊たいとかホームズより余よ程ほどマシだよ」

「おばさんに、暴走族が背中に書くヤツとか言われてたけどな」

「あの人は湘しよう南なん生まれだから、すぐそういう発想に行き着くんだよ。私はそんな意図で書いてないし。飽あくまで私に相応ふさわしい文字列を選んだ結果だもん。琉る実みのバスケ命みたいなセンスの欠片かけらも無い、バカっぽい字じ面づらより百億倍マシ。間ま違ちがいない」

　すまん琉る実み、そればかりは那な織おりに同意する。

　那な織おりとそんな話をしながら一階に下りて、いつもと違ちがって混んでいない自じ販はん機きに五百円を投入する。普ふ段だんの学校もこれくらい静かだと良いいんだけど──とか言うから、根暗だの陰いんキャだの言われるんだよな。ま、学校は人が多すぎて疲つかれるって、心の底から思ってるけど。

「好きなの買えよ」

「え？　奢おごってくれるの？」那な織おりの目が爛らん々らんと輝かがやいた。

「部室は那な織おりの双そう肩けんに掛かかってるからな。ジュースの一本くらい安いもんだ」

「ありがとっ！」

　不意打ちだった。昔話をしていた所せ為いか、綻ほころんだ那な織おりが子供みたい見えた──無む邪じや気きで天てん衣い無む縫ほうな、僕が好きだった頃ころの那な織おりがそこに居て、目を逸そらした。正視出来なかった。

　いつも大人ぶっていて、あれこれ理り屈くつを並べ立てて──そういう那な織おりのことももちろん嫌きらいじゃないが、時折見せる子供っぽさが可か愛わいい。つまり、那な織おりのこういう表情に僕は弱い。

　那な織おりがカフェオレを選んだ。

　僕が珈コー琲ヒーのボタンを押そうとすると、お釣つりが全て出て来てしまった。少しくらい待ってくれよと心の中で文句を言って、お金を入れる。僕は──カフェオレを買った。

「珍めずらしいね。ブラックは背せ伸のびだったって云いう静かなる告白カミングアウト？」

「たまには良いいかなって思ったんだよ」

　屈かがんで小こ振ぶりなペットボトルを取ろうとした時だった。ポケットのスマホが震ふるえた。

　安あん吾ごからだった。




《俺、琉る実みのこと本気だから》




　たった一言、そう書いてあった。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　本人は取とり繕つくろっている積もりだろうけれど、スマホを見た純じゆん君の顔は、周しゆう章しようを抑おさえようとしているのに狼ろう狽ばいが漏もれ出でている、そんな面めん貌ぼうをしていた。ちらっとスマホを覗のぞき込こむと、ＬＩＮＥのトークに《俺、琉る実みのこと本気だから》とあった。

　琉る実みと出で掛かけている、安あん吾ごなる人物からだろう。

　うーん、この場合はどうしてあげるのが正解？　私としては、琉る実みがそっちに靡なびいてくれれば好都合だけど──そればかりは有り得ない。私が一番分かってる。

　琉る実みが私の与あずかり知しらない所で部外者モブとバチバチやるのは構わないし、どうぞご自由にって感じなんだけど、今回のパターンは、純じゆん君が部外者モブから直接攻こう撃げきされたってとこだろうから、余計に質たちが悪い。こんなことなら、琉る実みが行った場合、純じゆん君はどうするのか興味が湧わいたなんて、琉る実みを嗾けしかけなきゃ良かった？　けど、大馬鹿野や郎ろうからＬＩＮＥが来るまでは、純じゆん君は琉る実みが出で掛かける事に納なつ得とくしてたっぽいし、現に私と学校に居るんだし──相手の男子のこと、興味無さ過ぎて全く考えて無かった。まさか、純じゆん君にこんなメッセージ送るなんて。

　ここで行って来なよって言えたら恰かつ好こう良いいんだけど……もし、ここで行かせて、気持ちはどうあれ、言葉の弾はずみでみたいな展開は嫌いや。けど、心に引ひっ掛かかりを残されるのも、嫌いや。

　どうしよう。この場合、どうしたらいいの？

　ここで行って良いよって言ったら、私に罪悪感を抱いだいてくれる？　貸しになる？

「気になる？」

「えっ……と、何を──」

「ごめん、スマホ見ちゃった」

「……まぁ、そういうことだ。気にはなるが、今はそれより那な織おりの勝負の方が──」

「どうしても気になるって言うなら、行っても良いよ。もやもやするんでしょ？　その代わり、私の所に戻もどって来きてくれる？　ちゃんと埋うめ合あわせしてくれる？」

　キーラ・ナイトレイがcome back to meって言ってたのは「Atonementつぐない」だっけ？　ま、私はキーラみたいなもんだし、気分は──って、それだと結末は悲劇じゃん。縁えん起ぎでもない。

「けど、今からチェスの勝負が……」

　口ではそう言ってるけど、すっごく悩なやんでる。懊おう悩のうが伝わってくる。複雑。振ふり切きってくれたら、私はもっと嬉うれしい。関係無いって。でも、振ふり切きってくれるなら、純じゆん君はあれこれ悩なやんでない。それも分かってる。だから──罪悪感を利用する。うん、そうしよう。

「気になるんでしょ？」

「……ならないと言えば、噓うそになる」

「貸しだよ？　返してくれなきゃ許さないよ？」

「……本当に行って良いのか？　このあとは勝負が……それに、みんなにも……」

「上う手まく言っといてあげる。その代わり、後で、何があったのかちゃんと教えて」

　やば。私、めっちゃ良いい女じゃない？　超ちよう格かつ好こう良よくない？

「わかった。那な織おり、ありがとう」

　とは言ったものの、本当に行くんだ。そっか、行くんだ。言ったのは私だけど──

「行って来ますのちゅーは？」これぐらい言ってもいいでしょ？

「……それ、本気で言ってんのか？」

　何、その怪け訝げんな目は？

　この場合、真面目に訊きき返かえすのが、一番無い。ちょっと考えれば分かるでしょ。せめて、応じるか、冗じよう談だんとして流すかのどっちかじゃない？　応じなさいよと言いたいところだけど。

「はぁ。純じゆん君にはがっかりだよ。ほら、行っといで」

　期待した私が莫ば迦かでした──純じゆん君の顔が近付いて来て、口くち唇びるが頰ほおに触ふれた。

　紅潮した頰ほおを隠かくすように、唇くちびるを隠かくすように、口元に手を添そえて俯うつむく男の子。




　へへっ。やれば出来るじゃん。




　出来れば口が良かったけど、仕方ない、許す。だって、初めて純じゆん君からしてくれたから。

　やば、にやけそう──ダメっ。今の私は良いい女おんなを決めてるんだから、にやけたら台無し。

「なんでほっぺなの？」

　半分は本気。半分は諧かい謔ぎやく……冗じよう談だんと言うより、いじわる？

「……そ、そんなこと言うなって。くっそ恥はずかしかったんだぞ」

「もっと恥はずかしくなってくれた方が、私は嬉うれしいんだけどなぁ」

　私ばっかり──ってことも無いけど、もっと恥はずかしくさせたい。

「……那な織おりには感謝してる……けど、これ以上は──」

　純じゆん君の頰ほおを挟はさんで引き寄せる──ぷはっ。

「ほら、行っておいで。埋うめ合あわせ、絶対だかんねっ！」

　火ほ照てりを悟さとられないよう純じゆん君をくるっと回して、私は情報と共に純じゆん君を送り出す。

「多分、琉る実みは大おお宮みやだよ。お守り買うって言ってた。お土産みやげよろしくねっ！」

　私、超ちよう良いい女おんなじゃない？　自分に惚ほれそう。

　って云いうか、私は良いい女おんなだし、自己愛に満ちている訳ですけどね。悪あしからず。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　お昼を食べて、これからどうしようかってところで、瑞みず真まはカラオケとかダーツとか言ってきたけど、個室で二人っきりはちょっとだし、わたしは買わなきゃいけない物があって、大おお宮みやの氷ひ川かわ神じん社じやまで歩くことにした。公園もあるし、話をするにはちょうどいい。

　今日の集合場所を大おお宮みやにしたのは、買い物があるからって理由。

　正直、うちの学校の生徒と遭そう遇ぐうする可能性もあるんだけど、それを気にしてたらもっと遠いとこに行かなきゃだし、公園で話すのは普ふ通つうだし、そもそもわたしは目的があって来てるから、何か言われても構わない──男子と二人で居るとこを見られるかもって考えるだけで、こんなことを考えなきゃいけないのは、なんだか息苦しい。

　小学生の頃ころなんて、高学年になると男子と遊ぶだけで噂うわさになったりして、酷ひどい悪口になると裏で男好きとか言われたりして、なんでこうなっちゃうのかなって思ってたのに、いつしかわたしもそういうことを気にするようになった。

　この年と齢しになると、昔ほど気にならないとは言え、この年と齢しだからかもだけど、周りの囃はやし立たてがちょっと本気っぽくて、それはそれで面めん倒どうだったりする。

「前から訊きこうと思ってたんだけど、琉る実みって、昔は左ひだり利ききだったのか？」

　なんで？　と言いい掛かけて、思った。「リストバンド、右にしてるから？」

「そうそう。それとも、たまたま？」

「ミニバスやってた時、たまたま右に着けたらシュートが入ったから。そんだけだよ」

　実を言うと、ちょっとだけ違ちがう。わたしは、那な織おりのことを思い出して──羨うらやましく感じていたことを思い出して、思い付きで右手に着けた。シュートが入ったのは、本当。

　昔──幼よう稚ち園えんの頃ころだからそれこそ超ちよう昔むかしの話なんだけど、那な織おりは左ひだり利ききだった。うちの親は右みぎ利ききにさせようとしなかった。わたしと那な織おりが座る位置はいつも同じで、那な織おりがわたしの左側に座っていた。当時の名残なごりで、今もうちの食しよく卓たくでの並び順は変わらない。

　わたしは、左ひだり利ききの那な織おりが羨うらやましかった。人と違ちがった個性みたいのが、羨うらやましかった。

　それなのに、小学校に上がるちょっと前、那な織おりはいともあっさり左ひだり利ききをやめた。

　それは本当に突とつ然ぜんで、自然過ぎて家族の誰だれも気付かなくて、ご飯を食べ始めてしばらくしたら、お母さんが「那な織おり、右手でもお箸はし使えるの？」と言い出して、わたしとお父さんはそこで初めて、那な織おりが右手で箸はしを持っていることに気付いたくらいだった。

　あの子のことだから、隠かくれて練習していたんだと思う。那な織おりは、「どっちもつかえたらいいなっておもったの」なんて言っただけだった。当時はいきなりどうしてって思ったけど、今ならよくわかる──家族で左ひだり利ききは那な織おりだけだったから。

　子どもの頃ころの那な織おりは、とてもわがままだった──わがままな癖くせに、ひとりで勝手に動き回る癖くせに、ひとりになることを好む癖くせに、ひとりにされるのをとても嫌いやがった。周りと一いつ緒しよの環かん境きようで、誰だれかが傍そばに居るのをわかった上で、ひとりになりたい寂しがり屋。

　那な織おりが左手でペンを持つ姿は、ずいぶん見ていない。超レアだけど、箸はしは違ちがう。極ごくまれに使ってる。そんな那な織おりを見て、左手の感覚を忘れないようにしているのかもって気がして、今はもう仲間外れじゃないから左手も使うんだってわかった時、自分の妹を愛いとおしく思った。

「俺も、琉る実みみたいに右にしてみようかな。シュート率上がったりして」

「男子は片手ワンハンドだし、気になっちゃって逆に外すでしょ。わたしは両手だし、ずっと右に着けてて慣れてるのが大きいと思うよ」

「冗じよう談だんだよ。言ってみただけだって。そう言えば、三年に贈おくる物もの、女バスは何にした？」

「部活名の入ったペンだよ。色々候補はあったけど、去年と同じ。あとは、受験する先輩も居るから、お守りを買おうって話になってて。これも去年と同じなんだけどね」

「それで氷ひ川かわ神じん社じやっつったのか。ずっと気になってたんだよ、試合終わったばっかなのに、何をお願いすんだって。そういうことね」

「ごめんごめん。そういうわけだから、お守り買うの、ちょっと付き合って」

「さっきから、ずっと付き合ってっけどな」

「だね。ありがと。てか、男子は？　そういうの、用意したりしないの？」

「あるけどよー、おまえらのがちゃんとしすぎてて、言うのためらうわ。俺らなんて、白いＴシャツを人数分用意して、それにみんなで寄せ書きだぞ？　外じゃ絶対に着られないＴシャツにしようぜって。みんな本気で痛いメッセージ考えてっとこ」

「なにそれ。飾かざる専せん用ようってこと？」

「俺ら的には、全然外で着てくれてＯＫだけど。つーか、着てほしい。だから、部活に遊びに来る時は、絶対にそのＴシャツを着てこなきゃダメみたいな。いっそ、伝統にしちゃおっかって先せん輩ぱいたちと盛り上がってる」

　瑞みず真まと会う前、不安があった。いつもと雰ふん囲い気き違ちがったらどうしよう、あんまりマジっぽくて重い空気出されると……って思ってた。お守りを買う用事を被かぶせたのは、そういうのが怖こわくて、話題というか目的があった方が困らないかなって考えたから。

　けど、そんなことはなかった。瑞みず真まはいつも通りだ。くしゃっと笑う顔も、話し方や声の感じもいつもと一いつ緒しよ。身構えて損しちゃった。

「それ、自分らの代もやられるけど、いいの？」

「任せろ。俺は全然着るから。なんなら、家から着てってやるよ」

「そん時は、是ぜ非ひ自じ撮どり頼たのむね。女バスで画像回す──クラスの方が良かった？」

「晒さらす気き満々じゃん。ま、俺の着こなしを見れば、逆にカッコイイまであるぜ？」

「マジ、そういうとこだかんね？　てか、瑞みず真まのＴシャツ、わたしもなんか書きたくなってきた。超ちよう恥はずかしくなるようなの、書いてあげる」

「任せろ。さらっと着てやるわ」

　幾いくら瑞みず真までもそれは無理じゃない？

　自分で言うだけあって、瑞みず真まは身長も高くて、顔も悪くなくて、十分イケメンだと思う。ちょっと童顔気味なとこもあったりして、女バスの先せん輩ぱいも瑞みず真まのことを可か愛わいいって言ってる。この前──学校の帰りに真ま衣いたちと喋しやべった時、トイレで一いつ緒しよになった可か南な子こに「正直、うちの趣しゆ味みじゃないけど、瑞みず真まだったら相手として不足ないって感じしない？　白しろ崎さきじゃなくて、瑞みず真まに乗のり換かえちゃえば？　って、それじゃ真ま衣いに恨うらまれっか」って言われた。

　可か南な子この言うこともわからなくはないんだけど、そうじゃないんだよね。

　わたしだって趣しゆ味みじゃない──趣しゆ味みじゃないっていうか、瑞みず真まがカッコイイってのはわかるけど、タイプじゃないし……なんて言うか、純じゆんは無言で居ても気にならない。そこが違ちがう。一いつ緒しよに居て、喋しやべんなきゃ、何か話題をってなんない。ただ、傍そばに居るだけでいい。安心する。

　わたしは純じゆんのことだって、十分カッコイイって思ってる。黙だまって本を読んでる姿を見ているだけでも、幸せだって思える。難しい顔、目にかかる前まえ髪がみ、本を支える血管の浮ういた手、ページをめくる細長い指──ずっと見ていられる。ううん、ずっと見ていたい。写真を撮とったこともある。本を読んでいる時の純じゆんは、最高に色気があるって思ってる。

　そういうのを、瑞みず真まには感じない。

　だから、わたしにとって、瑞みず真まはそうじゃない。

　大きな赤い鳥居をくぐって、長い参道を歩く。家族連れやお年寄り、若いカップル。色んな人が参道を歩いている。わたしは、この参道が好き。お祭りや初はつ詣もうでもそうだし、純じゆんと付き合ってる時、何度も来た。そう言えば、純じゆんが高たか島しま屋やとかそごうで本を買ったあと、何度も鞄かばんから取り出してカバーを眺ながめたりしていて、あからさまにずっと読みたそうにしてるから、「読んでもいいよ」って言って、大おお宮みや公こう園えんで純じゆんが本を読んでるのをずっと見てたこともあった。わたしは、その姿をこっそりスマホで撮とった。音ですぐバレたけど、消せとは言われなかった。

　あの時の写真は、今もスマホに残っている。今でも見返す大切な写真のひとつ──

「なぁ、琉る実みは白しろ崎さきのどこがいいんだ？」

「んー、わかんない」

「なんだそれ。ここがイイとか無いのか？」瑞みず真まの歩みが遅おそくなった。

　あるよ。沢たく山さんある。

「なんだろうね。ずっと一いつ緒しよに居るから……一いつ緒しよが当たり前って感じ？」

「そっか。もし……あーっと、もしの話な。白しろ崎さきが居なかったら、俺はアリだった？」

　言いづらそうに、つかえながら瑞みず真まが言って、わたしの顔を見た──気がした。

「どうだろう。それこそわかんない。ごめんね」

　わたしは、見返さない。そんなこと、考えたって意味ないし。

「謝んなよ。謝られると、やっぱクるわ」

　ごめん──また言いそうになって、飲み込んだ。

　しばらく無言で歩く。参道は、もうすぐ終わる。

「ね、真ま衣いとはやり直せない、かな？」

　瑞みず真まは何にも言わない。聞こえてないのかなと思って、瑞みず真まの顔を覗のぞき込こんで、もう一度言おうと──心を途と中ちゆうで置き去りにしたみたいな、ぼうっとした表情をしてて、目が合ったのに何の感情も読み取れなくて──今じゃなかったと反省しかけたところで、「俺、ようやく真ま衣いの気持ちがわかった」と瑞みず真まが弱々しく言った。

「俺、あいつのこと嫌きらいじゃないし、どうしてもって言うから──けど、琉る実みと一いつ緒しよだ。あいつのこと、そういう目で見られなかった。そっかぁー、こういう感じだったんだな。ようやくわかったよ……なぁ、琉る実みは俺と付き合えるか？」

「えっと、それは前も言ったけど──」

「同じだよ。琉る実みと全く同じだ。俺は、今の琉る実みと同じ気持ちだったんだよ。そして、琉る実みに断られて、あいつの気持ちもよくわかった。痛いほどわかった。あいつはこんな気持ちだったんだな。俺は好きなヤツが居るからって何度も言ったのに、ずっと食い下がって来て、マジでしつこいなって思った。顔を合わせるのも面めん倒どうでさ、最近まであいつのこと見ないようにしてた。下手に目でも合って話はなし掛かけられたらヤだなって──よくわかったよ。こういうことだったんだ。そう考えると、今日はよく来てくれたよな。俺だったら……あー、そういうことか。真ま衣いの話をするために。大方、女バス連中に言われたんだろ？　話して来いって」

「えっと、それは違ちがくて──」

　違ちがわない。瑞みず真まの言う通りだ。真ま衣いのことがなかったら、わたしは来なかった。

「いいんだ。別に怒おこってるわけじゃない。琉る実みの気持ちも、真ま衣いの気持ちも、よくわかった。ったく、世の中うまくいかねぇな。琉る実みはどうなんだ？　白しろ崎さきとうまくいきそうなのか？」

「それが、世の中うまくいかないんですよねー」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「そろそろ始めてもいいかな？」

　手短に挨あい拶さつを済ませ、駒こまを並べ終えたマープルが頰ほお杖づえを突ついた。

「うん」

　一年だからって舐なめているのか、はたまた友達が居ないのか、マープルは一人で現れて、部長や慈し衣え菜なや教授を打ち見ただけで、まっすぐ私の所に来た。悪役ヒールを演じていると云いうよりは、社交性に乏とぼしいって感じがする。人の顔を覚えるのは苦手じゃないみたい──私みたいな可か愛わいい女子の顔はそうそう忘れないよね。不ぶ愛あい想そな人間でも、中身は男子高校生だもんね。

　それにしても、結構目付き悪いし、シルバーフレームの眼鏡が如い何かにもだし、シンプルに性格悪そう。同級生から厄やつ介かい者もの扱あつかいされてるんじゃない？　大だい丈じよう夫ぶ？

　先せん攻こうを譲ゆずってくれたのだって、裏がありそうだもん。純じゆん君がチェスは先せん攻こうの方が有利だって言ってたけど、マープルの事だから企たくらみがあるに決まってる。何が「お先にどうぞ」だよ。

　私から打うたせて貰もらいますけど！

　私の実力に怯おびえて竦すくむがいい！

　マープルの実力は分からない。幾いくら私が精せい良りようかつ秀しゆう抜ばつな人間でも、開幕から必ひつ殺さつ技わざみたいなことは出来ない。最初は相手の事を探さぐりつつ型通りに始めるしか無い。

　オープニングは定石通り、ポーンをｅ４に。

　マープルが表情を変えずにポーンをｅ５へ。

　まずはオープン・ゲームね。何となく、そんな気がした。セミ・オープンゲームより、オープン・ゲームの方が好きそうだもん。マープルは型を重視するタイプだろうし、序じよ盤ばんは慎しん重ちように進めなきゃ──それと同時に、ちゃんと学んで来ました的な演出の意味もある。教わって来ましたみたいな雰ふん囲い気き、マープルには有効な筈はず──だからこそ、次の展開を何ど処こに持って行くかが重要。純じゆん君の家で、我が家にある本で、ネットで、戦術パターンはしっかり叩たたき込こんだ。

　開始早々にセンターへ駒こまを進めて、ナイトはビショップより先に動かす。基本は忠実に。

　ナイトをｆ３へ。古典的なルイ・ロペスオープニング。私の読み通りなら、マープルはナイトをｃ６に置いて、セオリー通りに続けるだろう。動き出すのは、三手目からってとこ。

「君は賢かしこいんだろうな」

「どうして、ですか？」

「チェスのやり方を分かってるってことだよ。あの男子に習ったのか？」

「はい。彼はチェスが好きなので」

「彼とは仲良くなれそうだ」

　案の定、マープルがナイトをｃ６に──次はビショップを動かして、早々にキャスリングってとこかな。オープニングとしては、お互たがいに型を守っている。最初はこれで良いい。

「なれると思います。彼、ＳＦが好きですから。この前、ハインライン読んでましたよね？」

「すぐ分かる辺り君もＳＦ小説が──」

「違ちがいます。設定は付加に過ぎないと思って居るので。派手か否いなか。それだけです」

　そこと一ひと括くくりにされたら沽こ券けんに関わる。毅き然ぜんとした態度で、断固として否定せねばっ！

「なるほど。君を指名したのは間ま違ちがいでは無かったようだ。やけに本の事を見ているし、面おも白しろそうだなって思ったんだ。毛虫やサナギを見れば、色いろ鮮あざやかな蝶ちよう々ちようがわかる──」

　うわ、超ちようキザじゃん。素面しらふでそういう事、女子相手に言っちゃう系？　超ちよう苦にが手て。

　やっぱ、クラスで浮ういてるでしょ？　絶対にそう。友達が居たとしても、全員根暗。

　登場人物、全員根暗。ある意味ノワール。ちょっと観みたいかも。

「ファウスト。もしかして、私のこと、口説いてます？」いやん。

「ふっふふふ……はっはっはっ！　面おも白しろそうだなとは思ったが、想像以上だ。最初にそこの女子に呼び出された時はどうなることかと危き惧ぐしたが……悪くない。悪くないどころか、凄すごく良いい。君は、ゲーテが好きなのか？」

「別に。家に有ったから読んだだけ、です」

「なるほど。それにしても、よく咄とつ嗟さに分かったな。感心するよ」

「私の友人、その手の人間ばかりなので。慣れてます。そこにも居ますけどね」

　ちらっと、部長の方を睥へい睨げいする。「（こっち見ないでよ）」と云いう声が聞こえてきそうな、心底嫌いやそうな顔で私のことを睨にらんで来た──睨にらまなくたって良くない？

「それは楽しそうだな。良いい友人が沢たく山さん居るようだ」

「お陰かげ様さまで、偏へん物ぶつや奇き人じんばかりが寄ってきますよ」──貴方あなたみたいなのも含ふくめ。

「よし、いいだろう。部室の件は、君たちに譲ゆずるよ。君の、酔すい狂きようで愉ゆ快かいな友人たちと、語り合う場にするんだろ？　それならば、快く引こう。人数も顧こ問もんも揃そろっている君たちの方が、リードしている。それは紛まぎれもない事実だ。それを妨さまたげるのは大人気無い」




　──何かたくらんでいるな。攪かく乱らんか、目くらましか、こけおどしか。




「えっ？　勝負はまだ──」私を遮さえぎって、慈し衣え菜なが「マジ？　あざす」とぱーぷりん全開の未発達な日本語を大声で発しながら飛び付いて来た。

「やっぱ、ザキよりにゃおにゃおだわ。この人もにゃおにゃおの可か愛わいさにやられちゃったってことでしょ？　マジ、にゃおにゃお最強すぎん？」

「ちょっと慈し衣え菜なは黙だまってて──」

「あの、それって、勝負関係なく、俺らに部室を譲ゆずってくれるってことでいいんですよね？」

　今度は教授。

　もう、私にも喋しやべらせてよっ！

「ああ。その理解で合ってる」

　マープルが眼鏡のブリッジを中指で持ち上げた。

　その仕草っ！

　ほんとは眼鏡ズレてないでしょっ！　どこぞの名めい探たん偵てい気取りより酷ひどいよっ！

　ああ。その理解で合ってる？　言い方がいちいち……ああっ、むず痒がゆいっ！

「ありがとうございます。失礼ですが、書面で取とり交かわしても良いいですか？」

　ルーズリーフを取り出した部長が、覚おぼえ書がきをマープルに迫せまる。うん、それは悪くない。とても大切。どうせだから、血の署名をメフィストから頂いちゃう？

「ついでに血けつ判ぱん状じようにして貰もらう？　カッター持ってるから、親指を切って──」

「先生、それはやり過ぎ」

　慈し衣え菜なと教授が「けっぱんじょう？」「あれだよ、血で拇ぼ印いんを押すヤツ。ヤクザ映画とかであるだろ？」と言ってる横で、マープルが笑い出した。

「血を流さないで済むよう、是ぜ非ひとも録音くらいで済ましてくれ。それより、神じん宮ぐう寺じ……と言ったな、チェスを続けないか？　部室云うん々ぬん関係なく、ただ勝負がしたい。実際、そこまで部室に固こ執しつしていた訳じゃないんだ。いきなり下級生に譲ゆずれと言われて、素す直なおに応じるのが不服だったと云いうのが真相だよ。だから、気楽に──と言っても、本気でやってくれなきゃ困るが、とにかくゲームを楽しもう。それが部室を譲ゆずる条件だ。どうだい？」

　さっきから条件条件うるさいけど──いいよ、マープル。

　そういう展開、好き。根暗の癖くせして、話が分かるじゃん。

　私は優やさしく微ほほ笑えみ返かえす。「おさらばする前に力のほどをみせてやる」

「ファウストで返してくるとは。これは条件でも何でもなく、ただのお願いなんだが──君たちの部活にお邪じや魔ましても良いいかな？　この前の男子と言い、刺し激げきを貰もらえそうだ」

　口を開きかけた教授を手で制して、私はマープルの目を真まっ直すぐに見返した。

「私に勝ったら、考えますよ」




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　──琉る実みが安あん吾ごと？




　安あん吾ごは友達だ。悪い奴やつじゃない。でも、そういうことじゃない。

　ったく、安あん吾ごのヤツ──なんて言えないよな。

　言えない。言えないけれど、なんて言うか……気に入らない。

　琉る実みと、那な織おりと、今までとこれからの話をしようと思った。その矢先に横よこ槍やりが入って、気に入らないだけだ。これは、僕のわがままだ。そんなことわかってる。

　もう理由だとか理り屈くつだとか正しいとか間ま違ちがってるとか選せん択たくだとか言葉遊びみたいな解かい釈しやくはどうでもいい。すべては、僕の中の定義でしかない。身勝手な論理だ。

　最初から、全部、僕のわがままなんだ。それっぽい言葉を当あて嵌はめていただけ。

　だったら、今の行動だって大差ない。

　どうせ、ずっとわがままだったんだ。

　感情に任せて動くなんて愚おろかだ──ずっとそう思って来た。理性的であれ。小説や映画の登場人物が、感情に任せて動き回るのが嫌きらいだった。冷静に考えればそれは悪あく手しゆだろうという行動を、友情とか恋れん愛あいとかその手のキレイゴトを盾たてに、無む謀ぼうなやり方で推おし進すすめるのが苦痛ですらあった。そういう登場人物が亡なくなる展開を、そりゃそうだろと冷めた目で見ていた。

　熱い展開？　感動する？　論理の破は綻たんを誤ご魔ま化かしてるだけじゃないか。




　──すべて主情的なものは、何ものにもまして僕の尊重する冷静な理知と相あい容いれない。




　今の僕は、理知で動いていない。それが心底気持ち悪くて、清すが々すがしい。




　すまん安あん吾ご。少しだけ僕のわがままに巻き込まれてくれ。




　那な織おりの言葉に従って、大おお宮みやに来た。

　琉る実みに居場所は──訊きけない。理由を説明出来ない。いきなり「何ど処こに居る？」なんて言われたら、「どうしたの？」と尋たずねられるに決まっている。素知らぬ振ふりを出来るほど、僕は器用じゃない──お守りを買うってことは、目的地は氷ひ川かわ神じん社じやだ。

　それさえ分かっていれば、何とかなる……だろう。居場所を訊きくのは、最後の手段だ。

　琉る実みと別れてから、こっち方面はずっと来なかった。避さけていたわけじゃない。単に用が無かっただけ──学校と家の往復。そこに書店や喫きつ茶さ店てん、友人の家が加わる程度の変化しかない。琉る実みと居ると、いつもより行動範はん囲いが広くなる。

　広くなった行動範はん囲いが、懐なつかしくてもどかしい。

　二人で歩いた通りを選んで、氷ひ川かわ神じん社じやを目指す。

　歩道を行く人が、行く手を遮さえぎる様な錯さつ覚かくに陥おちいる。

　人の流れを避さけながら、次し第だいに捷しよう歩ほになって──僕は駆かけ出だしていた。体育以外で走ることなんて無かった。久々に走って、心臓の鼓こ動どうが増ぞう幅ふくされていく。徐じよ々じよに息が上がってくる。




　那な織おりの勝負はどうなった？




　スマホを取り出したものの、身体からだに合わせて上下に振ふれる画面が、タップを阻はばむ。緩ダ衝ン器パが欲ほしい。立ち止まることすら、もどかしい──交差点の信号が赤になった。

　強制的に足止めを食らい、汗あせが体中から吹ふき出でてくる。蒸むし暑あつさも相あい俟まって息が苦しい。溽じよく暑しよに全力疾しつ走そうするなんて、我ながらバカげてる。肩かたで息をしながら、ＬＩＮＥを開こうとするが、暴力的な陽光が画面に反射する。汗あせが画面に滴したたり落おちる。Ｔシャツで汗あせを拭ぬぐって、どうにかグループにメッセージを飛ばす。

　亀かめ嵩だけや教授辺りが気付いてくれる筈はずだ。那な織おりに直接送ろうとも思ったが、気付かれない可能性が高い。それに、勝負の最中にスマホを触さわるのはマナー違い反はんだ。

　那な織おりならやれる。心配はしていない。あんなに賢かしこくて可か愛わいい女の子は、そうそう居ない。

　相手が誰だれだろうと、どんなに追おい詰つめられようと、最後は勝つに決まってる。

　神じん宮ぐう寺じ那な織おりは、そういう女の子だ。




　かめだけ《まだ勝負してる。けど、部室は譲ゆずってくれるって》




　返事はすぐに来た。

　勝負はしてるけど、部室は譲ゆずってくれる？　どういうことだ？　尋たずねようとした瞬しゆん間かん、信号が青に変わった。部室問題が解決したのなら、ひとまず安心して……いいのか？

　流れが全くわからん。今すぐにでも詳しよう細さいを訊ききたい──が、拘かかずらうのは今じゃない。質ただしたい気持ちを抑おさえ、〈勝負が終わったら教えてくれ〉と返してから、横断歩道を渡わたる。




　大おお宮みや神じん社じやの境けい内だいに二人の姿は無かった。入念に探したが、それらしき人ひと影かげは見付からない。

　ここまでの道中でも擦すれ違ちがわなかった。だとすれば大おお宮みや公こう園えんに──来る途と中ちゆう、例えば何ど処こかの店にでも入っていたら……見落としていた可能性は否いなめない。蓋がい然ぜん性せいは低くない。先を急ぐ余り失敗した。今から戻もどる──のは愚ぐ策さくだよな。先に公園を見てからだ。

　とは言え、大おお宮みや公こう園えんはかなり大きい。すぐに見付けられる保証はない。

　だが、心当たりはある。琉る実みは池が見えるベンチがお気に入りだった。

　神社からはちょうど反対側──まだ走らないとダメか。

　疲ひ労ろうと云いう名の生体アラームが鳴っている。限界はとっくに超こえている。

　こんなことなら、運動しとけば……って、言うのは簡単だよな。正直、やらない自信しかない。二度と走りたくねぇ。驟うぐつくのは金輪際ごめんだ。走らないで済む人生を送ってやる。

　まばらな木々を抜ぬけ、ようやく視界が開けた。左手に池が見えてきた。僕が思っている場所に居るのなら、対岸のあの辺に──居たっ！！！




　スピードを緩ゆるめ、呼吸を整えようとするが、乱れた息は中々収束してくれない。木こ陰かげに入って休もうかとも思ったが、勢いに任せないと辿たどり着つけない気がして、冷静になってはいけない気がして、僕はこのまま二人の座るベンチに向かうことにした。

「……琉る実みっ！」

　ぜえぜえとした喘ぜん鳴めいの合間にどうにか絞しぼり出だした声は、自分でも驚おどろくくらい大きくて、近くを歩いている人までもが、二人と同時に振ふり向むいた。

「……え？　純じゆん？　なんで？」ぽかんとした琉る実みとは対たい蹠しよ的てきに、安あん吾ごはさして驚おどろいた風ではなく、じろっと一いち瞥べつして「来たのか」と零こぼしただけだった。

「おまえが……はぁ……あんなＬＩＮＥを送るから、だろ？」

「俺としては、素す直なおな気持ちを書いただけだったが──で、何しに来たんだ？　横取りすんなってか？　つーか、めっちゃ息上がってんな。走ってきたのか？」

「うるせぇ。誰だれの所せ為いだと……で、どーすんだ？　わざわざあんなことを言って来たってことは、僕に言いたいことがあるんだろ？」

「どーすんだはこっちのセリフだよ。白しろ崎さきこそ、どうするつもりなんだ？」

「ねぇ、なんの話？　わたしにもわかるように───」

「すまん、ちょっと待っててくれ。僕は安あん吾ごと───」

「琉る実みも当事者だろ？　言ってやれよ。そうじゃなきゃ、俺だって納なつ得とくできねぇよ」

　挑ちよう戦せん的てきな色味を携たずさえた目付きで、安あん吾ごが僕を真まっ直すぐに見み抜ぬく。その為ために来たんだろ、逃にがさないからな、とでも言いたげに───ここまで来て、逃にげねぇよ。

　逃にげるつもりだったら、最初から来てない。

　未まだ結論は出せないけれど、出せないなりに伝えたいことがあるんだ。

　だから僕は──ここに来たんだ。大きく息を吸い込んで、ゆっくりと吐はき出だした。

「琉る実み、ちょっといいか？」

「……うん」

　暑さの所せ為いか、ほんのり紅潮した琉る実みが小さく頷うなずいた。

「えっと……琉る実みに言っておきたいことがあるんだ」

「改まって、どうしたの？」

　琉る実みの怪け訝げんな眼まな差ざしが、向けられる。

「はっきりしなくてすまなかった。あと、今までのことも、全部謝る。ごめん」

「ちょ、いきなり、何──」

「琉る実みの気持ちは嬉うれしかった。前みたいにやり直せるかもって、何度も思った。だけど、どうしても踏ふみ切きれない……那な織おりの方が、とかそういう意味じゃなくて──」

　眉まゆひとつ動かさず、琉る実みはじっと僕の目を見み据すえている。

　結論は出ていない。応じないことで、僕のスタンスが伝わると勘かん違ちがいしていた。結論が出ていないことを、きちんと説明して来なかった。しっかり向き合って、どうして決めあぐねているのかを、真しん剣けんに話して来なかった。

　僕の大切な、二人の女の子に向き合う為ために、それを言う為ために、僕はここに来たんだ。

「僕は二人のことが好きだ。琉る実みのことも那な織おりのことも、同じくらい好きなんだ。子供の頃ころから一いつ緒しよに過ごして来て、同じ時間を過ごして来て、二人に優ゆう劣れつなんて──優ゆう劣れつって言い方は適当じゃないよな、今の僕には二人のどちらかを選ぶなんて出来ない。もちろん、それじゃダメだってのも分かってる。こんなことを言えた義理じゃないが、もう少しだけ時間が欲しい。今の僕じゃ、前と同じことになる。照れとか恰かつ好こう付つけとかそういう子供っぽさで琉る実みを傷付けたんだって思ったら、余計に動けなくなった。




　怖こわかったんだ。ずっと怖こわかった。




　琉る実みの気持ちを知って、那な織おりの気持ちを知って、応えたいのに、応えられない。だから、ずっと逃にげ回まわって来きた。認めるよ。僕は、逃にげていただけだった。僕の弱さが、二人を悩なやませていることに、気付かない振ふりをしていた。すまなかった。

　時間が掛かかっても、僕はちゃんと結論を出す。どんな結論に至るのか、今は未まだ僕自じ身しん確固たる想おもいがある訳じゃなくて、確かなことは何も言えないけれど、今度は、僕から二人にちゃんと言うよ。待てないと言うならそれでもいい。もし、僕の弱さを許してくれるなら、僕の弱さに付き合ってくれるのなら、この弱さを克こく服ふくするまでの時間をくれないか？」

　琉る実みが視線を外した。地面に落とした眼まな差ざしが、瞬またたきと同時に僕に向けられる。








（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　えっと、何？　待って。どういうこと？

　純じゆんがここに居ることからしてよくわかってないのに……いきなりすぎて、理解が追いついてないんだけど──ないんだけど、今、好きって言ったよね？

　純じゆんが、わたしのこと──那な織おりの名前も出てたけど、好きって言ったよね？

　那な織おりの名前無しで、もっと早く聞きたかった言葉。ずっと待っていた言葉を、こんな形で、今さらになって、那な織おりと並んで言われた──のがちょっと悔くやしくて、どこかずるくて、もどかしくて、頭に色んな感情と言葉が湧わき出でてくるのに、なんて言えばいいかよくわからなくて、嬉うれしい気持ちもあるから、どう返せばいいのかわかんない。
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　わかんなくはないか。




　わたしは待つよ。




　純じゆんが言ってくれるまで、待てる。わたしがダメにしちゃったけど、一度は付き合ったんだもん。前に琉る実みと付き合ってて楽しかったって言ってくれたし。もし、純じゆんが考かんがえ抜ぬいた結果、わたしじゃなくて那な織おりのことを選んだとしても──受け入れる。イヤだけど、わたしにイヤって言う資格はないし、純じゆんが出した結論なら、何も言わない。

　でも、それまでは──純じゆんが結論を出すまでは……うん、もっと素す直なおになる。

　我が慢まんしないって決めたんだから、自分にもっと、純じゆんにもっと、素す直なおになる。




「わかった」




　去年はわたしが純じゆんに告白したんだし──今度は純じゆんの番だからね。

　そう言おうと思った矢先──瑞みず真まが「それって、答えを先延ばしにしただけだろ？　結局、何にも決めてなくね？　琉る実みに告った側としては、納なつ得とくいかねぇんだが」と言った。




　あっぶない！

　瑞みず真まが居るの、忘れてたっ！




　言わなくてよかったー。てか、お昼食べたし、お守り買ったし、もう瑞みず真まに──それはさすがに酷ひどいから言わないけど……正直、純じゆんと二人にして欲しい。純じゆんと、もっと喋しやべりたい。

「待ってくれって、都合良すぎねぇか？　琉る実みからも言った方がいいぞ」

「確かに何にも決まってないよね。でも、ちゃんと考えてくれてるってわかっただけで、わたしは十分だよ。那な織おりのことも含ふくめて、ね」

「そーやって琉る実みが甘やかすから、白しろ崎さきが付け上がるんだぞ？」

「付け上がってねぇよ。二人のことを真しん剣けんに考えてるからこそ、軽々しく言えないんだ」

「琉る実みと付き合うけどな、俺は。つーか、贅ぜい沢たくすぎんだよ。成績か女か、どっちかにしろ。どっちかを捨てて、少しは俺に分けろ。何でもかんでも独ひとり占じめしやがって。おまえ、前世でどんだけ徳を積んだんだよ。なんか、言っててムカついてきた。一発殴なぐらせろ」

「出た。すぐそれだ。筋肉に使うカロリーを脳に使えば、少しは──」

「なぁ、琉る実み。こんなヤツのドコがイイんだ？　なんかあった時、絶対守ってくれないぞ？」

　この前、那な織おりにもすぐやられそうって言われてたけど、瑞みず真まにまで言われてるよ？

　やっぱ、一いつ緒しよにランニングとか筋トレをして、鍛きたえ直なおさないとダメなんじゃない？

　これでも純じゆんは、いつだってわたしたち姉し妹まいのことを最優先に考えてくれるし、付き合ってた時、休日の部活終わりは迎むかえに来てくれたし、わたしがわがままを言っても、「しょうがないな」って言いながら付き合ってくれるし、子供っぽいとこもあるけど、わたしの知らないこと沢たく山さん知ってるし、家に上がる時はちゃんと靴くつを揃そろえるし、お父さんと楽しそうに話してるとこを見ると、いつまでも見ていたいなって思うし──こんなにわたしの生活に入り込んでいて、色んなことを共有していて、それこそ小さい時から同じ物を見て、同じものを食べて、もうわたしの一部──って言ったら変だけど、とにかく、純じゆんの居ない日常は考えられない。

「やられちゃうけど、純じゆんは守ってはくれるよ。ね？」

「やられちゃうってなんだよ。そもそも私し人じんの暴ぼう力りよくには限度があるんだ。論理的に解決出来ないのなら、国家の有する暴力装置に頼たよるのが正しい社会システムの在り方なんだよ」

「だってよ。ソッコーやられんな」

「うるせぇよ」

　あ、ふて腐くされてる。

　瑞みず真まと純じゆんって、いっつもこんな感じで言い合ってるイメージしかない。

「ねぇ、純じゆん。今日からわたしと一いつ緒しよに走ろっか？」

「折せつ角かくだけど、今日は二度と走りたくねぇ。つーか、おまえら、どうしてそんなに物事が体力や筋力ベースなんだ？　同じクラスってことは、二人とも特進だよな？」

　え？　そこ、関係なくない？

　けど、強しいて言うなら──「文武両道ってことじゃない？」

「琉る実みの言う通りだわ。つまり、俺らの方が、優すぐれてるってことじゃね？」

「言ってくれるじゃねぇか。そこまで言うのなら、次の定期考査、僕より点数取るってことだよな？　優すぐれてるんだろ？　だったら、客観評価で勝負しようじゃないか」

「おう、見てろ？　マルチプレイヤーの意地、見せてやるわ。つーか、それで負けたら、マジで白しろ崎さき、何も残んねぇぞ？　あと、客観評価って言うなら、体力測定の結果も並べないとフェアじゃねぇよな。それぞれ偏へん差さを出して、その合計点も加算しようぜ」

「それだと、純じゆんの負けだね。全ぜん項こう目もく、瑞みず真まに負けてるんじゃない？　シャトルランなんて、超ちよう序じよ盤ばんでリタイアしてたもんね？　わたしのが余よ裕ゆうで上だったし。てか、体力測定を加算するなら、わたしも純じゆんとイイ勝負できるかも」

　トータルだったら、本当にイイ勝負できるんじゃない？

　ちょっと気になるんだけど。そんなことより──「ね、さっきからずっと訊ききたかったんだけど、純じゆんはどうしてここに居るの？　さっきの話をする為ために来たってこと？　それにしたって、なんでこのタイミング？　って言うか、どうしてここに居るってわかったの？　瑞みず真ま？」

「俺は言ってねぇ……が、ちょっと煽あおった。白しろ崎さきの本音が聞きたかったんだ。まさか、本当に来るとは思わなかったが──マジで、よく場所がわかったな」

　そういうことだったんだ。瑞みず真まが煽あおって……煽あおるって、瑞みず真まは純じゆんになんて言ったんだろう。琉る実みのことをどう思ってるか教えろ的な感じ？　そればっかりはわかんないけど、場所は恐おそらく那な織おり……だよね。わたしが大おお宮みやに行くことを知ってるのは、女バスのみんなと那な織おりだけ。

　昨日の夜、どんな服を着てこうか訊きくついでに、那な織おりとそんな話をした。

　那な織おりはずっとチェスの本を読みながらスマホをいじっていて、わたしが何を訊きいても空から返へん事じだった癖くせに、「何着てこうって、意中の男子とデートに行くの？　そうじゃないなら、何でもよくない？　いつもみたいにジャージでいいじゃん。琉る実みの正装でしょ？」なんて、憎にくたらしいことを言ってきた。ジャージがわたしの正装って、なによ。

　そのあと、あれこれ反論したのにずっと無視してきて──ま、あの子は聞いてないようで聞いていて、聞いてるようで聞いてないみたいなとこがあるから、今いま更さらなんだけどさ。

「那な織おりが教えてくれたんだよ。お守り買うって言ってたって」

　やっぱり。

　それにしても、純じゆんを送り出すなんて、那な織おりらしくない。純じゆんが無理矢理飛び出して来たってこと？　それはそれで嬉うれしいけど、純じゆんはそういうタイプじゃないっていうか、それ以前に那な織おりが許さない気がする。大体、あの子は今日、勝負がどうのって──それはあとにしよう。

「出どころは琉る実みの妹か。しっかし、あの妹も大たい概がい濃こいよなぁ。一見大人しい感じなんだけど、白しろ崎さきや教授と絡からんでる時はめっちゃ喋しやべるし、ノリが独特つーの？　ちょっと喋しやべってみたい気もするけど、入っていけない感じがするんだよなー」

　うん、言いたいことはわかる。

　てか、那な織おりと喋しやべりたいんだ。意外。

「那な織おりと話したいんだったら、言ってくれれば良いのに。訊ききたいことでもあるの？」

「家で琉る実みがどんな感じとか、教えてくれそうじゃね？　こう見えて、実は部屋がめっちゃ散らかってたりとか、さ。あとは昔の失敗談とか、その手の話あんだろ？」

「散らかってないしっ！　それ、那な織おりだから」

「まぁ、実は椎しい茸たけが嫌きらいとか、小さい頃ころに那な織おりとサンタが居る居ないで本気の喧けん嘩かしたりとか、虫が嫌きらい過すぎて、小さい虫でも悲鳴を上げて逃にげ回まわるとか──昔なんて服に虫が止まっただけでパニックになって、大泣きしながら暴れる琉る実みを宥なだめながら、虫を払はらってあげたりなんてこともあったな。あと、小学生の時、水泳の授業がある日──」

「純じゆんっ！　余計なこと言わないでっ！」

　だって、朝イチからプールの授業で……着き替がえが面めん倒どうだったから……純じゆんにはずっと隠かくしてたのに、その日の帰り道に那な織おりが「今、琉る実みはパンツ穿はいてないんだよ」とかバラしてくれちゃって──スカートじゃなくて良かったとは言っても、違い和わ感かん凄すごくて、ずっと気になって、ほんっとイヤだったんだから。今にして思えば、保健室に行けばって思うけど、当時は周りにバレないよう隠かくすのに必死でそれどころじゃなかった。

　てか、思い出させないでよっ！

「今度その話したら、絶対に許さないからねっ！」

「すまん。ついうっかり……悪かった。金輪際言わない」

「なんだよそれー。めっちゃ気になんだろ。しかしあれだ、妹に訊きかなくても、おまえらにはそういう話題、沢たく山さんあるんだな。そりゃそっか。ずっと一いつ緒しよなんだよな、おまえらって」

「うん。小一のときから」

　過ごした時間の長さだったら、他の子には負けない──那な織おりを除いて。

「小一かぁ。俺も、子どもの頃ころ、近所に仲のいいヤツが居たけど、今じゃ親との会話でたまに名前が出る程度だわ。俺の場合、相手は男だし、学校が違ちがうってのもあっけど……そうやってずっと仲が良いいってのは、ちょっと羨うらやましいわ。変な意味じゃなく、だぞ」

「うちらも、中等部入ってすぐの頃ころ、ちょっと距きよ離りあったりしたよね？　前ほど喋しやべんないっていうか、喧けん嘩かしたとかじゃないけど、小学生の時みたいに一いつ緒しよに遊んだりしなくなったし」

　自分の口から、こんな言葉が出てくるなんて、考えもしなかった。純じゆんとあんまり喋しやべらなくなった頃ころのこと、初めて話題にしたかも。

　別れはしたけど、純じゆんと付き合ったから──片付けられなかった昔のことが、消化できたのかも知れない。自分の中の、収まるべきところに収まったみたいな、不思議な感覚。

　これは成長したってことなのかな。

　単純に、昔のことだから？　よくわかんないけど、ちょっと大人になった感じがする。

　もしかして、純じゆんの待ってくれって、弱さを克こく服ふくするまでって、そういうこと？




　そっか、大人になったんじゃなくて、わたしは強くなったんだ。




「まぁ、前ほどは──けど、僕らの場合、親の仲が良いいし、顔を合わせないとか会話しないってのは、環かん境きよう的てきに不可能だったからな。那な織おりはずっとあんな調子で、本とか映画の感想を一方的に語って来たりしてたし」

　わたしは、それが耐たえられなかったんだけどね。わたしばっか意識してて、那な織おりはそんなことなくて──いま考えると、那な織おりは那な織おりで意識してたと思うし、考え方みたいなのが違ちがっただけなんだろうな……うん、なんだか冷静に考えられてる気がする。

「さて、ちょっと長居しすぎた。僕はそろそろ帰るよ。那な織おりに怒おこられちまう」

　純じゆんが、優やさしく、ゆっくりと微ほほ笑えんだ。

「待てよ。帰るのは俺だ。おまえは残れ。ちゃんと琉る実みを家まで送り届けるんだぞ……っても、おまえら、帰る家はほぼ同じだったよな。そういうとこ、いちいち鼻につくわ」

「いや、僕はこれから──」

「『いや』じゃねぇんだよ。おまえなぁ、俺の立場をちっとは考えろ」

　瑞みず真まは純じゆんの肩かたを叩たたいて、「じゃ、また学校で」と言い残して──ガチで帰った。

　わたしは仕方なく、困り顔の純じゆんに声を掛かける。

「……えっと、これからどうする？」




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　はっはっはっ！！！　ざまあみやがれ、ですわっ！

　この私に勝とうなんて、五億年と四〇〇〇万年早いんだって！　カンブリア紀からやり直しておいで。アノマロカリスといちゃついてから出で直なおして来きて頂ちよう戴だい。

「完敗だ。もし君さえよければ、リベンジを申し込みたい」

　どうしよう。超ちよう可哀相かわいそう。私に負けて悔くやちいんでちゅね。

　靴くつを舐なめて貰もらう……嫌いや、汚きたない。何か他に屈くつ辱じよく的てきな条件を──

「先生、受けてあげなよ。どうせ、何か屈くつ辱じよく的てきな条件を提示してやろうとか思ってるんだろうけれど、古ふる間ま先せん輩ぱいは部室譲ゆずってくれたんだよ？　感謝しないと」

　部長がそう言ったかと思うと、私の耳元で「（人間椅い子すになって貰もらおうとか、那な織おり様って呼ばせようとか、奴ど隷れい契けい約やくを結んで上級生をこき使おうとか、廊ろう下かで擦すれ違ちがう度たびに頭ずが高いって言って額を床ゆかに付けさせようとか、毎日百円ずつ巻き上げようとか、語ご尾びをやんすにさせようみたいなこと、考えちゃダメだよ？　ちゃんと我が慢まんして）」と囁ささやいた。

　部長の首をぐっと引き寄せて、「（やめてっ！　そんなこと考えてないからっ！）」と力を込こめて、もちろん音量ヴオリユームは抑おさえて、失礼な小こ娘むすめを静かに窘たしなめる。

　私のことを何だと思ってる訳？　失礼過ぎない？

「考えておきます。今日はありがとうございました」

　なんとなくマープルが口を開きそうなのを察知した私は、さっと席を立った。

　場を離はなれるにはこのタイミングしか無いと思った。ここを逃のがしたら長くなる。

　十分過ぎるくらい相手をしたもん。チェスしたでしょ？　だからもう終わり。

「ちょっとっ！　先生、どこ行くの？」

「トイレ。あとはお願い」

「エナも行くー」

　トイレに用は無くて、本当のことを言うと、疲つかれた。単純に気き疲づかれ。余よ所そ行いきモードを崩くずさずに勝負するの、こんなに精神を消しよう耗もうするの？　今後は、出来る限り避さけたい。後処理は外そと面づらだけで生きてる部長と下世話で愚ぐ陋ろうな教授に任せる。崇すう高こうな人間の出る幕じゃない。

　教室を出て、外の空気が吸いたくなった私は外階段に足を向ける。トイレとは反対側だけど、慈し衣え菜なは何も言わずに付いて来た。外に出ると、むわっとした空気が身体からだに纏まとわり付ついた。

「ねぇ、にゃおにゃお」

　慈し衣え菜なの声が、階段を下りる私の頭上から降って来た。

「んー？」

「ザキって、どしたん？　なんかあった？」

　踊おどり場ばで立ち止まって振ふり返かえると、慈し衣え菜なが近付いて来て、私の髪かみを撫なでた。

「琉る実みのとこ。通イニ過シエ儀ーシ礼ヨンの真っ最中」

「initiation……どゆこと？　てか、るみちーのとこって、にゃおにゃおはそれでイイの？」

　恰かつ好こう付つけてイニシエーションなんて言ってみたけど、後こう顧この憂うれいを断たつ為ために仕方なく送り出したに過ぎない。本当は行かせたくないし、ずっと居て欲しかったけど、琉る実みの事を考えながら傍そばに居られるのを想像しただけで、気が滅め入いる。それなら一層、行ってくれた方がマシ。

　慈し衣え菜なが心配そうに私を見み詰つめて来くる。今までは部長だけだったけど、広めておくとこういう風に声を掛かけて貰もらえるってことね。恋こいバナは聞く一方だったから、新しん鮮せん。




　恋こいすてふわが名はまだき立ちにけり人知れずこそ思ひそめしか、なんて。




　慈し衣え菜なに喋しやべったのは私だし、そもそもこの前のハグだって、他の生徒の口くちの端はに上るよう仕向けた訳だし──やっぱり、協力者は多いに越こしたことは無い。どんどん広まれ。

「今はそれで良いいの。今だけは──それより、今夜のこと、よろしくね」

　踊おどり場ばの手て摺すり壁かべに背中を預けると、慈し衣え菜なが倣ならって隣となりで背を凭もたせ、ポケットから取り出したハンディファンを自じ撮どりするみたいに構えて、送風範はん囲いに私も入れてくれた。

　慈し衣え菜なのこういう所、私的に評価高い。ちょいちょい暑苦しいけど。

「うん。でも、次こそ、エナん家ちに泊とまってよ？　一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入って、おんなじベッドで寝ねて、起きて最初ににゃおにゃおにおはようって言いたい」

　同どう棲せい初期のカップルじゃんっ！　それ、私相手にやらないでよっ！

「泊とまるのは良いいけど、同じベッドで寝ねるのは嫌いや。私、パーソナルスペースだけは堅けん固ごなる不ふ可か侵しん領域として死守したいタイプだし、枕まくらや布ふ団とんが変わるだけでも嫌いやなのに、隣となりに人が居るなんて絶対に無理。熟じゆく睡すい出で来きない」

　修学旅行とか最悪だったもん。肌はだに一いつ切さい馴な染じまない固いシーツが気になって、ずっと寝ねられなかったし。もふもふした肌はだ触ざわりじゃなきゃ嫌いや。あんなぴっとしたシーツだと、挟はさまってる感が強くて安心出来ない。包くるまってる感かんこそ大切でしょ。それに加えて、隣となりから人の寝ね息いきが聞こえて来るし、それが気になって寝ねられなくて、次の日寝ね不ぶ足そくで死ぬかと思った。だから、寝ねる時は、誰だれ一人ひとり近付かないよう、部屋の周りにアイアンドームを敷ふ設せつして、ベッドの周りにはクレイモアを仕し掛かけたいくらい。

「えー、ダメなのー。でも、お風ふ呂ろはイイんだよね？　一いつ緒しよにお風ふ呂ろはイイんだよね？」

「なんで二回言ったし。別にお風ふ呂ろくらい──」

　私の美ボディを存分に、眼がん福ぷくを味わわせてやろうと思ったけど、考えてみれば相手はモデルだし、骨格からして……ううん、私の愛くるしいまでの可か愛わいさなら──「やっぱ、嫌いや」

　だらしなくにやけきった顔の慈し衣え菜なを見たら、なんか苛いらついて来きた。

「なんでー。一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろーよ。身体からだ洗ってあげるし、髪かみだって洗ってあげる。お風ふ呂ろ出たら、エナが身体からだ拭ふいてあげるし、髪かみも乾かわかしてあげるからー」

「……考えとく。それより、この後どう動くか決めないと。私は一回家に帰るけど、慈し衣え菜なはどうする？　部長と待ってる？」

「そーしよかなー。てか、ふつーにエナん家ち来れば良くない？　んで、うちでご飯食べよーよ。今日はエナん家ちに泊とまるって設定なんでしょ？　そっちの方が、リアルっぽくない？」

「たしかし。そうしよっかな。慈し衣え菜な冴さえてる」

「でしょ？　褒ほめて褒ほめて……って、ちょっとるみちーに悪い気もするけど、にゃおにゃおの頼たのみは断れないし。てか、マジでにゃおにゃお──」

「うん。私は本気だよ」

　そう、私は本気。すべてはこれからの為ための準備。琉る実みだって、今は私の計らいで純じゆん君と一いつ緒しよに居る訳だし、今日の夕飯だって一いつ緒しよに食べるんだし、文句を言われる筋合いは無い。

　純じゆん君には琉る実みの所に行って欲しく無かったけど、結果だけを見れば、これ以上無いくらいフェアな運びとなった──要はパターンの組み合わせと潰つぶし合あいってこと。

「そっかぁ。にゃおにゃお、頑がん張ばってね」

「ありがと」慈し衣え菜なが愁しゆう色しよくを滲にじませて目を伏ふせた。なんか不満そう「やっぱ、迷めい惑わく？」

「ううん、そんなことないよ。なんで？」

「ん、ならいいけど……んじゃ、荷物持って、慈し衣え菜なん家ち行く。部長連れてってもいい？　荷物持って一人で動くの、しんどいもん」

「いーよー。したら、エナ、ご飯の準備しとく。ちな、にゃおにゃお、何かリクエストある？　なんでも言って。お肉のない青チン椒ジヤ肉オロ絲ースでもイイよ？」

「絶対に嫌いや。スパイクが認めても、私はお肉の無い青チン椒ジヤ肉オロ絲ースは青チン椒ジヤ肉オロ絲ースとは認めないから。と言うか、私はお肉が食べたい。だから、お肉無しなんて以もつての外ほか」

「……シンプルにステーキとか？」

「え？　ステーキ食べられるの？」

「任せて。言っとくけど、エナの焼き加減、マジで芸術的だから。他には？　サラダとかスープとか。ステーキ以外に料理足してもいいし。あと、デザートとか」

「任せる。けど、サラダはシーザーが良いい。もち、ベーコンとクルトンは必ひつ須すだからね。あと、半熟卵も。それだったら、サラダも喜んで食べる。そうそう、トマトは入れないで。生のトマト、死ぬほど嫌きらいだから。加工してあれば可。大好きって言っても良いい」

「りょ。りりぽんって、その辺どうなん？」

「部長は何でも食べるんじゃない？　草好きだし」

「ちょっとっ！　草好きだしじゃないっ！　二人してこんなとこで何してるのっ！　いきなり居なくなっちゃうし、何ど処こに居るかと思って、すっごく探したんだよ？」

　階上に、腕うで組ぐみをした部長が現れた。

　やばいっ！　草好きの小姑こじゆうとに見付かったっ！

「今日の打ち合わせを──」

「だったら、私も交ぜてよっ！　なんで私抜ぬきで話進めるのっ！　先せん輩ぱいの対応を私に押し付けて、自分は慈し衣え菜なちゃんといちゃいちゃしてるの、ずるいっ！　罰ばつとして、先生の夕飯はトマトだからね。お肉なんて食べさせないよっ！　全部トマトだからっ！　慈し衣え菜なちゃんも、先生にお肉出したらダメだからね。トマトの過か剰じよう摂せつ取しゆで意識が朦もう朧ろうとなって、淀よどみ切きった目で『私のこと、りこぴんって呼んで♡』って言うまで、トマトを食べさせるんだからっ！」

「やだっ！　生のトマトはやめてっ！　死んじゃうっ！」

「うるさいっ！　私は怒おこってるのっ！　肉にく布ぶ団とん先生の布ふ団とんを、トマトレッドに染め上げるって決めたから。先生の血がケチャップになるまで許さない」

「ねぇ、りこぴん。りりぽん、めっちゃ怒おこってるけど、どーする？」

「りこぴんじゃないっ！　慈し衣え菜なまでりこぴんって呼ばないでっ！」

　にゃおにゃおの方が百億倍マシっ！

「プチトマト一個なら頑がん張ばるから……お肉食べたい」

「一個じゃダメ。おっきい方のトマト、丸まる一個」

「そんなん食べたら、口の周りがじゅるじゅるになって、泡あわを噴ふいて倒たおれちゃうよ？　私、トマトで死んじゃうよ？　それでもいいの？」

「死なないから。先生、ケチャップとかミネストローネ大好きじゃん。オムライスは卵の黄色が見えなくなるくらいケチャップ掛かけるし、ミネストローネなんて何なん杯ばいも食べるじゃん。トマト味、大好きでしょ？　だったら、生のトマトだって食べられるでしょっ！　好すき嫌きらいしないのっ！　私は先生の健康を思って──」

「加工品でリコピン摂とってるんだから、健康的でしょっ！　健康を盾たてに食べたく無い物を食べさせるのって、虐ぎやく待たいだからね。うちのお父さん、好すき嫌きらいめっちゃ多いけど、大人になってるし、お母さんから小言言われまくってるけど結けつ婚こんしてるし、子供だって居るし、好すき嫌きらいがあったってちゃんと人間生活送れるんだよっ！　どうしても摂とれない栄養素は、サプリで代用すれば良いいんだよっ！　前時代的な押し付けはやめてっ！」

「ねーねー、にゃおにゃおは、幾いくら貰もらえればトマト食べられる？」

　幾いくら？　生トマトを食べてお金っ？　どうしよ。一万とか？　最悪、五千円でも──

「慈し衣え菜なちゃんっ！　お金で釣つらないのっ！　甘やかしちゃダメっ！」

「そんなに言うなら、部長は好すき嫌きらい無いの？　何でも食べられるの？　キビヤックは？　ホンオフェは？　シュールストレミングは？」

「りこちゃん先生ーっ、そうやってすぐ極きよく論ろんに走るの、良くないと思いまーす」

　りこちゃん先生っ!?　ちょっと可か愛わいくなってるっ！

「で、先生。今日はこれからどうするの？　決まった？」

　もう普通の先生に戻るんだ。「何となくは」

「にゃおにゃお、一人で家に荷物取り行くの寂さびしいから、りりぽんと一いつ緒しよがイイって」

「そこまでは言って──」

「せんせい、ひとりはさみちいんでちゅか？　でんしゃのるの、こわいんでちゅか？」

　その顔、超ちようムカつくんですけどっ！！！

「はいはい。さみちいでちゅ。だから、一いつ緒しよに家まで来て欲しいでちゅ」

「いいけど、私も着き替がえたい。先生、帰ったら着き替がえるでしょ？」

「もちのろんですよ。一秒でも早く制服脱ぬぎたいもん」

「ここで脱ぬいじゃダメだよ」

「脱ぬがないから。じゃあ、家うちに寄ったあと、部長ん家ちも寄ろうよ。慈し衣え菜なん家ちに行く途と中ちゆうで一いつ旦たん電車下りればだし、それでいいでしょ？」

　細かいことを三人で話し合って、自じ販はん機きで冷たい飲み物を買って教室に戻もどる途と中ちゆう、マープルと擦すれ違ちがった。マープルは「再戦、楽しみにしてるよ」と不敵な笑えみを浮うかべ去って行った。

　慈し衣え菜なはマープルのことを純じゆん君っぽいみたいに言ってたけど、全然違ちがう。あの気取り方は、中々出来るもんじゃない。まぁ、趣しゆ味みは似てそうだけど。多分、ミステリも好きでしょ。

「やっと戻もどって来きたな。ちょうど、先せん輩ぱいが帰ったとこだ」

「そこで擦すれ違ちがったよ。気取った顔で『再戦、楽しみにしてるよ』って言われた」

「ずっと喋しやべってたけど、そんな敵視するほど悪い人じゃ無かったぞ。ポンポン返してくれるから、話してて楽しかったわ。なんつーか、白しろ崎さきを極限まで拗こじらせて、人間味を引いたらミスターマープルの出来上がりって感じだな」

　最悪じゃん。世間的には、それを嫌いやな奴やつって言うんじゃない？

「純じゆん君を拗こじらせて人間味を引くって、最も早はや悪あく魔まの所業じゃん。絶対関わりたくない」

「言ってて、俺も思ったわ」

「私はそこまで嫌いやな感じしなかったけどなぁ」

　パキッと音を立てながら、部長がボトル缶かんのキャップを開けた。

「部長、ああいうの、タイプなの？」

「タイプって言うか、大人って感じしない？」

　あれは違ちがうって。アンテナの感度、絶対にバグってる。

「大人？　あれは間ま違ちがった背せ伸のびでしょ？　後々思い出して、悶もだえる系けいの」

　マープルの場合、一生気付かない可能性もあるけど。

「それより、これからどーすんだ？　白しろ崎さきは居ねぇし」

「エナたちは、これからエナん家ちでご飯だよー。教授っちも来るー？」

「ちょっ、何言ってんの？　何で教授を呼ぶ訳？　男子禁制でしょ？」

　可か愛わいい女子三人と、教授？　有り得ないでしょ。犯罪の香りしかしないよっ！

「けどさー、仲間外れはかわいそーじゃない？」

「そう言ってくれるのは雨あま宮みやだけだわ。涙なみだ出そう。どっかの誰だれかと違ちがって……けど、今回は遠えん慮りよしとくわ。おまえらの邪じや魔ますんのも悪ぃし、白しろ崎さきが居る時にでも声掛かけてくれ」

「私は教授君居ても良いよ。慈し衣え菜なちゃん家ち、ほんと凄すごいから、教授君も驚おどろくと思うよ」

「そーだよ。来なよー。ザキだって家に何度か来てるし。にゃおにゃおも、いいよね？」

「好きにすれば。その代わり、参加費はきちんと払はらって貰もらうからね」

「金取んのかよ」

「女子の家に上がるんだよ？　当然じゃない？　ましてや、こんな可か愛わいい女子三人とご飯を食べるんだよ？　無料だと思う方がどうかしてる」

　何か、面めん倒どうなことになっちゃったな──教授にバレるのだけは阻止しないと。




　みんなと別れて、部長と電車に乗ったところで、純じゆん君からＬＩＮＥが来た。まだ琉る実みと居るんだ。良いいけど。部室問題が片付いたことを手短に説明して、ひとまず終わり。

　話はこれから、だもん。今はまだ良いい。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　喫きつ茶さ店てんで身体からだを冷ましながら、純じゆんといっぱい話をした。付き合ってた頃ころの話もした。

　前みたいに言い合いになったりしなくて、美お味いしかったお店の話とか、お祭りで互たがいのグループから抜ぬけ出だして一いつ緒しよに花火を見た話とか、流星群が来てるからって夜に家の外に出たけど、周りが明るすぎて何にも見えなかったりとか──懐なつかしくて、楽しかった。

　純じゆんも楽しそうに話してて、わたしもどんどん楽しくなって、二人で止まらなくなった。

　部活の話もした。

　純じゆんと那な織おりがこれから作る部活のこともだけど、弓きゆう道どう部ぶの話もちょっとだけした。

　今のわたしたちだったら、喧けん嘩かなんてしないんじゃないかってくらい、本音で話せてた。

　お店を出て駅まで歩く間、純じゆんから手を繫つないでくれた。

　日差しが弱まったとは言っても、まだ全然暑くて、手にじっとり汗あせをかくんだけど、絡からんだ指の間で混ざり合った汗あせは恥はずかしいようで大切なようで、拭ふきたくないって思えた。

　純じゆんの腕うでに寄より添そうと、やっぱり汗あせばんでいて、「暑いよ」って言われたけど、言われただけだった。首筋に浮ういた血管の横を、汗あせが滴したたっていくのが見えた。




　今すぐにでも首元に顔を埋うずめたい。




　悩なやんでくれて嬉うれしいけど、考えて欲しくない。

　このまま、時間が止まって欲しい。駅になんて着きたくない。帰りたくない。

　だって、帰ったらいつもの日常に戻もどっちゃう。




　今日はわたしの家でご飯を食べる日。那な織おりが居る日。

　それはそれで悪くない──悪くないんだけど、今はすっごくイヤだ。

　隣となりに居るのに、隣となりに住んでいるのに、また遠くなる。




　それが、イヤ。




　少しでもこの時間が長く続けばって思って、駅に着いてすぐ「本屋さん、寄ってく？」って言って、わたしはずっと手を離はなさなかった──離はなせなかった。

　わたしの初はつ恋こいは、わたしが壊こわして終わった。




　これは、煌きらめかなくなった初はつ恋こいの続きじゃない。新しい、別の恋こいなんだ。

　今度は、わたしから壊こわしたりしない。だから、わたしから手を離はなせない。




「欲ほしい本、見付かった？」純じゆんから解かれた手で、後ろから肩かたを叩たたく。

　本屋さんは別行動。今に始まったことじゃないし、こればっかりは我が慢まんする。

「幾いくつか目ぼしい物はあるが……どれを買おうか悩なやんでる所だ」

「そんなに沢たく山さんあるの？」

「まあな。琉る実みは欲ほしい本、あったか？」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ──そうだ、何かわたしにオススメの本、ない？　わたし、それを買うよ」

「珍めずらしいな。那な織おりの部屋から持ち出した本は読み終わったのか？」

「その話はいいでしょっ！　しつこいっ！　それより、感動するの、どれ？」

「感動するの、かぁ。琉る実みの好きそうな話だろ？　東ひがし野の圭けい吾ごの──いや、家にあるな。家に無くて……図書館で借りた本で何か……時間貰もらっても良いいか？　ぱっと浮うかぶ候補はあるんだけど、どれも僕の家か琉る実みの家にある本ばかりで」

「そこまで悩なやまないでよ。別に純じゆんが持ってる本でも──」

「わざわざ買うんだ、僕が持ってなくて、家にも無い本こそ、買う醍だい醐ご味みがあるだろ」

「純じゆんって、変なとこ、拘こだわるよね。そんな真面目に考えなくてもいいのに」

　そうだった。純じゆんは、真面目に考えてくれるんだ。だから──「わかった。わたしにオススメの本、めっちゃ考えて。楽しみにしてる。あ、あんまり話が難しいのはヤだよ。使われてる言葉が難しいのとかも。わたしでも読みやすいヤツにして」

「分かってるよ」

　結局、純じゆんは何も買わなかった。「買わないの？」って訊きいたら、「別の問題でそれどころじゃ無くなった」って笑った。純じゆんの悩なやみを、わたしが邪じや魔ましちゃった。




　家に帰ると、那な織おりの姿はなかった。まだ出で掛かけてるのかと思ったら、慈し衣え菜なのところに泊とまるらしい。さっき、亀かめちゃんと荷物を取りに来たって、お母さんが言ってた。純じゆんが来るのに、慈し衣え菜なのとこ？　こんなこと、今まで一度もなかった。三人でご飯食べるの、那な織おりだって楽しみにしてたはずなのに。まさか、忘れてる……ってことはないよね。今朝も話したし。

　じゃあ、どうして？　たまたま？

　那な織おりにラインで〈今日、純じゆんとご飯だよ〉と送ると、《知ってる。だけど、今日は無理》と返って来た。昼間のことと言い、那な織おりは一体どういうつもり……なんだろう。

　那な織おりのすることだから、何か裏があるんじゃないかって勘かん繰ぐっちゃうんだけど、何を考えているのか全くわかんない。まさか、身を引いたなんて──それは、ない。ありえない。

　もしそうなら、何か言ってくるはずだし……わたしの考えすぎ？

　まぁ、いいや。那な織おりが何を考えてるかなんて、本人にしかわかんないんだし。

　あー、汗あせを流してさっぱりしたい。練習の日じゃないのに、たくさん汗あせを搔かいた。シャワー浴びてる時間、あるかな？　純じゆんだって、シャワーくらい浴びて来るよね？　今日、制服だったし、着き替がえるにしたって、そのままってことはないよね。

　わたしだけ汗あせの臭においしたらイヤだし──肩かたのとこに鼻を近付けて確かく認にん……一応、シャワー浴びとこ。部屋着を引ひっ手た繰くって、一階に下りて、お風ふ呂ろ場ばに駆かけ込こんだ。

　早くしないと、純じゆんが来ちゃう。男子って、多分、準備早いよね？

　いつもよりお湯の温度を下げて頭から被かぶると、髪かみの隙すき間まからほんのり冷たいお湯が頭に流れ込んできて、一気に冷えていく。この瞬しゆん間かん、大好き。

　汗あせを搔かいたあとのシャワーって、最高に気持ちいい──なんて言ってる場合じゃない。いつもより手短に髪かみや身体からだを洗ってお風ふ呂ろ場ばを出ると、玄げん関かんの開く音がした。遅おくれて届く「今晩は」の声に、一いつ瞬しゆん、身体からだが固まった──脱だつ衣い所じよは閉めてあるから、出で会あい頭がしらに、なんてことはないんだけど、扉とびらの向こうに純じゆんが居るって思うと、凄すごく緊きん張ちようする。一いつ旦たんお風ふ呂ろ場ばに戻もどって、中で身体からだを拭ふく。恐おそる恐おそるお風ふ呂ろ場ばのドアを開けて、バスタオルを洗せん濯たく機きの中に放って、手だけ伸のばして、身体からだがあんまり外に出ないようにして、下着を取る。次は部屋着。

　もう、自分の家なのに、なんでこんなに気を遣つかわなきゃなんないのっ。

　下着を付けて、部屋着を着て、ようやく脱だつ衣い所じよに出た。

　普ふ段だんより焦あせって拭ふいた所せ為いか、お風ふ呂ろ場ばの湿しつ気けの所せ為いか、下着やＴシャツが張り付き気味で気持ち悪くて、棚たなからハンドタオルを取って、軽く身体からだを拭ふき直なおす。もう、二度手間だよ。

　髪かみを乾かわかして出ると、リビングに純じゆんが居た。当たり前だけど。

　純じゆんがわたしを見て一言「僕もシャワー浴びてくれば良かった」




　浴びてきなさいよっ！！！




　いいけどさぁ。別にいいんだけどさぁ。なんか、腹立つ。

「超ちようさっぱりしたよ。純じゆんも浴びてくれば良かったのに」

「だな。失敗した。那な織おりは？　まだ？」

「今日は慈し衣え菜なんとこに泊とまるんだって」

「マジか。色々と話したいことあったのに……雨あま宮みやのとこ、か」

　そこまであからさまにがっかりされると、ちょっと複雑かも。

「ご飯食べたら、電話してみる？　亀かめちゃんも一いつ緒しよみたいだし」

「会って話すからいいよ」

「会って話すって……昼間のこと？」

「まあな。那な織おりにもちゃんと言っておきたい」

「そっか。そうだよ、ね」わたしだけってことは、ないよね。わかってる。

　わかってるけど──ううん、いい。それ以上はわがままだから。

「しかし、雨あま宮みやのとこに泊とまるとはな。ここまで仲良くなるとは思わなかった」

　純じゆんが、取とり繕つくろうように話題を変えた。あからさまだったけど、別の話題になって安心した。

　歯止めが利きかなくなる前で、本当に良かった。

「わたしも。那な織おりとは合わないと思って、勉強の話断ったくらいだし。こんなんじゃ、最初から那な織おりに言っておけば良かったのかな」

「最初から言ったとして、那な織おりは受けなかっただろ。それこそ、亀かめ嵩だけの策略あってこそって感じだわ。ま、亀かめ嵩だけ以外の友達が出来るのは素す直なおに喜ばしいことだから、良いいんだけどな」

「そうだね。それに関しては、本当にそう思うよ」







[image: ]


（白しろ崎さき純じゆん）



　那な織おり不在のまま、四人で食べる夕飯は初めてかも知れない。

　水を打ったように静まり返った食しよく卓たく──などでは決して無いし、誰だれも居ない我が家で食べる夕飯に比べたら格段に楽しい筈はずなのに、例の放ほう恣しな憎にくまれ口ぐちが無いと物足りない。食後におじさんと語り合っていても、那な織おりが邪じや魔まをして来ない。茶化されたい訳じゃないが、「それって、〇〇じゃない？」みたいに委細構わず割って入る声を待ってしまう──自分が居る。

　なんだか、すっかり飼い慣らされた気分だ。

　おじさんの話を聞きながら『ブルークリスマス』を観みていると、琉る実みが「ちょっとコンビニ行かない？」と言ってきた。初めて観みる映画だったし、断ろうかと思ったが、奥の方でおばさんの「コンビニ行くなら、牛乳買ってきて」という声が聞こえて、仕方なくおじさんに断って立ち上がった。名残なごり惜おしいが、続きは今度観みることにしよう。

「琉る実みは何を買いたいんだ？」

　玄げん関かんを出て、じっとりと溜たまった熱気を搔かき分わけながら、夜よ路みちを歩く。

「純じゆんと喋しやべりたかっただけ。家に居ると、ずっとお父さんと喋しやべってるから」

　俯うつむいていた琉る実みが顔を上げた。僕と目が合うと、口元を緩ゆるめた。

「なーんて。ちょっと歩きたくなっただけ」

「……今日は散々歩いたと思うぞ？　僕なんて、既すでに足が痛い。明日は絶対に筋肉痛だ」

「そんな？　言うほど歩いてなくない？　大おお袈げ裟さすぎるって」

　大おお袈げ裟さじゃない──僕があんなに走り回ったこと、琉る実みは知らないもんな。

「暑かったし、単純に疲つかれただけかも……今日の月は赤っぽいな」

　今こ宵よいの月は茗みよう荷がを食べ過ぎたみたいな詩は、中なか原はら中ちゆう也やだったっけ。どことなく赤らんだ月を見て、分からなくはないなと思った。ストロベリームーンはもう終わったのだろうか。

「今、露ろ骨こつに話題逸そらしたでしょ？　運動不足って言われるから」

「違ちがうって。素す直なおに綺き麗れいな月だなって思ったんだよ」

　図星だけど。すぐ、ランニングしようだの言われるから。

「何それ、もしかして、告ってる？」

　穿うがつように、僕の顔をにやつきながら琉る実みが覗のぞいてくる。

「は？」

「だって、月が綺き麗れいって──」

「夏なつ目め漱そう石せきのあれ、か？　そんなわけないだろ。ちなみに、夏なつ目め漱そう石せきがI Love youを『月が綺き麗れいですね』って訳した出典を探したことあるけど、それらしい物は無かった」

「そうなの？」

「前におじさんとそんな話になって、二人で調べたことがあるけど、見付からなかった。探せば何ど処こかにあるのかも知れないが、少なくとも僕は見たことない。だから、僕は誰だれかの創作だと思ってる。実際に見付かれば、潔いさぎよく撤てつ回かいするけどな」

「そういうの、普ふ通つう調べようとか思わなくない？」

「普ふ通つう、調べようと思うだろ」

「思わないよ。でも、純じゆんは調べるよね。知ってる」

「まるで、僕が普ふ通つうじゃないみたいな言い草だな」

「なに、ちゃっかり普ふ通つうに交ざろうとしてるの？」

「失礼な奴やつだな。僕はどこにでもいる高校生だよ」

「そんなことないよ。うん、そんなことない……ね、今日は楽しかった？」

「いきなりなんだよ」

「楽しかったって訊きいてるの」

「楽しかったよ」

　本当に楽しかった。




　昔を思い出すくらい、楽しかった。




「良かった。わたしも、すんごく楽しかったよ」

　琉る実みが僕の手を取って、ゆっくりと指を絡からめてきた。昼間とは違ちがって、琉る実みの指がひんやりとしていて、それが指の細さをくっきりと浮うかび上あがらせているようで、戸と惑まどいと共に改めて実感する。子供の頃ころは、手の大きさも、身長も同じくらいだったんだよな。

　満足そうにふふんと鼻を鳴らした琉る実みの顔は、付き合い始めた頃ころみたいに優やさしくて、いつもより可か愛わいくて、目の端はしには子供の頃ころの面おも影かげがひっそりと残っていた。

「琉る実みの手って、思ったより小さいよな」

「ん？　どういうこと？　バスケやってるし、他の子より──」

「そうじゃなくて、僕と比べたらって」

「意味わかんない。そんなの当たり前じゃん」

「だな。当たり前だよな」

　コンビニで牛乳とシュークリームを買って、来た道を、さっきよりも時間を掛かけて歩く。

　どこかで話し込むには、冷えた牛乳が邪じや魔まをする。

　だから僕らの歩みは、名残なごり惜おしさを体現するかのように、遅おそくなる。それなのに、お互たがいの口数はどんどん減っていく。琉る実みも同じことを考えている──そう思った。

　家が近付いてきて、僕は言った。「今日はこのまま帰るよ」

　一時の感情に任せて流されるのは、今じゃない。昼間の一件とは意味が違ちがう。

「……うん」

　何かを察したかのように、琉る実みが静かに首しゆ肯こうした。

　琉る実みの家の前で、コンビニの袋ふくろを渡わたす。

「おやすみ」お互たがいに声を掛かけて、琉る実みが家に入るのを見届ける。

　誰だれも居ない寂じやく寞ばくな家に戻もどるという事実が、溜ため息いきを呼び込んで来る。零こぼれそうになる嘆たん息そくを、既すんでのところで止めた。これで良かったんだ。僕の選せん択たくは間ま違ちがってない。

　琉る実みと過ごせば過ごすほど、那な織おりと過ごせば過ごすほど、二人のことが愛いとおしくなる。

　見慣れた玄げん関かんをあとにして、僕は別の見慣れた玄げん関かんを──見慣れない影かげが目に入った。




　誰だれか居る──っ？




　薄うすぼんやりとした暗あん晦かいで蹲うずくまった影かげは、恐おそらく──「……な、おり、なのか？」

「しっ。静かにっ」

　空気混じりの抑おさえた声は、僕のよく知る女の子の声だった。

「なんで家うちに──今日は雨あま宮みやのところじゃなかったのか？」

「帰って来ちゃった」

　ゆっくりと立ち上がった那な織おりを、街灯が切り取った。

「帰って来ちゃったって──なんかあったのか？」

「ううん」元気のある声では無かった。

　斜しや光こうの中の那な織おりは顔に影かげが落ちていて、どんな表情なのかはっきりとは分からない。

「中、入るか？　それとも、自分の家に──」

「入れて」

　那な織おりが、僕の言葉を遮さえぎった。

「……わかった」

　リビングに那な織おりを通して、コップに注いだアイスティーをテーブルの上に置いた。

　何かあったのだろうか、那な織おりはアイスティーに口を付けることなく、黙もく坐ざしたままテーブルの端はしに視線を落としていた。怒おこっているとか悲しんでいるみたいな感じではなくて、思おもい詰つめているみたいな雰ふん囲い気きが、少しだけ漂ただよっている──そんな気がした。隣となりに座ろうと椅い子すを引くと、足元に置かれたピンク色のリュックのストラップが椅い子すの脚に絡からんで付いて来た。

「ずっと黙だまってるけど、どうしたんだ？」

「……」

　那な織おりの口がゆっくりと動いたが、聞き取れない。

「ん？」

「……泊とめて」

「えっと……家うちにって、ことか？」

「そうしたら、今日の貸し、チャラにしてあげる」

「本気で言ってるのか？」

「貸しの事？　本気だよ」

「家に泊とまるって話だよ」

「もちろん。ダメ？」

　那な織おりが顔を上げた。しっとりと潤うるんだ──ゆらりと熱の籠こもった目が、僕を把は捉そくした。

「ダメって言うか……今日は誰だれも居ないし……自分の家に──」

「だからだよ」

　何を以もつて『だから』なのか──誰だれも居ないに掛かかっているのか？

「流石さすがに、そう云いうわけには……」

「なんで？　ただ、泊とまるだけだよ？　何か不ま味ずいの？　問題があるなら、具体的に言って」

　具体的って、どう言えばいいんだよ。そんなこと、言わなくても──分かってるよな。当然だ。那な織おりは、分かって言ってる。自分の我わが儘ままが通るのか、試ためしている。

　そうだろ？　そういうことなんだよな？

「……帰って来なかった癖くせに。行かせたのは私だけど、あの時、琉る実みの所に行く選せん択たくを取ったの、ちょっとショックだった。やっぱり、そっち行くんだって。それでも、帰って来てくれるならって思ってたけど……純じゆん君は帰って来なかった。だったら、私が行くしかないじゃん」

　咎とがめ立だてる目付きで射い貫ぬかれて、居い竦すくむしか出来ない。那な織おりのことを考えなかった訳じゃない。心配しなかった訳じゃない──幾いくら言ったところで、琉る実みと居たのは事実だ。

　昼間からずっと──さっきまで。

「私の事……嫌きらい？　うざい？　顔も見たくない？」

　那な織おりが僕の腕うでに寄より縋すがって、絞しぼり出だすみたいに物もの憂うい声で畳たたみ掛かけた。那な織おりに摑つかまれた部分が、じんわりと熱を帯びて僕を責める。

「そんなわけないだろ……今日、琉る実みにも言ったんだが、僕は那な織おりのことも琉る実みのことも好きだ。どっちが──とかじゃない。二人のことが、大切なんだ。だから、二人の気持ちに、今すぐ応えることは出来ない。応えられないが、今のままで良いいとも思ってない。すべては僕の弱さが原因だってのも、理解している。もう少しだけ時間を──」

「私の事を好きって言うなら、泊とめてよ。大切って言うなら、断らないでよ。もし、純じゆん君が泊とめてくれないなら、ネカフェにでも行く。未成年を理由に断られるなら、公園でも何ど処こでも良いい。とにかく、私は帰らない。そう決めたの」

　いつもみたいに、晦かい渋じゆうな言葉で煙けむに巻まくような言い方じゃなかった。端はし々ばしに、本当にやり兼かねない──本気の響ひびきが編み込まれていた。その覚かく悟ごめいた重みは、おばさんや琉る実みに連れん絡らくするみたいな選せん択たくを奪うばうには、十分すぎた。それをしたら、那な織おりが口を利きいてくれなくなることは、容易に想像できる、そういう真しん剣けんさを湛たたえていた。

「どうしてそんなに頑かたくななんだよ……好きにしろ。泊とまりたいなら、泊とまればいい」

　僕は仕方なく、応じた。

　応じるしか、無かった。

「ありがと」那な織おりが僕の首に飛びついて来て、椅い子すごと倒たおれそうになる。

「危ないだろ」

　那な織おりをやんわりと振ふり解ほどく。「あんまりくっつくなよ。今日は沢たく山さん汗あせを搔かいたから」

「私、純じゆん君の汗あせだったら、全然大だい丈じよう夫ぶ。って言うか、気にするほど、汗あせ臭くさくないよ」

「気持ちの問題だよ」

「何女子みたいなこと言ってるの？　乙おと女めムーヴなの？」

「いちいち拾うなよ」

「じゃあ、お風ふ呂ろ入って来たら？　次は私ね」

「……風ふ呂ろも入る気なのか」

「私だって、お風ふ呂ろに入って無いんだよ？　それこそ、気持ちの問題だよ、ワトソン君」

「分かったよ。だったら、先に入れ。その間に布ふ団とんを準備しておく」

「純じゆん君が先に入って」

「僕はあとで構わない──」

「私の残り湯、堪たん能のうしたいの？　それだったら先に入るけど……」那な織おりがアイスティーに口を付けて、「毛とか浮ういてたら恥はずかしい」と上うわ目め遣づかいで付け加えた。

　ああ、分かったよっ！

　わざわざそんなこと口にするなっ！

　そう叫さけびたい気持ちをぐっと堪こらえて、「とりあえず、お湯張ってくる」と言い残して、席を立った。反応したら、確実に負けだ。無視するに限る──リビングを出ようとしたら、背後から「入にゆう浴よく剤ざいあったら入れてねっ！　泡あわ泡あわになる奴やつ希望っ！」と明るい声がした。

　ほら見ろ。あいつは僕の反応を楽しんでるんだ。

「そんな入にゆう浴よく剤ざいなんかねぇよっ！」

　何が泡あわ泡あわになる奴やつ希望だよ……欧おう米べいか？　雨あま宮みやにでも影えい響きようされてんのか？

　つーか、マジで泊とまるのか？

　那な織おりが？　僕の家に泊とまる？

　この場合、布ふ団とんは何ど処こに敷しくのが正解なんだ？　僕の部屋でいいのか？　リビング？　いずれにしても、床ゆかに敷しく──だったら僕が床ゆかに寝ねて、ベッドを那な織おりに譲ゆずるべきなのか？

　異性の友人を泊とめる場合、世間ではどうしているんだ？

　浴よく槽そうを洗って、給湯器のボタンを押し、スマホで『異性　友人　泊とめる　布ふ団とん』と入力して、検けん索さくする。洗面所の壁かべに凭もたれ、検けん索さく結果をスクロールする。

《これって脈ありますか？》《ヤってもいいサインを見み逃のがすな》《同じ布ふ団とんで寝ねたのに、手を出してもらえませんでした》《体だけの関係にならないために、あなたが取るべき行動一〇選》《男友達の家で飲んだんですが、記き憶おくがありません。起きたら裸はだかでした》

　ちげぇっよっ！！！

　そういうことを訊ききたいんじゃないっ！　どんだけこの世は性欲に溢あふれているんだっ！

　僕はただ、布ふ団とんを敷しく場所を調べたかっただけ──てか、客用の布ふ団とんって、何ど処こにあるんだ？　親の寝しん室しつ……だよな。シーツとかも一いつ緒しよにある、よな？

　全てがわからない。

　それより、明日、母さんが帰って来て、那な織おりが居るところを見られたら──そっちの方が問題だ。なんて言うんだ？　何食わぬ顔で「昨日、泊とまったんだよ」とでも言うのか？　母さんが夜勤から帰ってくるのは、九時過ぎ。平日に起きる時間よりは遅おそい。

　それまでに帰かえって貰もらわないと、ややこしいことになるぞ。

　今だって、十分すぎるくらいややこしいことになってる。

　こんなの、教授は言うまでもなく、誰だれにも相談出来ない。




　はぁ。どうしたら良いいんだ。




　ジャーと云いう音が、浴室に響ひびく。僕を嘲あざ笑わらうかのように、湯船に溜たまるお湯が、考える時間を──残り時間を無情にも奪うばっていく。結局、何一つ決められていない。

　戻もどり辛づらさを背負いつつリビングに入ると、鼻はな唄うたを歌いながら那な織おりがスマホをいじっていた。

「アラビアのロレンスか。ご機き嫌げんだな」

「そう見える？　これでも、男の子の家に泊とまる一大イベントを前に、緊きん張ちようしてるんだけど？　アラビアのロレンスだと抒じよ情じよう的てき過すぎ？　パイレーツ・オブ・カリビアンの方が良かった？」

「緊きん張ちようしてるのに、ハンス・ジマーは違ちがくないか？　どっちかと言えば、鼓こ舞ぶする系けいだろ？」

「男の子の家なんだし、鼓こ舞ぶするのも強あながち間ま違ちがいじゃない、かも？　それはそうと、純じゆん君、ハンス・ジマー好きでしょ？　挙げ出したら切りが無い位、好きな映画多いでしょ？」

「間ま違ちがいないわ。大好きだよ」

「この曲ハンス・ジマーっぽいなって思うと、大体ハンス・ジマー」

「あるある。基本、恰かつ好こう良いいんだよな。まさに映画音楽って感じがする。言うまでも無いが、ジョン・ウィリアムズも神だよな。サントラ聴きいてるだけで、テンション上がる」

「ほんと、それ。サウンドトラックに関しては、お父さんに感謝しかない。買かい揃そろえてくれてありがとうって言いたい。スター・ウォーズのサントラなんて、何度聴きいたか分かんない」

「言ってやれよ。おじさん、喜ぶぞ？」

「嫌いやだよ。見返りもないのに、お父さんを喜ばせて何の得があるの？　お小こ遣づかいくれるなら何度でも言うけど。それこそ、挨あい拶さつ代がわりに毎日でも言う」

「嫌いやな娘むすめだな。将来、自分に娘むすめが出来た時、そんなこと考えてるかと思うと、悲しくなる」

「純じゆん君の子供なんて、どうせ憎にくたらしい理り屈くつ屋やになるよ。絶対そう。間ま違ちがいない」

「物事を邪じや視しで捉とらえて、腐くさすことが生きがいの那な織おりにだけは言われたくない」

「ひどっ！　ダチュラだっ！　私の事、そんな風に見ていたの？　悲しくて、泣きそう。啼てい泣きゆうしちゃう。私はただ、物事を多角的に捉とらえて、矯ためつ眇すがめつ見ることで、真しん贋がんを見み極きわめようとしていただけなんだよ？　それなのに、そんな酷ひどい事こと言うんだ。嗚呼ああ、私の哀あい哭こくを止めてくれる心優やさしき人間は何ど処こに居るの？　幼おさな馴な染じみが私を苛いじめて楽しんでる──」

「うるせぇよ。よくもまぁ、そこまで長ちよう広こう舌ぜつを揮ふるえるよな。尊敬するわ」

「ありがとう。私、褒ほめられて伸のびるタイプだから、素す直なおに受け取っておくね。あと、私のディスは愛情の裏返しだから。勘かん違ちがいしないで。興味が無ければ、話題にすらしないもん」

　その理り屈くつで行くと、当初の雨あま宮みやに対する反応も、愛情の裏返しになるけどな。




　──お風ふ呂ろが沸わきました。




　台所の操作パネルから、お馴な染じみの声が聞こえた。

「だって」

「おう」

「ほら、入ってきなよ」

「……覗のぞいたりするなよ」

「それ、私の台詞せりふだからねっ！　ほんっと、私を何だと思ってるのっ！」

　那な織おりの場合、やり兼かねないんだよ。

　冷蔵庫に入っていたゼリーを与あたえて、そっちに興味が行ってる隙すきに浴室に入る。入にゆう浴よく剤ざいを入れて湯を搔かき回まわしてから、シャワーを頭から被かぶった。リビングに那な織おりが居るってだけで、全く気が休まらない。いきなり泊とまりたいだなんて……そう言えば、この前も言ってたな。

　邪じや推すいを抜ぬきにして考えれば、落ち着いて那な織おりと話が出来る、良いい機き会かいかも知れない。




　勝負の件も含ふくめ、那な織おりとはゆっくり話がしたかった。




　面めん倒どうなことになったと思う反面、少しはこの状じよう況きようを楽しもうと考え始めた自分が居る。

　那な織おりと夜通し喋しやべれる──嫌いやな訳わけがない。楽しくない訳がない。修学旅行や合宿の夜みたいな、非日常のイベントだと思えば尚なお更さらだ。

　何にしても、さくっと身体からだを洗って出ないと。

　身体からだを洗い終え、泡あわを流そうかとシャワーに手を掛かけた時だった。




　不意に風ふ呂ろ場ばの電気が消えた。




　──停電かっ？




　給湯器の液えき晶しようは光っている。停電じゃないなら……那な織おりのいたずらだな？

「那な織おりっ、電気消しただろ？　子供みたいなこと──」

　僕の声をかき消すように、背後でガチャっと云いう音がした。ひんやりとした空気が流れ込んで来て、驚おどろいて振ふり返かえる──換かん気き用ようの小さい窓から入る、擦すりガラスで漉こされた頼たよりない明かりの中で、那な織おりの身体からだ──一いつ糸し纏まとわぬ裸ら体たいが薄うっすらと浮うかび上あがった。
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　なんで裸はだかなんだよっ！！！




　慌あわてて前を向く。一いつ瞬しゆんだったはず。僕はすぐに目を逸そらした。じっくり見てなんていない。

　それなのに、見上げた視線の先に豊ほう饒じような双そう丘きゆうが──那な織おりの胸が──はっきり見えた訳じゃないのに、頭に焼き付いて離はなれない。仄ほの暗ぐらい中とは言え、いや、仄ほの暗ぐらいからこそ生々しくて、余りに突とつ然ぜんすぎて、理解と感情が時間差で濁だく流りゆうとなって襲おそい掛かかってきた。

　やばい。いくら何でも、やばすぎる。動どう悸きが止まらない。

　あれは完全に裸はだかだった。てか、なんで風ふ呂ろ場ばに──流石さすがにマズいって。

「一いつ緒しよに入ろ？」

　しゃがんだのだろう。那な織おりの声が、耳のすぐ傍そばで、した。

「背中、流してあげよっか？」

　あっけらかんとした言い方とは対照的に、僕の鼓こ動どうは全力疾しつ走そうをした時──それこそ今日の昼みたいに、いやそれ以上に音を立てている。全身が心臓になったのかと錯さつ覚かくするくらいだ。




「な、なにやってんだよ。これはダメだって。早く出ろよっ」




「もう服脱ぬいじゃった。明るいと恥はずかしいから、このままでいい？」

「そういう問題じゃなくて……気は確かか？　こっち向いてるから、その間に──」

　後ろから抱だき着つかれた──背中に人ひと肌はだと体温と体重を感じる。意識するな。考えるな。

　回された手が、僕をホールドする。

　さっきとは比べ物にならないくらい、心臓が早はや鐘がねを打つ。息苦しい。

「嫌いや。このまま一いつ緒しよに入る」

　頼たのむからやめてくれ。これ以上は──「バカ言うなっ。お願いだから離はなれてくれ」

「暗いから大だい丈じよう夫ぶ。さっきだって縹ひよう渺びようだったでしょ？　はっきりとは見えなかったでしょ？」

　バカ……はっきりじゃなくたって、薄うす明あかりの中でそれと分かる程度には見えたんだよ。

「身体からだ、流すとこだった？　泡あわ、付いちゃった。離はなれてあげるから、流しなよ」

　那な織おりが離はなれ、背中が湿しつ度どを孕はらんだ空気を取とり戻もどした。背後で立ち上がった気配がして、下を向くしか出来ない僕の脇わきから、シャワーヘッドが渡わたされた。

「はい。流したら、ちゃんとお湯に浸つかるんだよ」

　那な織おりに掛かからないよう、縮こまって急いで泡あわを流す。

　湯船に浸つかる？　んなこと出来るわけないだろ。

　多少泡あわが残っていても、この際、構わない。

　早く出ないと──「僕は出るから、どいてくれ」

　那な織おりを見ないように、那な織おりに見られないように──ドアの前に居られると、動けない。

「ダメ。ちゃんと湯船に入って」

「母親みたいなこと言うなよ。僕はもうあがる。お願いだから、言うこと聞いてくれよ」

「ちょっと入るくらい良いいじゃん。今となれば、それくらい誤差だよ」

「誤差って……入ればいいんだな？　それで満足なんだな？」

「うん」

　那な織おりに背中を向けたまま、湯船に足を入れる。目を瞑つぶって身体からだを浴よく槽そうに横たえる。背中が浴よく槽そうの壁かべに触ふれて、小さい安あん堵どを覚えた。風ふ呂ろはやりすぎだって。何考えてんだよ。

　椅い子すを引ひき摺ずる音がして、座った気配がした。

「ねぇ、シャンプーって、どっち？　右？」

「一番左だよ。ボトルの側面に凸でこ凹ぼこがあるだろ？　そっちがシャンプーだ」

「これってそういう意味だったの？　滑すべり止どめかと思ってた」

「コンタクトや眼鏡を外してる時、僕はそれで見分けてた」

「にゃるほど。暗くら闇やみの中でお風ふ呂ろに入る時も便利だね」

「どういうシチュエーションだよ」

「こういうシチュエーションだよ」

　お互たがいの声が、反はん響きようする。体勢を変えた時、ズズッと鳴って、それも反はん響きようする。

　否いやが応おうでも、ここが浴室であることを、意識させる。

　シャワーから水流が放たれる音がして、僕はようやく目を開けた。那な織おりの背中が、ゆらりと浮うかび上あがった。修学旅行や合宿の夜みたいな非日常だって？

　非日常が過ぎるんだよ。

　真っ暗な水面に目を落として、那な織おりを視界から外す。

　シャワーの音が止まり、わしゃわしゃと髪かみを洗う音がする。

「なんか、子供の頃ころを思い出すね」

「それは何の記き憶おくだ？　一いつ緒しよに風ふ呂ろに入った覚えは無いぞ」

「そうだっけ？　じゃあ、プールかな？　ねぇ、琉る実みとお風ふ呂ろに入ったことはある？」

「ある訳ないだろ」

「じゃあ、私が初めての女だね」

「おい、言い方に語ご弊へいがありすぎるぞっ」

　二人とも裸はだかなのに、会話をしている。すぐそこに、全ぜん裸らの那な織おりが居る──そのことを考えないように、気まずさを紛まぎらわすように、動どう揺ようを感じ取られないように、昂たかぶった心しん拍ぱく音おんが聞こえないように、声が震ふるえないように、僕はいつも通りの声こわ色いろを心こころ掛がける。そうでもしないと、精神を保って居られない。平静を装よそおえない。今の自分は、六ろつ根こん清しよう浄じようとは対極に居る。

　なんで那な織おりは平然として居られるんだよ……。

　もしかして、僕に先に入れと促うながしたのは、この為ためだったのか？

　有り得る。那な織おりだったら、多分に有り得る。

　まさか、このあとは二人で湯船に入ろうなんて言い出すんじゃないだろうな？

　那な織おりが髪かみを洗っているうちに、出よう。これ以上は、色々と耐たえられない。

　再びシャワーの音がした時がチャンスだ。そのタイミングで外に出る。

「今、裸はだかなんだなって思うと、やっぱり緊きん張ちようしちゃうね……純じゆん君はどきどきしてる？」

　してるに決まってるだろ……言うまでも無いが、言えない。

「私は、してるよ。ずっと、どきどきしてる」




　限界だった。




　シャワーの音が聞こえた刹せつ那な、僕は風ふ呂ろ場ばを飛び出した。バスタオルで雑に身体からだを拭ふいて、急いでパンツを穿はく──視界の端はしに、那な織おりの下着が飛び込んできた。見るな見るな見るな。

「なんで勝手に出るのっ！」

　風ふ呂ろ場ばから、那な織おりの声がする。

　那な織おり用ようのバスタオルを用意して、僕は無言で脱だつ衣い所じよを出た。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　暗い浴よく槽そうの中で、純じゆん君の背中を思い出す──私の心音どきどき、伝わったかな。

　純じゆん君がお風ふ呂ろに入ってすぐ、私は洗面台の前で、服に手を掛かけたまま逡しゆん巡じゆんしていた。生まれてこの方、家族以外の男の人と湯ゆ浴あみをしたことなんか、一度も無い。裸ら体たいを晒さらしたことだって、無い。純じゆん君だったら──そう思うんだけど、あと一歩が出なくて、思おもい惑まどっていた。

　こんな機会は滅めつ多たに無い。逃のがしたら、思い置く事になる。そうだよ。ぐずぐずしていたから、琉る実みに取られたんじゃん。あの時、ああしておけばなんて、もう思いたくない。

　那な織おり、何のために来たの？

　だよね。そうだよね。入るしか無いよね。けど、明るいのは幾いく許ばくか恥はずかしくて、「電気消して」って、こんな気持ちかぁって思いながら、服を脱ぬいで、お風ふ呂ろ場ばの電気を消した。




　マープルから部室を奪だつ取しゆして、一いつ旦たん、みんなと別れた。

　私は部長と荷物を取りに帰って、その後、部長の家に寄って、慈し衣え菜なの家に向かった。

　慈し衣え菜なの家で夕飯を食べて、動画を観みたりして、ひとしきり騒さわいだあと、ふっと訪おとずれた凪なぎを捕つかまえて、私はバルコニーに出た。眼下に広がる無む辜こな民たみの暮らしを眺ながめて、万ばん能のう感かんに浸ひたりつつ、地上だけじゃ飽あき足たらず、こんな高い場所に居きよを構えようとする、人間の癲てん狂きようを同時に味わう積もりだった。競きそうように高い構造物を作る狂きよう気きは、何ど処こから生まれるのか。

　澱よどみが希き薄はくな空気を、時間を掛かけて吸い込んだ。なるほど、高い場所も悪くない。

　数多あまたの算術の上に成り立つこの建造物には、万ばん斛こくの知識と経験値が充じゆう溢いつしている。

　私はこれから、どれほどの知識を享きよう受じゆ出で来きるんだろう。

　自分の今後について、まだ鮮せん明めいには分からないけれど、色んな事を知りたい。自分の中に蓄たくわえておきたい。物事の解像度を可能な限り上げたい。

　だから私は、私の知らない世界を教えてくれる人、私の世界を広げてくれる人、私と世界観を共有出来る人と、沢たく山さんの時間を過ごしたい。それはとても楽しい時間だって、知っている。

　そう、私は知っている。

　知っているからこそ、その時間をこれ以上奪うばわれたくない──恋こいぞ積もりて淵ふちとなりぬる。

　今日は琉る実みのとこに行かせちゃったけど、悪あく手しゆだったかな？　でも、琉る実みの事を思い出す時間を少しでも減らしておきたかった。私と居る時位、琉る実みに時間を奪うばわれたく無かった。




　ねぇ、純じゆん君はどんな女の子が好き？　どんな女の子と、一いつ緒しよに居たい？




　琉る実みみたいなアクティブ系が良いいの？

　それとも、私みたいに趣しゆ味みの合う子？




　私、悪くないと思うんだけどな。見た目も中身も。えっちな事だって全然大だい丈じよう夫ぶだよ？

　もし、琉る実みみたいに運動が得意だったら、私は完かん璧ぺきになれる？　私に足りない物は何？




　悩なやむってことは、決定打が無いってことだよね？

　それって、圧あつ倒とう的てきな何かが無いってことだよね？




　はぁ。このあと、どうしよう。泊とめてくれなかったら、どうしよう。

　純じゆん君は優やさしいから大だい丈じよう夫ぶだよね。私のお願い、断ったりしないよね──

「夜景を見て、物思いに耽ふけってるのか？」

　私の摯し実じつなる潜せん思しが、教授の声で引ひき剝はがされた。

「ほっといて。あっちいってよ」教授の相手をする気分じゃないの。

「そう邪じや険けんにすんなって。何か、悩なやんでるのか？　もしかして、白しろ崎さきのことか？」

「教授には関係ないでしょ」

　部長ならまだしも、教授とそんな話はしたくない。冗じよう談だん抜ぬきで放ほっといて欲ほしい。てか、部長は──部屋の中を覗のぞき見みると、ソファの上でアインを抱だき締しめて喉のどを撫なでていた。

　私より猫ねこを取るのっ！　この薄はく情じよう者ものっ！

「そりゃそうだが……これでも白しろ崎さきのダチなんだ。ちったぁ関係あるだろ。それに……」

「それに、何？」

「俺らだって、友達だろ？」

　えっ？　この人、決め顔で言ったよっ！　やば。そんな台詞せりふを恥はずかし気げも無く──まぁ、教授はそう云いうタイプだよね。知ってる。友達だからね。私からは言ってあげないけど。

「自分で言ってて、恥はずかしくないの？」

「は？　何が？」

「何でも無い……ねぇ、教授。私に足りない物があるとすれば、何だと思う？」

「慈いつくしむ心と思いやり」

　そっくりそのままお返かえし致いたします。檮とう昧まいで思し慮りよの浅い戯おどけ者ものは近寄らないで下さい。

「お願いだから、今すぐ目の前から消えてくれない？」

「冗じよう談だんだよ。マジに取んなって。頼たのむから、そんな目で見るなよ。ごめんって。えぇっと、俺は、神じん宮ぐう寺じは今のままで十分だと思うぞ……マジで。そのままが一番だ」

「手遅れ極きわまりないフォローだという自覚はある？　何にも響ひびかない」

「だよなぁ。完全にやらかした。空気読めてなかったわ」

「ほんと、そう云いうとこだかんね？　気を付けた方が良いいよ？　けど、ミズスマシくらいの知能はあるみたいだね。安心した。人間社会で生きて行くのは大変かも知れないけれど、人間の振ふり、頑がん張ばって。いつか人間になれるよう、陰かげながら応おう援えんしてる」

「なぁ、不ぶ躾しつけついでに訊きいても良いか？」

「何？」

　何だかんだ言って、教授に付き合ってあげる私、超ちよう優やさしくない？　慈いつくしむ心と思おもい遣やりは実装済みじゃん。足りなく無いじゃん。満みち溢あふれているよっ！

　待って。私に足りないのって、やっぱり運動方面だけなんじゃない？

「神じん宮ぐう寺じはさ、白しろ崎さきのどこが好きなんだ？」

「教えない」

「つれねぇヤツだな。別に変な意味で訊きいたんじゃなくてさ、なんつーか、姉に取られたから悔くやしいとか、じゃないよなって言うか、いや、悪気があって言ってるんじゃなくて、もしそうなら、わざわざ苦しむようなことはしなくていいんじゃないかって──ああ、ダメだ。上う手まく言えねぇ。好きで悩なやんでんなら、全然良いいんだ。ただ、姉あね様と張り合おうみたいな感情なら、それはやめといた方がって……すまん、意味わかんねぇよな」




　──何それ。




　なんで教授にそんなこと言われなきゃいけない訳？　冗じよう談だんじゃない。

「うん、本当に意味が分かんない」心配するにしたって、言い方ってもんがあるでしょ？

　琉る実みに取られたから張り合ってる？




　違ちがう。そんなんじゃない。張り合ってるのは確かだけど、私は本当に純じゆん君のことが好き。

　好きだから張り合ってるのであって、悔くやしくて張り合ってるんじゃない。

　悔くやしいのも確かだけど──ああっ、違ちがうんだって。そうじゃないっ！

　そうじゃないんだってばっ！




　うん。そうじゃない。




　お風ふ呂ろに入っていると、余計な記き憶おくが割り込んでくる。こっちは純じゆん君の残り湯を隅すみ々ずみまで堪たん能のうしていたって云いうのに。もう冷めちゃった。全部台無し。長く浸つかり過すぎたかな。

　いつもと違ちがう匂においのバスタオルで身体からだを拭ふく。ドライヤーで髪かみを乾かわかすと、いつもと違ちがう蘭らん麝じやが広がっていく。自分の服から香る馴な染じみの柔じゆう軟なん剤ざいと、好きな男の子からする馨けい香こうが混ざり合うのを感じる。純じゆん君の香こう気きに包まれていく。鏡に映る私は、心なしか頰ほおが上気している。

　やっぱり、長く浸つかり過すぎたみたい──でも、気持ち良かった。

　リビングに戻もどると、純じゆん君の姿は無かった。自分の部屋に居るのかな？

　荷物を持って二階に上がる。純じゆん君の部屋のドアは開いたままで、明かりが漏もれている。

「お風ふ呂ろ、しかと頂きました」





（白しろ崎さき純じゆん）



　風ふ呂ろ上あがりの那な織おりは大きめのＴシャツを着ていて、ともすると下に何も着けてないんじゃ無いかと心配になるような恰かつ好こうで──荷物を置く時、もこもこしたショートパンツが見えて、そりゃそうだよなと、心を撫なで下おろした。あんなことの後だからか、那な織おりの一挙手一投足が気になって仕方ない。マジで、あらゆることが心臓に良くない。

　那な織おりが部屋に来るまでの間も気持ちが休まらなかった。

　仄ほの暗ぐらい映像と背中で味わった生々しい感かん触しよくが頭から離はなれなくて、気を紛まぎらわそうと、来客用布団のシーツをこれ以上無いくらいピンと張ったりしたが、大した効果は得られなかった。

「布ふ団とん敷しいてくれてありがとう。でも、今日は純じゆん君のベッドで寝ねたい」

「構わんぞ。布ふ団とん、入いれ替かえるか？」

　デスクチェアから立ち上がり、床ゆかの布ふ団とんに手を掛かける。やっぱり、男の僕が床ゆかで寝ねるべきだよな。これでも悩なやんだんだ。だから、そのパターンも考えなかった訳じゃない──

「ううん。一いつ緒しよに寝ねよ。これぞ同どう衾きんだね」

「……正気か？」

「ただ寝ねるだけだよ。一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った仲じゃん。何を今いま更さら。布ふ団とん、片付けよ？」

　そう言って那な織おりが、布ふ団とんを畳たたみ出だした。

「待てって。僕のベッドを使うのは一向に構わないし、何なら僕はリビングで寝ねたって──」

「ダメ。一いつ緒しよに寝ねるの。これが、今日最後の我わが儘まま。ね、お願い」

「……ただ寝ねるだけ、だよな？」

「だーかーらー、そう云いうのは私の台詞せりふだってっ！　いい？　今日は一いつ緒しよに寝ねるのっ！」

　布ふ団とんを畳たたむ那な織おりを渋しぶ々しぶ手伝って──那な織おりが枕まくらを取ろうとした時だった。襟えり口ぐちから、重力に従って出来た谷間が覗のぞいた。ったく、そのＴシャツ、サイズが大きすぎるんだよ──小さな違い和わ感かんだった。僕はその違い和わ感かんを追いやった。気の所せ為いだ。見るな。考えるな。

　那な織おりの顔だけを見るように意識して、どうにか布ふ団とんを畳たたみ終おえ、端はしに寄せる。

「そう言えば、部長、マープルみたいなの、タイプなんだって。やばくない？」

　畳たたんだ布ふ団とんの前にちょこんと蹲そん踞きよして、髪かみに何か塗ぬりながら那な織おりが言った。

「亀かめ嵩だけがねぇ。ああ云いう雰ふん囲い気きが──って、そんなことより、今日の勝負はどうだったんだよ？　部室を譲ゆずって貰もらえたって言ってたけど、どういう流れでそうなったんだ？」

「んーと、勝負の途と中ちゆうで、君達は部員も足りてるし、譲ゆずるよ的な？　ただ、それとは関係無く、チェスはしたいって言われて、仕方なく付き合ってあげた。マープルって、人付き合い苦手そうだし、友達居ないんじゃない？　だから、寂さびしかったのかなーって」

　人付き合いが苦手って……どの口が言うんだ。

「なるほどね。譲ゆずって貰もらったって、そう云いうことだったのか。それで、勝負は？」

「もちのろん、勝ちましたよ。当然でしょ？」

「だと思った。僕は最初から、勝敗の心配はして無かったけどな。古ふる間ま先せん輩ぱいは、どんな感じだったんだ？　セオリー通りに指しそうな雰ふん囲い気きではあったが」

「凡おおよそ、純じゆん君の想像通りって感じかな」

「やっぱりな。ところで、棋き譜ふはつけたのか？」

「ううん。けど、大体は覚えてる。それに、途と中ちゆうから慈し衣え菜なが動画撮とってたし。ほんとは良くないんだろうけど、マープルが撮とっても良いって。あとで見る？」

「もちろん。すぐ写真や動画を撮とりたがるのも、こういう時はありがたいな」

「それが、私も意外だったんだけど、慈し衣え菜な、チェス分かるんだって。ほら、カウボーイビバップでチェス回あるじゃん？　あれ見て、覚えようって。もしや、動機は純じゆん君と一いつ緒しよ？」

「大だい同どう小しよう異いって感じだな。それにしても、雨あま宮みやがチェスとは……手が読めなさそうで、結構楽しめるかも知れないな。本当、あいつは不思議な奴やつだよ」

「ね。さて、諸もろ々もろの準備も終わったことだし、寝ねるとしますか」

　立ち上がりざま、Ｔシャツの胸の辺りに突とつ起きが──気の所せ為い。錯さつ覚かく。あれは服の皺しわだ。

　幾いくら何でも、着けてないなんてこと、ある訳ない。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　うにゃうにゃごねる純じゆん君を壁かべ際ぎわに追いやって、その隣となりに寝ね転ころんだ。

　これでもう逃にげられまいっ！

　ここまで来れば、私はもう完かん遂すいしたも同然。あとは純じゆん君を抱だき枕まくらにして眠ねむるだけ。

　あ、眠ねむるだけって言っても、そっち系のイベントが開かい催さいされるなら、全然受け入れますよ？　諸もろ々もろのコンディション、整えて来ましたから。心の準備も完かん璧ぺき。備ゴえムもある。死角無し。

　必要なのは、純じゆん君の覚かく悟ごだけ、かな。

　純じゆん君は壁かべを見み詰つめるのが趣しゆ味みみたいで、さっきから私に背を向けたまま。超ちよう失しつ礼れい。

　とりあえず、純じゆん君に抱だき着ついて、背中に顔をくっ付ける。気になってヘアオイルを塗ぬっちゃったから今は違ちがうけど、純じゆん君の髪かみの毛けは、さっきまでの私と同じ香りがする。同じシャンプーを使ったから当然なんだけど、たったそれだけのことなんだけど、凄すごく嬉うれしい。

　好きな男の子の匂においに包まれて、体温を感じて、高まる心音を聴きいている。これ以上の多幸感はそうそう無い。今は完全に私が独ひとり占じめしている。神様だって付け入る隙すきは無い。

　本当は、昼間に琉る実みと何があったのか訊ききたいけれど、名前を口にする事すら勿もつ体たいない。

「お風ふ呂ろ、どうして先に上がっちゃったの？」

「……一いつ緒しよの浴よく槽そうに入るのは、無理だよ。僕だって、男だぞ」

　背中にくっ付いているから、純じゆん君の声が直接身体からだに響ひびいて来くる。これは、骨伝導？

「知ってる。だからだよ」

　私の声も、響ひびいてくれたら良いいな。純じゆん君の身体からだに、染しみ込こんで欲ほしい。

「あのなぁ……僕らは付き合ってる訳じゃないんだぞ？　こういうの、絶対に良くない。限度を超こえてる。だから、今日で最後な。明日からは、いつも通りだぞ」

「付き合えば、良いいの？」

「……付き合ってるなら良いいんだろうけどさ……」

「じゃあ、付き合ってよ」

「それは──無茶言うなよ。さっきも言ったように、もう少し待っててくれないか？」

「私は、ずっと待ってるんだよ。知ってるでしょ？　ずるいよ」

　純じゆん君の足に、私の足を絡からめる。逃にがさないようにって思ったけど、純じゆん君は私の足を避さけたりしなかった。純じゆん君は私より体温が高くて、背中も足も熱いくらい。

　私の身体からだがじんわりと温まっていく。熱を共有していく──熱ねつ平へい衡こう。

　恋こいするとは、自分が愛し、愛してくれる人に、できるだけ近く寄って、見たり触ふれたりあらゆる感覚をもって、感じることに快楽を感じることである──よく分かるよ、スタンダール。

「待ったら、私と付き合ってくれるの？　私はいつまで待てば良いいの？　教えてよ」

「あんまり僕を困らせないでくれ……僕自じ身しん、どうしたら良いいのか──」

「じゃあ、ちゅーして」

　一いつ旦たん純じゆん君から離はなれて、肩かたを引っ張って仰あお向むけにする。純じゆん君の右手を太ふと腿ももに挟はさんで、ぴったりとくっ付いた。純じゆん君の顔かんばせはすぐそこ。今度こそ、純じゆん君からして欲しい──唇くちびるに。

　使える物なら、罪悪感だって利用する。

　純じゆん君の頰ほおをそっと撫なでて一言「口にして」

　ふぅっと、短く息が漏もれた。

　ゆっくりと唇くちびるが重なって、離はなれる。

　細目を開けて、純じゆん君の瞳どう孔こう越ごしに気持ちを共有する。感情平へい衡こう。

　首に手を回すと、再び純じゆん君から近付いて来た。

　私の太ふと腿ももから右手を抜ぬいた純じゆん君が、私の後頭部に手を回す。

　もう一度、口くち唇びるが触ふれ合あった。

　舌ぜつ尖せんで純じゆん君の歯を撫なでると、控ひかえめに口が開かれた。首に回した手に力を込こめて、私はもっと奥まで舌を差し入れる。純じゆん君の舌を、舌先で感じ取る。形を確かめる。唇くちびるで、挟はさみ合あう。

　唾だ液えきが混ざり合って、水音を立てる。

　純じゆん君の耳を塞ふさいで、音を増ぞう幅ふくさせる。

　食はまれて、吸われて、飲まれて、飲んで──堕おちていくのが、自分でも分かる。自や棄けにはなった積もりはないけれど、制する理性は見当たらない。剝むき出だしの欲求だけが漂ただよっている。

　ゆっくりと宿しゆく願がんが果たされて、身体からだが熱を帯びていく中、後ろめたさに近い憂ゆう懼くが幸せの狭はざ間まで顔を覗のぞかせる。悪い事をしているみたいな、危あやうい陶とう酔すい感かんが全身を満たして、じんわりと潤うるおしていく。私の髪かみを無造作にまさぐる純じゆん君の指が時折爪つめを立てるから、愉ゆ悦えつ混まじりの疼とう痛つうが与あたえられる──大好きな男の子が、私の求めに応じてくれている。

　この前のゴールデンウィークとは違ちがう。昼間とも違ちがう。とろけそうなくらい気持ち良い。

　今の私達は、深く通じ合っている。溶とけ合あいたいのに、身体からだが邪じや魔まで、もどかしくなる。

　純じゆん君が顔を離はなす。私の下した唇くちびるが遅おくれて離はなれた。
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　抱だき着ついて、首筋に顔を擦なすり付つける。純じゆん君の匂においを取り込んで、私の匂においを擦なすり付つける。

「好き」

「うん」

「ずっと、好きだった」

「うん。ありがとう」

「純じゆん君は私のこと、好き？」

「好きだよ。子供の時から、ずっと」

「ふふ。ありがとう」

　今なら、死んでもいい。ううん、死ぬなら今が良いい。

「このまま、付き合っちゃおうよ。そして、続き、しよ？」

　やっぱ、死ぬのはその後。

「そういう訳には……」

「そんなに琉る実みの事が気になる？」

「……当たり前だろ」

「じゃあ、琉る実みには秘密で付き合おうよ。目め褄づまを忍しのんで付き合うのも、有りじゃない？」

　純じゆん君の口に、僅わずかに笑えみが宿った。

「何？　ダメ？　変な事、言った？」

「やっぱり二人は双ふた子ごだよな。琉る実みも似たようなこと言った。みんなには黙だまってようって」

「やめてよ。それより、どうなの？」

「……あんまり困らせないでくれよ」

「続き、したくないの？」私が質ただすと、暫しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれた。ここで黙だまるの、最低じゃない？

　口を噤つぐんだ本心を汲くみ取とりたくて、純じゆん君の顔をこっちに向ける。




　──我が慢まんしてる顔、かわいい。




　無言が肯こう定ていなのは昭しよう然ぜん──私だって同じなのに、我が慢まんする必要、ある？　無いよね？

「私がブラしてないの、気付いた？　気付いてるよね？　さっき見てたの知ってる。見たいなら言って。ちゃんと見せてあげる。触さわりたいなら言って。しっかり触さわらせてあげる。誘ゆう惑わくを除きさる方法はただひとつ、誘ゆう惑わくに負けてしまうことだけ」

「気にしないようにしてたのに、わざわざ言うなよ……けど、僕は見たいとも触さわりたいとも言わない。那な織おりに魅み力りよくが無いとかじゃなくて──一時の感情で流されるのは良くない。オスカー・ワイルドを引用したってダメだからな」

「何、女子みたいなこと言ってるの？　散々、キスした癖くせに──どう？　柔やわらかい？」

　純じゆん君の手を取って、胸に抱だく。もっと私に触さわって。もっと私を感じて。

「やめろって。僕はもう寝ねるぞ」

　振ふり解ほどかれそうになったけど、どうにか耐たえた。けど、顔はしっかりと壁かべの方に向けられてしまった。さっきまで私の目をずっと見み詰つめていたのに。壁かべ紙がみ好すき過すぎでしょ。

「怒おこっちゃった？」純じゆん君の腕うでに抱だき着つく。さっきより、強く。

　そっぽを向いてるのに、腕うでには力が入っていない。今や焦しよう熱ねつしそうなくらい火ほ照てった私の太ふと腿ももで、純じゆん君の手を挟はさみ込こむ。出来る事なら押し付けたいくらい──あとちょっとの距きよ離りなんだけど、あとちょっとが遠くて、もどかしい。

「怒おこったとかじゃなくて……僕だって我が慢まんには限界があるんだ」

「私だって我が慢まんしてる。一いつ杯ぱい触さわって欲ほしいし、一杯触さわりたい。ね、かつて江え戸どでは、がっかりって、えっちしたあとの虚きよ脱だつ感かんとか疲ひ労ろう感かんを指す言葉だって知ってた？」

「そうなのか？　初めて聞いた……つーか、その、口にすんなよ」

「何を？」

「いや、ほら……え、えっちとか」

　照れてるの？　照れちゃってるの？　ねぇ？

「がっかりしたくないの？」

「言い方が斬ざん新しんすぎるぞ。さっきも言っただろ、そういうことはしない」

　先刻までの逡しゆん巡じゆんが解かれたみたいな、硬かたい声こえ。もう、なんでそんな頑かたくななの？

　さっきから顔が見えなくて、もどかしさが募つのっていく。こんなに近くに居るのに。

　もっと直接的な行動で──「ちょっとだったら、触さわってもいい？」

　お腹なかに伸のばした手が、今度は強めに払はらわれた。けち。本気で叩はたかなくても良いいじゃん。

　逃にげ出だした右手をもう一度捕つかまえて、仕方なく我が慢まんする──我が慢まんばっかでやんなっちゃう。

　もうっ。純じゆん君のばかっ。手、出してよ。今日の私は、心も身体も本気だったんだからねっ。

　お気にの下着だってこんなことに──ま、いいや。

　あんまりぐいぐい行くと、貴あてやかな淑しゆく女じよのイメージが崩くずれちゃうし。ここは大人しく、私のペルソナに相応ふさわしい言葉で、ダメ押しするくらいに留とどめておこう。

　私なりの告白──「おとといは兎うさぎを見たわ」

　分ふん陰いん、小さくて優やさしい声こえで「きのうは鹿、今日はあなた」と純じゆん君が応えた。

「また、キスしようね。凄すごく気持ち良かった」





（白しろ崎さき純じゆん）



　那な織おりの胸に腕うでを挟はさま……がっちり摑つかまれ、身体からだごと壁かべを向くことを阻はばまれた。二にの腕うでに伝わる温おん柔じゆうな感かん触しよくと硬かたさを、しっとりとした太ふと腿ももの感かん触しよくを頭から遠ざけて、僕等はいつもみたいに、色んな作品について語り合った。そうすることで、僕は必死に日常を搔かき集あつめた。ひとしきり喋しやべった所ところで、那な織おりがぽつり「こんなに話の合う、私みたいな女の子、二度と会えないからね。逃にがしたら後こう悔かいするよ？」と呟つぶやいた。

　言葉が途と切ぎれて、静かな寝ね息いきに変わったのは、まだ暮夜だった。

　カーテンの足元が白み出して、夜の終わりを知る。僕は一いつ睡すいも出来なかった。

　那な織おりの手から力が抜ぬけたタイミングで、そっと腕うでを引ひき抜ぬいて身体からだごと壁かべを向いた。それからずっと寝ねられない。那な織おりの寝ね返がえりを背中で感じながら、自分の気持ちと向き合っていた。




　──おとといは兎うさぎを見たわ、きのうは鹿、今日はあなた。




　おじさんに勧すすめられて読んだＳＦ短編小説『たんぽぽ娘むすめ』の一節──大切な人がずっと傍そばに居たことを示し唆さする印象的な台詞せりふ。タイムトラベルに纏まつわる恋れん愛あいを描えがいたその小説が気に入った僕は、自分でも買った。至る所で引用される有名な言葉だ、神じん宮ぐう寺じ家けの本ほん棚だなに収まるその物語を、那な織おりが知らない筈はずは無い。

　那な織おりと僕は、かつて好き合っていた。それを喩たとえたかったのだろうか。

　那な織おりはやっぱり可か愛わいくて、魅み力りよく的てきで、蠱こ惑わく的てきで、手を焼くことばかりだけど──付き合えたら楽しいんだろうなって思う。かつてそれを願って、臆おく病びような僕は勝手に諦あきらめた。

　気持ちを伝える勇気が無かっただけなのに、尤もつともらしい理由を見付けて全部無かったことにした。誤ご魔ま化かしただけだった。あの時から、僕の弱さは続いている。

　だからと言って、琉る実みと過ごした日々も褪あせていない。微み塵じんも色いろ褪あせていない。

　かつて時感じた気持ちは、今でも粲さん粲さんと色めいている。琉る実みと思い出話をすれば、熱を帯びた記き憶おくが簡単に甦よみがえる──褪あせていないどころか、綺き麗れいに包装されているみたいだ。




　那な織おりと付き合ったら、琉る実みは何て言うだろうか。

　琉る実みと付き合い直したら、那な織おりは何て言うだろうか。




　脳の奥底で固まった倦けん怠たいに引っ張られて、思考が鈍どん重じゆうになる。

　暑しよ気きを知らない早そう暁ぎようの空気を吸って頭をクリアにしようと思い、那な織おりを起こさないよう、身体からだを起こす。隣となりで那な織おりが寝ね息いきを立てている。その光景を、僕は暫しばらく眺ながめていた。この可か愛わいらしい女の子が、僕のことを好きでいてくれている──色々と頑がん張ばってくれたのに、応えてあげられなくて、ごめん。那な織おりが大切だからこそ、そういうことは手順を踏ふんでからじゃないと応えたく無いんだ。那な織おりの顔に掛かかった髪かみを、そっと退のけた。明めい眸ぼうな目元も、すっと通った形の良いい鼻び梁りようも、ぽてっとした魅み惑わく的てきな唇くちびるも、張はり詰つめていない。安心しきった穏おだやかな顔で寝ねている姿は、どこか幼さが残っていて──って、なんで下がパンツなんだよっ！

　那な織おりの下腹部を覆おおう桃色ピンクのダチュラを、タオルケットを引き上げて隠かくす。比ひ喩ゆでも何でもなく、寝ね起おきにこれは毒ダチユラだ……ベッドの脇わきにショートパンツが落ちているが、穿はかせる訳にもいかず、見なかったことにした──ふとした瞬しゆん間かんに、色んなことを思い出しそうで怖こわい。

　那な織おりの目が、薄うっすらと開いた。何かを訴うつたえるような眼まな差ざしで、僕の腕うでを引っ張った。

　那な織おりの口が、ゆっくりと開いた──僕は、自分から応じた。

　ベッドから下りると、ぎゅっと握にぎったタオルケットで顔を隠かくした那な織おりが、布ぬの越ごしのくぐもった声で、「トイレ？」と訊きいていた。

「ああ。それより、そんな縮こまって、寒いのか？　そう言えば、エアコンが──」

「寝ね起おきは……ちょっと恥はずかしい。照れるから、あんまり見ないで」

　少しだけ覗のぞく白はく皙せきの頰ほおが、朱しゆ色いろに染まっている。そんなこと言われると、僕も──急に気き恥はずかしくなって、慌あわてて那な織おりから目を逸そらして、逃にげるように部屋を出た。

　今まで散々人のことを誘ゆう惑わくしておいて……それは、卑ひ怯きようすぎるだろ。




　悔くやしいくらい、動けなくなるくらい、まともに見られないくらい、可か愛わいかった。
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（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　もうちょっとで夏休み。そして、夏休みには純じゆんの誕生日。

　何をあげたらイイかな？　何を渡わたせば喜んでくれるかな？

　一昨日の土曜日は、本当に楽しかった。昨日は女バスのみんなとカフェやショップに行ったりして、久々に全力で遊んだって気がする。今週末には送別会がある。先輩たちに渡すものも準備したし、あとは当日を迎えるだけ。先せん輩ぱいたちとゲームできないのはすっごく寂さびしいけど。バスケって言えば、あれから、瑞みず真まと真ま衣いは、よりを戻もどしたりはしてないけど、話してる姿を何度か見み掛かけた。何かの切きっ掛かけになればいいなって、思う。

「ねぇ、麗れい良らは彼かれ氏しの誕生日、何あげた？　何が一番喜んでくれた？」

　練習が休みの放課後──麗れい良らとスタバの新作を堪たん能のうしに来たところ。

「一番喜んでくれた……物だよね？」

「え？　それ以外に何が──」

　それって、もしかして……それはダメだって！　わたしたち、付き合ってないし。

「もうっ！　麗れい良らはすぐそういうこと言うっ！」

「まだ言ってないし」

「まだ、でしょ。そんなんだから、可か南な子こに発想がエロいとか言われるんだよ？」

　麗れい良らが頰ほお杖づえをついて、めっちゃ大おっきい溜ため息いきを零こぼした。幸せが、大量に逃にげちゃう。

「それ、マジで心外なんだけど。なに、白しろ崎さき、誕生日なの？」

「うん。夏休み入ってすぐくらい」

「そう言えば、去年も今くらいの時期に、同じようなこと訊きかれたかも。てか、私は白しろ崎さきの趣しゆ味み知らないし、何をあげれば喜ぶかは、琉る実みの方が詳くわしいんじゃない？　私が彼かれ氏しにあげた物なんて、大して参考にならないでしょ。去年あげたの、マフラーだよ？」

「そっか。麗れい良らの彼かれ氏し、十二月だもんね」

　麗れい良らんとこは、クリスマスと誕生日を一いつ緒しよにやる。だから、彼かれ氏しの誕生日の特別感が半はん端ぱじゃないって言うか、まとめてやる分、気合が入ってるって言うか──そんな流れで麗れい良らは初体験を済ませた……って聞いてる。

「って、マフラーあげた話、前もしたじゃん。覚えてないの？」

「そうだっけ？　あー、プレゼント渡したあとの話が衝しよう撃げき的てきだったから……」

「だから私の話は参考になんないって。琉る実みが自分で考えるしかないよ」

　麗れい良らの言い方が、冷たい。「わかったよぉ。麗れい良らに相談したわたしがバカでした」

「いっそのこと、妹と二人で買いに行ったら？　けん制し合うよりよくない？」

「那な織おりと？　あの子がなんて言うか……前はそうだったけど、わたしが付き合ってから一いつ緒しよに買わなくなってさ。那な織おりに気を遣つかわせちゃったからこそ、言い出しづらいんだよね」

　あの時、那な織おりに「初彼への初プレゼントでしょ？　ひとりで悩なやんだ方が良くない？」って言われて、麗れい良らにアドバイスは求めたけど、わたしはひとりで選んで、ひとりで渡わたした。

　だから、それも確かにあるんだけど……この前、純じゆんと出かけて、色んなことが懐なつかしくて、やっぱりわたしは純じゆんとやり直したいって思って──わたしは那な織おりとは別々に選びたい。

　二人で選んだ二人からのプレゼントじゃなくて、わたしからのプレゼントにしたい。

　恐おそらく……那な織おりもそう考えてる。

　これは、双ふた子ごの勘かん。

「琉る実みの妹って、何だかんだ琉る実みに優やさしいよね」

「うん。半はん端ぱなく口は悪いし、性格も歪ゆがんでるけどね」

「その妹と白しろ崎さきを取り合ってるって、冷静に考えると、軽く地じ獄ごくだよね」

「そう……だね。最初はわたしもそう思ってた。けど、今度は素す直なおになるって決めたから、そのことは考えないようにしてる。考え出したら、また失敗しそうだし」

「だね。ごめん、変なこと言った。気にしないで」麗れい良らが、小さく手を挙げて、頭を下げた。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。わかってるから。それに、麗れい良らが思ってるほど、修しゆ羅ら場ばってるわけじゃないし。家で普ふ通つうに会話するし、純じゆんの話だってするよ」

　噓うそをついた。わたしは、公園で純じゆんに言われたこと、那な織おりには言ってない。

　昨日の那な織おりはちょっと変だった。心当たりはある。土曜の一件だと思う。

　純じゆんがわたしの所に来ちゃったから──多分、那な織おりは私に怒っている。

　だから純じゆんと大宮で語り合ったこと、那な織おりには言えない。言いたくない。

「そういう感じなんだ。親にはバレてたりするの？　その、白しろ崎さきのこと──」

「どうだろ。お母さんは気付いてるかも知れないけど……お父さんはわかってないと思う」

「親としても、難しいよね。隣となりの男の子を、娘むすめ二人が取り合ってるって」

「どうかな。うちのお母さん、あんまりそういうタイプじゃないから。好きにしたらって感じだと思う。うるさいはうるさいんだけど、案外融ゆう通ずう利きくとこあるし。麗れい良らだから言うけど、お祖ば母あちゃんが言うには、昔は結構遊んでたみたい──だからかわかんないけど、恋れん愛あいに関しては、『若いんだから、自分がやりたいようにした方が良いい』って言われたことある」

　中等部の時、お母さんにクラスの女の子から恋れん愛あい相談された話をしたことがある。友達と好きな人が被かぶっちゃったっていう内容だった。図らずもわたしと似たようなシチュエーションだったから、お母さんだったらなんて言うのか興味があって、「お母さんはどう思う？」って尋たずねてみた。お酒を飲んで上じよう機き嫌げんだったお母さんは、過去の恋れん愛あいの話なんかをあれこれ話してくれて、最後に「親の立場で言うことじゃないかも知れないけど、琉る実みが同じ状じよう況きようだったとして、友情か恋れん愛あいかってなった時は、私の経験上、遠えん慮りよしない方が後こう悔かいしないって思う。まだ若いんだから、自分がやりたいようにした方が良いい」って──この時は既すでに純じゆんと付き合っていたから、わたしの行動をお母さんから肯こう定ていされた気がした。

　そうだよ、あの時、お母さんはそう言っていたんだ。麗れい良らと話してて、思い出した。

「そうなの？　琉る実みのお母さん、私の中では綺き麗れいなマダムってイメージなんだけど」

「綺き麗れいなマダムって……やめてよっ……」

　ちょっと！　お腹なか痛いっ！　マダムはやばいって！　笑わせないでっ！

「そんな笑うとこ？　何度か会ってるけど、琉る実みのお母さんって、綺き麗れいなんだけど、凜りんとした感じがして、何だかカッコイイなって思ってたよ？」

　なんか、お母さん褒ほめられるのって、めっちゃ複雑。恥はずかしいような、照れくさいような、嬉うれしいような──なんとも言えない感覚。それにしても、綺き麗れいなマダムはないって。

「お母さんに伝えておくよ。全然、そんなじゃないけどね。すぐ料理めんどくさがるし」

「だって、琉る実みのお母さん、働いてるんでしょ？　仕方なくない？」

「まあね。それは感謝してるよ。だから、わたしも手伝うようにしてる」

「琉る実みは偉えらいなぁ。ね、琉る実みのお母さんって、銀行で働いてるんだよね？」

「うん。お金数えるの、めっちゃ速い。あれは絶対に真ま似ねできない。電でん卓たくもやばいよ。ダダダダって打つんだけど、電でん卓たく見てないのに打うち間ま違ちがいに気付くし、しかも、手元を見ずに打うち間ま違ちがいを修正するんだよ。レシート並べて計算してる時は、神がかってる」

　昔、お父さんが、お母さんが電でん卓たくで計算してるのを見て「そんなのエクセルでやればよくないか？」って言い出して、軽く喧けん嘩かになったことがあった。「キーを叩たたいて入力する時間は一いつ緒しよじゃない？　こんなの、パソコンをつける時間があれば終わるわよ」みたいにお母さんが言って、「じゃあ勝負するか？」って。

　うちの親って、そういうとこ、すっごく子どもっぽい。

　二人とも負まけず嫌ぎらいって言うか──それはわたしと那な織おりも同じ。

　つまり、我が家は全員負まけず嫌ぎらい。

「麗れい良らは、将来どんな仕事したいとか、ある？」

「うーん、子どもの頃ころは美容師になりたいなって思ってたけど、今はどうしようって感じ。面談でも言ったんだけど、これがやりたいっていうのが無くて悩なやんでる。選せん択たく肢しを狭せばめないよう、成績はキープしておきなさいって先生は言ってたけど、学部とかって、調べ出すと沢たく山さんあり過ぎてよくわかんないし、実際に何を勉強してるのかイメージできないんだよね。琉る実みは先生になりたいって言ってたけど、今もそう？」

「うん。あと、最近はスポーツ医学もいいかなって」

「スポーツ医学かぁ。琉る実みには合ってるかも。それ系だと、やっぱ内部？」

「どっちを選ぶにしても、できれば国公立がいいかなって。ほら、うちって二人だしさ。学費とか考えると、少しでもって」

「そっか。琉る実みのとこ、一度に二人だもんね。受験かぁ……先生とかの話聞いてると、すごく煽あおってくるじゃん？　受験なんてすぐだって。正直、そうは言ってもまだ先のこと──なんて思ってたけど、もう三年生は引退じゃん？　案外すぐなのかもって思っちゃった。でもさ、それって、こうして琉る実みと喋しやべれるのもそんなに長くないってことだよね？　うちらも、大学行ったら離はなれ離ばなれになるのかな？」

「え、やだ。そんな寂さびしいこと言わないで」

「ごめん。言ってて、私も寂さびしくなってきちゃった……私も琉る実みと同じ大学目指そうかな。国公立なら親も文句ないだろうし、そうすれば大学でも遊べるもんね」

「いっそ、ルームシェア、しちゃう？」

「いいね、それ。楽しそう。ね、そう言えば、白しろ崎さきは？　進路の話したりするの？」

「するよ。けど、純じゆんは昔から変わらない。法律関係か科学系の二つで悩なやんでる。ＳＦとミステリーが好きだからって理由で。子どもっぽいでしょ」

　麗れい良らの前だったから、子どもっぽいでしょなんて言ったけど、本当はそんなこと思っていない。わたしはずっと純じゆんの夢を聞いているから、悩なやむのもよくわかる。タイムマシンとか宇宙船が好きで、ミステリーやスパイが好き──純じゆんは子どもの頃ころからその二つで悩なやんでいる。

　そして、今はわたしと那な織おりのことで悩なやんでいる。

　わたしたちが、純じゆんを悩なやませている。

　でも、ごめん。

　わたしはもう、引かない。わたしは、純じゆんの悩なやみを解決させてあげられない。




　※　※　※





（白しろ崎さき純じゆん）



　すっかり駄だ弁べる為ためのスペースと化した部室──端はなからその予定ではあったのだが、珍めずらしく亀かめ嵩だけと那な織おりの居ない部室で、僕は昨日からずっと頭を悩なやませていたことを、耐たえきれなくなって教授に吐はき出だした。泊とまった話は伏ふせて（家に来て話したくらいのことにして）、那な織おりとあれこれ語り合った結果、僕の中で那な織おりの存在が今まで以上に大きくなったこと──那な織おりのことを考えれば考えるほど、琉る実みの寂さびしそうな顔が思おもい浮うかぶことについて。

「まるで浮うわ気きのカミングアウトだな」僕の話を聞き終わった教授が、苦々しい顔で言った。

「どうしてそうなるんだよ」

「だって、神じん宮ぐう寺じの姉に罪悪感を抱いだいているんだろ？　付き合ってるわけでもないのに、どうしてだ？　おまえにとって、神じん宮ぐう寺じの姉あね様は一体何なんだ？　白しろ崎さきの言い方だと、情を感じているように聞こえるんだよな。姉に抱いだいてるのは、本当に好意か？」

「情、ね。けど、琉る実みのことを好きなのは──」

　部室のドアが開いた。那な織おりかと思って身構えたが、入って来たのは雨あま宮みやだった。

「おじゃまー。ねぇ、聞いて。さっき廊ろう下かにセミがいてさー、ヤバくない？　セミだよ？　なんか、めっちゃ飛び回ってて、全然通れなくてー。マジ、飛ぶのやめてほしくない？　じっとしててって感じ。飛ぶとか意味わかんない。つーか、窓開けんなって感じ」

「雨あま宮みやって、セミ苦手なんだな。あんなの別に余よ裕ゆうじゃね？　俺なんて、ガキの頃ころ、よく獲とって遊んだわ。弟と、どっちが獲とれるか勝負したりしてたぞ」

「は？　苦手で文句あんの？　じゃあ、教授っちは、セミ食えるん？　得意なんでしょ？」

「なんでそうなるんだよっ！　食うのは、話が別だろ」

　蟬せみを食べる──あるんだろうな。スマホで検けん索さくすると、案の定、蟬せみ料理がヒットする。

　教授にスマホの画面を見せる。「美お味いしいらしいぞ？」

「だったら、白しろ崎さきが食えよ」

「嫌いやだよ」

「ほら、みんな、セミ嫌きらいじゃん。エナだけじゃなくない？　やっぱ、セミはありえないんだって。てか、ふつーにうるさい。そんなことはよくて。エナが来るまで、なんかしてた？」

「白しろ崎さきの贅ぜい沢たく極きわまりない人生相談を受けてた。ムカつきすぎて、セミ食わせたい」

「え？　なになに？　どんな話？　ザキ、セミ食べんの？」

「食わねぇよっ！　教授も、しれっとバラすんじゃねぇよ」

　僕と二人のこと、前に話したから雨あま宮みやは知ってるけど、男子に話すのと女子に話すのは、なんて言うか、中身がちょっと違ちがう──教授が相手だと気を遣つかわなくていい、が正しいな。

「進展あったん？　そう言えば、この前、にゃおにゃお、泊とまったっしょ？　どうだった？」

「おい白しろ崎さきっ！　どういうことだっ！　さっきはそんなこと言ってなかったぞっ！」

　凄すごい勢いで教授が立ち上がった。余りの勢いに、椅い子すが倒たおれてけたたましい音を立てた。

　雨あま宮みやめ……余計なことを。よりにもよって教授に──「とりあえず座れ」

「これが座ってなんか居られるかっ！」

「そーだそーだっ！　もっと言ってやれー」

　こっちを一いち瞥べつすることもせず、机の上に置いた鞄かばんを漁あさりながら、雨あま宮みやが教授に加勢する。

　あいつはどっちの味方なんだ──僕の味方じゃないことだけは確かだな。

「雨あま宮みやの言う通りだよ。この前、家うちに泊とまったんだよ。けど、教授が考えてるようなことは無かった。だから、落ち着けって」

「めっちゃキスしたって、にゃおにゃおが嬉うれしそうに言ってたけどねー」

　誰だれかあいつの口を塞ふさいでくれっ！！！

「おい白しろ崎さき、事と次し第だいによっちゃ、今からセミ獲とりだぞ？」

　食わす気だな？　獲とって、食わせる気だなっ？

「……えっと、雨あま宮みやが言ったことは本当だ。だが、それ以上のことは無かった──」

「ほんとぉ？　エナが聞いた話だと──」

　足を組んで座る雨あま宮みやが、悪そうな笑えみを浮うかべる。ダメだ。悪役にしか見えねぇ。

「雨あま宮みやっ！　何が欲しいんだ？　何が望みだ？　僕に出来ることなら──」

「にゃおにゃおは友達だし、るみちーだって友達だし、エナ的には、ザキが敵？」

　涼すずし気げな顔で、雨あま宮みやがネイルを塗ぬり始はじめた。

「雨あま宮みや、俺と一いつ緒しよにセミ獲とりに行こうぜっ！　白しろ崎さきを締しめ上あげるのはその後だっ！」

「だーかーらー、エナはセミ嫌きらいだって言ってんじゃん。教授っちがひとりで行って。エナ、今忙いそがしいの。見ればわかるでしょ？」

「んだよ、ノリ悪わりぃなぁ。しゃーねぇ。おい、白しろ崎さき、まずはそこに座れ」

「座ってるが？」

「違ちげぇよっ！　床ゆかだっ！　床ゆかに正座だっ！　裁いてやるっ！」

「教授っち、うるさーい……けど、それはエナもやりたい。一いつ緒しよにザキをこらしめたいっ！」

「おう、やろうぜっ！　この不届き者を楽園から追放するぞっ！」

「Expelled from Paradise !」

　発音良いいな……『楽園追放』か。あれも脚あしとお尻しりが──って、そうじゃないっ。

　完全に難なん詰きつされる流れだ。問とい詰つめられるだけならまだしも、雨あま宮みやにこの前のことを全部バラされたら──蟬せみを持った教授に追おい掛かけられる展開が待っている。

　雨あま宮みやはどこまで知ってるんだ？　那な織おりはどこまで言ったんだ？　頼たのむから黙だまっててくれ。

　神を信じない僕が、祈いのった──There are no atheists in a foxhole.蛸壺壕の中に無神論者は居ない

　ここは部室なんかじゃない。銃じゆう砲ほう撃げきに怯おびえる塹ざん壕ごうの中だ。




　冷れい罵ばや非難、誹そしりを目的とした尋じん問もんは、遅れて部室に来た那な織おりと亀かめ嵩だけによって中断された。

　祈いのった価値があった。だが、翌日の昼休み、珍めずらしく教室以外──教授が中庭のベンチで昼飯を食べようなどと言い出した。人通りはあるものの、こんな灼しやく熱ねつの屋外で長居する酔すい狂きような生徒は僕等しかおらず、ある意味、安全な場所かも知れない……が、尋じん常じようじゃないくらい暑い。

「なぁ、せめて日ひ陰かげにしないか？　日射病で倒たおれそうだ」

「こんなの、サッカーの練習に比べたら──おっと、弓きゆう道どうは屋内だったな。けど、これは俺なりに気を遣つかった結果だ。白しろ崎さきが聞かれてもいいってんなら、別の場所にするが？」

「昨日の話、だろ」

　昨夜、教授から怒ど濤とうのメッセージが届いた。僕は一言〈明日、学校で〉とだけ返した。

「おう。詳くわしく聞かせろ。とりあえず、泊とまったってのは、ガチなんだな？」

　教授がおにぎりのフィルムを剝むいて、ビニール袋ぶくろに入れた。

「ああ。泊とまった」

　惣そう菜ざいパンの包装を破いて、齧かじる。ただそれだけの動作なのに、汗あせが滲にじむ。

「で、ヤったのか？」

「やってない」

「なんでだよ。なんでヤらねぇんだ？　完全にフラグだろ？」

「付き合っても無いのに、そんなこと出来るかよ」

「そう言うくせに、キスはしたんだろ？」

　真まっ直すぐ前を向いたまま、教授はそう言っておにぎりを食べた。

「それを言われると、何も言い返せない。雰ふん囲い気きに流されたのは認める。ただ、それ以上は流されてするようなことじゃないだろ？　長く付き合って、その結果、なら──」

「チャンスがあれば、前提なんて関係ねぇわ」

「いつかどっかで恨うらみ買うぞ？」

「現在進行形の不ふ貞てい野や郎ろうに言われたくないセリフ、ナンバーワンだな。実際、どうなんだ？　神じん宮ぐう寺じが泊とまって、流れでキスまでして、おまえは神じん宮ぐう寺じのことどう思ってんだ？」

「好きだよ。話も合うし、一いつ緒しよに居て楽しい。付き合えるものなら、付き合いたいさ」

　遠くに投げた視線の中で、色とりどりのダリアが花か壇だんで咲さいていた。

　那な織おりと付き合ったら──那な織おりが眠ねむる横で、仮定の想像を何度もした。

「だったら、もう良いいだろ。答え、出てんじゃねぇか。神じん宮ぐう寺じだって、待ってるぞ」

「出てないんだよ。僕は琉る実みのことも好きなんだ。一年間、琉る実みと付き合った思い出が、今でも過よぎるんだ。僕にとって初めての彼女で、何度も言い合いしたはずなのに、楽しかった記き憶おくばかりが、琉る実みの可か愛わいい顔だとか、はにかんだ顔だとか、照れた顔だとか──琉る実みを見み掛かける度たびに、琉る実みと話す度たびに蘇よみがえってくるんだ。その琉る実みが、今でも僕の隣となりに住んでいて、同じ学校に通って、同じ教室で勉強をしている。琉る実みの家にだって行く。忘れられる訳ないだろ。

　僕だけに見せてくれた表情や、僕だけに言ってくれた言葉が沢たく山さんあるんだ。あの時の記き憶おくは、今でも続いているんだ。確かに、未練かも知れないって自分でも思う。あんな別れ方をしたから余計に未練を感じているのかも知れない。でも、僕は琉る実みのことだって好きなんだ。その気持ちは、噓うそじゃない。もう一度やり直したいって、今でも思うんだよ。あの時、もっとこうしていたら、ああしていたら、って考えるんだ」

「そんなのは無理だ。諦あきらめろ。どうせ、前とは違ちがう理由で言い合いになるさ。予習と復習をしたから、イイ点が取れました。偏へん差さ値ちも上がりました──テストや模試じゃねぇんだぞ。なんつーか、神じん宮ぐう寺じの姉に対しては、好きってより執しゆう着ちやくしてるって感じだな」

　教授が残りのおにぎりを口に放って、二つ目の包装を解く。

「執しゆう着ちやくか──無いとは言えないわ」僕も残りのパンを口に運んだ。「琉る実みに執しゆう着ちやくしてるとして、琉る実みのことを好きだと思う感情も、執しゆう着ちやくなのか？」

「知るか。それはお前の感情だろ。俺にはわかんねぇよ。で、だ。キス以外に何をしたんだ？　雨あま宮みやの言いっぷりだと、他にも何かしたんだろ？　乳ちち繰くり合あったんだろ？　言え」

「乳ちち繰くり合あってなんか……ない」

「今の間は何だ？　一いつ瞬しゆん、考えたよな？　ほら、さっさと吐はけっ！」

「食事中なんだから、別の言葉で──」

「うっせぇ。早くしろ。吐はいて楽になれ」

　教授が二個目のおにぎりを口に押し込んで、お茶で流し込む。そして、三つ目。

「胸に──触さわった、と言うか、腕うでを挟はさまれた」

　ブラジャーのことは言わない。これくらいは黙だまっていても良いだろう。

「ただのパイズリじゃねぇか」

「ちがっ、腕うでに抱だき着つかれた結果、そうなっただけで──」

「顔を埋うずめたり、舐なめたりとかは？」

「してねぇよ。そこまでしたら、それこそだろ。それ以上のことはしてない」

「でも、勃たったんだろ？　それ以上のこと、したかったんだろ？」

「まぁ、そうだけど……それは普ふ通つうの反応だろ」

「ふっ。つまりは、ずっと悶もん々もんとしてた訳だ。いい気味だな。ずっとそうしててくれ」

　三つ目のおにぎりを、満足そうに頰ほお張ばる教授の頰ほおを、汗あせが伝った。

　人の気も知らないで。僕がどんな思いで──残ったパンを口に入れて、んぐっと嚥えん下げする。

　無糖の温ぬるくなったアイスティーで、胸のつかえも流し込む。

「なぁ、教授」僕は立ち上がって、声を掛かける。

「何だよ、いきなり立ち上がって」

「言ってなかったけど、那な織おりとお風ふ呂ろに入ったんだ」

　僕はそう言い残して、校舎まで全力で──走った。背後で、教授の叫さけび声ごえがした。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「先生、白しろ崎さき君とベタベタしすぎじゃない？　私、部内恋れん愛あい禁止って言ったよね？」

　お弁当を机に広げて早々、部長が苦虫を嚙かみ潰つぶしたみたいに渋しぶい顔かおをした。

「あれは冗じよう談だんでしょ？　純じゆん君の家に泊とまりに行く時だって、口裏合わせてくれたじゃん。部長が一いつ緒しよに家に来てくれたからこそ、お母さんだって簡単に信じてくれたんだよ？」

「そうだけど……目に余るよっ！　昨日のあれ、どういうつもり？　机の下でずっと白しろ崎さき君の太ふと腿もも撫なでてたでしょ？　ばっちり見えてたんだからねっ！　淫いん乱らん肉にく布ぶ団とん先生が万年発情期なのは仕方ないとしても、もう少し理性的な行動を心こころ掛がけて頂いただきたいっ！　ふしだらだよっ！」

「よく言うよ。散々煽あおった癖くせに。『先生に残された道は、色いろ仕じ掛かけしか無いもんね。どこまで白しろ崎さき君に通用するかは甚はなはだ疑問だけど、先生はそういうの好きそうだし、思いっ切り暴れておいで』って送り出したのは、何ど処この何方どちらでしたっけ？　記き憶おくは御ご座ざいますか？」

　部長がうぐっと空気を飲み込んだ。

「そ……そうだけどっ！　神聖な私の部室で──」

「私の部室って、言ってくれるんだ。ありがとう」

「……私は部長でしょ？　先生と一いつ緒しよに作った部活だよ？　私の部室だよ」

「部長、好き。口ではがみがみ言っても、やっぱり私の事が大切なんだね」

「なんか、言い方が気に入らない。そんなに嬉うれしそうな顔しないでよ。調子狂くるうじゃん」

「よしっ！　ここは私が一ひと肌はだ脱ぬいであげようっ！　脱ぬぐのは得意だし。死ぬんじゃないかって思うくらい面めん倒どう臭くさいけど、部長の為ためにマープルと再戦してあげるよ。ああ云いう偏へん屈くつで歪わい曲きよくしたヒロイズムに酔よい痴しれる男子がタイプなんでしょ？　大人を感じるんでしょ？」

「喧けん嘩か売ってるでしょ？　そんなことしなくていいから。恋こい心ごころなんか芽生えてきたら、さっさと摘つみ取とってしまうことよ──古ふる間ま先せん輩ぱいのことは、あの一件で終わり」

「余計なお世話ってこと？」

「先生を見てると、楽しそうだけど、辛つらそうだもん。やっぱり、私に色いろ恋こい沙ざ汰たはまだ早いかなって。あれこれ心配して、やきもきするだけで心が潰つぶれそう。別に古ふる間ま先せん輩ぱいのことだって、私は嫌いやな感じしなかったとしか言って無いよ。所しよ詮せんはその程度だから、別にいいの。私は先生の負まけ戦いくさを見て、疑ぎ似じ的てきに楽しめればそれで十分。私の恋れん愛あい成分として頑がん張ばれ、先生っ！」

「ねぇ、負まけ戦いくさって何？　誰だれがどう考えたって、戦局は完全に私が有利でしょ？　お父さんのだけど、クラウゼヴィッツの『戦争論』貸してあげようか？　孫そん子し？　何でも良いいけど、純じゆん君は完全に私に惚ほれてるでしょ？　前みたいに、スキンシップ避さけなくなったよ？　されるがままって感じだよ？　この状じよう況きよう証しよう拠こを以もつてして、何ど処こが負まけ戦いくさなの？」

「そういう驕おごりにこそ、落とし穴があるんじゃないかなって、私は思う……そうだよっ！」

「いきなり大声出して、何？　びっくりするじゃん」

「部室ではスキンシップを控ひかえることっ！」部長が机をバァンと叩たたいた。

　うわ、痛そう。

　どういうタイミングで小こ姑じゆうとスイッチ入ったの？　てか、その話、まだ続ける？

「さっき、私で恋れん愛あい成分を補ほ充じゆうするとか言って無かった？　自己発言が矛む盾じゆんしてるよ？」

　どうじゃっ！　反論出来まいっ！　勝かち誇ほこって部長を見下そうと──今にも泣きそうなくしゃっとした顔で、部長が両手を擦すり合あわせていた。

「痛いの？」

「うん。強く叩たたき過すぎちゃった」

「超ちようバカじゃん。ほら、手出して」

　おずおずと差し出された部長の手を、私の手で挟はさんで摩さする。「付き合うとか、付き合わないとか、そういうのは別として、マープルと話してみたら？　私は今、人生史上最高に楽しくて、総すべてが幸こう甚じんに満ちているよ。夜に純じゆん君と通話したり、ＬＩＮＥでやりとりしてると朝にならないでって思うけど、朝になったら純じゆん君に会えるって思える。身体からだの内側から流りゆう露ろするこの幸福感で、周りの空気すら軽かろやかに感じる。部長だって楽しめるよ」

「先生が、恋こいする乙おと女めみたいなフレーズを真顔で──けど、今の先生だったら、言えちゃうよね。先生、可か愛わいくなったって思う。表情が優やさしくなった。ふとした瞬しゆん間かんに、色気が零こぼれ落おちる感じもする。同じ女子として、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とすら覚えるくらいきらきらしてる。けど、それがずっと続く保証、無いじゃん。白しろ崎さき君と別れたあとの琉る実みちゃん、気き丈じように振ふる舞まってたけど、すっごく辛つらそうだった。琉る実みちゃんの場合は事情がちょっと特とく殊しゆかもだけど、私だったらもっと落ち込むと思うし、普ふ通つうにしてられる自信がない。前まではさ、私も軽々しく、あの先せん輩ぱい恰かつ好こう良いいとか言えてたけど、最近、色々考えちゃうんだよね。人間の心にとってもっともつらいのは、次々に事件が積み重なって感情が高ぶったあと、死んだような静けさが訪おとずれて身動きならず、魂たましいから希望も恐きよう怖ふもうしなわれたとき──私はそれが怖こわい」

「部長は一人じゃないよ。私が付いてる」

「うん。ありがとう、那な織おり」

「その代わり、私が振ふられたら、部長には死ぬまで付つき合あって貰もらうから──振ふられないけど」

「先生が振ふられたら、盛せい大だいに失しつ恋れん会かいを開いてあげるっ！　主しゆ賓ひんは白しろ崎さき君でいいよね？」

　この小こ娘むすめはっ！　ちょっと優やさしくするとこれだっ！

「私、マープルとチェスするから。いいね？　一言も交かわさなかったら、お説教だよ」

「もう、強ごう引いんに決めないでよ。古ふる間ま先せん輩ぱいのこと、そこまで言ってないじゃん。まだ、好きとか嫌きらいとか、そういう段階じゃないんだって」

「仲良くなって損は無いでしょ？」

「仲良くなって損は無い？　先生がそれを言う？　他人と仲良く出来ない先生が？」

「もう許さないっ！　絶対にマープルを呼ぶからねっ！」

「えー、めんどくさいー」むぅっと口を突つき出だしながら、部長がお弁当の蓋ふたを開けた。

　そうだ、ご飯食べなきゃっ！　完かん璧ぺき、忘れてた。

　あ、サイコロステーキ。母上、愛しておろうぞ。

　フライを取ろうとした部長の手が、宙で止まる。「キスって、そんなに気持ちいいの？」

「その白身フライ、鱚きすじゃないと思うよ。介すけ党とう鱈だらとかでしょ？」

「そうじゃなくて──やっぱいい。ご飯時に訊きくことじゃなかった。この前の日曜日、早朝から先生に電話で惚気のろけられて、胸焼けで朝ご飯食べられなかったんだ。危ない危ない」

「慈し衣え菜なと明け方までゲームしてたからでしょ？　私の所せ為いじゃない」

「明け方までゲームして疲つかれた所ところに、やれ男の子の舌は硬かたかっただの、寝ね起おきのちゅーは癖くせになりそうだの、ノーブラは正解だっただの──いつぞやのゴールデンウィークとは比べ物にならないくらい生々しい話を聞かされた私の身にもなってよ」

　極力抑おさえた積もりなんだけどな。言ってないこと、一いつ杯ぱいあるし。てか──「あれこれ訊きいて来きたのは部長じゃん。それでそれで？　とか言って。ノーブラだって、部長が今度こそやれって言うからやったんじゃん。よく言うよ。でも、良き進言で御ご座ざいました」

「いえいえこちらこそ。冗じよう談だんで言ったのに、本気でやってくれてありがとう御ご座ざいました」

　言い方うざっ。やらせた癖くせに。「茹ゆで卵たまご没ぼつ収しゆうです」

　半分に切られた茹ゆで卵たまごちゃん、ようこそ、私の口内へ。

「あっ！　私の卵っ！　じゃあ私はっ──」

　部長が私のサイコロステーキを、二つもっ！　取って自分のお弁当箱に入れた。

　二つはやり過ぎじゃないっ！！！

「ちょっとっ！　それは取り過ぎっ！　返してっ！」

　伸のばした私の腕うでを、部長が掃はらう。「嫌いやだ。等とう価か交こう換かんだよ」

「絶対に鶏けい卵らんよりお肉の方が上だよっ！　もう、部長が食い意地張り過ぎてて、どん引きなんですけど。そんなにカロリーが摂とりたいの？　お肉食べたからって、私みたいにはなれないよ？　こう見えて、私の身体からだはお金と時間が掛かかってるんだからね？」

「はぁ、白しろ崎さき君、早く先生と付き合ってくれないかな。私、先生の相手を続けられる自信無くなっちゃった。今すぐにでも引き取って欲しい。そうじゃなきゃ、私の精神が持たない」

「引き取るって言い方っ！　人を粗そ大だいごみかなんかみたいに──でも、安心して。ちゃんと純じゆん君と付き合ってみせるから。そのあとも、無論、部長にはお付き合い頂きますけど」

　今だって、契けい約やくを取とり交かわして無いだけで、ほぼ付き合ってるようなもんでしょ？

　甲こうと乙おつにそれぞれの名前を書けば終しゆう了りよう──あとは共有した感情を、口にするだけ。




　後戻りは出来ないし、したくない。だから、毒ダチユラを仕込んだ。

　私のダチュラは後で効きく。

　やっとここまで来たんだ──だからお願い、私だけを見て。
















　那な織おりのことを目にする度たび、話をする度たび、この前のことが甦よみがえる。

　日曜日の朝、早くしないと母親が帰って来ると云いう焦あせりの裏で、那な織おりが帰ってしまうと云いう名残なごり惜おしさと寂しさを、僕は確かに感じていた。

　那な織おりが出て行ったあと、自宅から那な織おりの痕こん跡せきを消して回った。

　あの日の僕は、那な織おりのことしか見えていなかった──可か愛わいくて、賢かしこくて、生意気で、自信家で、甘えたがりで、笑うと目が三日月みたいになって、好すき嫌きらいが多くて、変なところが不器用で、寝ね相ぞうが悪くて、片付けるのが苦手で、お小こ遣づかいを貰もらうとすぐ使い切っちゃって、外で遊ぶより家で本を読むのが好きで、派手な映画が好きで、おじさんや僕の趣しゆ味みを揶や揄ゆする癖くせに、自分だってきっちり英国作家の本を読んでいて──とても大切で、大好きな女の子。

　中指と薬指を開けるハンドサインヴアルカン・サリユートを、幼い僕にこっそり教えてくれた女の子。

　許きよ多たの戸と惑まどいと自制を強しいられたけれど、同じくらい楽しかった。

　嫣えん然ぜんと微ほほ笑えまれるだけで、何をされても許してしまいそうだった。

　燻くすぶった初恋の煙は、もう見えない。僕は今の那な織おりに惹ひかれている。




　その一方で、琉る実みのことが頭を過よぎる。

　琉る実みに対する僕の気持ちを、教授は執しゆう着ちやくだと言った。

　また琉る実みとやり直したい──そう思う心は執しゆう着ちやくなのだろうか。琉る実みと一いつ緒しよに居いれば楽しいし、僕の知らない世界のことを教えてくれる。色んな場所に連れてってくれる。琉る実みと付き合ったことで、自分が変わったのが分かる。琉る実みには、那な織おりとは違ちがう魅み力りよくが沢たく山さんある。

　僕は、そう云いう琉る実みのひとつひとつを好きだし、愛いとおしく思っている。




　これは、執しゆう着ちやくなのか？　仮に執しゆう着ちやくだとしても、僕は琉る実みを振り切れていない。




　どちらかと付き合う──それはつまり、どちらかを失うということ。今まで通りなんてことは叶かなわない。そうなるであろう雰ふん囲い気きを、ひしひしと感じる。もしそうなったら、白しろ崎さき家けと神じん宮ぐう寺じ家けは、これまで通りの付き合いを続けられるのだろうか──もしかすると、往来は無くなるかも知れない。それらを全て勘かん考こうした上で決めなければならない。

　絶対に失敗できない選せん択たく──流されるなんて許されない。潜せん考こうの結果でなければならない。

　僕はどちらかが悲しむ結論を出さなきゃいけない。そこから目を背そむけることは許されない。

　もう逃げないと決めた。向き合うと決めた。




　一人の想おもいが潰ついえる答えを、

　二人を悲しませたくない、そう思って生きてきた僕が出さなきゃいけない。




　※　※　※




　風ふ呂ろから上がって、冷蔵庫からお茶を取り出して、コップに注そそいだ。

　母さんは食卓の椅い子すに座ったまま、虚こ空くうに視線を投げていた。今日は何だか様子がおかしい。夕飯の時も、心なしか口数が少なかった。どこか、余よ所そ余よ所そしさみたいな物すらあった。

　月曜日、母さんは父さんの実家に行っていた。大した用じゃ無いと言っていたが、何かあったのだろうか──いや、昨日は普段通りだった。僕が帰るとご飯の支し度たくは済んでいたし、「さて、明日はお家うちのことしなきゃ。そうそう、私、明日も休みだから」と軽やかに笑っていた。

　つまり、昨晩は機き嫌げんが良かった。

　もしかしたら、僕が学校に行っている間、何かあったのかも知れない。

「純じゆん、ちょっといい？」

　僕より先に、母さんが口を開いた。やや重々しい口振りに、心がざわめく。

「ちょっと待って」

　コップに残ったお茶を一気に飲み干して、もう一度注そそいでから座った。どんな話なのか、全く想像はつかないが、長くなりそうな雰ふん囲い気きを感じた。

「訊ききたいことがあるんだけど」想定外の言葉に、端はし無なくも妙みような緊きん張ちようが走った。

　僕に訊ききたいことだって？　「何かあった？」

「──土曜日、家に女の子を泊とめた？」


（了りよう）










あとがき






　服の下に水着を着て登校し、着き替がえを忘れる──定番ネタですが、周りに尋たずねてみると、意外と経験者が多いです。高校でやらかした話も聞きました。えっと、私じゃないですよ？

　水泳の授業と言えば、朝はプールの水が冷たく……夏の話は健康に良くないのでやめます。

　このあとがきは、十一月に書いています。寒くなってくると、わくわくしますよね？

　肌はだ寒ざむい日に、窓から差し込む陽光で暖まるのが、私はたまらなく好きです。小こ春はる日和びよりのドライブも最高です。炬こ燵たつでまどろんだり、暖だん房ぼうの前でごろごろしたり、寒くて布ふ団とんから出られずにする二度寝ね──どれも生きてるって実感しますよね？　私だけじゃないですよね？

　冬は食べ物も美お味いしいですし、クリスマスやお正月みたいなイベントもあります。つまり、冬こそが最強じゃないですか？　真夏の冷れい房ぼうより、真冬の暖だん房ぼうの方が尊いと思いませんか？

　ご意見、お待ちしております。髙たか村むら資し本ほんです。

　この癖くせの強い物語も、遂ついに三巻まで来ました。すべては応おう援えんして下さる皆みなさまのお陰かげです。真冬の暖だん房ぼう並みに暖かいです。ファンヒータです──話が繫つながりました。計算通りです。

　さて、話は二巻執しつ筆ぴつ前夜まで遡さかのぼります。担当編集氏から続きを考えて下さいと言われ、一巻の続きを全く考えていなかった私は、あれこれ悩なやんだ末に幾いくつか案を出しました。その断だん片ぺんの中から二巻が生まれ、三巻が生まれました。故ゆえに、私の中で二巻と三巻はセットです。

　などと書いておりますが、実際は行き当たりばったり……いや、ライヴ感です（断言）

　つまり、私と担当編集氏も『ふたきれ』の結末は知りません。打ち合わせで俎そ上じように載のるものの、結論が出たことは一度もありません。それは恐おそらく、キャラクターが悩なやみ抜ぬいた結果が見たいからだと思っています。言いい換かえると、ライヴ感です。グルーヴを感じて下さい。

　最後になりましたが、重要なお知らせがございます。

　なんと『ふたきれ』のコミカライズが決定しました！　すべては皆みなさまの応おう援えんあってこそです。ありがとうございます。コミカライズはＯＫＡＲＩ先生が担当して下さいます！

　先日、キャラクターデザインを拝見しましたが、めっちゃ可か愛わいいです。やばいです。可か愛わいすぎて気を失いそうになりましたが、何とか持ちこたえました。生きてるって実感しました。

　それでは皆みなさま、冬を味わいつつ、漫まん画が版『ふたきれ』を楽しみに待っていて下さい！




【すぺしゃる・さんくす】

　読者の方の応おう援えんは勿もち論ろんですが、『ふたきれ』が三巻まで続けられたのは、担当編集者様のおかげでもあります。ありがとうございます。あるみっく様、今回も神こう々ごうしいイラストをありがとうございます。カバーの那な織おりが可か愛わいすぎて、色気が凄すごすぎて、血圧が上がりました。健康診しん断だんで引ひっ掛かかりそうです。そして編集部含ふくめこの本の出版に携たずさわった方、劇中で触ふれた数々の作品、お手に取って下さった読者の皆みな々みな様さまに厚く御おん礼れい申もうし上あげます。
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　本書２３０頁／７行目③《おさらばする前に力のほどをみせてやる》

→ゲーテ　池内紀訳『ファウスト　第二部』集英社文庫ヘリテージシリーズ（集英社、二〇〇四年）①一二四頁／②三三六頁／③四〇二頁

■本書２３１頁／17行目《すべて主情的なものは、何ものにもまして僕の尊重する冷静な理知と相あい容いれない》

→コナン・ドイル　延原謙訳『四つの署名』新潮文庫（新潮社、一九五三年）六十六刷一八〇頁

■本書２９７頁／７行目～８行目《恋するとは、自分が愛し、愛してくれる人に、できるだけ近く寄って、見たり触れたりあらゆる感覚をもって、感じることに快楽を感じることである》

→スタンダール　大岡昇平訳『恋愛論』新潮文庫（新潮社、一九七〇年）五十五刷一四頁

■本書３０１頁／11行目～12行目《誘惑を除きさる方法はただひとつ、誘惑に負けてしまうことだけ》

→オスカー・ワイルド　福田恆存訳『ドリアン・グレイの肖像』新潮文庫（新潮社、一九六二年）六十四刷四三頁

■本書３０３頁／９行目～10行目《おとといは兎を見たわ／きのうは鹿、今日はあなた》

→ロバート・Ｆ・ヤング　伊藤典夫訳『たんぽぽ娘』河出文庫（河出書房新社、二〇一五年）四刷一〇三頁

■本書３２３頁／11行目～12行目《恋心なんか芽生えてきたら、さっさと摘み取ってしまうことよ》

→チェーホフ　浦雅春訳『かもめ』岩波文庫（岩波書店、二〇一〇年）一一五頁

■本書３２５頁／10行目～12行目《人間の心にとってもっともつらいのは、次々に事件が積み重なって感情が高ぶったあと、死んだような静けさが訪れて身動きならず、魂から希望も恐怖もうしなわれたとき》

→シェリー　小林章夫訳『フランケンシュタイン』光文社古典新訳文庫（光文社、二〇一〇年）一六六頁






【参考文献】

　弥生美術館・内田静枝編『女學生手帖　大正・昭和　乙女らいふ』（河出書房新社、二〇〇五年）

　ニュートン別冊『絵でわかるパラドックス大百科　増補第２版』（株式会社ニュートンプレス、二〇二一年）

　渡井美代子『チェスがわかる本（基本＆実戦編）』（成美堂出版、二〇一一年）

　有田謙二『チェス　やさしい実戦集』（河出書房新社、二〇二一年）

　フランク・ブレイディー　佐藤耕士訳『完全なるチェス　天才ボビー・フィッシャーの生涯』（文藝春秋、二〇一三年）

　永井義男『江戸の性語辞典』朝日新書（朝日新聞出版、二〇一四年）
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